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は じ め

米国の200海里漁業専管水域を定める 76年漁業保護管理法l乙51年4月13日フォード大統領が

署名して以来ソ連も 12月10日200海里漁業専管水域の設定i乙踏み切り，世界は一気に200海里時

代に突入した。これにより，日米，日ソ漁業交渉の結*.わが国の漁獲割当量は米国200梅里水域内

では51年実績の 11%減(119万トン)と伝り，ソ連200海里水域内では 50年実績(6""12月)

の36.2%減(4 5.5万トン)となった。

遠洋，沖合l乙多く依存する青森県は，サケ，マス，スケトウダラ，イヵl乙依存する漁業者の受ける打

撃が大きく，速洋漁船員の76%にあたる約8，000人の失業や，沖合底ぴき船，サケ，マス流網船，

北転船など 40余隻の滅船があり，漁業者のみならず関連産業に対する波及影響ははかり知れないもの

がある。

県は52年1月10日海洋法対策協議会を発足させ，これらの問題i乙取組む姿勢を見せたが，緊急融

資，補償問題などが先行し，具体血EE産増の対策にまでは至っていない。

今後試験研究機関の進むべき途は，

1. 沖合遠洋漁場開発

2. 未利用資源の利用

3. 外海養殖の推進

にあると思われるが，どれ1っとっても問題は多い。しかし，その1/¥1題を乗りこえほい限り解決の糸11

はほぐれない。

今年はスルメイヵの不if!.¥.むつ湾ホタテHの大母へい死，サケの遡河減少など悲観的材料が多かった

が. 5 3年i乙は大相話験時(¥が建造され，漁場開発体制も催、止し，沖合益殖謀本施設の企業化見通しも立

ったので，これらを実現へ導ぴく諸対策の裏付けを急がなければ芯らない。

5 3年度は実行の年であり，定行することによってのみ明るい漁業の未来は拓けよう。

昭和52年12月

青森県水rm試験場長
馬場勝彦
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1 .沿岸資源開発調査



1 .水産生物分布調査

I 調査目的

日本海沿岸海域における小回遊性魚類の時期的移動，分布，~卵育成場を把握し，沿岸資源の維持

と漁業経営の安定化を図るための碁礎資料を得る。

E 調査内容

1.調査期間 昭和51年4月~昭和52年3月

2. 調査海域 本県日本海沿岸

3. 調査船 試験船青鵬丸(19.94トン 170馬力)

4. 担当者 調査部長斎藤重男

船長中川武光

5. 調査項目 (1) 底棲生物分布状況

(2) 発育段階別分布状況

(3) 産卵場と棲息環境

(4) 生態調査

(5) 魚類移動調査

E 調査の結果と今後の課題

1. 調査結果

(1) 底棲生物分布状況

調査海区は86点(第 1図)で，延228回の調査を行なったが， 1曳網当り漁獲量は第2図

のとおりである。

A.漁獲魚種(第1表)

トラザメ外52穫で，昨年同様カレイ科(1 4種)が最も多く 31料で，昨年より 2科多い。

s.魚種別，漁獲量

総漁獲量は 13トンで昨年(1 5トン)の86.7%であるが，ホッケ，ハタハタの両魚種で

全体の36.2%を占め，カレイ類は 15.4%であった。

C.漁場別， 1曳網当り漁獲量(第2図)

1曳網当り 100Kg以上の漁獲のあった海区は，れ-6，つー 14，18，19，ねー 7，14 

な-16，ら-18，や-24，き-29，し-25の海区で，ハタハタ，ホッケが昨年同様主

体となっている。

D.魚種別，漁場別，漁獲量 (Kg/l曳網)

a. ハタハタ…昨年同様ね，な，き海区の水深200m前後l乙集中して分布している。

b. ホッケ…つ一 17，む一 20海区の水深240.......260慨に分布量が多い。

C. アブラツノザメ…ら-18，き-29海区の水深200明線l乙多く分布している。
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d. ヒラメ…広く分布しているが，深浦沖(100.......290m)の海医は，他海区に比し多い。

e. マコガレイ…分布範囲(40.......170悦)が広いが50m以浅の高山へ鯵ケ沢沖l乙多い。

f .ムシガレイ…高山へ須郷崎(45.......170m)の広範囲に分布しているが，分布量は少ない。

g・パパガ、レイ…深浦沖，鳥居崎以北l乙分布しているが，れ-5， 7海反 (42.......46叩)I乙

多い。

h.マガレイ…高山，鯵ケ沢，深浦沖(45.......130m)1乙分布しているが量的に少とよい。

1. スケトウダラ…鳥居崎以北l乙多く分布しているが，つ-19海区 (260.......280m) I乙

多い。

j. キ ス…深浦沖 (55.......170悦)に集中的に分布している。

k.マダイ…深浦~須郷崎，高山沖 (38.......220m)1乙分布しているが，分布量は少はい。

(2) 発育段階別分布状況

A. ヒラメ…全長は 15.......66cm，モード 32cmで41cm.以上の成魚は深浦沖l乙出現し，最大の

個体は，ふ-24海区にみられた。

s. ムシガレイ…全長は 13.......32cmで深浦沖の魚体が大きく，最大の個体は，む-14海区I乙

みられた。

C.ヤナギムシガレイ…全長は 13....... 3 2cm，モード 17cmで深浦沖より鯵ケ沢沖の魚体が大き

し、。

D.マガレイ…全長は 11.......28cm，モード 17cmで，深浦，鯵ケ沢沖ともに大きな海区差はほ

く，最大の個体は，ね-18海区にみられた。

E.マコガレイ…全長は9.......38cm，モードは23cmで高山，鯵ケ沢沖では海区差がみられ，最

大の個体は，し-24海区l乙出現している。

F.マダイ…全長は 9.......4 8cm，モード 13cmで，高山，深浦，岩崎沖で海区差がみられ，最大

の個体は，き -28海区に出現している。

C3) 産卵育成場と棲息環境

今回の調査では熟卵の個体および稚仔魚の漁獲はみられなかった。

ω生態調査
主としてカレイ類，ヒラメを実施した。

A.全長と体重

a. ムシヵーレイ…全長は 14.8....... 3 1.0cm，体重は 24.......347j'であるが，ともに雌の魚体

が大きい。

b. マガレイ…全長は 11. 6....... 2 8.0cm，体重は 15--228j'であるが，ともに雌の魚体が

大きい。

C. ヤナギムシガレイ…全長は 13.5.......33.4cm，体重は 18.......285j'であるが. 雌の魚体

が大きい。

d. マコガレイ…全長は 14.2.......3 3.4cm，体重は 36.......522j'であるが， 雌の魚体が大き

L、。

e. ヒラメ…全長は 24.3....... 3 8.9 cm，体重210.......658j'であるが，雌の魚体が大きい。
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B.食性

a. ムシガレイ…エピ，ヵニを多く捕食。

b.マガレイ…ゴ刀イ，クモヒトデを最も多く捕食しついで多毛類，アミ類であった。

C. ヤナギムシガレイ…ゴカイを多く食し，ついでエピ，刀ニを捕食していた。

d.マコガレイ・一昨年はゴカイを最も多く食していたが，本年はすべて空胃であった。

トヒラメ…昨年と同様本年も魚類のみを食し，カレイ類とは食性を異にしている。

C.成熟度

ムシガレイ(2月)に半熟，ヤナギムシガレイ(7，9，10月)I乙半熟， 1月l乙完熟個体がみ

られた。

伝)魚類移動調査(第2表，第3......5図)

A.標識放流実施状況(昭和52年8月末現在)

昭和 51年度は316尾を放流し35尾(11.1%)が再捕されたが， 乙の内 3尾は秋田県

沖に南下している。

2. 今後の課題

(1) 将来の栽培漁業に備え，椎仔魚の棲息場を究明する必要がある。

(2) 主要魚種の産卵場を究明する必要がある。

(3) 夏季，秋季の標識放流を実施する必要がある。
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第 1 表 出 現

トラザメ科トラザメ Scyl iorhinus torazame 

ホシザーメ科ホシザメ Mustelusmanzo 

ツノザメ科 アブラツノザメ Squalus acanthlas 

ガルギエイ科ヵ ス ベ Rajidae

ニシン科マイワシ Sardinops melanost icta 

ハモ科ハ モ Muraenesoxcinereus 

アジ科マアジ Trachurus japonicus 

アラ科ア ラ Niphon spinosus 

スズキ科アヵムツ Doderleiniaberycoides 

イサキ科シマセトダイ Hapalogeny_s K ishinouyei 

スズキ科イシナギ Stereolepis ischinagi 

タイ科マダイ Chryso{Ilrys ma jor 

11 チ ダイ Evynnisjaponica 

ニベ科イシモチ Argyrosomusarargentatus 

アマダイ科 B ranchi os tegidae 

マトウタてイ科 マトウダイ Z eus japonicus 

サパ科マサベ Scomber japonicus 

タチウオ科タチウオ Trichiurusleplurus 

イシダイ科イシダイ Oplegna thus fasciat us 

キス科シロギス Sillago japonica 

ハタハタ科ハタハタ Arc toscopus japoni cus 

カサゴ科メ バ ル Sebastes inermis 

11 ノ 、ツメ Scbastesowstoni 

フサカサゴ科ク ロソイ S ebastes schlegel t 

ホウボウ科ホウボウ ChelldonichthysKumu 

11 カナヵーシラ L epidotrigla microptera 

カジカ科カ ジ カ Cot tus pollux 

アイナメ科アイナメ Haxagrammosot北 ii

N ホ

タラ科マ

ッケ Pleurogramrnus azonus 

ダラ Gadus macrocepha 1 us 

11 スケトウ夕、、ラ Theragra chalcogramma 

ヒラメ科ヒ ラ メ Paral ichthys 01 ivaceus 

刀レイ科アヵガレイ Hippoglossoides dubius 

魚 種

TANAKA 

BLEEKER 

TANAKA 

TEMMINCKetSCHLEGEL 

FORSKAL 

TEMMINCKet SCHLEGEL 

CUVIER et VALENCINNES 

HILGENDORF 

SMI TH et POPE 

HILGENDORF 

TEMMINC et SCHLEGEL 

TANAKA 

HOUTTUYN 

CUVIER et VALEN印刷ES

HOUTTUYN 

LINNE 

TEMMINCKet SCHLEGEL 

TEMMINCKetSCHLEGEL 

STEINDA CHNER 

CUVIER 

JORDANetTHOMPSON 

HILGENDORF 

LESSONetGARNOT 

GUNTHER 

GUNTHER 

]ORDAN et STARKS 

]ORDAN et METZ 

TILES IUS 

PALLAS 

TEMMINCK et SCHLEGEL 

SCHMIDT 

が ウロコメガ「レイ Acanthopsettanadeshnyi SCHMIDT 

H ソ ウハチ Cleisthencs pinetorum hezenstini SCHMI DT 

H ムシガP レイ Eopsetta grigoriewi HERZENSTEIN 
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カレイ科メイタガレイ P leuronichthus corutus TEMMINCKet SCHLEGEL 

11 ア サ 1'¥ L epidopset ta mochigarei SNYDER 

11 ミギガレイ Dexistes rikuzenius J ordan sτARKS 

11 マガレイ L imanda herzensteini J ORDAN et SNYDER 

11 マコガレイ L imanda yokohama GUNTHER 

11 イシガレイ Kareius bicoloratus BAS ILEWSKY 

11 ヤナギムシガレイ Tanakiuskitaharai J ORDAN et ST ARKS 

11 ヒ レグ ロ G lyptocephalus stellei SCHMIDT 

11 ナメタカeレイ

11 パパガレイ Mi cros tomus achne JORDANet STARKS 

刀ワハギ、科ウマズラハギ Navodonmodcstus GUNTHER 

アンコウ科ア ン コ ウ L ophlomus S et igerus VAHL 

フ グ科フ グ Tetraodontidae 

その他スルメイ刀，ヤリイヵ，タコ，フジナマコ
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第 2 表-1 標識魚の再捕状況

放流 再捕 経過 再 捕 魚体測定値
魚種

年月日
放流場所

年月日
再捕場所

日数 魚 具 放流時 再捕時

マコガ 51 鯵ケ沢 52 
レ イ 5.20 N1/4E 21.000m 3. 12 高山沖 295 底曳網 33.5 

須郷崎 51 入前崎沖
5.27 NW/N  13，000悦 8. 5 1，000m 70 三枚網 33.5 

鯵ケ沢 52. 
9.29 NW/判 8，000m 1. 5 北金ケ沢沖 98 底曳網 21.0 

11 

11 4.25 とどろ木沖 207 11 17.0 1 7.0 

11 

11 3. lfi Jt金ケ沢沖 168 11 

11 12.18 大片瀬沖 l 80 11 27.0 29.0 

11 

11 11. 2 北金ケ沢沖 34 11 19.0 

11 

11 11.22 大戸瀬沖 54 11 19δ 

11 

I! 11.12 11 44 11 195 

11 大 lli! 
11 10.31 赤石沖 321定置網 25.5 

51 鯵ケ沢 I 52 
9.ヨ) NW/W  16ρ00 m ! 2.27 広，~沖 150 底建網 27.0 2 8.0 

;鯵ケ沢 11 

I N/W1/2W15.000m I 1. 27 Jt金ケ沢沖 119 11 25.0 2 5.0 

51 
〆/ |1222 赤石沖 83 11 27.5 2 8.0 

鯵ケ沢
11 U尽叫'5，556 83 11 26.0 26.0 

鯵ケ沢
11 NW6，482m 83 11 25.0 2 5.2 

I! 

11 大片瀬沖 83 11 25.0 25.0 

11 

11 11.17 大同瀬崎沖 48 11 23.0 

鯵ケ沢 51 
間ルN1/2N11， OOOm 12.22 I! 83 I! 25.0 25.0 

52 深浦 52. 
3. lfi NNW 4，000刑 4. 7 岩崎沖 22 底ぴき網 3 5.0 

艦作崎 I! 人道崎
3.17 S/E 7，4 0 Om ら.13 NE22，∞Om 57 11 26β 

」ー
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第 2 表-2 標識魚の再捕状況

放流 再捕 経過 再 捕 魚体測定値
魚種 放流場所 再捕場所

年月日 年月白 日数 漁 具 放流時 再捕時

ムシガ 51. 鯵ケ沢 52. 大片瀬崎
レイ 9.29 N/W l/2N15.0 0 0刑 2.14 1，500m 138 底建網 25.0 

11 鯵ケ沢 11 

9.30 NN/W 16，000慨 4.25 北金ケ沢沖 207 11 2 8.0 

52 11 

3.16 行合崎 W 6，000m 4. 8 岩崎沖 23 底びき網 25.0 

11 男鹿市
鱒作崎 N 5，000m 5. 9 北浦沖 54 三牧網 2 3.0 2 3.0 

11 

行合崎 W 6，000m 4. 8 岩崎沖 23 底ぴき網 27.0 

11 
影男鹿d市a北浦z 

行合崎 W 6.000悦 5.23 68 事IJ 網 23.0 23.0 

11 
県青境森， 秋境田

3.17 入前崎 W 5，000m 3.18 1 底ぴき網 2 7.0 27.0 

ヒフメ 51. 鯵ケ沢 51. 
5.20 Nl/4E 21，000悦 6.27 北金ケ沢沖 38 3 6.5 

52. 52. 県青森境， 秋田
3.17 人前崎 W 5，000m 3.18 l 底ぴき網 30.8 

11 

11 11 3.22 艦作崎沖 5 11 2 8.8 

11 

11 11 3.22 11 5 11 2 7.0 

11 入前崎
11 11 5. 16 N2，500m 60 定置網

11 とどろき地
11 11 7. 1) 先 111 28.6 30.0 

11 秋田県山材官
11 艦作崎 N 5，000悦 6.26 蝦~t招田沖 101 底建網 27.4 

11 
県青森境， 秋田

3. 16 人前崎 W 4，500悦 5.20 65 底ぴき網 33.0 3 4.0 
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1 1.0 9.0 92.2 79.8 29.0 24.6 43.8 3 1.0 

フジナマコ フジナマコ
10 

10 ホヤ 1 

-1.園



同

国

二三、ミむち
漁
位 置

水 深 (m) 
場
底 質
天 候

気 風 |何

!昆 jJ 

象 気 私i
気 11: 

友 出i m 
海
底 !同 m 

況
1庇 lilJ 

曳網 hJ:m

投網開始時

普島 投網終了時

網待時間

曳網万向

法 曳網時間

揚網開始時

揚網終了時

トラザメ

ホシザメ

カスザメ

アブラツノザメ

カーンギエイ

アガムツ

てr ダ イ

漁 イシダイ

キ ス

ハタハタ

カナガ「シラ

カ ジ 11 

アイナメ

13 

4.26 

オミー8

85 

M 
c 

S 
1 

1，012.5 

10.5 

8.7 

1，2 0 0 

14.00 

14.10 

5 

E 
10 

14.25 

1 4Ji 0 

3 

J十 K9/1曳網 比率% 1 2 

5日 5.8 11 

な-16 ね-17

1 40 200'"'-230 

M M 
b b 

w W 
3 3 

7 7 

1025 1025 
110.瓦一トー

1，4 0 0 1400 

06.30 08.20 

() 6.4 0 08.30 

5 10 

E E 

1 5 10 

07.00 08.50 

07.40 09.25 

2.0 

18 1.4 4.0 

2.0 

1 0.1 0.2 

2 0.2 0.5 

2.0 

2 0.2 0.5 

5 0.4 1.1 

3 4 5 6 7 8 
11 17 11 20 11 11 

ね-17 む-7 そ-6 れ-6 れー7 fこ-6

200'"'-240 46'"'-50 45'"'-40 46'"'-45 45'"'-46 46'"'-45 

M S .G C.S C.S C.S 
c c b b b 

W SE SE NE NE NE 
3 2 2 2 2 2 

8 / 9 1 0 

1，025 1，004 1004 1，020.5 1，021 1，02 1 

1 1.9 1 1.9 12.0 12.0 1 2.0 

10.6 1 0.6 11.8 1 1.8 1 1.8 

1，400 1，200 1，200 1，200 1，200 1，200 

09.55 o 8.0 3 1 0.0 0 6.2 5 07.52 09.24 
10.05 08.1 3 10.10 6.3 5 o 8.0 0 o 9.3 2 
10 5 5 5 5 5 

E E SW WSW NNW NNW 

13 10 12 10 25 15 

10.28 08.28 10.32 06.50 08.30 9.5 2 

1 1.02 09.25 1 1.00 07.16 09.00 10.14 

5.0 5.0 1 0.0 

7.0 10.0 5 0.0 

精、

2.0 

獲 1.0 

2.0 23.6 1 0.0 



同

‘。

獲

高

Kg 

ホ ツ ケ

マ ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵガレイ

ウロコメガ凶

ソウノ、チ

ムシガレイ

メイタガレイ

ア サ ノf

マガレイ

マコカーレイ

ヤナギムシガレイ

ヒレク.ロ

ナメタガPレイ

パパガ、レイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイ力

タ コ

ア フ

そ

の

他

言十

備 考

16 

1 

11 69.4 

6 

2 7 

6 71.5 

10 

9 

34.2 

3 24 

5 33 

30 

6 1 

2 10 

4 
2 

32.0 416.1 

フジナマコ 30 
10 
2 ホヤ 1 
合計448.1

1.2 3.6 2.0 2.0 
1.0 2.0 1.0 な

0.1 0.2 2.0 2.0 
5.3 1 5.5 1.0 
0.5 1.3 8.0 8.0 

0.5 1.6 1.0 

5.5 1 6.0 し
0.8 2.2 

0.7 2.0 2.0 
2.6 7.6 3.0 5.0 3 5.0 4.0 
1.8 5.4 0.5 

2.5 7.4 

2.3 6.7 8.0 42.4 

2.0 

4.7 1 3.6 18.0 5.0 4 8.0 

0.8 2.2 2.0 2.0 

0.3 0.9 シマセトタY
0.2 0.4 3.0 

クロソイ

1 72.0 
メJ'{)レ

1 0.0 

24.5 16.0 1 5.0 25.0 283.6 85.4 74.0 

2.3 6.7 

0.2 0.5 



トa
o 

二三ミミヰ
漁
位 置

水 深 (m) 
場
底 質

天 候

Fメヲ、風 I白j

!員 力

象 気 温

気 11: 
主主 面 マ礼

梅 ra 屑 仰t

況
流 lilJ 

曳網長悦

投網開始時

穂、 投網終了時

網待時間

曳網方向

法 曳網時間

揚網開始時

揚網終 r時
トラザメ

ホシザメ

カスサザメ

アブラツノザメ

ガ.ンギエイ

アヵムツ

マ ダ イ

漁 イシタ守イ

キ ス

ハタハタ

カナガシラ

カ 、J 11 

アイナメ

9 

21 

そ-5

50---45 

C 
NE 
2 

9 

1，0 12 
1 2.4 

1 1.8 

1，2 0 0 
06.14 

06.24 

5 

WNW 
1 1 

06.40 

o 7.0 6 

2.0 

3 0.0 

1.0 

1.0 

3.0 

10 1 1 12 13 
11 11 11 5. 26 

れ-5 よ-5 そ-8 ま-24

42---45 47---45 62---65 130---140 

M M 

C C R b 

NE NE NE w 
2 2 3 2 

9 10 10 1 3 

1，0 12 1，012 1，011 1，0 1 1 

1 2.4 1 2.4 1 2.4 1 3.4 

1 1.8 11.8 1 1.5 8.8 

1，200 1，2 0 0 1，200 1，2 0 0 

07.30 08.50 10.28 10.05 

07.40 09.00 10.38 10.15 

5 5 5 
一5

NW NW ENE ESE 

15 15 10 15 

08.00 o 9.2 0 1.052 10.35 

() 8.25 09.47 11.20 11.10 

5.0 10.0 

2.0 

2.0 

15.0 10.0 

14 15 16 17 18 19 20 
11 11 27 11 11 11 11 

や-24 け-25 み-27 し-26 し-25 き-29 き-28

140---1ω 95'--115 65---65 50---50 50---48 140---200 125---1却

M M M M M M M 

b b b b b b b 

w W W w SW SW SW 

2 2 2 2 2 2 2 

1 3 1 1 12 13 13 1 5 

1，0 1 1 1，01 1 1，012 1，012 1，012 1，011.5 1，011.5 

13.4 13.4 1 4.2 1 4.2 1 4.2 1 4.2 1 4.2 

8.8 9.0 1 0.2 1 0.2 1 0.2 9.2 9.2 

1，200 1，200 1，200 1，200 1，2 0 0 1，200 1，200 

11.40 13.03 09.10 08.32 09.43 11.55 13.10 

11.50 13.13 07.20 08.4 2 09.53 12.05 13.20 

5 5 5 5 ら 10 5 

ESE ESE N w w E E 

10 22 20 10 7 15 10 

1 2.0 5 13.40 07.25 08.57 1，0 1 5 12.30 13.35 

1 2.3 5 14.10 () 8.1 3 o 9.28 10.40 1 3.0 () 14.05 

8.0 200.0 

1.0 
1.0 2.0 1.0 

0.5 1.0 1.4 

1 0.0 

1.4 



トa-

獲

高

K9 

ホ ‘'l ケ

マ ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵガレイ

ウロコメカ'レイ

ソウハチ

ムシガレイ

メイタガレイ

ア サ 1"¥ 

マガレイ

マコガレイ

ヤナギ‘ムシガレイ

ヒレク'ロ

ナメタガレイ

パパガレイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイ刀

タ コ

ア フ

そ

の

他

計

備 考

1.0 1.0 

0.6 

5.0 10.0 1 0.0 

5.0 2 5.0 3 0.0 

1.0 1.0 

力スペ類

3.0 

48.6 61.0 64.0 

3.0 210.0 

2，0 2.0 

1.0 1.0 

1.0 3.0 3.0 2.4 

1.0 2.0 1.0 3.2 

6.0 7.4 

1.5 0.7 

1.0 4.0 

4.0 1.0 3.8 2.0 

2.0 

1 5.0 5.0 

5.0 1 0.0 3.0 1 7.0 4.4 

カスベ カスベ
5.0 3.0 

21.0 3.0 2 18.5 2 1. 0 12.5 32.9 2 15.8 3 1.2 7.8 



N 
hコ

『!ザミミヶー¥~哩互トh主 2 1 
28 

漁L
位 置 ねー19

場
水 深 (慨) 2ω-----2説)

底 自 M 

天 候 b 
XrsL r 風 !日j SW 
)民 JJ 2 

写l tatxe L 品 1 3 
〉z〈rL 11: I，(1}(3).7 8 
主主 Iftl γn 

f毎

民b五桝 1m11111 11 10 0 1 43 
況

曳網 i立m I 1，400 
投網開始 11年 7.50 

穂、 投網終了 H寺 8.03 

網符時間 1 0 

曳綱方向 ESE 

f1: 曳網時間 20 

揚網開始時 08.33 

揚網終 Is寺 09.10 

トブザメ

ホシザメ

力スザメ

アブラツノザメ

ガンギエイ

アカムツ

守Y ダ イ

称、 イシダイ

キ ス

ノ、 ρハケ 3.0 

カナガシラ

カ 、J 寸3

アイナメ

22 K9/1曳網 I七本% l 
11 7日

ト一一一
51. 6. 15 

ら-20 な-7

230-----250 47-----45 

M 

b c 

SW E 

4 3 

1 4 15.0 

1，007 1，0 12 
トー一一一1一一一3一一8一一一 ト一一ー

1 6.2 

4.3 1 0.7 

1.400 
卜一一

1，200 

09.:10 06.20 

09.4 0 06.40 

1 0 5 

ESE WSW 
20 10 

18.10 o 6.5 5 
10.45 07.23 

;j 9.0 l.H 「一 3.0 2.0 

;~ 0 5.0 13.7 2 :U 2.0 

3.0 0.0.1 0.2 

7.0 0.3 0.5 2.0 

7.0 0.3 0.5 

6.9 0.3 0.5 

1 0.0 0.5 0.8 

6 5.0 3.0 4.9 

2 3 4 5 G 7 
11 11 6. 16 11 11 11 

つ-7 そ-6 ら-18 ら-20 む-20 つ-16
45-----43 43-----40 240-----270 2日)---270 230-----270 2ヨ)-----260

M M M M 
r r b C C c 

E E E 
3 3 3 3 3 2 

15.0 1 5.0 1 4.0 1 4.0 1 4.0 1 5.0 

1，0 1 2 日主12 1，0 16 1，0 16 1，0 1 7 1，0 1 7 
1 6.2 16.6 1 6.6 1 6.6 

10.7 6. :1 6.九 6.:~ 

1，200 1，200 1，400 1，400 1，400 1，400 

07.4 0 08.4 8 06.20 08.10 09.4 5 1 1.30 。7.50 08.58 06.30 08.20 09.55 1 1.4 0 
5 5 1 0 10 15 20 

WSW WSW E SE ときE SE 
1 5 10 25 15 15 25 

08.0 5 09.13 o 7.0 5 08.4 5 10.25 12.25 1 
08.30 o 9.4 0 07.:1 H o 9.2 0 1 1.0 0 1，;j 00 

3.2 
ヤー一一 ト一一一一一一一一

2.0 

5.0 2.0 

らo

話l¥、
0.5 1.0 

2.0 2.0 

0.5 1.0 

1を
1.0 



督。
、必

獲

高

K~ 

ホ ‘:J ケ

マ ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵガレイ

ウロコメガレf

ソウハチ

ムシガレイ

メイタガ‘レイ

ア サ ノ〈

マカーレイ

マコガレイ

ヤナギ?ムシガレイ

ヒレグロ

ナメタガレイ

パパガレイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイヵ

タ コ

ア フ

そ

の

他

言十

備 考

3.0 222.0 

2.0 6.0 

10.0 1 4.0 

5.6 

35.0 2.5 53.5 

3.0 

9.4 

7.2 

2.0 

85.4 

2.7 

5.0 

121.2 

6.0 

91.0 

2.0 1.0 46.4 

シマセトタtイ

3.0 
カスベ

1 1.0 
ソイ

172.0 
メノ"{}レ

10.0 

5 5.0 3.5 1，319.3 

10.1 16.8 10.0 4 fi 0，0 6 0.0 
0.3 0.5 

0.6 1.1 20.0 15.0 5.0 
0.3 0.4 

2.4 4.1 6.0 な 5.0 10.0 

0.1 0.2 

0.4 0.7 

0.3 0.5 

0.1 0.1 し

3.9 6.5 1.0 3.0 2.0 

0.1 0.2 

0.2 0.4 3.0 1.0 

5.5 9.2 

0.3 0.5 

4.1 6.9 

2.1 3.5 1.0 3.0 3.0 

カスベ ノ.....)メ

0.1 0.2 1.0 1.0 

0.5 0.8 

7.8 13.0 

0.5 0，8 

9.0 1 3.0 9.0 44.0 487.0 8 0.0 



もQ

・・.

豆、守主
位 置

漁
水 深 (m) 

場
底 質

天 候

気 風 !日j

J~ JJ 
象 Kat zL r n.A 

4"XL P JE 

主え 的l 勿Z

海
成 !同 m 

況
前i I[IJ 

曳網 iえ刑
投網開始時

換、 投網終 f時
網待時間

曳網方向

法 曳網時間

揚網開始時

揚網終 f時
トラザメ

ホシザメ

カスザメ

アフラツノザメ

ヵーンギエイ

ア刀ムツ

マ ダ イ

漁 イシダイ

キ ス

ノ、タハタ

カナガシラ

カ ユノ 1] 

アイナメ

8 9 

6. 17 6. :n 

つ-17 つ 18

240.......2印 240.......2印

M M 

b c b 

E E 

2 2 

15.0 21.0 

1.0 19 1，0 11 

18.4 

6.5 

1，400 1，400 

09.20 09.40 

09.30 09.50 

15 15 

SE E 

18 10 

10.03 10.15 

10.38 10.50 

10 1 1 12 
11 6. 24 11 

て〉ー19 け 24 11 

260.......280 95 95 

M M M 
b r r 

E E E 
1 2 2 

21.0 

1，0 1 1 1，006 1，006 

18.4 

6.3 

1，400 1，400 1，400 

1 1.1 8 12.4 0 14.00 

11. 28 12.50 14.10 

1 5 5 5 

E SW SW 
22 10 10 

1 2.0 5 13.05 1 4.25 

12.40 13.40 13.00 

2.0 1.0 

13 14 1 5 1 6 17 計 K9/1曳網

6. 30 11 11 11 11 6日

オ1--7 よ 4 オ1--4 な-9 ら 9

49.......47 43.......38 45.......40 加.......85 80.......75 

S.G S.G S.G M M 

b b b b b 

E E E E E 

3 3 3 3 3 

1 2.0 1 3.0 1 6.0 18.0 18.0 

1，020 1，0 2 0 10195 1，0 1 9 1，019 

17.2 17.2 1 7.2 1 7.2 1 7.2 

1 2.0 12.4 12.0 1 1.8 1 1.8 

1，200 1，200 1，200 1，200 1，200 

07.47 09.05 1 0.2 3 12.00 13.13 

07.57 09.15 1 0.3 3 1 2.1 0 1 3.23 

5 5 5 5 5 

W W W W W 

18 16 1 4 10 7 

08.20 o 9.3 6 1，052 1 2.2 5 13.35 
08.48 10.03 1 1.18 12.55 14.03 

10.0 17β 1.0 

20.0 40.0 5.0 74.0 4.4 

5.0 0.3 

3.0 6u 0.4 

2.2 1.8 7.5 0.4 

4.0 0.2 

2.0 3.5 0.2 

3.0 7.0 1 0.0 21.0 1.2 



督。
口、

獲

高

K9 

ホ ツ ケ

マ ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵガレイ

ウロコメガレf

ソウハチ

ムシカーレイ

メイタガ‘レイ

ア サ '" 
マガレイ

マコガレイ

ヤナギ‘ムシガレノイ

ヒレク'ロ

ナメタヵーレイ

パパカ。レイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイヵ

タ コ

ア フ

そ

の

他

三十

備 2毛

730.0 15.0 1 5.0 1 0.0 
1，0 3.0 

1 0.0 5.0 45.0 

10.0 5.0 1 5.0 
100.0 1 0 0.0 5 0.0 

2.0 

3 0.0 3 0.0 

1 0.0 

8.0 1 4.0 1 5.0 

8 5 0.0 164.0 172.0 39.0 
フジナマコ

10.0 

2.0 2.0 2，0 1，3 0 6β 76.8 

4.0 0.2 

100.0 5.9 

4.0 4.0 0.2 

51.0 3.0 

250.0 14.7 

2.6 2.6 0.2 

3.2 4.2 0.3 

1.0 2.0 3.0 0.2 

4.0 1 0.0 6.0 26.0 1.5 

2.0 2.0 2.0 8.0 0.5 

2.0 66.0 3.9 

6.6 6.6 0.4 

5.0 2 5.0 40.0 2.4 

1 0.0 1 2.0 66.0 3.9 

カスペ カスベ4.0カスペ6.0 刀ヌA15.o 0.9 
4.0 4シガレペ ソイ 3.0 ノ、ツメ 1.0 0.1 

2.0 ソイ 3.0 0.2 
イ淵レイ

2.0 0.1 

2 0.0 43.2 70.8 41.8 17.0 36.6 2，096.4 

フジナマコ フジナマコ フジナマコ

1 0.0 1 0.0 30.0 1.8 
正仁当l 計 2.126.4 



N σ、

h竺そ分ご¥一一生一亙JhE 

漁
位 置

水 深 (m) 
場
底 fr 
天 候

X，L ap 風 lilJ 

風 JJ 
象 /べ( nA 
〉，〈gL 11 

)乙 1/11 ?γ? 

/fIi 
1氏 If"I m 

あt
liit lilJ 
曳網 i主悦
投網開始時

穂、 投網終5's与

網符時間

曳網万 rr司
1主 曳網時!日!
楊網開始時

揚網終 rH年
卜うザメ

ホシザメ

カスザメ

アブうツノザメ

ガンギエイ

アヵム 、J、

マ タ イ

i漁 イシダイ
キ ス

ノ、ヲハタ

力ナガシラ

カ :ノ カ

アイナメ

比率%

0.8 

3.5 

0.2 

0.3 

0.4 

0.2 

0.2 

1.0 

l 2 3 

5T.I.8 11 11 

ゐ 14 ゐ 13 れ 6

95.......95 105----105 43.......40 

M M S.G 

b b b 

sw SW W 
3 2 2 

1 7.0 1 8.0 2 0.6 

1，0 () 9 1，009 1，009 

18.4 18.0 ト 18.4 

1 0.1 1 0.1 1 7.8 

1，200 1，200 r-i:，Z-OO 
06.18 07.30 09.40 

07.28 07.4 0 o 9.5 0 
5 5 5 

E E W 
1 0 1 2 7 

06.43 o 7.5 7 10.02 
o 7.1 1 08.2 5 10.30 

5.0 

6.0 

0.5 

1.0 

2.0 5.0 

4 5 6 7 K9/1曳網 比率% 1 
11 7/-7/ 11 11 2Ir 9 8 
ね 8 才:J.-1 6 むし 1 b 勺 14 ゐ 14 
85.......90 250----200 150.......105 1()()----95 90----85 
M M M M M 

b b C E C 
W SW SW SW E 
3 3 3 4 3 
23.2 23.6 2 3.6 23.6 2 0.0 
1，008.5 1，0 1 5 1.0 1 5 1，015 1，0 1 4 
1 4.4 23.8 23.8 23.8 23.4 
1 0.1 3.7 15.7 15.7 1 2.6 

1，2 0 0 I"Tzoσ 1，200 1，200 1，400 
10.55 06.10 08.14 09.36 05.47 

1 1.0 5 o 6.2 0 08.24 o 9.4 6 05.57 
ら 1 5 5 5 ら

SE NE ENE ENE NW 
14 1 5 14 16 1 1 
1 1.24 o 6.5 0 o 8.4 3 1 0.0 7 06.13 
11.50 o 7.2 3 09.20 10.45 o 6.4 3 
トー トー一一

5.0 0.7 2.:~ 

6.0 2.0 1 4.0 2.0 6.3 4.0 

0.5 。目1 0.2 

1.0 2.0 0.3 0.9 

7.0 1.0 3.2 



ト。...， 

獲

高

Kg 

ホ y ケ

マ ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵガ、レイ

ウロコメガレ4

ソウハチ

ムシガ、レイ

メイタガレイ

ア サ ノ〈

マガレぺ

マコガレイ

ヤナギ‘ムシカーレイ

ヒレグロ

ナメタガレ4
ノ〈ノ、fガレイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイ力

タ コ

ア フ

そ

の

他

計

備 考

61.4 10.0 

0.2 

4.7 

0.2 0.6 

2.4 

1 1.8 

0.1 1.0 

0.2 

0.1 3.0 

1.2 1.0 

0.4 2.0 

3.1 

0.3 1.4 

1.9 

3.1 1 4.0 

カスペ0.7 力スベ1.0
ノvyメ0.0

ソイ 0.1

イシガレイ

0.1 

1 8.0 3 0.0 5.5 

フジナマコ 11 

1.4 5.0 2 0.0 

2.0 1.0 13.0 1.9 5.9 

30.0 30.0 4.3 1 3.6 

0.6 0.1 0.3 

3.0 3.0 0.4 1.4 

2.0 3.0 0.4 1.4 

3.0 1.0 1.0 5.0 0.7 2.3 6.6 

2.0 5.0 10.0 1.4 4.5 

1.0 0.1 0.4 4.0 

5.6 6.0 1 1.4 2 5.0 3.6 1 1.3 1.0 

3.0 2 0.0 23.0 3.3 10.4 

0.5 1.9 0.3 0.9 4.0 

1 0.0 10.0 1.4 4.5 2.0 

1.5 5.0 3.0 23.5 3.4 10.6 1.0 

1.0 

2.0 カスペ3.0 0.4 力スベ1.4 マアジ0.3
アマダイ アマダイ アマダイ アマダイ

0.5 0.5 0.1 0.2 0.5 

29.6 39.5 3 5.5 2 2.9 1 81.0 24.4 

フジナマコ フジナマコ フジナマコ

1 0.0 5.0 40.0 5.7 18.1 
J口L 五十 221.0 



E。
∞ 

lι『ミミニ ~辛f'<<l. 
2水深 (m)
底質

天 候

気 風 前j

!員 jJ 

象 ;;.:t illJ 
d'XzL p IE 

Aえ 守礼

希i
!氏 !同 m 

況
流 IflJ 
曳網 J;:m

投網開始時

精、 投網終 f時
網待時間

曳網万向

rJ~ 曳網時間
揚網開始時

揚網終 f時
トフザメ

ホンザメ

カスザメ

アブラツノザメ

ガ、ンギエイ

アヵムツ

マ ダ イ

神、 イシダイ

キ ス

ノ、タハタ

カナガシラ

11 、/ 11 

アイナメ

2 3 

11 11 

う-15 う-12

100"""'100 90"""'90 

C C 

E E 

3 3 

20.0 20.0 

1，014 1，0 14 

2 3.4 23.4 

1 2.5 1 2.6 

1，400 1，400 

07.08 08.35 

07.18 08.45 

5 5 

NW  NW  

14 10 

o 7.3 7 09.00 
08.10 09.30 
4.0 3.0 

2.0 2.0 

4 5 6 

9. 13 11 11 

む-12 ら-12 う-12

90.......85 95"""'95 80.......75 

M M M 

C C C 

SE SE SE 

3 4 4 

18.0 1 8.0 18.0 

1，019 1，019 1，018 

22.6 22.6 22.6 

1 1. 7 1 1. 7 1 1.9 

1，400 1，4 0 0 1，400 

07.55 09.05 10.32 

08.05 09.15 10.4 2 

5 5 5 

WNW WNW WNW 

7 10 15 

08.17 09.30 1 1.02 

08.4 7 10.00 11.32 
4.0 1 5.0 

1.0 

7 8 9 10 1 1 12 13 
11 9. 17 11 11 11 11 11 

う-9 つ-11 う-12 う-10 う-11 む-10 ら-8

8~75 8 身、~8 0 85"""'80 85"""'75 90"""'85 90"""'85 85"""'80 

M M M M M M M 

C C C R_C C.R C C 

SE S S S S S S 

4 2 2 2 2 2 2 

1 8.0 17.0 1 7.0 1 8.0 18.0 1 8.6 18.6 

1，017 1，011 1，010 1，0 10 1，009 1，009 1，008 

22.6 21.8 2 1.8 21.8 21.8 2 1.8 2 1.8 

1 1.9 1 1.5 1 1.5 1 1.5 1 1.5 1 1.5 1 1. 5 

1，400 1，4 0 0 1，400 1，400 1，400 1，400 1.400 

1 1.57 05.47 07.00 08.20 09.35 10.50 12.22 

12.07 05.57 07.10 08.30 09.4 5 11.00 12.32 

5 5 5 5 5 5 5 

WNW W W W W W W 

18 13 15 12 15 20 18 

1 2.3 0 06.15 o 7.3 0 08.47 10.05 11.25 12.55 
13.00 06.4 5 08.00 09.17 10.35 11.53 13.25 

1 5.0 10.0 1 0.0 10.0 3.0 3.0 

4.0 1 0.0 7.0 4.0 6.0 

1.0 

0.5 1.0 1.0 



登"
'" 

獲

高

~ 

ホ 'l ケ

マ ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵガ‘レイ

ウロコメカーレイ

ソウハチ

ムシカ。レイ

メイタガ「レイ

ア サ ノ〈

マガレイ

マコガ.レイ

ヤナギ‘ムシカ。レイ

ヒレク'ロ

ナメタガ、レイ

パパガレイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイヵ

タ コ

ア フ

そ

の

他

3十

備 』雪

4.0 

3.5 2.0 3.0 

1.0 2.0 1.0 

2.0 

2.5 

2.0 

6.0 

1.0 1.0 1.0 

マフグ1.0 アマタイ
1，0 

16.0 11.0 2 2.0 

フジナマコ フジナマコ

10.0 1 0.0 

1 0.0 3.0 3.0 4.0 6.0 4.0 1.0 

1 0.0 1 0.0 10.0 2.0 3.0 

3.0 20.0 4.0 

4.0 1.0 0.5 1.0 1.0 0.3 

3.0 8.0 7.0 

1.0 0.3 1.0 

5.0 

スJレメイ1JスJレメイカ アマタイ

1.0 2.0 1.0 
マフグ1.0 マフグ マフグ

アマダイ 1.0 2.0 
1.0 マアジ

0.5 

25.0 48.0 32.0 3 3.0 4 0.8 35.0 8.0 11.3 4.0 

フジナマコ フジナマコ フジナマコ フジナマコ

5.0 1 0.0 3.0 2.0 



ω 。

二三、ミヰ
漁
位 置

場
水 深 (m) 

底 質

天 候

気 風 l[lJ 

風 }J 

象 3aE〈7L 制
:JExT L J E 
主主 的i 7乱

梅
J!t !尚 m 

況
1庇 [ilj 

曳網長 m

投網開始時

穂、 投網終 f時
網待時間

曳網方向

法 曳網時間

揚網開始時

揚網終了時
卜フザメ

ホシザメ

カスザメ

アブラツノザメ

ガンギエイ

アヵムツ

マ ダ イ

漁 イシダイ

キ ス

ハタハタ

カナガシラ

カ 三ノ カ

アイナメ

14 15 
11 9. 22 

む 8 つ 13 
90.......85 90.......90 

M M 

C R.C 

S W 
2 3 

20.2 1 5.5 

1，007 1，008 

21.8 22.0 

1 1. 5 15.9 

S 

1，400 1，400 

13.35 06.35 

13.45 06.45 

5 5 

W ESE 

15 10 

14.05 07.00 

14.35 07.30 

3.0 

汐

1.0 

:l{ 

く

16 1 7 1 8 
11 11 11 

つ 14 ね 16 ね 17
95.......95 2印.......290 27().......310 

M 

C b.c b.c 

WNW WNW WNW 

3 3 3 

1 5.5 1 7.2 18.0 

1，008 1，008 1，000 

22.0 22.0 22.0 

15.9 2.1 2.1 

S NE NE 

1，400 1，6 0 0 1，6 0 0 

07.50 9.5 5 11.40 

o 8.0 0 10.07 11.50 
5 12 10 

SE SE SE 

15 1 5 1 5 

08.20 10.34 12.15 

08.50 11.10 12.52 

2.0 2.0 

19 20 21 22 23 24 25 

9. 24 11 11 11 9. 29 11 11 

ゐ 11 つ 1 1 ゐ 10 ゐ-10 うー 10 む-10 の-1 1 
85.......80 90.......85 85--....80 85.......80 85--....90 9(ト......95 80.......85 

M M M M M M M 

b.c b b b c c c 

SE SE NW NW NE NW NNW 

2 2 2 2 2 3 3 

1 7.2 18.0 20.0 20.0 1 7.2 1 7.5 1 9.0 

1，020 1，020 1，020 1，020 1，0 10 1，0 10 1，010 
一22.0 22.0 22.0 21.2 2 1.2 21.2 

15.9 15.9 1 5.9 1 4.1 14.2 14.1 

1，400 1，4 0 0 1，400 1，400 1，4 0 0 1，400 1，400 

08.50 10.10 11.35 13.03 06.05 07.20 08.55 

09.00 10.20 11.45 13.13 06.15 。7.30 09.05 
5 5 5 5 5 5 5 

WNW WNW WNW W S SSE S 

10 20 15 12 10 20 15 

09.15 10.45 12.10 13.30 06.30 o 7.5 5 09.25 
09.4 5 1 1.1 5 1 2.40 14.00 07.00 08.25 09.55 

5.0 1 0.0 5.0 

4.0 2.0 2.0 0.5 1.0 

3.0 6.0 3.0 3.0 

3.0 

1.6 0.2 



ホ ツ ケ 2.0 2.0 
て7 ダ フ 1魚 0.5 3.0 2.0 

獲 スケトウタラ 1 0.0 10.0 
ヒ フ メ 0.5 1.0 0.8 
アヵガレイ 1 0.0 2.0 
ウロコメガνf 皆 1 0.0 15.0 
ソウハチ

ムシガレ 4 3.4 3.4 3.0 2.0 2.0 2.0 
メイタガ「レイ

ア サ ，て 無
マガレイ

高 マコガレイ 4.0 2.0 9.0 4.0 8.0 4.0 5.0 8.0 
ヤナギムシカ。レイ 3.2 1.0 2.0 1.0 1.0 3.0 1.0 
ヒレグロ 3.0 4.0 
ナメタガ、レイ 2.0 
パパガレベ 3.0 
ウマズラハギ 4.0 

u アンコウ 9.0 
ヤリイヵ 1 0.0 8.0 30.0 2.0 
タ コ 1.0 10.0 1 2.5 1 0.0 

Kg ア フ 2.4 1.0 

アマダイ ノ，".)メ1.0 ノ，".)メ1.0 マフグ3.0マフグ1.0 マフグ3.0マフグ3.0 アマダイ アマダイ

0.3 アマダイ 2.0 1.0 
そ 2.6 

の

他

計 1 2.2 1 7.6 4 1.0 3 9.0 4 0.9 3 4.2 3 6.0 5 5.5 1 5.5 1 2.0 2 1.0 

フジナマコ フジナマコ フジナマコ フジナマコ フジナマコ フジナマコ フヲナマコ

備 考 1 0.0 1 0.0 1 0.0 1 0.0 5，0 1 0.0 1 0.5 



w 
ト3

F、ヰ
j伸、
位 置

水 深 (m) 
場
底 四
天 候

I札， 1!Tl IIIJ 

!氏 )J 

象 二~(
X， L 11 

Jく 1(11 rn 
河1i
!氏 1M 宵E

i'~ 
i五i IIIJ 

曳網 Um
投網 IJIIIJ:h11年

存号、 投網終 f"年
網待時間

曳綱方向

iL 曳網 s!f r日!
揚網開始時

tM網終 (1メl与
トフザ

ホレノザメ

カス ~f メ

アブラツ/守Tメ

カンギエイ

アヵムツ

ーユF タ イ

称、 イシダイ

キ ス

ノ¥タノ、タ

カナガシラ

カ レ/ 力

アイナメ

2h 27 28 J十 K~l曳網

7Ll 
ト

9. 3 () 11 11 

む-1 4 ね 9 む-1 () 

95~97 7 5~75 7 5~82 

M.S M M 

t C 仁

S S SW  

2V五02112、6611N日o 王1パ2411}2N 071612 3 4 7 0 
14.() 

1 3.9 

1，4 () 0 I 1 

(16.15 。7.52 o 9.3 0 
() 6.2 5 08.08 09.4 (1 

3 5 5 

E N N 

1 7 1 (1 25 

() 6.4 5 o 8.2 3 10.10 

(17.1 5 08.5 :-l 10.4 0 
ト

10 0.0 3.h 

1.0 5.0.5 1.8 

1.0 

4.0 0.1 

12.0 30.5 1.1 

1.8 0.1 

世杢竺 l 2 3 4 5 G 

10. h 10. 8 11 11 11 11 

つ-14 つ 13 ね-15 ゐ 10 う 9 ゐ-9

220~240 24()~250 2a)~240 8()~80 ! 85~85 8~75 

M M M M M 恥t
b b b b b b 

W 九ヘ/ W S S S 

3 3 3 3 2 2 

1 3.4 1 2.4 1 5.2 

1，022 I，O22l M22M24  1.024 1，0 2 5 

2 1.0 21.0 21.0 1 20.8 20.8 20.8 

4.:-l5 4.:-l5 4.35 i 1 5.25 1 5.25 1 5.2 5 

1，600 I 1，h () 0 1，4 () () 1，4 00 1，4 0 0 

08.18 10.00 05.45 。7.00 (18.25 
07.02 08.30 1 0.1 2 o 5.5 5 。7.10 08.35 
10 15 1 3 5 5 5 

ESE 

;目11
WNW WNW  

1 5 12 1 5 1 5 

07.2 7 06.1 2 () 7.3 0 08.55 

08.00 06.4 U (1 8.0 0 o 9.3 5 

1 2.1 

ね4

6.1 

カ〉

0.1 

0.5 1 5 2 2 

3.7 l 2.h り

0.8 

0.2 1 



もゆ

w 

f建

Iず日ず1 

K9 

ホ y 7 

マ ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵ力、レイ

ウロコメガレf

ソウハチ

ムシガレイ

メイクカ、レイ

ア サ ノ、

マガレイ

マコガレイ

ヤナギムシガレイ

ヒレク'口

ナメタカJレイ

ノ〈ノ、cカ'レイ

ウマスラノ、ギ

アンコウ

ヤリイ力

タ コ

ア フ

そ

の

他

3十

備 :z; 

0.4 

3.0 1.0 2.0 

2.0 3.0 4.0 

3.0 

0.3 

0.3 

2.0 

10.0 24.0 

4.0 

0.5 

アマダイ マフク。0.3

0.5 マアジ0.3

1 6.3 2 6.9 :-l0.4 

フジナマコ

1 0.0 

f1、3 

4.0 0.1 0.5 100 2 8 

5.5 0.2 0.7 1 漁

20.0 0.7 2.4 1 9 4 l 

2.7 0.1 0.3 

12.0 0.4 1.4 

2 5.0 0.9 3.0 獲

63.4 2.3 7.6 2 3 

fcI 

35.0 1.3 4.2 

92.5 3.3 1 1. 2 2 2 し

28.0 1.0 3.4 0.3 0.8 
27.0 1.0 3.3 

2.0 0.1 0.2 

9.8 0.4 1.2 3 
4.3 0.2 0.5 

1 5.0 0.5 1.8 

86.3 3.1 10.4 1 
49.5 1.8 6.0 20 8 
7.9 0.3 1.0 

マアジ ノVソメ

1.1 0.1 0.5 
アマダイ

9.9 0.4 1.2 
マフゲ

1 5.3 0.5 1.8 
ノ、ツメ

2.0 0.1 0.2 
スノレメイ力

3.0 0.1 0.4 

709 154.5 1 0.0 1 9.0 1 1.1 9.5 
ブジナマコ スケ卜ウタフ 12---1前抗 アジナマコ フジナマコ

120 4.3 1 4.ら 4 5 

お29



w 

-‘ 

ロミミ品
位 鐙

将、
7.1< 深 (刑)

場
底 質

天 候
K't1 L 風 前]

風 )J 

象 Krf L 品』

失t )1: 

主主 出1 m 
?録
成 !同 γn 

祝
f十 [IIJ 

曳網 l毛市
投網開始時

狩、 投網終 fR与
網符時間

曳網万向

法 曳網時間

揚網開始時

場網終了 時

トフザメ

ホンザメ

カスザメ

アブラツノザメ

カ、、ンギエイ

アヵムツ

マ ダ イ

穂、 イシタイ

キ ス

ハタハタ

カナヵーシラ

カ 、J す3

アイナメ

7 
11 

の 13
90"-90 

M 

b 

W 

2 

1 6.0 

1，0 2 5 

1，400 

o 9.5 0 
10.00 

ら

ENE 

10 

10.15 

10.4 5 

8 9 10 

11 11 11 

の 14 ゐ 14 ゐ 15

90"-95 100"-100 90"-95 

M M M 

b b b 

W W W 

2 2 2 

1 8.0 2 0.0 2 1.0 

1，024 1，023 1，023 
トー.-20.8 2 0.8 2 0.8 

15.25 15.10 1 5.25 

1，4 0 (l 1，4 (l 0 1，400 

1 1.0 5 1 2.20 1 3.35 

1 1.1 5 12.30 13.45 

5 ら 5 

E E E 

15 1 0 20 

1 1.3 5 1 2.45 1 4.1 0 

12.05 12.15 14.4 0 

5 

1 1 1 2 1 3 14 Kg/l曳網 比率% 1 
「日1τ 11 10.13 11 3日 1 1. 6 
ね 16 オュ 17 ね 15 そ 16 ねー 16
230"-2回 240"-260 190"-2却 220"-2揃 !BO"-2i茸1
M M M M M 

b b b b c 

W W W W NW  
3 3 3 3 3 
1 2.6 1 3.0 1 3.0 1 3.0 6 

1，025 1，026 I，01924 6 戸42; 1，0 30 

19.4 19.4 1 6.6 

3.6 3.6 3.8 3.6 4.3 

1，6 0 0 1，600 1，600 1，600 1，6 0 0 

06.4 5 o 8.0 5 09.38 1 1.0 5 07.15 

06.57 08.17 09.50 1 1.1 7 07.25 I 
13 18 10 8 10 

ENE ENE E E E 

10 10 10 10 10 I 
07.20 08.4 5 10.10 1 1.40 07.45 

07.55 09.20 1 0.4 5 12.15 08.25 

5 0.4 1.6 

19 1.4 6.1 

3.6 0.3 1.2 

0.8 0.1 0.3 

1 0.1 0.3 



込町s

'" 

獲

高

Kg 

ホ ツ ケ

で苫 ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵガレイ

ウロコメガLイ

ソウハチ

ムシガレイ

メイタカーレイ

ア サ )¥ 

マガレイ

マコガレイ

ヤナギムシガレイ

ヒレグロ

ナメタガレイ

パパガレイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイヵ

タ コ

ア フ

そ

の

他

計

備 考

4 5 

2 4 4 

3 5 5 

1 2 

マフグ タチウオ
1.0 1.0 

マイワシ
0.1 

6.1 2 5.0 1 5.0 

フジナマコ フジナマコ

1 0 1 0 

1 1 0 7.9 3 5.2 

1 0.1 0.3 
1 1 26 1.9 8.3 1.0 

4 1 8 1.3 5.8 

2 16 1.1 5.1 
5 1 9.1 1.4 6.1 

1.0 

3 0.2 1.0 

1 2 0.9 3.8 3.0 

1 0.1 0.3 

1 31 2.2 9.9 1.0 

2 2 0.1 0.6 
ノ，"Jメ ノV/.メ 2 0.1 0.6 
0.5 

マフク.2 0.1 0.6 

タチウオ1 0.1 0.3 

18.0 2.0 1.5 1.0 1.0 273.5 6.0 

フジナマコ フジブマコ

10 11 

" 
11 39 2.8 12.5 

失敗



三三、守主 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1 1 2 1 3 

11 11 1 1. 8 1 1.10 11 11 11 11.1 7 11 11 11 1 1.1 7 

?魚
位 置 む-14 む-12 ねー7 ね-18 ね-16 ねー 17 む-15 ね-18 ねー 17 ね 16 ね-16 ね-17

水 深 (m) 125""'"'125 110""'"'115 42""'"'40 250""'"'280 2却""'"'2ω 240""'"'2剖 130""'"'125 240""'"'2剖 220""'"'270 220""'"'2伺 220""'"'2ω 220""'"'2ω 
場
底 質 M M S M M M M M M M M M 

天 候 c b c b b b b e b c R R.C b b c 

Fxゴ、風 日うj NW NW SW SE SE SE SW N N W W NW  

風 力 3 2 5 2 2 2 4 3 3 2 2 2 

象 XJE-， L 温 7 8 6.6 6.8 8.0 9.0 9.0 

X，1 司， IE 1，030 I，O136.0 6 
1，0 1 7 1，025 1，025 1，023 1，023 1，030 1，030 1，030 1，029 1，027 

2之 出 勿1 16.6 1 6.8 1 6.8 1 6.8 1 6.8 1 5.2 1 5.2 1 5.2 1 5.2 1 5.2 
梅
!.a !再 m 10.3 1 0.3 1.4 1.4 1.4 3.1 3.1 3.1 3.1 3.1 

況
流 !日]

!曳網長 m 1，600 1，600 1，400 I，6q4 0 1，600 1，600 1，600 1，600 1，6 0 0 1，600 1，600 1，600 

投網開始時 09.00 10.20 09.12 06.4.8 08.30 09.30 1 1.20 06.4 2 08.10 09.50 11.30 13.07 

普号、 投網終了時 09.10 10.30 09.27 06.50 08.13 09.4 0 11.30 06.52 08.20 10.00 11.40 1 3.1 7 

網待時間 5 5 3 15 1 5 20 ら 1 5 15 15 15 15 

曳網万向 E E W SE SE SE ENE ESE ESE ESE ESE ESE 

法 曳網時間 10 18 5 10 17 15 18 13 20 20 20 20 

揚網開始時 o 9.2 5 10.4 8 o 9.35 07.15 08.4 5 10.15 11.53 07.2 0 08.55 10.35 12.15 13.52 

揚網終了 11与 1 0.0 0 1 1.2 5 10.00 07.50 09.20 10.50 1 2.30 07.55 o 9.3 0 1 1.1 0 12.50 1 4.25 

トフザメ 5.0 5.0 5.0 

ホシザメ 2.0 

カスザメ

アブラツノザメ

ガンギエイ

アヵムツ 2.0 1.0 

マ ダ イ 0.5 2.0 

漁 イシダイ

キ ス

ハタハタ 6.0 2 3.0 13.0 2 0.0 60.0 60.0 1 10.0 1 50.0 

カナガシラ 1.0 

カ 、J カ

アイナメ

1
8
ω
申

1
1



も慮、a

獲

高

Kg 

ホ ツ ケ

て7 ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵガレイ

ウロコメガ「レイ

ソウハチ

ムシガレイ

メイタガ.レイ

ア サ ノて

マガレイ

マコガレイ

ヤナギムシガレイ

ヒレク.ロ

ナメタガ「レイ

パパガレイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイヵ

タ コ

ア フ

そ

の

他

計

備 考

1.0 

2.0 1.0 

1.0 

3.0 3.0 

4.0 4.0 

1.0 0.3 

1.0 

2 2.0 1 4.5 3.3 

フジナマコ フジナマコ swの風
1 0.0 1 0.0 強く早巻

き

1.0 3.0 

4.0 2.0 2.0 2.0 
4.0 1 0.0 4.0 47.0 10.0 10.0 

3.0 1 0.5 4.0 

3.0 

0.5 

1.0 

1.0 

1.0 1.0 1.0 5.0 2.0 3.0 

5.0 

1 5.0 8.0 12.5 1 1.0 2 1.0 

ノVソメ1.0 ノ¥，''Jメ3.0

1 7.0 5 5.5 2 8.0 1 2.0 8 4.5 7 6.0 7 7.5 1 3 1.0 1 7 8.0 

フジナマコ

3.0 



"" ∞ 

二三ミミ品
漁
位 置

水 深 (悦)
場
底 質

天 候

気 風 IIIJ 
風 JJ 

象 K'L F 品d
会t 11: 
}< Ifli 勿1

梅
!氏 桝 m 

況
t庇 IIIJ 
曳納長 m

投網開始時

漁 投網終 f時
網符時間

曳綱方向

法 曳網時間

揚網開始時

揚網終{R寺

卜ラザメ

ホシザメ

カスザメ

アブラツノザメ

ガンギエイ

アヵムツ

竺苫 ダ イ

1魚 イシダイ
キ ス

ハタハタ

カナガシラ

カ J 、 カ

アイナメ

14 

1 1.2 5 

な-16
210........240 

M 

C 

W 
3 

5.2 

1，024 

1 4.2 

6.0 

1，600 

06.4 7 

06.57 

10 

ESE 
15 

07.32 

08.32 

100.0 

15 1 6 1 7 
11 11 11 

ねー 16 ね-14 ねー 15

22()........250 210........240 210........250 

M M M 

C C C 

W W W 

3 3 3 

5.2 5.3 5.3 

1，024 1，025 1，0 2 5 

← 1 4.2 1 4.2 1 4.2 
6.0 6.0 6.0 

1，600 1，600 1，600 

08.20 10.20 11.55 

08.30 10.30 12.05 

15 10 10 

ESE ESE ESE 

20 1 5 

09.05 10.55 

09.40 1 1.30 

5.3 ロ

240.0 400.0 プ

K~1曳網 比率% 1 2 3 4 5 
5日 12/2 11 11 11 12/3 

な-17 ねー 18 ら-17 ら-18 し-26

200........240 220-.....260 170........170 180"""" 1 !xl 85-.....90 

M M M M M 

b b b b b c 

WSW WSW WSW WSW SW 
3 3 3 3 2 

8.0 8.0 10.0 1 0.0 7.6 

1，026 1，026 1，026 1，025 1.025 

1 3.4 1 3.4 13.4 1 3.4 8.6 

1 0.3 1 0.0 10.3 1 0.3 6.4 

1，600 1，600 1，600 1，600 1，400 

08.45 10.15 1 1.4 5 13.10 07.00 

08.55 10.25 1 1.55 13.20 07.10 

15 15 10 15 5 

ESE ESE ESE ESE E 

10 15 10 10 10 

09.20 10.55 12.15 13.45 07.25 

09.55 1 1.3 0 12.55 14.20 07.55 
1 5.2 0.9 0.9 

2.0 0.1 0.1 6.4 

投

5.3 0.3 0.3 2.0 2 0 4.0 

3.0 0.2 0.2 

2.5 0.2 0.2 網 17.7 

1182.0 69.5 73.7 

1.0 0.1 。 不 51.3 



ωa 
由

獲

高

K9 

ホ 、ノ ケ

マ ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アカガ、レイ

ウロコメガレ4

ソウハチ

ムシガレイ

メイタガレイ

ア サ ノf

マガレイ

マコガレイ

ヤナギムシガレイ

ヒレク.ロ

ナメタガ‘レイ

ノ〈ノf力、、レイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイヵ

タ コ

ア フ

そ

の

他

言十

備 考

切

1 0.0 5.0 5.0 

断

漁

2.0 な

し
3.0 

15.0 50.0 4 0.0 

ノ、ツメ1.0

126.0 300.0 450.3 

J口'>. 計

4.0 0.2 0.2 1 0.0 良 200.0 

10.0 0.6 0.6 3.0 2.0 3.0 

106.0 6.2 6.6 1 0.0 

1.0 0.1 0.1 1 1.0 
1 7.5 1.0 1.1 1.8 険、

3.0 0.2 0.2 

0.5 。 。
4.0 0.2 0.2 

fa 4.7 

2.0 0.1 0.1 3.0 2.6 

1.0 0.1 0.1 0.3 

7.0 0.4 0.4 レ
17.0 1.0 1.1 1.0 1.0 

3.0 

16.0 0.9 1.0 2 1.4 
1.3 0.1 0.1 3.2 

174.5 1 0.3 1 0.9 1 0.0 5.0 

1.0 0.1 0.1 
ノ¥'/.メ 5.0 0.3 0.3 フク 16.9I 

1，581.6 40.8 1 0.6 4 3 4.8 108.1 

フジナマニ ホッケ全長

2 3.0 1.4 1.4 10...... 17cm 
1，604.6 9 4.4 放棄



子ヰ 6 7 8 9 

称、

場

位置

水深(悦)

底質

天候
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風 JJ
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象
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:ベL
， r 
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1M 
況

1<. .lii m 
lJt 1丙 m
Iift [IIJ 

曳網 i三m
投網開lJti時

投網終 [H寺

網待時間

曳網万 [iD

静、

。‘
Cコ

し-25
85""'_80 

M 

b 

11 

し-27

9 O....._8 5 

M 

b 

// /〆 11

え=-2 6 fL.--2 5 
9 O....._ 1附 I85""'_80 

M M 
-
D
 

'
b
 

ハυ
τ
E
A
 

'
E
A

唱
E
A

-一
N

一
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~

M
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一
一
∞
一
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'
i

一

7
-
A
m
-

-一
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}

E

d

-

-

む
一
之
一
一

i
~
M
一C

-一ふ
m
M

12 
// 

え-26

95....._ 105 

M 

C 

ハU

A仏
τ
'
A

a-a

一一、
d

唱，
.. 

-
一
庁
一
べ

~

M
一
C

「エ∞一一

一一
5

0
一
一

2
3
一

干

Z

ウ
a
?

一

仁
万
一
一
a

れ

M
一
C

え
山
引

1
1
-

n
M
H川

sylγ|プ |γltwtw|ケト?
3.0 I 3.0 3.0 5.0 

「LP2円1伴2半ニ(守山;;;I，21い2;い4;:;ート1，'

1，4 0 0 

08.20 

08.30 

1 5 
E 

6.4 

1，400 

09.55 

10.05 

5 

E 

6.4 6.4 I 6.4 1 3.5 I 1 3.5 1 3.5 13.5 13.5 

IL刊号~ 11日二

:::|i;:1i3: 
1，4 0 0 1 1，4 0 0 

o 7.4 5 I 0 9.0 () 
o 7.5 5 I 1 0 
5 5 

ESE I ESE 

1，400 

10.30 

10.40 

5 

ESE 

1，400 

1 1.4 5 

1 1.5 5 

ESE 

5 

1，4 0 0 

13.10 

13.20 

5 

ESE 

1，400 1 1，40 0 1 1，400 

06.55 108.25 107.55 

o 7.05 I 08.3 5 I 0 8.05 
5 I 5 I 5 

ESE 1 ESE 1 ESE 

WI 曳網時 11¥1 I 1 5 I 2 0 I 1 5 I 1 5 I 1 5 I 1 5 I 1 0 I 1 5 I 1 5 I 1 0 I 5 I 1 0 
揚網開始時 109.00110.30111.55113.10108.15109.30110.55112.151 12.15107.20108.45108.20 

|揚網終 [IL'f 

|トラザメ
ホシザメ

カスザメ

アブラツノザメ

カーンギエイ

アヵムツ

マダイ

漁|イシダイ
キス

ノ、タハタ

カナガシラ

カジカ

アイナメ

09.30 1 1.00 

1，40 0 1 1，400 

1 1. 2 0 1 1 2.4 () 

1 1. 3 0 I 1 2.5 0 

10 I 5 

E E 

1 2.2 5 I 1 3.3 5 I 0 8.4 5 ~__(!-+-l日立一1 12.45 

4 1. 8 

1 3.3 

13.7 7.2 

1.9 1.9 25.7 

2.0 

4.6 4.6 

2.2 2.2 

7.6 

2.2 

1 2.4 5 o 7.50 I 0 9 1 0 08.50 

11.2 

1 0.8 

4.0 

3.0 

4.3 

3.3 

1.0 2.4 

3.0 

1.0 

1.0 



場‘

ー

獲

高

K9 

ホ ';1 ケ

マ ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵガレベ

ウロコメガレイ

ソウハチ

ムシガレイ

メイタ力、レイ

ア サ ノ"
マガレイ

マコガレイ

ヤナギムシガ、レイ

ヒレクe ロ

ナメタカ‘レイ

バパガ‘レイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイカ

タ コ

ア フ

そ

の

他

備 ~ 

25.5 1 1.0 

1.0 1.0 

4.7 7.4 

1.0 

4.0 

2 8.0 

7.5 1 4.6 

フグ、 フク16.9
8.4 

イシナギ

2.0 
クロソイ

2.0 

139.2 66.5 

2.7 1 1.0 8.3 8.3 8.3 3.9 5.4 7.0 1.0 

2.5 1.0 
3.4 8.5 8.0 4.0 1.0 

2.2 1.0 1.0 

1.4 

1.4 

1 1.9 6.0 6.0 8.4 
2.4 6.4 1.0 

1 1.9 2.0 7.5 9.7 1.0 1.0 

フク"51.7 フク"10.6 イシナギ フクーO.fi マトウダイ
2.0 1.0 

イシナギ

1.0 
フク

3.0 

70.7 7 4.1 39.0 2 0.5 26.6 3 8.fi :~ 2.4 1 4.6 10.0 1 5.1 



品
N 

マミヰ
位 置

漁
水 深 (m) 

場
底 質

天 候

気 風 向

風 J] 
象 気

気 J E 
主主 血i γn 

海
底 胴 "も

況
流 lilJ 
曳網長 m

投網開始時

漁 投網終了時

網待時間

曳網万向

法 曳網時間

揚網開始時

揚網終了時

トラザメ

ホシザメ

カスザメ

アブラツノザメ

カーンギエイ

アヵムツ

て苫 ダ イ

1魚 イシダイ
キ ス

ハタハタ

カナガシラ

カ :/ す3

アイナメ

18 19 

12/14 11 

き-29 き-27 

14O........2ID 140........1加

M M 

bc b c 

NW NW 
3 3 

2.0 2.0 

1，022 1，0 2 2 

13.0 1 3.0 

1 2.5 12.5 

1，4 0 () 1，4 0 0 

08.15 1 1.10 

25 1 1.20 

10 1 0 

ESE ESE 

15 15 

09.50 1 1.45 

10.20 12.15 

2.0 

660.0 5.4 

2.0 

9.6 3.6 

3.0 

20 21 22 
11 12/16 11 

し-24 し 24 え-25

1()()........105 105........1ID 95........100 

M M M 

b c C C 

NW NW SW 

3 3 3 

1.8 4.0 4.0 

1，0 2 2 1，0 2 5 1，024 

1 3.0 1 3.0 13.0 

1 2.8 12.5 12.5 

1，400 1，400 1，400 

13.10 07.4 0 09.05 

13.20 07.50 09.15 

5 5 5 

ESE ESE ESE 

10 10 10 

13.35 08.05 09.30 

14.05 08.35 10.00 

4.2 10.0 

1 0.8 1.0 1.6 

2.8 

23 24 25 26 27 28 29 
11 12/22 11 11 11 11 12/25 

し-25 ふ-24 え-26 11 ふ-25 ふ-24 き-28
100........1ID 100........125 100........115 105........115 l(旧........130 105........1:1】 14(ヤ~240

M M M M M M M 

C b c bc C C C C 
SW NW NW NW NW  NW NE 
3 3 3 3 3 3 2 
3.5 2.2 2.2 2.3 3.0 3.0 2.0 

1，0 2 1 1，025 1，025 1，024 1，0 23 1，023 1，019 
1 3.0 13.2 13.2 13.2 1 3.2 13.2 11.6 

12.5 12.9 12.9 12.9 12.9 12.9 11.0 

1，4 0 0 1，400 1，400 1，400 1，400 1，400 1，400 
10.30 o 9.4 5 11.05 12.15 1 3.3 0 14.35 07.20 
1 0.4 0 09.55 1 1.1 5 1 2.25 13.40 14.45 07.30 

5 5 5 5 5 5 10 

ESE SE SE SE SE SE ESE 
10 10 10 10 10 10 10 

10.55 1 0.1 0 11. 30 12.40 1 3.5 5 15.00 07.50 

11.25 1 0.4 0 12.00 13.10 14.25 15.30 08.30 

桜
14.7 7.4 4.9 4.9 7.4 

1.0 3.0 3.0 IJ~ 

2.0 4.0 1.0 3.0 3.0 

カ〉

3.0 2.0 



必‘
色必

獲

高

K9 

ホ ツ ケ

マ ゲ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵガレイ

ウロコメカ、レイ

ソウハチ

ムシガレイ

メイタガ、レイ

ア サ ノ〈

マガレイ

マコガ、レイ

ヤナギムシカーレイ

ヒレグロ

ナメタカ、レイ

パパガレイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイ力

タ コ

ア フ

そ

の

他

計

備 考

5 0.0 8.0 

4.6 

1 0.8 

5.6 

3.0 4.4 3.0 

5.6 1.9 

フク"10.4

7 2 8.2 2 8.4 4 9.9 

ローソクホ
ッケ投棄

り

1 7.4 3.5 17.4 6.0 4.0 4.0 6.0 4.0 

1.5 2.0 

1.0 2.0 2.0 6.0 

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

1.0 1.0 1.0 

2.0 2.4 

3.0 1.0 
9.1 1.9 4.6 10.0 1 4.0 
2.0 4.0 1.0 8.0 

4.6 5.0 3.0 8.0 

チ夕、、イ1.6 フク， 6.4 チダイ1.8 フク'1.0 フグ2.0

4 4.9 2 9.4 3 5.0 5Ul 22.4 25.9 27.3 38.4 
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“ 

百三ミミ毛主
位 置

漁
，}く 深 (m) 

場
底 質

天 候

気 風 げlJ

j氏 fJ 

象 〉'〈aLp 制

公t IE 

主主 uu m 
梅
IJt 1M m 

況
流 IIlj 

曳網 Um

投網開始時

漁 投網終 f時
網待時間

曳綱方向

法 曳網時間

揚網開始時

揚網終了 時

トラザメ

ホシザメ

カスザメ

アブラツノザメ

ガ、ンギエイ

アヵムツ

マ タ‘ イ

漁 イシダイ

キ ス

ハタハタ

カナガシラ

カ 、dノ 力

アイナメ

30 

12/25 

え-26

100、110

M 

C 

NE 
2 

2.6 

1，017 

1 1.6 

1 1.0 

1，400 

o 9.2 5 
09.35 

5 

ESE 
10 

09.50 

10.20 

6.0 

1.0 

8.0 

0.5 

3 1 32 計 Kg/1曳網 比率%
11 11 8日

え 25 し 25

80'"'-70 9含.....100

M M 

C C.S 

NE NE 

2 2 

3.0 3.0 

1，016 1，0 1 4 

1 1.6 11.6 

11.0 1 1.0 

1，400 1，400 

10.30 11.45 

10.40 11.55 

5 5 

ESE ESE 
10 1 5 

1 0.5 5 12.15 

11.25 12.4 5 

1 1.0 0.3 0.5 

4.8 19.2 0.8 0.8 

874.7 2 7.3 37，6 

2.0 0.1 O. 1 

15.0 182.7 5.7 7.9 

2.0 35.8 1.1 1.5 

9.0 160.2 5.0 6.9 

9.3 0.3 0.4 

1 2 3 4 5 6 

1. 21 11 11 11 11 11 

ふ 24 11 ふ-25 11 ふ-24 11 

100'"'-130 100......110 100'"'-130 100'"'-130 100'"'-110 100'"'-110 

M 11 11 11 11 11 

C C.S C.S C.S C.S C.S 

N N NW  NW  NW NW  
3 3 3 3 4 4 

-3.0 -3.0 3.0 3.0 -2.0 -2.0 

1，02 1 1，0 2 1 1，0 2 1 1，0 2 0 1，020 1，020 

8.2 8.2 8.2 8.2 8.2 8.2 

9.0 9.0 9.0 9.2 9.0 9.0 

1，400 1，400 1，400 1，4 (10 1，4 0 0 1，400 

06.55 08.10 09.20 10.4 0 1 1.5 5 13.15 

07.05 08.20 09.30 10.50 12.05 13.25 

5 5 5 5 5 5 

ESE ESE ESE ESE ESE ESE 

10 10 1 0 10 15 10 

07.20 08.35 09.45 11.05 12.25 13.40 

o 7.5 5 09.05 10.15 11.3 5 12.55 14.10 

島l

ff. 
1 1.4 

カ〉 5 2 

1 1 1 

り



“ 口、

獲

主停空電r1 

K9 

ホ 、ノ ケ

マ ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アカ力、、レイ

ウロコメカ、レイ

ソウハチ

ムシカ、レイ

メイタ力。レイ

ア サ ノt

マカ、レイ

マコガレイ

ヤナギムシガレイ

ヒレグロ

ナメタカーレイ

パノfガレイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイカ

タ コ

ア フ

そ

の

他

計

備 考

2.0 2 7 0.0 

8.0 

1 0.0 

6.0 6.0 8.0 190.3 

1.8 

9.0 

52.7 

5目6

1 0.5 

5.4 

2.0 

1.0 1.0 6.4 

2.0 25.2 

1.0 2.0 129.9 

5.0 2.0 3.0 48.4 

4.0 8.0 1 1 0.3 

フク'2.0 フグ2.0 フゲ
131.9 
イシナギ

5.0 
ソイ

2.0 
チダイ

3.4 
マトウダイ

1.0 

34.5 47.0 1 9.8 2，323.7 

8.4 1 1.6 3 3 1 0 3 5 
0.3 0.3 

0.3 0.4 

5.9 8.2 1 2.6 3 1.4 1 8.0 19.8 1 5.6 
0.1 0.1 

0.3 0.4 1 2 2 2 3 
1.6 2.3 

0.2 0.2 1 1 
0.3 0.5 1 1 

0.2 0.2 0.5 1 
0.1 0.1 1 

0.2 0.3 3.6 1 2 3 3 
0.8 1.1 
4.1 5.6 ら 3 
1.5 2.1 1 
3.4 4.8 4 2 3 3 

ミギガレイ イシナギ1
4.1 5.7 0.0 7 イシモチ1

0.2 o.z 

0.1 0.1 

0.1 0.1 

39.2 43.37 40.0 33.8 29.6 



品
σ3 

EZミミ品
位 置

漁l
水 深 (m) 

場
底 質

天 候
ヌ戸L 風 |口]

!互主 JJ 
象 ~ニ{ 出
XjeL ，F 11: 
Jえ i白i m 

?民
氏 lr4 作1

況
f五i lilj 

曳網 I三m
投網開始時

穂、 投網終 f時
網待時間

曳網万向

法 曳網時間

揚網開始時

揚網終了時
トフザ。メ

ホシザメ

カスザメ

アブラツノ→Fメ
ガンギエイ

アカムツ

マ 夕、 イ

漁 イシダイ

キ ス

ノ、タハタ

カナガシラ

カ ン カ

アイナメ

7 

1. 25 

ねー 17 
240"'-280 

M 

C 

NW  
4 

0.8 

1，02 1 

9.4 

1，600 

07.55 

o 8.0 5 
15 

SE 
10 

o 8.30 
09.05 

8 9 10 
11 1. 27 11 

ね-16 ふ-24 11 

230"'-270 100"'-110 100"'-115 
11 11 11 

C CS CS 
NW NW NW 
3 4 3 

0.8 0.1 0.1 

1，0 2 1 1，01 4 1，014 

9.4 9.0 9 

1，600 1，400 1，400 
o 9.2 5 08.0 0 o 9.2 0 
09.35 08.10 09.30 

1 0 5 5 

SE SE SE 
15 1 5 15 
10.00 o 8.3 0 09.50 
10.35 o 9.0 0 1 0.2 0 

1 0 1 1 

2 1 

1 1 1 2 K~1曳網 比率% 1 2 3 
11 11 3日 52.2.5 11 11 

し-25 し-26 乙-24 え-26 乙一 24
9 0"'-10 () 00"'-135 10U"'-120 件。0"'-120100"'-130 
11 11 M M M 

C C S S.c S 

NW NW N N N 

3 3 4 4 3 

0.1 0.1 。 。 1 

トlJLL3_)-，!U.] 1.0 15 1，0 14 1，0 14 

9.0 9.0 9.0 

1，400 1，400 1，400 1，4 0 0 1，400 

1 0.4 0 1 2.0 0 o 7.2 5 o 8.3 5 1 0.0 0 
1 0.5 0 12.10 35 45 10 

5 5 5 5 5 

SE SE SE SE SE 

10 1 5 10 15 20 

1 1.10 12.30 o 7.5 0 09.05 10.35 
1 1.4 0 13.00 08.20 o 9.3 5 11.05 

1.0 4.0 

2.4 0.2 0.5 

2 8.0 2.3 6.2 

6 9 21.0 1.8 4.6 1.0 1.0 1.0 



品
‘屯

獲

高

KV 

ホ y ケ

て7 ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ
アヵカ。レイ

ウロコメガ「レイ

ソウハチ

ムシガレイ

メイタガレイ

ア サ j'¥ 

マガレイ

マコガレイ

ヤナギ.ムシガレイ

ヒレグロ

ナメタガレイ

パパガレイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイヵ

タ コ

ア フ

そ

の

他

計

備 考

50 60 

20 20 5 
6 7 

3 5 1 

8 5 2 

7 10 6 

56 67 50 52 20 

2 4.0 2.0 5.3 1.0 

110.0 9.2 2 4.2 

5 147.4 1 2.3 32.5 23.7 11.9 17.7 
1 3.0 1.1 2.9 

1.0 

1 0.0 0.8 2.2 1.0 2.0 1.0 

2.0 0.2 0.4 1.4 

2.0 0.2 0.4 

1.5 0.1 0.3 1.0 
1.0 0.1 0.2 3.0 

1 2 2.6 1.9 5.0 9.0 8.6 

1 2 4.0 2.0 5.3 2.6 5.0 

1.0 0.1 0.2 

7 4 2.0 3.5 9.3 4.4 3.0 

ミギカレ0イ7 フク'"1.8 1.0 1.0 
O. イシナギ

イシナギ 1.0 
1.0 0.1 0.2 

イシモチ
1.0 0.1 0.2 

23 453.97 3 5.9 38.9 35.3 



... ‘ 
OJ:) 

百ミミヰ
穂、
位 置

水 深 (m) 
場
底 質

天 候

気 風 |白l

14u. jJ 

象 〉'〈Lr ild 
Xr aL r 11: 

2之 Ifn m 
海
民 !同 押も

況
f先 lilJ 

f見網以前

投網開始時

持、 投網終{u寺
網待時間

曳網万向

11; 曳網時間
揚網開始時

錫網終{s与

トラザメ

ホンザメ

カスザメ

アブラツノザメ

ガンギエイ

アカマツ

マ グ イ

持、 イシタイ

キ ス

ノ¥タハ IJ

カナカーシラ

カ ソ 11 

アイナメ

4 5 

2. 10 11 

こ-25 え-26

100........125 1l0........115 

M M 

b b 

E E 
3 3 

-2 2 

1，0 16 I 1，0 1 6 

7.4 7.4 

1，4 () 0 1，40 () 

06.55 () 8.1 0 

o 7.05 20 

5 5 

SE SE 

15 15 

07.25 08.40 

07.55 09.10 
5.0 

5.0 

1.0 

1.2 12.4 

1.0 

6 7 8 
11 11 11 

て-27 え-25 え-25

100 85........80 80........75 

M M M 

b c b c bc 

S S S 

3 3 3 

2 2 2 

1，0 15 1，0 1 3 1，012 

7.4 7.4 7.4 

1，400 1，4 0 0 1，400 

09.4 0 10.45 1 1.5 5 

50 55 12.05 

5 ら 5 

NE NE NE 

10 10 20 

1 0.05 11.10 12.25 

35 1 1.4 () 1 2.5 5 

37.3 4 9.8 37.3 

2.0 

9 10 1 1 1 2 13 1 4 15 
11 2. 14 11 11 2. 19 2 1 26 

乙-25 こ 25 て-27 て-27 こ-25 こ-24 こ-25

1叩 ........120 l(冶........120 100---100 lω........110 95........105 95----100 100........110 

M M M M M M M 

C C C C C C R 

S NE NE NE W w N 

4 3 3 2 4 3 4 

2 。 。 。 。 l 2 

1，0 10 1，017 1，0 17 1，0 1 7 1，028 1，0 12 1，0 1 8 

7.4 8.3 8.3 8.3 8.1 7.2 

7.6 7.6 7.6 

1，400 1，400 1，4 0 0 1，400 1，400 1，400 1，40 0 

13.10 o 7.30 08.45 09.50 06.50 o 7.3 5 o 7.20 

20 40 55 10.00 。7.00 45 07.30 

5 5 5 5 5 5 5 

NE NE NE NE E E E 

10 10 10 10 10 10 10 

1 3.3 5 07.55 o 9.10 10.15 07.1 5 08.00 07.45 

14.05 08.25 40 10.45 o 7.4 5 08.30 08.15 

2.0 

10.0 63.4 1 0.0 

8.0 1 0.0 10.0 2.0 



6‘ <0 

獲

高

K9 

ホ y ケ

マ ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵカーレイ

ウロコメガレf

ソウハチ

ムシカーレイ

メイタガ、レイ

ア サ 1¥ 

マガレベ

マコガレイ

ヤナギ.ムシカ守レイ

ヒレク'ロ

ナメタガレイ

パパガレイ

ウマスラハギ

アンコウ

ヤリイ力

タ コ

ア フ

そ

の

他

言十

備 考

1.0 1.0 3.0 

4 2.4 8.5 8.5 

1.0 1.0 

1.9 3.9 3.9 

1.0 1.0 

0.5 0.5 

0.5 1.0 1.0 

14.7 4.9 

6.8 20.3 1 3.6 

1.4 7.2 8.6 

イシナギ ホウ;t'ウ

1.0 2.0 

59.7 82.5 84.8 

3.0 2.0 10.0 5.0 

4.3 6.4 10.0 3.4 3.0 1 0.4 1 0.4 0.5 

1.9 1.9 

4.9 2.9 1.0 15.0 15.0 4.4 

13.6 2.7 5.0 1 1.2 5.0 

1.0 

7.2 4.3 2.0 1.8 1.0 22.6 1.0 

フク-1.0 

84.7 5 8.0 1 1.0 2 5.0 51.4 3 4.0 1 2.4 100.8 2 0.5 

時化とな

り帰港

一」ー



'" C 

EZそミ品
位 置

漁
水 深 (m) 

場
底 質

又 候

気 風 lilJ 

J1il. )J 

象 矢[ nu¥ 
公[ 11: 
主主 IhJ m 

押lt
!民 !同 m 

de 
/，オ:t 1・IJ
曳網 i之m
投網開始 11年

穂、 投網終 f時
網符時間

曳網方向

11ミ 曳網時間
揚網開始時

揚網終了 11寺

トフ +f メ

ホシザメ

カスザメ

アブラツノザメ

ヵーンギエイ

アヵムツ

マ ダ イ

漁 イシダイ

キ ス

ノ、タハタ

カナガシラ

カ Zノ カ

アイナメ

Ksi/l曳網 比率%

6日

L 

5.0 0.3 0.7 

1 0.0 0.3 1.4 

2.0 0.1 0.3 

8 4.4 5.6 1 1.5 

1 7 1.0 1 1.4 2 3.3 

3.0 0.2 0.4 

1 2 3 

152.3.2 11 11 

こ 25 え 26 11 

100""" 130 100"-110 1ω"-140 

F己 rJe. V~ 
C C C 

NE NE NE 

3 3 3 

2 2 1 

I，O61.8 7 1，0 1 7 1，0 1 7 
トー ー一6一.一8一一一 6.8 

7.5 7.5 7.5 

1，400 1，400 1，400 

06.35 07.50 9.10 

06.4 5 08.00 9.2 0 

5 5 5 

E E SE 
1 0 20 15 

07.00 08.25 09.40 

07.30 08.55 10.10 

41.0 4 2.4 16.7 

2.0 4.6 6.7 

4 5 6 7 8 9 
11 11 11 3. 7 11 11 

ζ24  11 11 ぇ 26 11 

9号---100 90"-95 9 0"-9 0 100"-130 1仰 "-125 1∞"-130 
泥 iJe 泥 百色 泥 泥

C C C b b b 

NE NE NE W W W 
4 4 3 3 3 3 

1 1 1 。 。 2 

1，0 14 1，013 1，0 1 3 1，028 1，028 1，030 

6.8 6.8 6.8 6.8 6.8 6.8 

7.5 7.5 7.5 

1，400 1，400 1，400 1，400 1，400 1，40 0 

10.30 11.50 13.05 06.30 o 7.4 5 09.10 

10.40 1 2.0 0 13.15 06.40 07.55 09.20 

5 5 5 5 5 5 

SW SW SW E E E 

10 10 10 15 20 10 

10.55 12.15 13.30 07.00 08.20 09.35 

1 1.25 12.45 14.00 07.30 08.50 10.05 

1.6 5.0 2.0 3.0 

4.4 6.7 4.5 



明
H・a

獲

高

K9 

ホ 'y ケ

マ ダ 7 

スケトウタラ

ヒ フ メ

ア刀ガ「レイ

ウロコメカーレf

ソウハチ

ムシガレイ

メイタガ「レイ

ア サ J{ 

マガレイ

マコガレイ

ヤナギムシガレイ

ヒレク.ロ

ナメタガ「レイ

パパガレイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイヵ

タ コ
ア 7 

そ

の

他

計

備 考

26.0 1.7 3.5 

161.1 10.7 21.9 

3.0 0.2 0.4 

17.5 1.2 2.4 

3.4 0.2 0.5 

1.0 0.1 0.1 

2.5 0.2 0.3 

1.0 0.1 0.1 

3.0 0.2 0.4 

8 0.4 5.4 1 0.9 

8.5.8 5.7 11.7 

1.0 0.1 0.1 

64.5 4.3 8.8 

フグ
4.8 0.3 0.7 

イシナギ
2.0 0.1 0.3 

ホウボウ

2.0 0.1 0.3 
アマダイ

0.5 0.1 

734.9 

3.0 4.0 2.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3 0.0 

1.2 2.9 1.5 4.3 1.5 2.9 4.0 4.0 9.0 

1.0 1.0 2.0 2.0 

2.0 3.0 1.0 1.0 1.0 1 4.0 6.0 6.0 

1.0 1.6 

1.0 3.0 1.0 1.0 1.0 

2.0 2.0 

1.0 2.0 1.0 0.5 0.5 

9.4 37.6 9.4 1 0.0 15.0 8.0 

8.0 2.0 2.0 1.0 

8.0 8.0 

フク"1.0 フク'2.0 フグ づゲ フグ
6.0 2.0 2.0 
マサパ マサパ

1.0 3.0 2.0 
マサバ
3.0 

61.2 67.9 52.3 61.4 23.7 8.4 49.0 38.0 61.0 

フジナマコ

10.0 

t一一



にJ可
t、3

;号、ヰ 10 

3 7 

位 置 え-25
j待、
水 深 (刑) 80----80 

場
底 質 泥

天 候 b 
XF L SF 風 filJ W 

)1'1 )J 3 

〈高よ 二'ペ( au¥ 2 
X，r L ) I (__!，_~ 30 
主主 Ifll γη 6.8 

河IJ
!氏 !同 押1

祝

idtMl  11i1 I 1 曳網 I之m 1 1.400 

投網1J1J始時 0.3 0 

普号、 投網終 (11;[ I 1 0.40 
網待時間 5 

曳網 fj 向 E 

rt 曳網時 11¥1 15 

錫網開始時 1 1.0 0 

揚網終(11与 1 1. 30 
卜フザメ

ホシザメ

カスザメ

アブうソノザメ

ガンギエイ

アヵムツ
ー才 ザ イ

i称、 イシタイ
キ ス

ノ、タハ骨

カナガシラ 45.0 

カ ン カ

アイナメ

1 1 12 1 3 14 
11 11 3. 8 /1 

11 こ-25 こ-25 こ-24

95----105 1川 ----131 100----105 90----85 

泥 if~ 泥 /1 

b b C C 

W W S S 

3 3 4 4 

2 2 5 5 

1，030 1，030 1，0 2 5 1，024.5 

6.8 6.8 6.8 6.8 

1，4 0 0 1，400 1，400 1，400 

1 1. 50 13.05 6.2 5 07.3 5 

12.00 13.15 6.3 5 07.4 5 

5 5 ら 5 

E E NNE NNE 

1 0 15 10 10 

12.15 1 3.3 5 06.45 o 8.0 0 
1 2.4 5 14.05 07.15 08.30 

1.0 

4.0 12.0 5.0 

15 16 17 18 19 20 21 
11 3 12 11 11 11 3. 14 11 

え-25 乙-25 11 11 11 こ-25 え-26

90----100 1∞----120 1∞----105 1佃----1l0 100----105 1仰 ----110 100----130 
11 11 11 11 11 11 11 

C C C C b c b C 

S NW  NW  NW  NW SW SW 

4 3 2 2 3 3 3 

6 1 1 3 3 6 6 

1，024 1，027 1，027 1，027 1，027 1，0 17 1，01 7 

6.8 6.8 6.8 6.8 6.8 6.8 6.8 

8.0 8.0 

1，4 0 0 1，400 1，4 0 0 1，400 1，400 1，400 1，400 

09.05 o 6.0 5 7.15 08.30 9.4 0 6.40 8.00 
09.15 06.15 7.25 08.4 0 9.5 0 6.5 0 8.10 

5 5 5 5 5 5 5 

NNE ESE ESE ESE ESE E E 

10 10 10 10 10 10 10 

09.30 6.35 o 7.4 0 o 8.5 5 10.05 7.0 5 8.25 
10.00 7.05 08.10 09.25 1 0.3 5 7.3 5 8.55 

3.0 1.0 1.0 1.0 2.0 1.0 0.5 



'" '" 

f隻

Fざ有す1 

K9 

ホ ツ ケ 5.0 
てF ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵガレイ

ウロコメカーνf

ソウハチ

ムシガレイ 3.0 
メイタカeレイ

ア サ ノ〈 1.0 

マガレイ

マコガ‘レイ 2.0 

ヤナギムシガレイ

ヒレク.ロ 1.0 

ナメタカーレイ

パパガレイ 6.0 

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイ刀 1.0 

タ コ

ア フ

そ

の

他

計 6 4.0 

備 考

1 5.0 4.0 4 0.0 

3.0 2.0 3.0 6.0 

1.0 1.0 

2.0 1.0 1.6 

1.0 1.0 1.2 

1.0 0.5 

6.0 1.0 1.0 

2 0.0 

1.0 

2.0 1.0 

フク"4.0 フグ2.0 アマダイ フグ3.0
1.0 

コノシロ
1.0 

フグ 5.0 

34.0 1 1.0 90.2 19.1 

4 0.0 1 0.0 3.0 2.0 3.0 4 0.0 5 0.0 

6.0 4.0 7.0 1.0 3.0 1.0 1.0 

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 

1.0 1.0 1.0 2.0 1.0 4.0 

0.5 

1.0 2.0 2.0 1.0 1.0 

1.0 2.0 2.0 7.0 

1 6.0 1 0.0 7.0 3.0 1 1.0 

2.0 2.0 4.0 4 2.0 

1.0 2.0 1.0 3.0 5.0 

フグ3.0 フクー1.0 フク。1.0 マサパ フク"2.0 フク。1.0
マサパ マサパ マサパ1.0 2.0 コノシロ
6.0 1.0 ス1レメイヵ 0.5 
スノレメイカ 2.0 
2.0 

79.0 27.0 28.0 21.0 10.0 65.0 1 16.5 

マサパ 7C0加 スノレメイ力 ヌJレメイ11

7.5---1 9---1前祝 8.5---11cn 



u・
8・.

否、主主
位 置

漁
水 深 (m) 

場
底 質

天 候

気 風 前j

風 jJ 

象 XaEt 1 温
MapL z， 11: 
主主 前i m 

海
1丘 !同 勿包

況
疏 fi'J 

曳網長 m

投網開始時

穂、 投網終 f時
網待時間

曳網方向

法 曳網時間

揚網開始時

揚網終了時

トラザメ

ホシザメ

カスザメ

アブラツノザメ

ガンギエイ

アカムツ

マ ダ イ

漁 イシダイ

キ ス

ノ、タハタ

カナガシラ

カ Z、ノe カ

アイナメ

22 23 

3. 14 11 

え-26 け 24

lClO"'-130 1a】"'-125

泥 11 

C C 

SW SW 
3 3 

6 6 

1，0 1 8 1，018 
6.8 6.8 

8.0 8.0 

1，400 1，400 
9.2 0 10.35 

9.30 10.45 

ら 5 
E E 
10 10 

9.45 1 1.00 

10.15 1 1.30 

1.0 

24 25 26 
11 11 ;1. 1 6 

ふ 24 乙 25 乙 24

100"'-105 1加"'-1al 100"'-1aJ 
11 11 11 

C C b c 

SW SW SW 

3 3 3 

6 6 4 

1，018 1，0 1 8 1，024 
6.8 6.8 6.8 

8.0 8.0 8.0 

1.400 1，400 1，400 
1 3.2 5 13.25 6.3 5 

13.35 13.35 6.4 5 

5 5 5 

E E ESE 
10 10 10 

13.55 13.55 07.00 

14.25 14.25 07.30 

2.0 

2.0 

1.8 

27 28 29 30 3 1 32 33 
11 H 11 11 11 3. 17 M 

え 26 ζ25  ふ 24 乙 26 え-25 め-26 し-25
100"'-110 100"'-1却 100"'-1伺 100"'-1却 80"'-80 85"'-85 70"'-70 
11 11 11 11 11 11 11 

b c b c b b b C C 
SW SW SW SW SW NE SW 
3 3 3 3 2 1 1 
4 4 6 6 6 4 6 
1，02 6 1，026 1，026 1，026 1，025 1，0 13 1，013 
6.8 6.8 6.8 6.8 6.8 7.2 7.0 
8.0 8.0 8.0 8.0 7.5 7.5 

NE E 
1，4 0 0 1，400 1，400 1，400 1，400 1，400 1，400 
08.20 09.40 10.55 1 2.2 0 13.50 7.15 8. 40 

08.30 09.50 1 1.05 12.30 14.00 7.25 8. 50 
5 5 5 5 5 5 5 

ESE ESE ESE ESE ESE NNE W 
10 15 20 20 15 10 10 

08.45 10.10 1 1.30 12.55 14.25 7.40 9. 05 

09.15 10.40 12.00 13.25 14.55 8.1 5 9. 35 

1.0 2.0 5.0 10.0 5.0 

1.6 



。，
U可

獲

高

Kg 

ホ ‘ノ ケ

マ ダ フ

スケトウタラ

ヒ フ メ

アヵガ「レイ

ウロコメガレ{

ソウハチ

ムシガレイ

メイタカ、レイ

ア サ r¥ 

マガレイ

マコガ「レイ

ヤナギムシガレイ

ヒレク.ロ

ナメタガ「レイ

パパガレイ

ウマズラハギ

アンコウ

ヤリイヵ

タ コ

ア フ

そ

の

他

計

備 考

4 0.0 4 0.0 40.0 40.0 

0.5 1.0 1.0 1.0 

1.0 

2.0 3.0 4.0 3.0 

0.5 

1.0 

20.0 10.0 3 0.0 
4.0 4.0 4.0 1.0 

4.0 6.0 7.0 

フク"1.0

7 0.0 63.0 85.0 52.0 

50.0 20.0 50.0 4 0.0 100.0 30.0 

1.0 

0.5 0.6 
6.0 3.0 5.0 4.0 6.0 8.0 5.0 

0.3 

2.0 2.0 2.0 
4.0 6.0 4.0 5.0 2.0 

1.0 

2.0 8.0 2.0 3.0 3.0 1.0 

1.0 

5.0 10.0 

1.0 5.0 
3 7.0 6.0 4.0 4.0 4.8 

1.0 1.0 2.0 2 8.0 

イシモチ フク"0.5 アナゴ ハモ0.3
0.5 イシモチ 0.4 

マイワシ 1.0 イシモチ
0.1 1.0 

107.4 51.5 6 6.5 59.3 125.8 8 0.3 19.6 1 0.0 



官、。、

言、ミ主主
位 置

穂、
水 深 (m) 

場
底 質

天 候
:rK-f L 風 fi1J 

1!Fl. )J 

象 ~~ 制

矢t 11 
2え lui m 

rfu 
!氏 !同 m 

況 1万t /11J 

曳網 i毛悦
投網開始 H年

将、 投網終 fR!f 
網符時間

曳網万向

法 曳網時間

揚網開始時

揚網終 fn寺
トフ寸F メ

ホシザメ

カス-tf メ

アブラソノ寸Fメ
ガ.ンギエイ

アカムツ

マ ダ イ

漁L イシダイ

キ ス

ハタハタ

カナガシラ

カ ン 寸3

アイナメ

34 35 

3. 17 11 

め-28 え-26

115"-115 85"-90 

11 11 

C C 

N S 

1 1 

9 10 

1，0 13 1，0 13 

7.1 7.2 

7.3 

NE 

1，400 1，400 

10.16 11.55 

10.26 1 2. () 5 

5 5 

ESE NE 

10 15 

10.41 1 2.2 5 

11.10 1 2.55 

2 0.0 15.0 

36 37 38 

3. 1 ~ 11 11 

乙-26 え-27 11 

100"-130 100"-170 100"-170 
11 M 11 

C C C 
NE NE NE 
2 2 1 

4 4 6 

1，024 日...2.-24 1，024 
7.0 7.0 7.0 

1，4 0 0 1.4 0 0 1，4 00 

6.20 07.40 () 9.0 5 

6.30 07.50 o 9.1 5 

5 10 10 

E E E 

1 5 1 5 15 
6.50 08.15 09.40 

7.20 o 8.4 5 10.10 

1.0 1.0 

1.6 

39 40 41 42 43 44 45 
11 3. 23 11 11 11 11 11 

え-26 え-25 11 え-26 11 え-25 乙-24

1ω"-140 1∞"-1:Jl 1∞"-115 100"-120 1ω"-115 80"-80 9 0"-9 0 
11 11 11 11 11 11 11 

C C C C C b b 

R E E E E E 

3 2 2 2 4 3 3 

7 5 5 8 日 8.5 8.5 

1，020 1，034 1，034 1，034 1，032 1，030 1，030 

7.0 7.6 7.6 7.6 7.6 7.6 7.6 I 
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1 .日本海スルメイカ漁場調査

I 調査目的

乙の調査は，日本海におけるスルメイヵの分布，移動，漁場形成要因，生物諸特性を把握し，資源

動向の究明と本県当該漁業経営合理.化l乙資するものである。

E 調査内容

1. 調査期間

2.海域

3. 調査船

昭和51年7--8月， 10--12月(東奥丸)

昭和51年9--1 0月 (瑞鴎丸)

日本海

東奥丸(134.47トン，主機550ps，繍機250ps x 2基，急速冷凍機および自

動イヵ釣機19台装備)

瑞鴎丸(40.81トン， 160ps，自動イヵ釣機9台装備)

4. 担当者 主任研究員赤羽光秋

技 師田村真通技 師高梨勝美

5. 調査項目

(1) 漁獲試験

ω海洋観測
(3) 生物測定

但)標識放流

皿調査結果と今後の課題

A 東奥丸

1. 漁獲試験

東奥丸は9月を除く 7月から 12月までの調査期間中9航海51操業し，総計78.988尾，約

2 8トンの漁獲を得た(第1表)。

昭和49--51年7--10月の釣機 1時間 1台当漁獲量 (C.P.V.E)を比較検討してみると，

尾数では， 49年(7--10月60操業)2 3.4尾， 5 0年(7 --9月52操業)1 6.0尾，51

年(9月を除く 7--1 0月48操業)10.4尾となっており，年々減少してきている。

2. 50 m水温とスルメイカの分布

50m水温とスルメイ刀の分布を比較してみると， 7 -8月では 50m層 4-5"(の所に好漁

場が形成されたが， 1 0月では 50悦層8"(以上の所l乙多く分布するようになっており，乙の点

索餌期と南下期とでスルメイヵ分布l乙対応する水混が異えよってくることを示している(第 1，2 

図)。

3. 魚体の特徴

スルメイ刀の外套長組織は7月， 8月ともモードは23cm台にあり，昭和49年より 7月， 8 

月とも 1cm程大きく，昭和50年より， 7月では 1cm程， 8月では2調程小塑であったととが特
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徴的であった(抗3!斗)

また， 1 () nでは本年は??モード 25cm台， {.iljモード 22crr..ii:こあり，附和49Wと主モード
は|バjーであったが. 2 2cmfiにIl¥IJモードがはられるように冬生まれと推'占される 22cm以下のイ

カの混獲が憎していた乙とが特徴的であった(第4悶)。

-1. t~!ri議放流

7月および8月の第 1次，第2次航海で 1730尾の標識放流を行い， ~IJ捕は 3 3尾あった。

IIJ捕率は1.9%で， IllHn5 0 年の~tJ捕率 4.1% ( 6045足放流'11245尾川捕)と比較すると

少いが，乙れは， 9月l乙入ってからの再捕率の低下によるもので，日本海のスルメイヵの不振か

ら多くの漁船がふ;、I~ì干:のアカイカ漁に回り， 日本海での漁獲努力量の減少した時期と一致し

ている(第2表)。

B.瑞鴎J-L

1. iff.tf斐試験

瑞鴎hは青森県近海域(主として権現崎沖漁場)で9月のド旬から 10月上旬にかけて， 5航

梅51'栄業を行い， 2415尾，約 585KQの漁獲を得fこ(第5図)。

釣機 1時間 1台汚平均漁獲尾数は 6.6尾，重量では1.6 Kgで、あり，近年の同時期間梅域の状況

と比較すると， HH和47年6.4尼(4保業，東奥丸)，昭和48年O.7尾(2傑業，瑞鴎丸)で

本年は 48年F11必い漁ではなかった。

2 魚体の特徴

魚体は外室長2lcml乙モードがあり，冬生まれが主体であった(第6図)。

以上の調査結来すなわち， C.P.U.E.の年々の減少，終海域での待系群の混獲率の変化等から，

冬生まれ，秋生まれ群とも近年で、は低水準にあった乙とがうかがわれ，今後はスルメイ刀の資源動向

l乙注目しながら，資源の減少による分布生態の変化について追求を加えていく必要があろう。
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第 1 表 昭和 5 1 年度東奥丸操業状況

川栄業 I1時間1台、'']'jLJ:強総墨
航海 WJ 11¥J I 海 域 一|漁獲量 トー一一下ーァ

寸 [rl]数 ι豆数 l重量

400 - 4ぎN I I 13，828尾 I
1川 L海 7fj13lt---7JJ22L:J川 内山J! I 1 0.2尾 3.4K9

，~ .-- i 1330 -1360 E i I 4，5 56 K9 

4 10 - 460 N I 3 5， 1 5 l!至
7Ji 26 1:ト 8月lll:lI n n I 19 

1350 -1390 E 
2 11 

400 - 410N 
3 11 8月181二3"-8月20[:l I 

I 1380 -1390 E 

400 - 4 t N 
8月23日"-8J126l:l I 

l1380 -1390 E 

I 4(f-410 N 
10月 61cl"-10月 7日|

I 1390 -1400 E 

4 11 

ら H

6 11 10月13l-l"-10月29日
31 -4t N 

1330 -139' E 

4t -4t N 

1400 E 

400 - 410 N 

1390 -1400 E 

4t -4t N 

1400 E 

7 11 12月2Eト12月 3Ll

8 11 12月 3日"-12月 4日

9 11 12月7L+--12月 8l:l

1 1 

51 

1 3.2 3.6 

4 

9，562 K9 

6，412尾 J

I 12.4 
1，90 4K9 

8，000尾 i
9.7 

1， 716K9 

509尾 1
1.2 

85K9 I 
0.2 

3.6 

4 2.1 

2 

1 

15，017尾

5，310K9 

o 

o 
A
U
 

A
U
 

8.4 3.0 

1 
10L王2

4K9 

61尾

24 K9 

78，988尾

内

U
A
リ

0.4 0.2 1 

1 0.0 
23， 161 K9 i 

第 2 表 スルメイカ標識放流結果

Nu 月 日 kt識放流位置 放流尾数 再捕尼数 l再捕率
1 7月 17 L:l 40048' N 13t 58' E 30尾 o尾 0.0 % 

2 7 月 18 日 41030'N 1330 06' E 200 i 3.5 

3 7 月 20 日 420 00' N 1340 31' E 300 9 3.0 

4 7 月 21 日 4200 l' N 1340 32' E 200 10 5.0 

5 8 月 2 l::l 42049' N 1360 04ノE 350 1 0.3 

6 8月 6 lJ 420 51'N 1360 03' E 150 1 O. 7 

7 8 月 7 l:l 440 32' N 1370 49' E 500 5 1.0 

1. 730 33 1.9 
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第 l図 昭和51年 7-8月スルメイカ分布状況と50m層水温分布
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第 2図 昭和51年10月スルメイカ分布状況と50m層水温分布
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第 3図 昭和51年 7-8月のスルメイカ外套長組成
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第 4図 昭和51年10月スルメイカ外套長組成
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第 5図 昭和51年瑞鴎丸日本海スルメイカ操業位置図
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第 6図 昭和51年 9月下旬 10月中旬青森県沿岸スルメイカ外套長組成
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2 .太平洋スルメイカ漁場調査

I 調査目的

近年の太平洋スルメイヵ資似忠化による沿岸漁場不振の現状を考慮し，沖合潮境域漁場の開発と

他のイヵ類(アヵイカ，ツメイヵ)漁場開発t試験を実施し，本県水産業の大宗をなすイヵ釣漁業経営

安定に資する。

H 調査内容

1. 調査期間

2. 調査海域

3. 調査船

4. 相当者

昭和51年6月~同年 12月

太平洋

5 調査項目

よ式験船 lifo鴎よL，幸洋丸

主任研究tl 沢m兼造
技 師 高梨勝}ミ

(1) i魚場環境調賓

(2)件、況調査

(3) 来遊状況調奇

(4) 生態調査

回調査結果

1 漁場環境調査(第1図)

(1) 津軽暖流域

各月最高水磁の平年偏差から見た 51年のこの流域の水温は3'"'-6月の春季及び 10'"'-1 1月

の秋季平年並に近い状態で推移しており J 7'"'-9月の夏季は低めに推移した。 f二三し表層水温だ

けを見ると 4'"'-1 0月の期聞を通じて低めに推移している。尻屋埼J中断面における 7"C等温線の

最深度によって水塊の厚さを平年と比較してみると 51年6'"'-1 1月の津軽暖流水塊の厚さは平

年と大差ない。

匂)親潮域

親潮第 1分枝は3月， 4月青森県の 20浬沖付近にまで接近し，中心水温 50m層でO"C台

( 3月)を示し近年稀なほど強勢をボしていた。その後6月l乙伝って親潮南下流路はいった人

144 E以東l乙遠ざかって沿岸への張出しは見られなくなったが， 7月には再び 143E以東の広

い範囲をおおって先端は岩手県黒崎の 30浬沖まで達した。 8月lこは更に西側へ範囲を拡大して

津軽暖流を圧迫し，先端では鮫角~黒埼の 30浬沖l乙沿って顕著な潮境を形成した。 7月8月の

中心水温は O"C台(100層)で水温の低さと範囲の大きさから見て近年では最も強勢を示し，

1 0月にほって，やや規模を縮少している。 51年金期聞を通じて青森県沖(400 50' N '"'-

41.50N)における親潮勢力は近年では最も強かったと判断される。
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2. 漁況調査

太平洋(八戸港)および津軽海峡(大畑港)についての漁獲量は次のとおりである。

a.太平洋(八戸港)

本年の漁獲量は 524トンで昨年(4，577トン)の 11.45%であるが， この操業隻数は年々減

少傾向にあり本年は 1，255隻で昨年(6，384隻の19.7%であった。 乙の期間中の 1隻平均漁

獲量は0.5トンで昨年(0.8トン)の62.5%である。また夏イ刀(6 --... 9月)秋イカ(1 0--... 

1 2月の漁獲量は，それぞれ359トン. 165トンで，昨年(4， 117トン)の8.7%41. 3 %と

なっているが，乙の期間の 1隻平均漁獲量は0.4トン， 0.5トンで昨年より 0.3トンほどそれぞ

れ漁漣滅で過去5ヶ年1隻平均漁獲量では昭和48年と同様最低であった。(第 1表)

b.津軽海峡(大畑港)

本年の漁獲量は2.781トンで昨年(6.741トン)の41.3 %で過去5ヶ年の中では最低であった。

夏イ刀(6月--...9月)秋イヵ(1 0月-12月)ではそれぞれ2，238トン， 543トンで昨年(5，568

トン， 1，136トン)の 40.2%，48%とで過去5ヶ年中最低であり， また昨年の夏，秋イ力

量の半分以下の漁獲にとどまった。(第2表)

(2)沖合イヵ(太平洋八戸港)

a.搬入スルメイカ

本年の水揚量は 2，850トンで昨年(5，077トン)の 56%， 1隻平均漁獲量では本年6ト

ン，昨年(8トン)より少なく過去らケ年中最も悪い漁獲量であった。(第3表)

b.大畑港(肉入)

本年の水揚量は 6，605トンで，昨年(7，513トン)の88%，1隻平均漁獲量では本年

19.5トン昨年(21. 9トン)より少佐いが，過去 5ヶ年の中では昨年l乙次ぐ漁獲量であった。

(第4表)

C. 凍結イヵ(八戸港)

本年スルメイヵ漁況不振も加わってか，操業船769隻，昨年(960隻)より 191隻少な

かった。本年の総漁獲量39，206トン昨年(45，666トン)の86%で過去5ヶ年の中では

50年， 49年l乙次ぐ水揚量であった。(第5表)

(3) アカイヵ(八戸港)

a.凍結アヵイヵ

昭和49年よりアヵイヵ釣漁業l乙注目するようになり昨年からは操業船も多くなった。本年

の漁獲量は26，316トン昨年(13，988トン)の1.9倍， 4 9年(999トン)の26.3倍と

最高の水揚量である。 1隻平均漁獲量では，本年58.6トン昨年(49.2トン)の1.2倍で年々

漁獲量が多くなってきている。(第6表)

b.氷蔵アカイ力(八戸港)

氷!蔵搬入アヵイヵの水揚量は 50年からで，本年の漁獲量2，793トンで，昨年(292トン)

の9.6倍. 1隻当りでは本年3.4トン，昨年(1トン)の3.4倍であった。(第7表)

C. 大畑潜アカイヵ水揚量(凍結，氷I蔵含む)

大畑港Iζアヵイカが71<揚されるようになったのは昭和51年の9月から 12月までが最初で

あった。昭和51年は8月~翌年の 1月まで水揚され，その水揚量は 5，205トンで昨年の
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( 3，468トン)1. 5倍であった。(第8表)

3. 来遊状況調査

この試験については，漁場一斉調査 (6月 9月)一般漁場調査 (6月-12月)実施した。

(1) 沖合漁場調査

A.漁場一斉調査

a. 6月i漁場一斉調査(第2図，第9表)

6月 16日---6月21日にかけて6調査点で，漁獲誠験を実施したが，漁獲されたのはス

ルメイヵ 29尾，ツメイヵ 50尾で，乙の種の調査で本年は最低であった。

b. 9月漁場一斉調査(第3図第 10表)

9月2日---9月7臼にかけて， 7調査点で漁獲試験を実施したが，漁獲尾数はアヵイカ

2，351尾で他のイカ類はなかった。えEお水温と単位漁獲量の関係をはると 50m層で、5'C， 

1 9 'cのところがよかった。(第4図，第5図)

包)一般漁場調査(第 11表，第6図)

これについては第 11表，第G図l乙示しである。

4. 魚体調査 (第7図)

7月---1 1月までの外套長は 15---32cmの範囲l乙分布し，モードは7月 18cm台， 8月 20cm

台， 1 0月---1 1月は 24cm台にみられ，昨年の各月の外套長組成K比較すると各月とも分布巾が

1---1.5cmせまくなってし泊。

IV調査の結果と今後の課題

1. 調査の結果

本年のスルメイヵ漁獲試験は昨年同様不振のままに終了した。しかし， 9月の第2次漁場一斉調

査の漁獲試験によるとアヵイヵの来遊資源水準が高く立ってきたことがわかった。また多獲時にお

ける持者、揚水温はom19'C， らo悦層4.78'c台における釣獲(単位当り 37尾)がよかった。

2. 今後の課題

今後も沿岸に来遊するスルメイカ群が不振の場合は積極的l乙沖合漁場調査が必要てある。また，

アヵイヵの来遊資源水準を把握するための調査として， 6月七旬から南側から序々に北上群を対象

にした漁獲試験を実胞する必要がある。
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第 1 表 八戸近海スルメイカ漁獲量

単位トン

除ぞ 6 7 8 9 小計 10 11 12 1 小計

46 9 1，203 4，838 4，745 10，795 1，636 2.942 150 1 4，728 I 

47 1 3，364 5ρ93 697 9，155 788 2，069 1，832 2 4，691 

48 1 585 485 571 1，642 178 164 176 0.5 519 

49 1 1，462 2，193 971 4，627 139 885 51 。 1，075 
50 18 2，216 1，783 159 4，177 53 74 270 3 400 

平均 6 1，766 2，878 1，4 29 6，079 559 1，227 496 1 2，283 

51 。 155 203 1.0 359 5 137 22 1 165 

第 2 表 大畑近海スルメイカ漁獲量

単位トン

除~ 6 7 8 9 小計 10 11 12 1 小計

46 710 4，565 2，215 1，170 8，660 1，051 707 143 1β01 I 

47 05月.7143 1，792 3，214 719 5，868 716 1，968 373 4 3，057 

48 302 1，661 1，378 624 3，965 709 867 719 2，295 

49 202 2，852 1，704 434 5，192 187 498 532 1，217 

50 105 2，608 2，039 816 ら，568 274 533 329 1，136 

平均 292 2，696 2，110 753 5，851 587 915 419 1 1，922 

51 23 797 1，210 208 2，238 223 200 109 11 543 

第 3表 八戸港搬入スルメイカ(日本海，道東)

単位トン

[沢 5 6 7 8 9 小計 10 11 12 小計

46 138 1，944 4，851 3，849 10，782 1，654 1，876 61 3，591 

47 22 439 1，563 2，172 3，218 7，4 14 2，571 596 3，167 

48 683 1，372 2，075 2，298 6，4 28 1，045 388 32 1，4 6 5 

49 4 90 454 826 988 2，362 1，086 169 10 1，265 

50 1 218 609 472 1，301 2，601 1，732 495 249 2，4 7 6 

51 7 68 877 967 381 2，300 331 77 142 550 

一一
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第 4 表 大畑港搬入スルメイカ

tli.{立トン

注~ 5 6 7 8 9 10 11 12 1 J十

46 1 465 127 412 421 64 276 1，767 

47 628 804 589 217 10 2.148 

48 1，071 359 1，345 1，257 443 461 250 5.186 

49 17 403 635 1，657 1，2 44 1，149 788 455 6，348 

50 159 1，613 1，100 1，340 1，210 475 1，225 391 7，513 

51 23 1，353 795 2，407 1，108 235 241 421 22 6，605 

第 5 表 八戸港般凍晶スルメイカ

単位トン

¥ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
47 111 1，511 1，750 4，250 2，918 5，255 3，217 2.719 21，731 

48 1fil 1，043 16 14 2.880 4，102 7，619 5，389 4，285 2，957 2，520 30，975 

49 931 734 76 41 5，028 3，608 9，633 7，236 10，568 5，8加 3，186 44，田9

50 1，569 1，154 。1 211 5，003 2，933 10，278 6.464 9，325 5，473 3，お6 45，666 
51 1，997 1，027 2.539 5，391 8，575 7，493 5，293 2，683 4，208 39，206 

第 6 表 アカイカ八戸港(凍結)

上段隻数，下段漁獲量 tli.悦トン

除£丈 8 9 10 1 1 12 1 2 

2隻 19 6 27隻
49 

75トン 744 180 999トン

2 7隻 10 1 28 14 36 78 284笠
50 

1，546トン 6，512 1，324 450 1，309 2，847 13，988トン

ら笠 6 1 158 113 56 28 28 449笠
51 
320トン 3，549 11，149 7，650 1，836 785 1，027 26.316トン
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第 7 表 アカイカ搬入(氷蔵八戸港)

rli.位トン

{I: 月 8 9 10 1 1 1 2 1 2 

49 

1笠 51 1 5 1 7 68 1 2 7 297笠

50 
1トン 430 1，259 27 226 89 27 292トン

156笠 244 220 173 28 821隻
5 1 

744トン 1，257 585 177 30 2，793トン

第 8表 大畑港アカイ力水揚量(凍結，氷蔵含む)

r)1.位トン

年 月 8 9 10 1 1 12 1 2 

49 

3隻 1 11 35 18 167隻

50 
56トン 2，613 4 J S 384 3，4 6 8トン

3隻 7 J 107 47 55 4 287隻
51 

14トン 1，287 2，583 406 858 57 5，205トン
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第 2図 6 月漁場一斉調査
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第 3図 9 月漁場一斉調査

-77 -

42 0 

41 0 

420 

41 0 



第 9 表 第可次イカ類漁場一斉調査結果表

S工NO 4 5 12 14 23 22 

4白山!4印 :N! 4ぬ 2Ni4ぬ 2N;4rodN4山内

操業位置 142'2O'E • 14t .td1: 1440a'EI143040' 1 ! 141045 E 141030' 142"20 E 142 .tO E， 144 a' E I 143 40' E: 141-45 E 141-2証 E

操業月日 6/16 6/16 6/17 6/18 6/20 6/21 

24h10m I 22hOOm. 01h15m 17h55m 22h10m， 17h35m 
操業時刻

18h40m : 22h42m i 18h20m 24h40m I 22h25m i 01h30m 

水 o刑 12.4 12.5 i 15.1 14.7 I 13.6 13.4 

温 50m 6.79 6.45 12.07 10.43 1 1.48 i 11.59 

℃ 100m ! 6.08 6.07 i 6.41 9.3 5 10.56 i 10.4 7 

使用機械台数 5 5 7 4 5 5 

漁獲尾数 。 2 。 2 。 。
単位漁獲尾数 0.8 0.8 

スルメイヵ スjレメイカ 1 

外去長分布巾 1 1 18 
モード (cm.) ツメイカ

27 23 

第 10 表 第 2次イ力類漁場一斉調査結果表

ST.NO 4 3 戸 12 15 16 22 23 

41。2G， N 4 126N 1 4(f32N 4iTo32F N 40。32，N 41内O{}，N 41n00， N 
操業位置

14t 20' E I 142040' E 14402O'E 143' 2o E 143" 00' E 14t 36'E 141045 E 

操業月 H 9/2 9/2 9/3 9/4 9/4 9/7 9/7 

18hl<hn i 22h45m 20hOOm 17h40m 21h20m 23h50m 21hO伐n
操業時刻

20h10m 24h45m I 04hOOm 19h40m 23hOOmi 01h30m 23hOOm 

水 o官l 20.0 198 19.0 19.0 17.7 I 19.3 19.5 

温 50m 18.98 18.61 I 4.78 5.35 2.50 14.46 16.51 

'c I 100m 13.30 i 12.7 1 1.75 3.15 I 1.62 9.51 12β3 

使用機械台数 7 7 4 4 3 4 

漁獲足数 220 10 2ρ90 31 。 。 。
単位抑躍尾数 16 0.7 37 4 。 。 。
外査長分布巾 21"-31 21"-28 21"-32 25"-39 

モード (cm.) 27 26 28 28 
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第 11表 一般漁場調査(試験船，瑞陽光)
No. 1 

航海 年次 1 2 3 4 5 

年 月 日 6. 24 6. 28 7. 1 7. 5 7. 8 

時 開 始 18hOOm 19hOOm 18h30m 17h45m 18h15m 
ーー目ー一ーーー ーー一ーーーーーー ーーーーーーーーー ーーーーーーーー ーーーーーーーーー ーーーーーーーーー

亥リ 終 了 22hOOm 22h30m 22hOOm 21hOOm 22hOOm 

40046' N 40042' N 400 39'N 400 39.5'N 400 43.5' N 
開 始 ーーーーー一ーーー ーーーーーーーーー ーーーーーーーー ーーーーーーーーー ーーーーーーーーー

位 141047'E 141049' E 1410 46'E 141047.5'E 14f 49' E 

置 40045'N 40030'N 400 36'N 400 38' N 4げ 42'N
終 了 ーー一一ー一一ーー I4 IO-3Oi E ーーーーーーーー

ーー一ー一ーーーー ー一ーーー一ーーー

141052' E 1410 50' E 1410 44'E 1410 48' E 

天 候 C C B B B 

海
風向力 SE3 NE2 SSE1 SSE2 S 2 

気 圧 1，003 1，0 1 5 1，017 1，0 1 1 1，0 1 0 
気
気 温 16.0 1 5.0 15.0 17.0 1 7.5 

象 波 浪 1 1 1 1 1 

うねり 1 1 1 1 1 

o m 1 4.3 14.6 1 4.0 14.50 15.90 

1 0 13.9 14.15 13.01 14.4 0 14.70 

各 2 0 11.9 12.43 12.60 1 4.1 0 13.4 0 

層 3 0 1 1. 7 1 1. 7 1 12.35 12.80 12.80 

水
5 0 1 0.4 11.45 1 1.3 1 1.1.4 2 12.20 

7 5 10.29 10.68 10.95 9.90 1 1.00 

温 1 0 0 1 0.2 1 

('C) 1 5 0 

200 

300 

漁具 動 力 9 9 9 9 9 

漁 箱 数

獲 尾 数 4 12 33 13 1 

操業時刻 4hOOm 3.30 4.30 3.1 5 3.45 

単位漁獲量 0.1 0.4 0.9 0.5 0.03 

魚 体

魚体測定尾数 ーーーーーーーーー ーーーーーーーーー ーーーーー- ーーーーーーーーー ーーーーーーーーー

スJレメイヵ スlレメイヵ スノレメイヵ スJレメイヵ スJレメイヵ

2浬付近 2 -3浬付 2浬付近l乙 2 -4浬付
備 考

操業船2隻 近操業船 操業船2隻 近操業船

3隻 1 1隻
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No.2 

航海 年次 6 7 8 9 10 

年 月 日 7. 12 7. 13 7. 14 23--...24 27--...28 

時 開 始 19 h20m 01h13m 12h40m 18hOOm 18h10m 
ーーーーーーーー ーーーーーー一一ー ーー一ーーー一ーー ーーーーー-ーー 一一ー一ーーー一ー ー一ーーーーーー一

亥IJ 終了 20hOOm 03hOOm 14h50m 02h30m 01hOOm 

開 始
40031'N I 40032'N 40032' N 400 48.5' N 40048'N 

ーーーーーーーー 一一一ー一一一ーー ー-ーーー一一一一

位 1420 16' E 1430 HY E 143042'E 1410 41'E 141039'E 

置
終 了

40031' N 40032'N 40032' N 40045.5' N 40045 N 
ー一一ー一ーーー一 一ー一一一一ーー一 一ー一ーー一一ー

1410 36'E 
ーーーーーーーーー

1420 16' E 1430 10'E 143024' E 141036 E 

天 候 B B 。 BC BC 

海
風向刀 SE1 NE1 E 2 SE2 NW2 

気 圧 1，01 1 1，0 13 1，009 1，0 14 1，0 1 3 
X企((
気 温 19.0 1 6.5 1 6.0 30.0 2 4.0 

象 波 浪 1 1 3 1 1 

うねり 2 2 2 。 l 

o m 16.5 15.5 14.9 18.60 20.8 

1 0 14.5 1 5.2 1 4.8 16.20 1 6.6 

各 2 0 12.5 8.5 1 0.3 1 3.60 16.25 

層 3 0 1 1.8 5.3 7.1 13.35 1 5.5 0 

水
5 0 1 0.6 3.3 3.5 12.70 1 4.2 5 

7 5 1 0.3 2.0 2.0 1 1. 80 12.60 

温 1 0 0 9.7 1.2 1.6 1 1.45 12.00 

('C) 1 5 0 8.9 1.9 1.8 

200 7.9 2.0 2.1 

300 

漁具 動 力 6 6 7 8 9 

魚、 箱 数 。 35 29 

獲 尾 数 。 。 。 2.800 2.400 

操業 時刻 1.47 1.47 2.10 8 7 

単位漁獲量 。 。 4.4 4.8 

80--... 
魚 体 8 0尾入

100尾入

9 7 100 
魚体測定尾数 ーーーー一一ーーー ーーーーーーーーー 一ーーーーーーー ーーーーーーーーー ーーーーーーーーー

操業船ナシ 遊びイヵ数尾 他市iiなし 他市H2 --... 3 他船4浬l乙約

イワシ群 サノ刈、群 浬2隻 60隻

備 考
(中一均) 中羽イワシ 小りサパの群あ|

群あり
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~3 

航海 年次 1 1 12 1 3 14 15 16 

年 月 臼 29 8 9 1 0 1 0 8. 1 1 19 

時 開 始 18h25m 17h15m OOhOOm 18h20m 00h10m 18h20m 
ーーーー一ーーー ーーーーーーー 一ーー一一ーー ーーーー四ーー ーー一 ー司ー ーーーー一ーー ーーーーーーー

刻 終 〕了 23h30m 21hOOm 04hOOm 22h20m 03h10m 22hOOm 

開 始
40048'N 40 "20'N 40'04'N 40001'N 40002'N 41031'N 
ーー一ーーーー ーーー--一一 ー--ーーーー - - --ー-ー・田園困 ーーーーーーー ーーー一ーーー

位 141037'E 14Z022'E 142' 40' E 142058' E 142' 42'E 141022' E 

置 40046'N 40005'N 40003' N 40001'N 40002'N 41028'N 
終 了

141039'E 
ー一一ーーーー ーーーーー一ー a・・ ・・・ 『圃画 圃噌幽 ・・ー ー-- ーー一一一一一 ー一一一ーーー

142'46'E 142'46' E 142058' E 14Z042'E 141022'E 

天 候 BC r r C C B 

梅
風向力 NW1 SE3 SE2 NE1 W 1 SE2 

企~ 圧 1，010 1，008 1，004 1，001.5 1.00 1 1，0 15 
気
気 2 0.0 19.5 温 13.0 20.0 21.0 21 

象 波 浪 1 3 2 1 1 1 

うねり 1 2 1 1 1 1 

。悦 1 8.90 1 9.1 19.4 19.2 19.4 21.10 

1 0 1 7.1 0 1 8.9 1 9.3 19.1 1 9.3 21.00 

各 2 0 16.00 1 0.8 19.1 19.0 15.0 19.80 

層 3 0 1 4.4 0 7.1 13.5 1 1.7 8.8 19.70 

5 0 1 5.3 0 2.9 
水

3.5 8.3 2.6 19.70 

7 5 13.30 4.8 2.2 5.2 1.0 1 9.3 0 

温 1 0 0 12.25 5.5 2.0 5.5 0.7 16.70 

('C) 1 5 0 1.3 1.0 2.5 1.3 

200 1.5 1.2 3.5 1.2 

300 2.9 

漁具 動 力 7 7 9 8 7 7 

辞書、 箱 数 1 1 62 27 1 7 

獲 尾 数 53 46 2，220 1，100 600 36 

操業 時刻 5 1.7 4 4 3 3.40 

単位漁獲量 1.5 3.8 61.6 3 4.3 28 0.0 1 

25--- 25--- 25---
魚 体

50J乏 50尾入 50尾人

46 104 101 30 
魚体測定尾数 ーー一ーーーー ー-ーー・ーーー 南開園骨骨--圃・圃噌園・e ー-- -ーーー ーーーーーーー ー固喝田ー----咽

他船4-6 アヵイヵ アヵイカ 付近40

向1 37イル付 隻操業身n
備 考 60---70笠 近1隻 あり

イワシ君手あり
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(試験船，幸洋丸)
1'h4 

航海 年次 1 2 3 

年 月 日 12. 2 12. 13 12. 22 

時 開 始 14h55m 15hOOm 16h15m 
ーーーーーーーー 一ーーーーーーーー ーーーー一ー--- ーーーーーーーー 一ーー一ー一一一ー ーー一一ーー一ーー

五リ 終了 18h05m 17h45m 18h15m 

開 始
400 41' N 400 24' N 400 13' N 

14f 49' E 1410 54' E 1420 30' E 
ーーーーー一ーーー ーーーーーーーーー

位

置 400 38' N 1 400 22' N 
40. 1ヘ終 了

141" 4<f E I 1410 55' E iuO 35'-i T ---------1 

天 候 B C C 

海
風向力 NE3 WNW3 S 3 

気 圧 1，022 1，01 7 1，02 1 
主XゴL 

1<"'( 温 6.2 5.5 5.0 

象 波 浪 3 2 2 

うねり 2 2 2 

o m 1 1. 7 1 1. 4 1 0.0 

1 0 1 1.8 8 1 1. 7 8.5 

各 2 0 12.0 1 1 1. 5 9.7 

層 3 0 12.00 1 0.8 1 0.0 

水
5 0 1 1.96 11.3 10.3 

7 5 1 1.9 0 90 

温 1 0 0 9.8 

('C) 1 5 0 9.8 

200 9.8 

300 

漁具 動 力 9 9 9 

神、 箱 数 。 。 。
獲 尾 数 3 。 。
操業時刻 4.50 2.45 2.0 0 

単位漁獲量 0.07 

魚 体

魚体測定尾数 ーーーーーーーーー ーーーー一一ーーー ー一ー一ーーーー ーーーーー一一ーー ーーーーーーーーーー

付近操業船 付近3深以内 南寄りの風強

1 4隻 7隻 くなわ帰港

備 考

L 一一一
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3 .日本海底棲生物分布調査

l 調査目的

青森県日本梅沖合における底ぴき網漁業の対象となる重要魚種について，分布，回遊，生態などを

明らかにして勺該漁業の安定ならびに発展に資する。

E 調査内容

1.調査期間 昭和51年 12月~昭和52年3月

2. 調査海域 日本海沖合

3. 調 fi市{} J式験船瑞鴎丸(4 O. 81トン)

4 担当者 技師十三邦附 木村大

船長畑山賢三

5. 調査項目

(1) 底楼生物分布状況

(2) 発育段階別分布状況

(3) 主要魚種の食性

但)産卵場および産卵時期の究明

(5) 回務移動状況

皿調査結果と今後の課題

1 調査結果

(1) 底棲生物分布状況

調査期間中における操業日数は 19日延曳網回数71回で総漁獲量は 14，403K9で喧昨年の約

2倍の漁獲をあげている。この内漁獲の最も多かったのはスケトウダラ(3 6.4 % )で次いでア

ブラツノザメ(2 7.1 % ) .マダラ(1 4.9% )ホッケ(1 2.2% )の順である。昨年より増加

した主な魚種はアブラツノザメ，スケトウダラ，ホッケなどでその主要魚種の分布状況をみると，

イ.マダラ

例年同様多獲されたのは 1月下旬'"'-2月上旬までである。一曳網当わ 30 K9で昨年よりや』

多い。分布範聞は鯵ケ沢沖鱈場水深200'"'-300mで例年と変りがない。

ロ.スケトウタラ

多獲されたのは 12月である。漁期間一曳網当り漁獲量は 74 K9で、昨年よりかなり多い。分

布範囲は水深 200'"'-300m海域で例年同様である。マダラと大体同一海域に分布している。

ハ.アブラツノザメ

多獲時期は例年同様 12'"'-1月である。漁期間 1曳当りは 55 K9で昨年よりかほり多い。主

分布域は水深 150'"'-200悦で

一.ホッケ

1 2月lこ多獲され，漁期間 l曳網当り 25 K9で昨年よりかなり多い。分布範囲は水深50'"'-
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300明で主分布域は 150'"'-200mである。 持、期が進u'につれ，や〉浅瀬l乙接岸の傾向があ

る。

ホ アカガレイ

外のカレイ類lこ比較して生息水深が深く， 200'"'-300怖に分布し，マダラ，スケトウダラ

と同一海銭で漁獲され，水深 200m以浅では余り漁獲されていはい。

匂)発育段階別分布状況

イ.マダラ

1月下旬'"'-2月仁旬は体長58'"'-7 4c視の産卵群が主体であるが，その外の月は 24'"'-4 4 

cmモード 25~2fìcmの幼魚が主体である。幼魚，成魚とも同一水深得で漁獲されている。

ロ.スケトウタラ

体長範由は20'"'-49C祝，モード 41c視で、全般に巾広い組成で産卵群が主体であるが， 1 2 

月当初はモード 20cmの幼魚もかなり混獲され，幼魚，成魚とも大体同一水深帯で漁獲された。

ハ.ホッケ

体長範囲は 19'"'-34cm，モード 25cm1乙認められ，未成魚，成魚が同一海域で分布してい

るが，全般にローソクホッケと呼ばれる未成魚が多い。

ニ.力レイ類

体長範囲はヒレグロは 1fi'"'-2ficm，モード 20ι:m， マガ‘レイは 19'"'-2 5cm，モード 21 

cm，マコガレイは 11'"'-19cm，モード 16仰しムシガ、レイは 14~2 7cm，モード 18， 

19cm，アカカレイは 19~2 5cm，モード 2lcml乙認められ，各カレイとも殆んどが成魚で

占められている。

。)主要魚種の食性

マダラの未成魚は大半がエビを捕食し，体長 6Ocす1以上のものは殆んど魚類を捕食。スケトウ

タラはオキアミを主として，その外魚類，イヵ，タコなど，ホッケは魚類，魚卵，端御類，オキ

アミなど，ア力ガレイはクモヒトデと一部タラ類の幼魚を，ヒレグロは多Z類とまき只，マガレ

イはヒトデ，多毛類，マコガ"レイは多五類，ムシ力、レイはエピ，魚類，ヒラメは魚類と各魚種と

も食性は例年と余り変りがないが，産卵期のためかスケトウタラは空間が多い。

但)産卵場およびI~卵涛期の究明

イ.マダラ

産卵期の大型魚の調査は 1月211JP::'僅か10尾調査しただけであったが雌6尾，雄4f三と

も産卵[1'1前のものであった。雌の生殖線は， 580~1190 9で平均9299，雄の生殖線は，

524'"'-9259で平均7379であった。これまでの調査ほどからみて注卵期は 1'"'-2月と舵

定され，産卵場もスケトウタラの胃袋から発見された稚魚の出現状況から鯵ケ沢前沖での鱈場

で産卵するものと思われる。

ロ.スケトウタラ

肉眼鏡察によると 12月には雌の完熟個体はみられなかったが， 2月には雌は殆んど、水子状

態で一部放卵しているものも認められ，これまでの調査などからみて 1~2 月頃が1産卵期と推

定され， r産卵場はマダラ同様に本県沖では鱈場ではなし、かと推定される。
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。)廻務移動状況

調査期間中l乙標識放流した魚種はヒラメ 1341三，マコガレイ 47尼，メイタガレイ 9Ri.ムシ

ガレイ 4尾，ヤナギムシガレイ 3尾，パパカ、レイ 2尾，ソウハチ l尼で合<i十200惜の放流であ

った。 8月31日現紅までに再捕された魚憶の回在住移動状況を述べると，

イ. ヒラメ

再捕された 6尾の中 l尾が高山沖から大日瀬沖に南ドしているが，他の5尾はr:':iIIJ沖~小rtl

沖l乙北上している。大勢として例年同様大き伝移動は伝いが，今年は北上するものが多い。移

動経過日数は 75"-'111臼であった。

ロ.マコガレイ

再捕されたのは3尾で丙捕率は 6，4%である。この中 1尾南ドし亦石沖で， 2出が接岸:して

高山沖の傾く沿岸で再捕されている。 3尾とも一部放精している乙とから花卵のための回滋移

動であろう。経過日数は 26"-'78l::lで従来の動きと殆んど変ら ral、。

ハ.ソウハチ

3月17日高山沖で 1尾だけ放流したが，その 1尾が予想外にも須郷崎trfll乙南ドしてfl}捕さ

れた。経過日数は 38日であった。

2 今後の課題

冬期聞におけるマダラ，スケトウタラ，ホッケなどの生息、場所，食料:， r産卵場， f，存:卵時期等次第

l乙明らかとなったが，資源の診断及び漁況予測に必要な年令，成長とか稚魚などの生態的な調査が

特に必要と考えられる。
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第 1 表 月別魚種別漁獲量

iよ寸¥51年12月 52年1月 52年2月 52年3月 合計 比率
1曳網

当 り

授業 日 数 5 3 3 8 19 

曳網回数 12 1 1 1 3 36 72 

有効曳網回数 12 1 1 1 3 35 71 

アブラツノザメ 1，753 1，675 264 214 3，906 27.1 55.0 

ホ y ケ 1，2 10 150 130 266 1，756 12.2 24.7 

て苫 ダ フ 219 1，494 424 13 2，150 14.9 30.3 

スケトウダラ 4，4 6 3 155 559 70 5，247 36.4 73.9 

ヒ フ メ 239 239 1.7 3.4 

アヵガ、レイ 173 4 1 18 34 329 2.3 4.6 

ムシガレイ 58 58 0.4 0.8 

マコカレイ 102 102 0.7 1.4 

ヒ レグ ロ 2 70 40 1 12 0.8 1.6 

パパガレイ 23 23 0.2 0.3 

アサパガレイ 10 2 12 0.1 0.2 

メイタヵーレイ 10 10 0.1 0.1 

ア J コ ウ 62 62 0.4 0.9 

ン ロ ギス 70 70 0.5 1.0 

ア カ コ二 イ 40 40 2.8 0.6 

ア 刀 ム 、フ 20 20 0.1 0.3 

ホ シザメ 40 10 50 0.3 0.7 

カ スザメ 50 50 0.3 0.7 

タ コ 28 44 37 4 1 13 0.8 1.6 

ア 刀エ ビ 54 54 0.4 0.8 

計 7，858 3，562 1，656 1，327 14，403 202.8 

一回一



t⑤ 

e‘ 
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ムシガレ f
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ノ〈パガレイ

ヒ フ メ

アヵ .I. ビ

第 2 表 主要魚種の水深別，漁獲状況
)は I網勺り tji.f¥I:Kc 

50"-'100m 100"-'150m 150"-'200m 200"-'300m 

2 1 1 0 6 3 4 7 1 

2，747(457.8) 1，1 6 1 ( ;J 4.1 ) 3，9 0 6 ( 5 5.0 ) 

卜一 一一

2:J(1.1) 2 1 ;J ( 2.1 ) 970(161.7) 550 ( 1 6.2 ) 1，7 56 ( 2 4.7 ) 

卜一一 一

5，247 ( 154.;J) 5，2 4 7 ( 7 3.9 ) 

トー

15 ( 2.5 ) 2，1 35 ( 62.8 ) 2 1 50 ( 3 0.3 ) 

329 ( 9.7 ) 329 ( 4.6 ) 

22(1.0) 7 ( 0.7 ) 行3( 2.4 ) 1 1 2 ( 1.6 ) 

;J4(U;) 24 ( 2.4 ) ら8( 0.8 ) 

9お(4.7 ) 4 ( 0.4 ) 10 2 ( 1.4 ) 

1 0 ( 0.5 ) 1:3(1.3) 2 3 ( 0.3 ) 

1 8 4 ( 8.8 ) 5 5 ( 5.5 ) 239 ( 3.4 ) 

54 ( 1.6 ) 54 ( 0.8 ) 



第 6図体長組成図
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第 3 表 底生魚類の胃内容物 単位尾

マダラ
スケトウ

ホッケ アカガレイ ヒレク.ロ マガレイ マコカレイ ムシカレイ
メイタ

ヒラメ 言十
タ フ カレイ

24.......81 20.......49 19.......35 23.......31 17.......22 11.......19 15.......26 14.......27 13.......18 21.......29 

タ フ 類 2 2 2 6 
魚
イワシ類 1 1 

不明魚 21 2 4 2 7 36 
額

魚 日11 1 2 3 

軟 イ カ類 2 2 
被 体

タ コ 類 1 1 1 2 5 
動

ER 物 貝 類 9 9 

捕
.:r:. ビ 31 1 3 35 

節

足 オキアミ 1 5 2 8 

食
動
'11殻類 1 1 

物

端脚類 3 3 6 
l'!- 一一一一一

環形 多 E 類 16 1 6 1 24 

練皮 ヒ ト ア 1 1 17 1 10 30 

不 明 1 3 2 16 6 2 1 31 

空 胃 3 67 80 1 15 3 12 14 19 3 217 

調査尾数 49 86 90 20 60 20 20 20 20 10 395 



第 4 表 標識放流一覧表

(1)ヒラメ

年 月 日 放流場所 7jく 深 尾数 標識種類 備 考

52 3. 8 高山沖W5.2浬 76""'-' 90m 12 迷子札 瑞鴎丸

fI 11 70""'-' 84 6 11 11 

11 11 70""'-' 82 16 11 11 

11 11 70""'-' 78 9 11 11 

11 11 75""'-' 78 15 11 11 

3. 17 高山沖WNW5浬 78""'-' 87 6 11 11 

11 11 100""'-'102 8 11 11 

11 高山沖NNW6.7浬 100""'-'102 7 11 11 

11 11 6浬 96""'-'100 9 11 11 

11 11 100""'-'104 11 11 11 

3. 22 高山沖W5.4浬 96""'-' 98 5 11 11 

11 11 102""'-'105 10 11 11 

11 11 100""'-'100 10 11 11 

11 11 W4浬 72""'-' 80 6 11 11 

fI 11 W5.2浬 98""'-'102 4 11 11 

言十 134 
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(2) マコガレイ

年|月 日 放流場所 水 深 尾数 標識樗類 備 考

52 3. 8 高山沖W5.2浬 90..... 76 5 迷子札 瑞鴎丸

11 11 84..... 70 12 11 11 

11 11 82..... 70 1 11 11 

11 11 78..... 70 7 11 11 

11 11 75..... 78 8 11 11 

3. 17 高山沖WNW5裡 87..... 78 3 i 11 11 

11 11 80..... 70 9 11 11 

11 11 NNW6.7 102.....100 2 11 11 

言十 47 
L 

(3) その他カレイ

年 月 日 放流場所 水 深 尾数 標識待類 併自 J号一

52 3. 8 I向山I$W5.2浬 90..... 76 6 迷子札 メイタガレイ

11 11 84..... 70 3 11 ムシガレイ

3. 17 高山沖WNW5浬 100.....102 3 11 メイタガレイ

11 11 N NW6. 7i型 102.....100 2 ¥ 
11 パパガレイ

11 11 11 6l璽 96.....100 3 11 ヤナギムシガレイ

11 11 11 11 1 11 ムシガレイ

11 11 11 11 1 11 ソウハチガレイ

言十 19 
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第 5 表 標識放流再捕一覧表

魚種
放流
放流場所

再捕
再捕場所

再捕 魚体(全長) 再捕 経過
年月日 年月日 水深 放流再捕 漁具 日数

ヒフメ 52.3. 8 高山沖W5.2' 52.5.22 大声瀬沖 45m 30.6 30 底建網 75日

押1
11 11 11 11 6.22 小泊七ツ石崎 10 ....... 15 30.0 30 不明 106日

11 11 11 11 6.25 下前黒島の沖 30.0 28 

11 11 11 11 6.28 下前立松の沖 112日

11 52.3.22 高山沖W5.4' 52.6.24 下部i立松の沖 30.0 28 94日

11 11 11 52.7.11 H 黒島の沖 31.0 35 111日

マ コ 52.3. 8 高山沖W5.2' 52.4. 5 高山沖 75 31.6 32.6 刺網 26日
ガレイ

11 11 11 11 4. 5 11 11 29.0 29.0 11 26日 l

11 11 11 11 5.27 赤石沖 23.1 26.5 11 78日|

ソウハチ 52.3.17 高山沖NNW6'52.4.24 須郷崎沖 30.3 32.0 底曳網 38日
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付表 底棲生物分布調査結果表

~fl 12. 7 11 11 12. 8 11 

，淵 fモ }、目E、i、 よ 12 よ 12 よ 12 よ 12 よ 12

水 1架 150""'-195" 164""'-228 195""'-295 195""'-300 198""'-280 

!氏 自 M M M M M 

風 !日] JJ NW2 NW2 S¥V1 SE3 SE3 

X't f L 温 4 
。C

5 7 7 8 

X金一~ 1壬 1024mb 1023 1020 1007 1005 

表 耐水温
。C
13.6 13.8 

底層水温 oq 11.9 

曳 網 長 1，600 ml 1，600 1，600 1，600 1，600 

投網開始時 o 611~ト 50分 09-28 11-55 06-58 08-50 

曳網 訂正lJ ESE ESE ESE ESE ESE 

曳網 11与問 15 
分i

23 18 10 10 

揚網終了時 o 9B;t-0 0分 11-30 13-30 08-30 10-25 

ホ シザメ 」

カ スザメ

アブラツノザメ 1，075 10 23 

ア カ ム 、、J

ホ ツ ケ 800 100 

マ ダ フ 2 7 

草色
スケトウダラ 2，616 791 533 

ヒ フ メ

アカガレイ 30 80 
獲
ムシガレイ

メイタガ.レイ

量
アサパガレイ

マコガレイ

ヒ レ ザ ロ

K~ 
ノてパガレイ

ア J 〆 コ ウ

'l コ 16 
←ー
ユ、ノ tJ ギ ス

ア カ コニ イ

ア カ コ二 ピ

計 1，075 800 2，616 849 743 

備 考
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~ 12.13 11 11 12.16 12.25 

l調 ft }~ れ 15 れ 15 れ 15 た 16 よ 12

水 深 200---295m 210---290 220---315 220---330 210---306 

底 質 M M M M M 

風 I白j 刀 N3 N2 N3 S3 SE3 

気 温 6 
"し

5 5 5 2 

気 圧 1022mb 1019 1019 1017 1019 

表面水温 12.6 し 12.8 

底層水温 10.7 し 10.3 

曳 網 長 1，600 m 1，600 1，600 1，600 1，600 

投網開始時 10時一05分 11-50 13-45 12-10 06-40 

曳網万向 SE SE SE E/s ESE 

曳網時間 10 :'1 10 10 10 10 

揚網終了時 11時一40分 13-25 15-25 13-25 08-00 

ホ 二/ →Y メ

カ スザメ

アブラツノザメ 100 95 450 

ア カ ム 、y

ホ ‘コ ケ 40 100 100 10 

て苫 ダ フ 50 50 63 12 
漁 スケトウダ、ラ 200 51 100 107 30 

ヒ フ メ

アカガレイ 10 6 10 32 1 
獲
ムシガレイ

メイタガレイ

量
アサノfガレイ 4 2 4 

マコガレイ

ヒ レゲ ロ

K9 
パパガレイ

ア J〆 コ ウ

タ コ 3 

、J ロ ギス

ア カ コニ イ

ア カ コ二 ビト

言十 404 304 727 139 56 

備 考
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~日 12.25 11 小計 1. 10 1. 10 

調 査 I~ よ 12 よ 12 よ 13 よ 12

水 深 215......32 cfl 190......185 190......260 145......205 

底 質 M M M M 

風 同] 力 SE4 SE4 SE2 SW4 

気 温 1 
-1.. 

2 3 6 

気 圧 1018 mb 1017 1011 1010 

表面水温 12.1 ーし 11.8 

底層水温 11.4 oc 、
11.2 

曳 網 長 1，600 m 1，600 1，600 1，600 

投網開始時 088寺一05分 09-30 06-45 08-20 

曳網万向 E E E E 

曳網時間 10 ヲj 15 10 20 

揚網終了時 098寺一25分 10-53 08-10 10ー05

ホ シザ メ 10 30 

カ スザメ

アブラツノザメ 1，753 100 1，5 40 

ア カ L.. 、ゾ

ホ 、J ケ 10 50 1，210 50 100 

て苫 ダ フ 12 23 219 

漁
スケトウダラ 20 15 4，463 

ヒ フ メ

アカガレイ 2 2 173 
獲
ムシガレイ

メイタガレイ

量
アサノてガレイ 10 

マコガレイ

ヒ レ グ ロ 2 2 

K9 
パパガレイ

ア / コ ウ

タ コ 3 6 28 

コノ ロ ギス

ア カ .:r:. イ

ア カ コ二 ピ

計 47 98 7，858 160 1，670 

{椅 考
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~ 1. 21 11 11 11 1. 29 

調 査 I~、、王、 よ 13 よ 13 よ 13 よ 13 れ 15

1.1< 深 205......29 i問 190......280 200......280 205......285 210......285 

底 自 M M M M M 

風 !日j JJ NW3 NW3 NW3 NW3 SE3 

M'EL f 出 -2 
。C 。 1 。 -2 

矢1 庄 1019mb 1019 1018 1018 1015 

友耐水温 C 9.8 

底層水温
。C

9.5 

曳 網 長 1，600 m 1，600 1，600 1，600 1，600 

投網開始時 07時一35分 09-05 10-45 12-25 06-40 

曳網 fj IIIJ E......SE E......SE E......SE E......SE ESE 

曳網 11与問 12 '71 14 8 10 8 

揚網終了時 08時一55分 10ー20 12ー05 13-55 07-58 

ホ シザメ

カ スザメ

アブラツノザメ

ア カ ム 、ソ

ホ :、3 ケ

マ ダ フ 300 100 140 700 100 

双竜
スケトウダラ 50 20 10 10 50 

ヒ フ メ

アカカ。レイ 2 
獲
ムシガレイ

一
メイタガレイ

量
アサノ〈ガレイ

マコガレイ

ヒ レ ザ ロ

Kg 
へてノf 力、、レイ

→ ノ / コ '] 

J; コ 10 10 7 5 3 
ト一一一

ン u ギス

ア カ ヨニ イ

ア カ 二L ピ

360 130 157 715 155 

Wl J雪
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~ 1. 29 11 11 11 小言十

調 査 点 れ 15 れ 15 そ 14 れ 15

水 深 203"-'275 n: 190"-'264 160"-'215 190"-'260 

底 質 M M M M 

風 向 力 SE3 SE4 SE4 SE3 

気 温 -2 
。℃ 。 2 2 

気 圧 1015 mb 1016 1015 1015 

表面水温 7.9 
υじ

8.1 

底層水温 9.2 
。C

9.3 

曳 網 長 1，600 m 1，600 1，600 1，600 

投網開始時 08弘子一15分 | 09-53 11-18 12-30 

曳綱方向 ESE ESE ESE ESE 

曳網時間 10 う1 10 12 8 

揚網終了時 o 9Brt-3 8分| 11-12 12-25 13-48 

ホ Lノ ザメ 40 

カ スザメ

アブラツノザ‘メ 30 5 1，675 

ア カ ム 、"J

ホ τ， ケ 150 

.守 ダ フ 20 20 14 100 1，494 

漁
スケトウダラ 10 5 155 

ヒ フ メ

アカカ'レイ 2 4 
獲
ムシガレイ

メイタガレイ

量
アサノfガレイ

マコガ、レイ

ヒ レグ ロ

K~ パパガレベ

ア ンコ ウ

タ コ 4 2 1 2 44 

1ノ ロ ギス

ア カ コニ イ

ア カ エ. ビ

言十 36 52 20 107 3，562 

備 考
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----旦日 2. 5 11 11 11 2. 10 

調 査 ，~式 れ 15 れ 15 れ 15 れ 15 よ 13

水 深 185---260m 180---250 195---260 200---240 205---295 I 
底 自 M M M M M 

風 [(lJ JJ SE1 SE1 SE1 N1 ESE3 

Xt L f i1J 。。C 2 3 1 。
主足=ず、 庄 1012 mb 1013 1013 1013 1016 

表面1水温 C 8.6 8.8 

底層水 iM
VC 

8.5 8.6 

曳 網 長 1，600 
γn 
1，600 1，600 1，600 1，600 

投網開始時 06時一30分 。7-55 09-25 11-00 06-30 

曳網 !j [11J ESE ESE ESE ESE E 

曳網時間 15 う 11 10 14 12 

揚網終了時 07目、ト48分 09-07 10-40 12-17 07-45 

ホ シザ メ

カ スザメ

アブラツノザメ 80 20 20 16 20 

ア カ L. 、ソ

ホ 士3 ケ 20 10 10 10 10 

て苫 ダ フ 30 10 10 6 30 
穂、
スケトウダラ 20 10 5 4 

ヒ フ メ

アカカーレイ 4 4 10 
獲
ムシガ、レイ

メイタガレイ

量
アサノfガレイ

マコガレイ

ヒ レ ザ ロ 7 

K~ パパガレイ

ア / コ ウ

タ コ 3 

ン (J ギ ス

ア カ コ二‘ イ

ア カ コニ ビ 5 

計 154 50 49 36 85 

{箱 考
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~ 2. 10 11 11 11 2. 14 

調 査 占 よ 13 よ 13 よ 13 よ 13 れ 15

水 深 210.......295m 240.......310 215.......300 215.......304 215.......298 

底 質 M M M M M 

風 向 力 ESE3 ESE3 ESE3 ESE2 NW2 

気 温 1 
。C

3 4 。 2 止

気 圧 1015 mb 1014 1011 1008 1015 

表面水温 7.6 
。C

7.8 

底層水温 7.9 
。C

8.2 

曳 網 長 1，600 m 1，600 1，600 1，600 1，600 

投網開始時 081}与一00分 09-50 11-40 13-10 09-50 

曳綱方向 ESE ESE ESE ESE SE 

曳網時間 13 分 10 10 15 13 

揚網終了時 o 9B←30分 11-18 12-55 14-45 10-05 

ホ シザメ

カ スザメ

アブラツノザメ 30 38 20 20 

ア カ i品 、、J

ホ tツ ケ 10 30 20 10 

て<' ダ フ 40 40 40 40 40 
漁、
スケトウダラ 50 50 400 

ヒ フ メ

アカガ、レイ

獲
ムシガレイ

10 13 10 10 10 

メイタガレイ

アサノ〈ガレイ
量
マコガレイ

ヒ レ ゲ ロ 7 9 7 9 7 

~ 
パパガレイ

ア J コ ウ

タ コ 4 3 3 3 5 

;./ ロ ギス

ア カ ヨこー イ

ア カ .:x:. ビ 4 4 4 4 10 

言十 105 187 154 496 72 

備 考
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~ 2. 14 11 11 小計 3. 2 

調 査 ，宗 れ 15 れ 15 れ 15 よ 12

水 深 220---300m 230---295 220---304 215---295 

底 質 M M M M 

風 前] 力 NW2 N2 N2 E3 

気 混 1 
。C

1 1 3 

気 圧 1014 mb 1014 1013 1016 

表面水温 C 7.6 

底層水温
。C

7.9 

曳 網 長 1，600 m 1，600 1，600 1，600 

投網開始時 11時一13分 12-40 14-15 09-30 

曳網万向 SE SSE SSE ESE 

曳網時間 10 分 10 10 13 

場網終了時 12時-28分 14-07 15-30 10-50 

ホ シザメ

カ スザメ

アブラツノザメ 264 39 

ア カ ム 、ソ

ホ τs ケ 130 10 

マ ダ フ 40 40 58 424 13 
待、
スケトウタ守ラ 10 10 559 20 

ヒ フ メ

アカガ「レイ 10 27 
獲

10 118 16 

ムシガ、レイ

メイタガレイ

量
アサノてガレイ

マコガレイ

ヒ レ ザ ロ 7 10 7 70 11 

K9 
パパガレイ

ア ン コ ウ

タ コ 5 5 6 37 

Lノ ロ ギス

ア カ コ二 イ

ア カ .I. ビ 10 7 6 54 

計 72 99 97 1，656 109 

備 考
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~日 3. 7 " " " 3. 8 

調 査 点 よ 12 そ 11 そ 11 そ 11 よ 4

水 深 220-305" 135-160 155-175 135-140 90-7{i 

底 質 M M M M M 

風 向 力 W2 W2 W2 W1 E2 

気 温 5 T 7 7 7 7 

気 圧 1028mb  1028 1027 1026 1024 

表面水温 c 7.8 

底層水温
。C

7.6 

曳 網 長 1，600 m 1，600 1，200 1，200 1，2 0 0 

投網開始時 10時ー40分 12-15 14-10 15-12 07-43 

曳綱方向 E E ESE ESE 時/N

曳網時間 8 ヲ1 10 10 5 12 

揚網終了時 11時一02分 13-55 15-10 16-05 08-38 

ホ シザメ 10 

カ スザメ

アブラツノサーメ 根 175 

ア カ ム 、1

ホ 'y ケ 20 

マ ダ フ tJ). 

穂、
スケトウダラ 50 

ヒ フ メ

アカガレイ 18 か 4 
獲
ムシガレイ 6 1 

メイタガレイ 2 

量
アサパガレイ り 2 

マコガレイ 5 

ヒ レグ ロ

Kg パパガレイ 3 

ア ン コ ウ

タ コ

ン ロ ギス

ア カ コニ イ

ア カ コ二 ピ

言十 68 。 205 9 14 

備 考
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~日 3. 8 11 11 11 3. 14 

調 査 占 よ 4 よ 4 よ 4 よ 4 む 20

水 深 84----70 m 82----70 78----70 75----78 140----175 

底 質 M M M M M 

風 I白] 力 E2 E2 E2 S3 SW3 

気 温 12 "C 11 12 14 9 

気 庄 1023 mb 1022 1021 1020 1016 

表 面水温 "c 8.4 

底層水温
。C

7.4 

曳 網 長 1，200 m 1，200 1，2 00 1，2 0 0 1，200 

投網開始時 08時一47分 09-48 10-52 12-05 07-48 

曳網万向 NW WNW N NE E 

曳網時間 10 分 10 10 15 13 

揚網終了時 09時一40分 10-45 11-50 13-10 08-50 

ホ シザメ

カ スザメ

アブラツノザメ

ア カ ム 、y

ホ ‘ノ ケ 100 

てr ダ フ

1魚
スケトウダラ

ヒ フ メ

アカガレイ 4 6 4 8 
獲
ムシガ、レイ 1 1 2 1 2 

メイタガレイ 2 2 2 2 

量
アサノfガレイ

マコガレイ 5 10 10 10 

ヒ レグ ロ

K~ 
パパガレイ 2 

ア / コ ウ

タ コ 2 

ン ロ ギス

ア カ コニ イ

ア カ ユニ ピ

計 12 19 18 21 106 

備 考
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トー~ 3. 14 11 11 11 3. 17 

調 査 占 む 20 つ 13 つ 13 つ 13 わ 4

水 深 1 25"-13 5m 130"-135 1 4 0"-1 4 5 118"-120 87"-78 

底 買 M M M M M 

風 雨] 刀 SW3 SW3 SW3 SW3 SE2 

気 温 10 
UC 

10 10 11 8 

気 圧 1017mb 1016 1016 1016 1023 

表面水温 7.8 
vし

7.9 

底層水温 7.7 C 7.6 

曳 網 長 1，2 0 0 m 1，200 1，200 1，200 1，200 

投網開始時 09時一07分 11-05 12-25 13-45 08-45 

曳綱方向 E ESE ESE ESE NNW 

曳網時間 8 ヲj 10 15 10 7 

揚網終了時 10時一00分 12-05 13-30 14-50 09-37 

ホ シザ、メ

カ スザメ 10 

アブラツノザメ

ア カ iλ 、ソ 15 5 

ホ ツ ケ 110 5 

マ
夕、、
フ

待、
スケトウダラ

ヒ フ メ 4 1 5 

アカカーレイ

獲
ムシガレイ 2 4 3 2 

メイタガレイ

量
アサパガレイ

マコガレイ

ヒ レ ザ ロ 2 

K9 
パパガレベ 1 2 2 

ア / コ ウ 4 

タ コ 2 

、J ロ ギ ス 40 20 

ア カ コニ イ

ア カ コニ ビ

計 115 54 19 27 24 

{椅 考
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ご三竺竺?竺互2 3. 17 11 11 11 11 

調 査 点 わ 4 り 2 り Z り 2 り 2

7l< 深 80"'-70 m 115"'-118 1 0 2---100 100---96 104---100 

底 質 M M M M M 

風 I自] 力 SE2 SE2 SE2 SE2 Sl 

気 混 11 C 11 13 17 12 

気 圧 1022 mb 1021 1020 1020 1019 

表面水温
-c 

713 

底層 水温
VC 

7B 

曳 網 長 1，2 0 0 m 1，2 00 1，200 1，200 1，200 

投網開始時 09時一47分 11-00 12-00 13-20 14-35 

曳網万向 NNW NE NNE N NNE 

曳網時間 10 勿 8 13 9 10 

揚網終了時 10時一40分 11-55 13-05 14-15 15-35 

ホ シザメ

カ スザメ 10 20 

アブラツノザメ

ア カ ム 、7

ホ 'y ケ 5 3 

マ ダ フ

穂、
スケトウダラ

ヒ フ メ 10 10 10 10 10 

アカカa レイ

獲
ムシガレイ 1 2 2 1 

メイタガレイ

量
アサノfガレイ

マコガレイ

ヒ レグ ロ 2 3 2 2 2 

Kfi' 
パパガレイ 2 1 1 

ア J コ ウ 5 10 

タ コ

ン ロ ギス

ア カ コ二 イ 10 10 

ア カ エ. ピ

計 29 28 20 34 33 

備 考
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~ 3. 22 11 11 11 11 

調 査 占 よ 4 よ 4 よ 4 よ 3 よ 4

水 深 98'"'-'96 m 105-102 100'"'-' 100 80"""72 98"""102 

底 質 M M M cs M 

風 向 力 W2 NE2 NE2 NE2 NE2 

気 温 8 
。C

13 13 13 10 

気 圧 1034mb 1034 1034 1033 1033 

表面水温
。C

8.2 8.4 

底層水温
。C

8.4 8.5 

曳 網 長 1，200 m 1，200 1，200 1，200 1，2 00 

投網開始時 09時一27分 10-25 11-15 12-55 13-55 

曳網万向 N SW SSW SSW SSW 

曳網時間 10 分 10 13 10 10 

揚網終了時 10時一23分 11-25 12-40 13-48 14-50 

ホ シザ メ

カ スザメ

アプラツノザメ

ア カ ム 、y

ホ 二J ケ

て<' ダ フ

棟、
スケトウダラ

ヒ フ メ 20 10 10 6 10 

アカガレペ
獲
ムシガレイ 1 1 1 1 1 

メイタガレイ

量
アサノ〈ガレイ

マコガレイ 1 2 2 15 3 

ヒ レ グ ロ

K~ パパガレイ 1 2 1 1 2 

ア ン コ ウ 10 10 5 10 

タ コ

三ノ ロ ギス 10 

ア カ コニ イ 10 10 

ア カ コ二 ピ

言十 43 25 29 23 36 

備 考
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~ 3. 22 3. 29 11 11 11 

調 査 l~ よ 4 わ 4 わ 4 わ 4 わ 4

水 深 94........92 m 85........92 90........100 88........95 88........95 

底 質 M M M M M 

風 向 力 NE2 W3 W3 W3 W3 

気 温 9 
。C

7 7 7 7 

気 圧 1033mb 1030 1029 1029 1029 

表面水温
。C

7.4 

底層水温
。C

7B 

曳 網 長 1，200 m 1，2 0 0 1，200 1，200 1，2 0 0 

投網開始時 15時一00分 09-57 11-03 12-08 13-13 

曳網方向 SW E E E E 

曳網時間 10 分 8 10 13 13 

揚網終了時 15時一55分 10-53 12ー02 13-10 14-20 

ホ シザメ

カ スザメ 10 

アブラツノザメ

ア カ ム 、フ

ホ 、":J ケ 3 5 5 

て7 ダ フ

穂、
スケトウダラ

ヒ フ メ 10 15 13 15 9 

アカガレイ
獲
ムシガレイ 1 3 3 3 3 

メイタガレイ

量
アサパガレイ

マコガレイ 2 3 4 3 3 

ヒ レグ ロ 4 4 4 4 

Kg パパガレイ 2 

ア ンコ ウ

タ コ

ン ロ ギス

ア カ コ二 イ

ア カ ヨこ. ビ

計 15 28 29 35 24 

備 考
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一~ 3. 30 11 11 11 11 

調 査 点 よ 3 わ 4 わ 4 わ 4 わ 4

水 深 75.......62 m 92.......88 100 ....... 96 95.......96 92.......98 

底 質 S M M M M 

風 向 力 E1 E1 El E1 NEl 

気 温 7 
》し

7 9 9 10 

気 圧 1024mb 1024 1024 1028 1027 

表面水温 ℃ 7.8 

底層水温 ℃ 8.1 

曳 網 長 1.2 0 0 m 1，200 1，200 1，200 1，200 

投網開始時 06時一38分 07-48 08-50 09-55 11-15 

曳網方向 NW N N NE NE 

曳網時間 15 分 11 13 10 15 

揚網終了時 07時一40分 08-43 09-45 10-52 12-18 

ホ 三ノ ザメ

カ スザメ

アブラツノザメ

ア カ ム 、フ

ホ 士B ケ

て'7 ダ フ

漁
スケトウダラ

ヒ フ メ 3 7 7 5 13 

アカガ「レイ
獲
ムシガレイ 1 2 2 2 2 

メイタガレイ

アサパガレイ
量
マコガレイ 20 1 1 1 1 

ヒ レ グ ロ

Kg パパガレペ

ア ンコ ウ 4 4 

タ コ

Lノ ロ ギス

ア カ コ二 イ

ア カ ヨ二 ピ

言十 24 10 14 8 20 

備 考
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~日 小言十 ど仁コ〉、 三ロt

調 査 占

水 深

底 質

風 同] 刀

気 温

気 庄

表面水温

底層水温

曳 網 長

投網開始日

曳網万向

曳網時間

揚網終了時

ホ シザメ 10 50 

カ ス ザメ 50 50 

アブラツノサーメ 214 3，906 

ア カ ムツ 20 20 

ホ 二， ケ 266 1，756 

漁 で"
夕、、
フ 13 2，150 

スケトウダラ 70 5，247 

ヒ フ メ 239 239 

獲
アカガレイ 34 329 

ムシガレイ 58 58 

メイタガレイ 10 10 

量
アサパガレイ 2 12 

マコガレイ 102 102 

ヒ レグ ロ 40 112 

Kg 
ノf ノf カ、レイ 23 23 

ア ン コ ウ 62 62 

タ コ 4 113 

Lノ ロ ギス 70 70 

ア カ エイ 40 40 

ア カ ヨニ ピ 54 

計 1，327 14，4 03 

備 考
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1 .北部太平洋サケ、マス漁場調査

I 調査目的

北西太平洋Iこ来遊するサケ・マス資源の動向を明らかにするとともに，資源を有効に利用するため

の漁業管煙ならびに国際的な資源評価において重要な役割を果す基礎資料を収集する。

E 調査内容

1.調査期間 昭和51年4月7日~同年51年8月10日

2 調査海域 北緯38度の線以北，北緯55度の線以南，西経 175度の線以西の北太平洋の海

域(定点調査図及び航跡図は第1図第2図)

3. 調査担当者および調査船

(1) 調査担当者調査部技師鈴木史紀

11 11 小田切譲一

幸洋丸船長宮崎 勇

(2) 調査船

4. 調査項目

(1) 漁場環境

(2) 資源分布状況

(3) 魚体調査

E 調査結果

試験船幸洋丸 121 トン22 400馬力

調査結果の概要は第 l表のとおりで， 4月11日から 5月4日まで38'00'N"-4 600 0' N ， 

152000'E"-15300o'Eの前期一斉i魚、場調査を皮切りに以後4次にわたってz克施したが，この間延

航海日数は 100日で操業日数61日，延使用反数は， 1 2，1 9 2反，総j索、獲尾数はベニザケ 909尾

( 1 5 5 8.2 K1， 1. 0 % ，反当り O.1尾)，シロザケ 12，769尾(13，4 5 6.3且1，14.3 %，反当り1.0尾)，

カラフトマス 74，281尾(57，660丘1，83.2 %，反当り 6.1尾)，ギンザケ1，128尾(1，802K1， 

1. 3 %，反当り O.1尾)，マスノスケ 171尾(2，256.8 K1， 0.2 % )であった。

海洋観測は前期(4月)1 2点，中期(6月)1 3点，後期 13点を含め延98点で実庖した。
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第 1 表 調査実施概要表

可当 第 1 次 第 2 次 第 3 次 第 4 次 第 5 次

期 間 51.4.11"""5.4 5.7"""5.24 6.2"'6.20 623......79 7.1 3"'8.3 

航海日数 2 4 1 8 1 9 1 7 2 2 

操業日数 1 0 1 2 1 3 1 1 1 5 

38明'"4 6明 41判'"4 40N 41 oN "'4 6~ 43明'"4 6明 43明'"5 1明

操業海域

152"E '" 153 "E 148"E '" 1550E 1470E'" 157"E 147"E "-159"E 155"E "-1590E 

R 1尾 2.2Kg 尾 Kg 8尾 12Kg 5尾 12Kg 895尾 1，532Kg 
D 1，599 1，549 3，976 4，708 3，572 5ρ87 1，592 2，497 2，030 2，440 

漁獲量 P 187 1，909 915 6，731 4，898 38，522 30.685 26，932 21，162 

S 691 1，071 437 731 

K 2 2.6 10 42 12 40 72 198 75 172 

言十 1789 1553 円 5，895 5，665 10，323 10，037 40，882 34，4 6 3 30，369 26，037 

延使用反数 1，284 2，486 3，042 2，134 3，246 

海洋観測点 2 1 ( 12) 1 2 

(1) 漁場環境調査

2 6 ( 13) 1 1 2 8 ( 13) 

※ 漁獲量 Rベニ， 0シロ， pカラフトマス

Sギン， Kマスノスケ

海洋観測点()内は海洋観測のみ

天候・風向力・気温・気圧・透明度・水色およびB・Tによる各層水温の測温を実施したが，

サケマス漁場における全般的な特徴を見ると， 4・5月の津軽暖流の東方への張り出しは 1420

E付近でほぼ平年並みであり，親潮沿岸・沖合両分校は非常に強勢であった。 6月以降津軽暖流

の張り出しは 1430E となり，三陸近海を北上する暖水帯も強まって沿岸分枝はしだいにせばめ

られ， 7月下旬lこは 1480E以西の道東近海は広く暖水塊を形成していた。全海域とも 6月下旬

までは昇温が遅れていたが， 1550E以西の近海では7月中旬以降急激に昇温し，ほぼ平年並み

l乙戻った。

(2) 資源分布状況

調査用流し網30反，商業用流し網234反を使用して網目ごとの漁獲試験を行なったが，魚

種別分布状況は次のとおりである。

(a) ベニサ、ケ~今年における 1"-4次までは皆無状態が続いたが7月中旬における 48明'"5 00 

N • 15 70E "-1 5 80E にかけて反当り1.2尾前後の分布がみられた。
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(b) シロザ・ヶ~前期定点調査は薄い分布で、あったが4103o'N-43勺ぴN，水温3-4.C台に 10反

当り 15.5........2 6.9尾と部分的に高かった。 5月は 50C前後の水帯で 1530E以西の漁場で密度

は高く 420N，1520E........1530Eでは 10 反当り 64.5 尾で 155~付近では 1 0反当り 6.9尾

と沖合ほど分布密度は低かった。 6月の中期定点では， 15 50E 以東で分布は低く 154~ 以

西で 10反当り 28.3........3.4尾とやや厚い密度であった。水温は 5........70C台で漁獲されている。

6 月下旬........7 月上旬 45明・ 158~海域で 1 0反当り 26.7尾と高かったが，他の調査海域は

1 0反当り 6.9尾以下と低かった。後期定点では水温の上昇(500Nで70C)で、低調で、去った

(第3ー 1........5図)

ω ヵラフトマス........4月は 10反ヨり 5.1........0.3尾， 5月 18.7........0.1尾と低い分布状態を示した。
6月にはいって， 155~以東の海域で 1 0 反当り 53.2 尾........15.7 尾と高く 1500E........155~ 聞

では 10反当り 31.1........0.03尾と低かった。 6月下旬からの調査は 1550E以西は低く， 1550 

E........1600E においては 10反当り 303........59尾と，厚く，水温は 60C台の水需に分布がみら

れ7月中旬頃まで続いたが水温は 1........20C高めとなった。(第3-1........5図)

(ゆ ギンザケ ........6 月下旬から 155~以東にみられたが分布は低かった。

(θ マスノスケ~広く分布しているが密度は低く 10反当り 0.4尾以下である。

(3) 魚体調査

シロザケ，カラフトマスは第2表で，シロザケは漁期初めは大引で盛漁期からは昨年より小型

であった。カラフトマスは全般に大型であった。

第 2 表 航海別・魚種別平均尾叉長・体重

:点
Lノ ロ ザ ケ カ フフ トマス

F.L B.W F.L B.W 
(IlIm) (只) (IlIm) ( g) 

第 1 次 553(53(3) 1，924 ( 1，703.5 ) 445 ( 4 1 2.0 ) 955 (699.0) 

第 2 次 539 ( 538.7 ) 1，785 ( 1，807.2 ) 421 ( 428.5 ) 7 85 (8 75.0) I 

a 3 次 555 (553.2 ) 2，1 50 ( 2.2 7 0.8 ) 444 ( 430.6 ) 1，0 64 (9 1 5.4 ) 

第 4 次 538 (566.0 ) 1，994 ( 2，3 63.3 ) 449 ( 448.7 ) 1，096 ( 1，078.3) 

第 5 次 539 (596.5) 2，0 4 8 ( 2，7 2 4.4 ) 461 (455.9) 1，2 4 1 ( 1 0 32.2 ) 

( )内は50年の平均
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第 3-2図 航海別サケ7'ス分布密度
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第 1 表 漁獲試験結果表

投網位置 投網時刻 入れ水温
月日

(最高~最低)
反数

緯 度 経 度 始 終

1520 22 
h 押1 h 押1

4. 16 380 3 l' 15 00 15 28 11.3.......11.0 88 

4. 17 39 29 152 30 15 55 16 15 11.4.......11.3 88 

L 

4. 18 40 36 152 10 16 20 16 43 9.2....... 9.0 88 

4. 19 41 39 1 52 :30 14 10 15 00 9.5---9.1 264 

42 23 152 19 16 10 17 00 2.2....... 1.6 264 

43 28 152 23 15 50 16 25 2.5....... 2.5 176 

4. 25 44 35 152 24 15 37 16 13 1.5"- 1.4 176 

45 25 152 36 15 40 16 00 1.3....... 1.3 88 

4. 27 42 39 152 22 16 50 17 25 2.2....... 2.0 176 

4. 29 42 24 152 44 15 20 16 00 3.8....... 3.6 176 
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第 1 次航海

j漁、 獲 尾 数 平均体長一(上段~)平均体重 (下段)
mln . "" - g 

備考
種類 反数 ベニ シロ マス ギン スケ 言十 べ 工ノ ロ -c7 、 ス ギ J ス ケ

商業網 58 

荒天rfl場
調査網 30 

商業網 58 660--.... 

調奇網 30 l l 3.300 

商業網 58 10 10 534--.... 

調査網 30 4 4 1.650 

商業綱 234 395 395 ら39--....

調査網 30 14 136 150 1.599 

商業補 234 689 689 527~ 

調子宝網 30 21 8 29 1580 

商業網 146 26 26 547--.... 
荒天平場|

調査網 30 1，805 

商業網 146 1 87 87 550--.... 55:)--"" 

J司世記網 30 5 51 2，250 1，922 

~'lí業網 58 1 1 

調汽網 30 l 1 

i誌i業綱 146 308 544--.... 437--.... 

調fi網 30 61 22 1.850 880 

Ifij業網 146 32 8 2 42 524'~ 453--.... 591'"'-' 

品，Jft網 30 3 9 12 1.692 1，031 2，650 

商業網

調査網

11耳:t網

調査網

商業網

調子E網
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投網位置 投網時五IJ 入れ水温
月日

(最高~最低)
反数

総 度 経 度 始 終

41012' 148040' 
h m h 押1

5. 8 16 01 17 00 4.0---3.2 264 

5. 9 41 16 148 22 13 03 14 20 4.1 ---3.7 264 

5. 10 41 25 149 57 13 50 14 50 4.7---4.4 264 

5. 11 41 44 151 39 14 40 15 40 10.5---8.9 264 

5. 12 42 33 152 58 14 40 15 40 6.2---5.5 264 

5. 14 42 28 153 25 18 00 19 00 5.6---4.8 264 

5. 15 42 22 152 52 14 00 15 05 8.9---7.4 264 

5. 16 42 23 153 08 13 55 14 55 7.9---7.6 264 

5. 17 43 01 154 28 14 20 14 43 7.8---7.8 88 

5. 19 43 01 154 32 14 25 14 45 7.6---7.5 88 

5. 20 42 50 154 24 14 30 15 40 8.2---7.3 264 

5. 21 43 17 153 26 15 00 15 55 4.7---4.3 264 
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第 2 次航海

漁L 獲 思 数 平均体長(上段~)平均体重 (下段)
班m ' -" - g 

備考
種類 度数 ベニ ンロ マス ギン スケ 計 〆~ 一ン ロマ ス ギ ンス ケ

商業網 234 1640 4 1644 546'"'- 449'"'-

調査網 30 64 368 432 1，809 947 

商業網 234 292 15 307 550'"'- 459'"'-

調査網 30 15 52 67 1，796 1，018 

商業総 234 190 2 192 540'"'- 438'"'-

調査網 30 10 18 28 1，818 910 

商業網 234 133 30 163 546'"'- 379'"'-

調査網 30 71120 127 1，747 546 

商業網 234 472 21474 533'"'- 640'"'-

調査網 30 81 31 39 1，819 3.335 

商業網 234 105 11106 539'"'- 1，0 1 0---

調査網 30 1，909 15，000 

商業総 234 684 12 11697 538'"'- 466'"'- 1，1 50'" 

調査網 30 21 123 144 1，753 703 21，000 

商業網 234 116 19 135 540'"'- 390'"'-

調査網 30 41474 478 1，754 64正

商業網 58 10 2 12 538'"'- 711'"'-
荒天早場

調査網 30 12 12 1，75 e 6，025 

商業網 88 荒天のた

め調査網
調査網 投網せず

商業栴 234 29 34 63 522'"'- 397'"'-

調査網 30 61346 352 1，629 66E 

商業網 234 161 194 41359 545--- 444~ 857~ 

調査網 30 91 55 64 1，8 70 1，067 9，707 

商業網

調査網
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投網位置 投網時刻 入れ水温
月日

(最高~最低)
反数

キ毒 度 経 度 始 終

， ， h m h m 
6. 4 410 51 1490 32 16 00 16 50 6.4-'.5目9 264 

6 8 44 50 156 35 14 35 15 30 4.4.......5.2 264 

6. 9 156 23 14 00 15 03 4.0.......3.8 264 

6. 10 155 00 14 10 15 10 4.1.......3.9 264 

6. 11 154 05 14 00 14 55 5.0.......4.5 264 

6. 12 152 18 14 50 15 45 5.6.......5.3 264 

6. 13 44 37 152 32 13 40 14 35 5.8.......5.6 264 

6. 14 45 35 151 36 17 10 1R 05 5.9.......5.1 264 

6. 15 45 09 150 20 15 00 15 55 5.2 ....... 2.2 264 

6. 16 44 10 147 54 16 55 17 48 6.2.......5.0 264 

6. 17 43 25 147 25 13 40 14 30 i.4.......7.2 264 

6. 18 42 44 147 35 13 30 14 22 7_f，.......7.7 264 

6. 19 41 45 147 17 14 50 15 25 9.8.......9.7 264 

」ーー
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第 3 次航海

苦春、 獲 尾 数 平均体長(上段~)平均体重 (下段)
111m 'J"~'g 

種類 反数 ~.ー- シロ マス ギン スケ 計 べ :./ ロマ ス ギ ンス ケ

商業網 234 190 179 11370 549--427-- 728 ...... 

調査網 30 11 211 222 2，095 882 4，600 

商業網 234 58 961 311ρ22 547 ...... 438 ...... 830 ...... 

調査網 30 21444 446 2，072 980 8，377 

商業網 234 54 755 11810 549 ...... 439 ........ 632 ........ 

調査網 30 61105 111 1，986 995 2，950 

商業網 234 4 277 375 11657 646 ........ 555-- 441 ........ 690 ........ 

調査網 30 28 40 68 2，675 1，986 980 3，2 00 

商業網 234 41205 481 21692 580-- 539 ........ 447 ........ 578-

調査網 30 29 124 153 2，413 2，002 1，031 2.975 

商業網 234 684 320 111仰5 547 ...... 446 ........ 808-. 

調査網 30 19 85 104 2，144 1，028 6.300 

商業網 234 491 705 1196 554-- 444 ........ 790--

調査網 30 14 115 11130 2，091 1，041 6，250 

商業網 234 723 340 1111)64 563 ........ 447 ........ 548 ........ 

調査網 30 25 59 84 2，172 1，104 1，940 

商業網 234 87 6 11 94 555-- 451-- 704--

調査網 30 1 1 2 2司053 1，190 4.500 

商業網 234 7 7 557--

調査網 30 1 1 2，2 77 

商業網 234 432 1;363 575 ...... 450 ........ 

調査網 30 18 59 77 2，445 1，195 

商業網 234 211 232 443 573 ...... 454 ...... 

調査網 30 91 68 77 2，402 1，200 

商業網 234 31101 104 552 ...... 453 ...... 

調査網 30 21 21 2，233 1，152 
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投網位置 投網時刻 入れ水温
月日

(最高~最低)
反数

緯 度 経 度 始 終

430 09' 14 r 3 l' h 押1 h 相
6. 24 14 37 15 33 8.9"'__'8.4 264 

6. 26 44 00 153 40 14 37 15 48 7 :5...__.7 2 264 

6. 28 45 29 158 10 14 24 15 25 6.0"'__'5.8 264 

6. 29 45 40 158 10 16 45 17 50 6.1"'__'5.8 264 

6. 30 45 43 158 34 17 30 18 15 6.0"'__'6β 176 

7. I 45 55 159 10 15 50 16 50 6.4...__.6.2 264 

7 2 45 57 159 05 17 10 17 50 72"'__'6.8 176 

7. 3 45 55 158 00 17 25 18 05 7.2"'__'6.9 176 

7. 4 45 40 157 00 16 55 17 55 6.8...__.5.7 264 

7. 5 45 45 156 50 15 40 16 40 72"'__'6.7 264 

7. 6 43 56 151 15 17 45 18 10 9.5...__.9.5 88 
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第 4 次航海

穂、 獲 尾 数 平均体長(上段~)平均体重 (下段)
醐 包

備考
種類 反数 ベニ シロ マス ギン スケ 計 '" Lノ ロマ ス ギ J ス ケ

商業網 234 11 93 594 11689 630'"'- 571'"'-445'"'- 794 ..... 

調査網 30 61 78 84 2.750 2，397 1，098 6，450 

商業網 234 54 109 163 541'"'-437'"'-

調査網 30 31 61 64 2，016 958 

商業網 234 689 17289 140 3料21 529'"'-450'"'- 564'"'- 628'"'-

調査網 30 15 291 10 316 1，955 1，086 2，117 3，250 

商業網 234 142 ~，700 42 3~887 522'"'-447'"'- 568'"'-598'"'-

調査網 30 9ド40 10 11360 1，772 1，070 2，296 2，616 

商業網 146 67 ド.222 41 11 s341 514'"'-449'"'- 553'"'- 671'"'-

調査網 30 71168 1 11177 1，717 1，083 2，034 3，168 

商業綱 234 39 付β79 94 11 ，723 528'"'-448'"'- 545'"'-616'"'-

調査網 30 20 同31 6 21459 1，8 55 1，128 2ρ14 2，955 

商業網 146 58 仰27 65 16 4167 624'"'- 529'"'-450'"'- 569'"'- 640'"'-

調査網 30 21173 4 11180 2，900 1，958 1.197 2，230 3，480 

商業絹 146 61 1983 35 511ρ84 534'"'-444'"'- 582'"'- 635'"'-

調査網 30 31 67 11 71 1，8 98 1，078 2，487 2，876 

商業網 234 11154 同04 89 412;35L 628'"'- 547'"'-443 ..... 574'"'- 578'"'-

調査網 30 61 96 1 104 3，100 2，178 1，084 2，436 2，505 

商業網 234 11147 4ρ34 135 10 4;327 560 ..... 546'"'-453'"'- 578'"'- 660'"'-

調査網 30 15 169 17 11202 2，000 2，159 1，126 2，453 4，063 

商業網 58 2 3 l 7 562'"'-468'"'-

調査網 30 4 4 1，780 1，146 

商業網

調査網

商業構

調査網
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投網位置 投網時刻 入れ水温
月日

(最高~最低)
反数

緯 度 経 度 始 終

7. 15 450 40' 1550 45' l7H，0 0 m 18(1， 03m 7.8"'7.6 264 

7. 16 45 46 156 15 15 50 16 50 10.0......8.6 264 

7. 17 45 57 157 05 15 20 16 20 9.0......8る 264 

7. 18 45 59 157 02 15 40 16 40 8.5......8.0 264 

7. 19 45 58 158 19 15 13 16 20 8目.0......7.7 264 

7. 21 50 10 158 11 15 00 16 20 8.7 ...... 8.4 264 

7. 22 50 29 157 40 14 55 16 05 72......7.0 264 

7. 23 49 25 157 20 14 02 15 00 8.4......7.7 264 

7. 24 48 39 157 19 14 40 15 35 8.0......7.8 264 

7. 25 47 40 157 18 14 45 15 45 8.4"'8.1 264 

7. 26 46 45 157 23 14 55 15 55 8.3 ...... 8.1 264 

7. 27 46 42 157 23 14 40 15 38 9.0"'8.7 264 

7. 28 45 48 157 31 17 45 18 47 8.7......8.4 264 

一一一一
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第 5 次航海

漁 獲 昆 数 平均体長一(土段~)平均体重 (下段)
視視 包

備考
種類 反数 ベニ シロ マス ギン スケ 言十 /、c ユノ ロ マ ス ギ ン ス ケ

商業網 234 11 58 3;155 21 担，435576--- 545-... 461--- 590---

調査網 30 61165 l 172 2，550 2，140 1，262 2，58:1 

商業網 2 :14 87 ド284 44 4 ~A19 540'"'-452--- 581-... 646'"'-

調査網 30 51189 4 198 1.997 1，144 2司686 3，:11 7 

商業構 234 11 1 15660 15 515，791 532'"'-453'"'- 580'"'- 677'"'-

調査網 30 10 565 2 577 1，940 1.1 06 2，670 4，160 

商業網 2:14 236 961 18 211217 54:1'"'-458--- 583'"'- 739---

調査網 30 13 89 1 21105 2，107 1，148 2，781 6，640 

商業網 234 190 ~089 9 2288 519'"'-454'"'- 566--..... 

調査網 30 11 134 145 1，776 1.151 2，516 

商業網 234 212 16 89 22 21341 562-'" 570--..... 468--..... 564--"'" 596--..... 

調査網 30 1 : 8 5 5 1 32 2，4 4 0 2，531 1，402 2，4 9 7 2，700 

商業網 234 134 70 400 55 41663 533--..... 535--..... 468--..... 561--- 617--..... 

調査網 30 16 9 3 5 33 2，016 1，947 1.3 0 5 2，557 3，4 00 

商業網 2 :14 470 374 257 32 37 1，170 550--- 551--..... 466--..... 592--..... 592---

調子王網 :-30 30 6 11 3 50 2，188 2，2:12 1，367 2，798 2，675 

商業網 2 :14 18 391 527 73 811ρ17 576--- 524--..... 46お~ 568--..... 590-... 

調査網 30 11 16 9 2 28 2，672 1，852 1，335 2β14 2，693 

商業網 2 :14 114 1，103 44 1261 527---459'"'-' 565---

調査網 30 71 47 54 1，818 1，2 64 2，4 8 7 

商業網 234 82 s026 21 30:10; 538---461--- 583--..... 

調査網 30 11 98 2 101 2，051 1，188 2，586 

商業網 234 125 5294 46 915A74 558---461--..... 572--..... 634--..... 

調査網 30 13 264 4 281 2;188 1，217 2，558 3，:-380 

商業網 234 70 400 8 11479 525--..... 468--- 561--..... 972-... 

調査網 30 6 E 1，846 1.241 2，421 8，750 
」
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投網位置 投網時刻 入れ水温
月日

(最高~最低)
反数

緯 度 経 度 始 終

7. 29 440 31' 1570 32' 
h m 
16 07 16且 47押1 1 2.2"-1 2.0 176 

7. 30 43 22 157 11 16 35 16 55 1 5.8"-1 5.6 88 
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第 5 次航海

漁 獲 尾 数 平均体長(上段~)平均体重 (下段)
班111 ' ~，，~ g 

備考
種類 反数 ベニ シロ マス ギン スケ 言十 べ 一、J ロ て7 ス ギ ンス ケ

商業網 146 1 1 2 716'"'-478----

調査網 30 4.2 50 1，16 C 

商業網 58 

調査網 30 

商業網

調査網

商業網

調査網

商業網

調査網

商業網

調査網

商業網

調査網

商業網

調査網

商業網

調査網

商業網

調査網

商業網

調査網

商業網

調査網

商業網

調査網
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第 2 表 海洋観測結果表

位 置 時 間 ~ 象
月日

気温|緯 度 経 度 自 至 天候 気 圧 風向力

76.4.11 420 00' 1460 00' 21h4m0~21h5明0 bC 
11司b
W 3 3.5 oC 1019 

4.12 41 00 146 00 04 00......04 20 b 1021 W 3 1.5 

4.12 41 00 14i 00 09 45......09 55 bC 1020.5 WSW3 4.3 

4.12 41 00 14E' 00 14 45......14 55 bC 1020.1 WSW2 4.6 

4.12 41 00 14~; 00 19 00......19 10 bC 1020.5 WSW1 4.0 

4.12 41 00 15t' 00 23 50......23 55 C 1020 SW 2 

4.13 40 00 15 ( 。。06 15......06 25 b 1023 SW 2 5.:3 

4.13 39 00 15 ( 00 12 :30......12 40 bC 1024 SW 2 14.2 

4.13 39 00 151 00 16 30----16 40 bC 1024 E 2 12.5 

4.14 40 00 15: 00 07 15......07 25 b 1020 SSW2 9.7 

4.14 40 00 152 00 11 55......12 05 C i 10 1 7.5 SSW4 14.7 

I4.lti 39 00 152 00 10 55......11 05 b C 1011.5 E 2 11.8 

4.16 I 38 31 I 152 22 14 55......15 00 。I 1015 ESE4 10.9 

4.17 39 29 1 152 :30 15 45......15 55 C 1υ10.5 wr-NV2 12.1 

4.18 40 :36 15.2 10 16 10----16 20 C 1015.5 NW 5 2.5 

4.20 41 39 15~ 30 13 55----14 10 bC 1022.8 WSW4 8.0 

4.22 42 23 152 19 16 00......16 10 bC 1022 NNW4 1.8 

4.23 43 28 I 152 23 15 40----15 50 1025 SE 3 10.7 

4.25 44 :35 15224 15 30----15 :17 C 1102Ul S 1 6.7 

4.26 45 25 152:36 i 15 35......15 40 F 1016.4 SSE3 1.8 

4.27 42 39 152 22 16 40......16 50 F 1005 N羽r4 2.8 

4.29 4224|15244i1510~1520 。10 11.5 2 4.7 

___l 
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第 1 次航海

。 10 20 30 50 75 100 150 200 水色 透明度
押1

5.7 。しハ 5.70C、 5./C 5.70C 円 5.70C 5.70C 5.7C 5.90C 6.30C 

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 3.2 1.5 

1.6 1.4 1.3 1.2 1.1 1.0 1.0 1.5 2.2 4 15 

1.8 1.5 1.8 1.7 1.9 2.0 2.1 2.5 2.5 4 14 I 

2.4 2.4 2.3 2.3 2.2 2.1 2.1 2.4 2.8 

4.4 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 1.4 

3.2 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.6 2.8 3.2 4 17 

11.2 10.8 10.7 10.6 10.5 10.2 9.7 7.4 6.7 4 18 

10.8 10.6 10.0 9.5 9.2 8.2 7.6 6.5 7.0 4 16 

7.6 7.4 7.2 6.5 6.3 6.2 5.5 4.6 4.5 4 21 

1 1.4 11.3 11.0 10.9 10.8 10.8 10.3 10.2 8.8 4 13 

11.7 11.4 11.3 11.3 11.1 10.8 10.7 10.6 10.5 4 13 

11.1 1 1.1 11.0 11.0 10.7 10.6 10.5 12.5 10.0 4 

工11.3 11.3 11.0 10.9 10.8 10.7 10.3 9.5 9.1 4 

9.9 9.9 9.9 9.9 9.8 9.7 9.5 9.5 8.9 4 

9.5 9.4 9.3 9.2 9.2 9.1 9.0 8.0 6.8 4 14 

2.4 2.4 2.4 2.4 2.0 1.5 1.5 2.0 2.4 3 16 I 

2.5 2.1 2.0 1.9 1.9 1.7 1.3 2.5 2.8 3 20 

1.5 1.4 1.4 1.3 1.3 1.2 1.0 1.5 1.8 4 20 

1.3 1.:3 1.2 1.2 1.0 1.0 0.8 1.0 1.5 4 15.5 

2.2 2.2 2.1 1.9 1.5 1.0 1.0 2.0 2.8 4 15 

3.8 3.8 3.6 3.6 3.5 2.0 2.5 4.5 2.1 4 15 
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位 置 時 間 気 象
月日

緯 度 経 度 自 至 天候 気 圧 風向力 気温

76 ・5.8 410 1 i 1480 40' 1 5 h 5 5"!... 1 6h 0 W b 1019 mb WSW3 6.00C 

5. 9 41 16 148 22 14 20......14 25 b 1023 SW 2 6.0 

5.10 41 25 149 59 1345......1350 b 1024 S 1 79 

5.11 41 44 151 39 14 35......14 40 b 1023.5 SSW1 19.6 

5.12 42. 33 152 38 14 35......14 40 C 1020 SSW3 11.8 

5.14 42 28 153 25 17 55......18 00 C 1011 SW 4 3.5 

5.15 42 22 152 52 13 55......14 00 bC 1016 SSW4 8.9 

5.16 42 23 153 08 13 50......13 55 C 1020 SW 4 10.8 

5.17 43 01 154 28 14 15......14 20 C 1018 SSE3 11.0 

5.19 43 01 154 32 14 20......14 25 bC 999 W 4 6.0 

520 42 50 154 24 14 25......14 30 C 1013 NNW4 3.9 

5.21 43 17 153 26 14 55......15 00 C 1020 WSW2 3.8 
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第 2次航海

。 10 20 30 50 75 100 150 200 水色 透明度
昨1

4.0 on 4.00( 戸、 30 on 2.9 。γ、 2.5 。円 1.7。円) 1.8 。v、 1.8 。ハ 1.9 。ハ m 
6 6 

3.7 3.5 3.3 3.0 1.6 0.7 0，6 1.4 1.6 5 9 

4.4 3.7 3.3 2.5 2.4 1.6 1.4 2.0 2.7 5 11 

10.5 9.4 9.4 9.4 9.3 7.8 5.0 5.8 5.0 3 21 

6.2 6.2 6.7 7.3 8.0 6.5 5.0 5.4 4.2 4 13 

4.8 5.0 5.1 5.4 6.4 6.0 4.4 4.4 3.8 4 9 

7.4 7.4 7.3 7.0 7.0 4.7 4.6 5.2 4.0 3 20 

7.8 7.7 7.7 7.6 6.5 5.7 7.0 6.0 5.0 3 20 

7.8 7.8 7.6 7.6 6.0 6.3 6.3 5.8 5.6 4 14 

75 7.5 7.5 7.5 6.9 7.1 6.6 5.4 5.5 4 1 1 

7.3 7.3 7.3 7.3 8.0 7.5 7.0 6.3 5.8 3 19 

4.3 4.3 4.3 4.2 4.0 1.2 1.4 2.0 2.5 4 12 
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位 置 時 間 気 象
月日

手皐 度 経 度 自 f至 天候 dX ft L 11: 風向J] 気温
76 ・6.3 420 00' 1450 00' 15h 0 m 0~15h10 m 。1013mb  ENE 2 11.8 oC 
6. 3 42 00 146 00 19 45.......19 55 1014 E 2 7.8 

6. 4 42 00 147 00 01 15-...0 1 30 b 1015 E 2 7.0 

6. 4 42 00 148 00 06 30.......06 40 F 1012 E 2 5.5 

6. 4 42 00 149 00 12 00.......12 10 。1018 E 2 7.5 
6. 4 41 51 149 32 16 50.......17 00 。1019 E 1 6.0 
6. 5 42 00 150 00 08 35.......08 45 b 1023 SW 2 9.1 

6. 5 42 00 i 151 00 13 35.......13 45 C 1023 SW 3 10.1 

6. 5 42 00 i 152 00 17 35.......17 45 b I 1024 SW 3 12.8 

6. 5 42 00 153 00 22 15.......22 30 bC 1024 S 3 9.8 

6. 6 42 00 i 154 00 02 50ヘベ)3 15 b 3 

6. 6 42 00 155 00 08 20.......08 30 bC! 1025 S 3 12.6 

6. 6 42 00 156 00 12 30.......12 40 o I 1025 S 3 13.8 
6. 6 42 00 I 158 00 22 05.......22 20 C 1026 SE 3 8.5 
6. 8 44 50 156 35 14 20.......14 30 F 1005 N¥V 3 I 5.2 

6. 9 45 28 156 23 1:3 50.......14 00 F 1010 NE 3 5.0 

6.10 45 00 I 155 00 14 00.......14 10 。1000 NW 4 5.0 
6.11 44 44 154 05 13 50.......14 00 b 1009 W 3 5.8 

6.12 44 38 152 18 14 40.......14 50 o 1014.5 N 4 7.6 

6.13 44 37 i 152 32 J!3__'3_0.......13 40 o 1016 N 2 6.8 
6.14 45 35 151 _'3_ 6 l! 7 __()_ 0"'!7 1 0 b 1019 W 2 8.9 
6.15 45 09 1 5 1 20 ! 1 4 50.......15 00 F 1015 N 3 7.9 

6.16 44 10 147 50 16 45.......16 55 o 1016 NE 4 5.8 

6.17 43 25 147 25 13 30"-13 40 。1020 NE 3 8.7 
6.18 42 44 147 35 13 20.......13 30 。1024 NE 2 10.8 
6.19 41 45 147 17 14 45.......14 50 。1023 SE 3 9.8 
十 一
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第 3 次航海

。 10 20 30 50 75 100 150 200 水色 透明度
骨1

7.9UC 
。C
ら5C 3.2C 1.0C 0.6 

。円
05C 2.0 

。円 。C 押1
7.4 1.3 3 12 

8.2 8.5 8.0 4.5 1.5 3.8 3.8 5.3 5.8 

7.8 8.0 7.5 6.8 5.ら 5.3 5.5 6.0 6.2 

8.2 8.5 7.5 4.7 2.2 2.5 2.3 3.1 1.7 4 11 

5.9 5.9 5.Q 3.9 2.4 1.2 1.0 1.8 2.4 6 4 

6.5 6.0 4.9 3.5 2.1 1.2 1.1 1.8 2.5 5 4 

7.0 6.5 5.0 3.5 2.9 1.8 1.4 2.3 3.1 6 9 

8.4 7.2 6.2 5.2 2.4 1.6 1.3 1.7 2.2 5 9 

12.2 12.2 1 1.9 11.5 9.7 8.5 7.0 5.5 5.8 5 12 

11.8 1 1.8 11.7 11.5 11.4 10.7 9.6 7.5 5.5 

9.0 9.0 8.6 8.2 8.3 6.8 6.4 5.8 5.8 

9.3 9.2 9.0 8.4 7.3 6.3 6.2 5.9 5.6 3 15 

8.8 8.7 8.5 8.3 7.3 6.7 6.4 5.9 5.6 3 11 

9.4 9.3 8.5 8.3 7.5 6.4 6.8 5.7 6.0 

4.4 4.4 4.:3 4.1 2.0 1.4 1.2 2.5 3.0 6 9 

4.0 4.0 3.9 3.8 2.9 1.3 1.3 3.0 3.3 3 15 

4.1 3.9 3.8 3.6 1.5 1.0 1.0 2.2 3.5 5 8 

4..5 4.4 4.3 3.9 2.9 1.8 1.4 3.0 3.5 4 14 

5.6 5.5 4.7 4.5 2.9 1.7 1.2 2.3 2.9 6 8 

5.7 5.7 4.5 4.2 2.0 0.9 0.9 2.0 3.0 5 7 

5.9 5.5 3.5 2.5 1.6 1.5 1.3 2.0 3.1 5 5 

5.2 3.0 2.2 2.0 1.5 1.4 1.7 1.9 2.0 4 9 

6.0 6.0 6.0 5.3 2.0 1.3 1.0 1.2 1.8 5 9 

7.4 7.4 7.3 6.8 2.8 1.6 1.2 1.3 2.4 4 15 

7.8 7.4 7.3 5.1 3.5 1.5 1.1 1.1 1.9 3 13 

9.7 9.7 9.4 6.5 4.0 3.0 2.0 3.0 3.5 3 15 
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位 置 時 間 気 象
月臼

緯 度 経 度 自 至 天候 気 圧 風向力 気温

76 ・6.24 430 09' 1470 3 l' 14 h 2 rf--l 4h 3'g C 1006 押lh SSWl 14.10C 、

6.26 44 00 153 40 14 27--14 37 bC 1016 ENE 2 13.9 

6.28 45 29 158 10 14 16--14 24 C 1015 ENE 3 6.3 

6.29 45 40 158 10 16 35--16 45 C 1010.5 NE 3 5.7 

6.30 45 43 158 34 17 20--17 30 R 1010 無 風 5.0 

7. 1 45 55 159 10 15 40--15 50 F 1008 NNE 2 6.7 

7. 2 45 57 159 05 17 00--17 10 C 1009.3 N 1 5.7 

7. 3 45 55 158 00 17 15--17 25 C 1006.5 NW 4 6.4 

7. 4 45 40 157 00 1645--1655 C 1009 NW 4 5.7 

7. 5 45 45 156 50 1530--1540 b 1010.5 NW 3 10.5 

7. 7 43 56 151 15 17 35--17 45 C 1007 SSW2 10.6 
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第 4 次航海

。 10 20 30 50 75 100 150 200 水色 透明度
押1

8.9 oc 7.80C 
、
5./C 
、
2.90C 
、
2.10C 
、 。C

1.5o，-、 1.5
0C 2.00C m 

1.6 5 9 

7.2 7.1 6.5 3.7 2.9 2.0 1.3 2.5 3.6 6 8 

6.0 6.0 6.0 5.9 1.6 1.0 1.0 2.1 3.1 5 7 

6.1 6.1 6.1 6.0 2.0 1.2 1.0 2.1 3.0 5 6 

6.0 6.4 6.2 6.1 1.3 1.0 1.0 2.0 3.0 5 6 

6.2 6.3 5.8 5.6 3.5 2.0 1.1 3.1 3.6 5 7 

6.8 6.5 6.0 5.7 3.3 1.5 1.4 3.5 4.6 5 5 

7.2 7.2 6.7 5.5 3.5 1.4 1.1 3.0 3.8 4 10 

5.8 5.9 5.9 5.6 2.5 1.1 1.0 3.2 3.7 4 11 

6.8 6.5 6.0 5.0 3.0 1.6 1.0 2.1 3.7 5 8 

9.5 9.5 7.5 4.5 2.0 1.3 1.2 1.7 2.0 3 12 
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位 置: 時 日司 $<¥ 象
月日

緯 R芝 経 f宣 Ll 王者 天候 気 rE 風向 )J fXず{ j~1 

ウ氏~'7.15 450 40' 1550 45' 16 h 5 O'!!_ 1 7h 0 If F 1009mb SSW1 8.0 uC 

7.16 45 46 156 15 15 4 0~15 50 C I 1009 10.2 

7.17 45 57 157 05 15 1 0~15 20 C 1009 NNE J 9.3 

7.18 45 59 157 02 15 30~15 40 C110105 N 2 8.9 

7.19 45 58 158 19 15 03~15 13 C I 1013.4 NNW4 7.0 

7.21 50 10 158 11 14 50~15 00 b 1007 SW 4 12.3 

7.2 2 5 0 2 9 1 5 7 4 0 11 4 4 5~ 1 5 5 5 R 1004 WSW4 6.8 

7.23 49 25 I 157 20 13 52~14 02 C 1004 SW 3 8.3 

7.2 4 4839(15719i1430~1440 b 10035 WSW2 : 8.4 

7.2 5 47401157218正11j144 35~1445 F 1007.6 I SW 2 11.0 
7.26 4 6 4 5 1 5 7 2 5 i 1 4 4 5~ 1 4 5 5 F 1008 WSW:3 9.0 

7.27 4 6 4 2 1 5 7 2 3 11 4 3 O~ 1 4 4 0 I R 1 0 1 5ls 斗31J9土3 
7.2 8 

4 5 4 8 : 1 57 3 1 [1 7 35---1 7 
--
4 5 ~+ 006.5 I SW 

7.29 44 31 157 32 115 57~16 07十!一F寸i-l  O0951 !SSW2128  
7.:10 4:3 2 2 1 5 7 1 1 116 2 5~ 16 :3 51 C 1 0 13.5 I W 3 I 1 3.0 
7.31 43 00 157 00 i 04 0 O~O 4 13 C 1017 I E 1 I 10.8 

7.31 4300|1550 0!1257~1310 C 1015.5 SSE 2 ! 18.0 

7.31 4200 11550011915~1935 F ! 1014 W 18.2 

8. 1 4 2 0 0 1 5 4 0 0 : 0 0 3 O~O 0 4 5 R 1012 IW  11 17.0 
8. 1 4 2 0 0 1 5 3 0 0 ! 0 5 0 O~O 5 1 5 F ! 1010 WSW3 19.5 

8. 1 4 2 0 0 I 1 5 2 0 0 11 0 1 O~ 1 0 2 2 F 1008.5 I WSW 3 I 20.0 
8. 1 4 2 0 0 I 1 5 1 0 0 1 6 0 O~ 1 6 1 5 C i 1006 SW 4 19.8 

8. 2 4200 i 150 0 0 i O 150~0205 C I 1002.5 W 5 19.0 

8. 2 42 00 149 00 o 7 OO~O 7 15 

;十::UL4 22.0 8. 2 41 00 148 00 14 3 3~ 14 50 3 20.0 

8. 2 41 00 147 00 19 30~19 45 C 1002 SW 3 18.3 

8目 3 41 00 146 00 00 0 O~OO 15 C I 1001 WSW3 17.6 

8. 3 41 00 145 00 04 40~04 55 bC 1001 WNW3 18.5 
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第 5;欠航海

。 10 20 30 50 75 100 150 200 水色 i室町lf宣
骨l

7.8。ハv 
7.7T 75Oハr 6.0 。ヲvベ 33C 20℃ 14C 28 。C

oc 押1

3.9 4 12 

9.2 7.1 6.7 6.0 2.2 0.4 0.8 3.0 :3.2 14 

9.0 8.0 7.4 6.3 3.5 1.7 1.5 3.5 3.4 3 1:3 

8.5 8.5 7.:3 6.4 3.5 2.0 1.5 3.6 3.9 4 12 

8.0 8.0 7.5 6.1 3.0 1.7 1.3 3.4 3.8 4 12 

8.7 8.7 8.1 6.1 2.5 1.4 1.4 1.6 3.8 4 

7.0 7.0 6.8 6.4 3.6 3.0 2.2 0.4 0.7 4 10 

8.3 8.3 8.0 7.2 4.3 1.5 1.5 1.1 3.5 4 10 

8.2 8.2 8.1 8.0 3.8 2.6 2.0 3.0 4.0 3 14 

8.1 8.0 7.5 7.0 3.5 1.6 2.1 2.6 3.9 4 12 

8.3 8.4 8.2 6.5 2.4 Ui 1.4 3.0 4.0 4 10 

8.7 8.6 8.6 8.2 4.4 2.3 1.6 3.4 4.0 4 11 

8.7 8.7 8.5 7.0 3.3 1.8 1.5 3.5 4.0 4 11 

12.2 12.1 8.9 7.5 3.5 1.3 1.3 1.7 2.7 3 14 

15.8 15.8 15.8 8.0 4.0 2.7 1.4 2.6 2.5 4 1 :3 

15.9 15.9 15.8 12.1 9.1 8.8 7.1 5.:-1 5.2 15 

17.5 17.5 17.4 15.5 12.4 10.6 9.2 7.:3 6.7 3 16 

17.4 17.4 14.4 11.5 8.1 6.8 6.5 5.4 5.6 

18.3 18.3 17.7 13.4 12.1 10.0 9.0 6.9 6.1 

18.6 18.6 18.1 15.6 12.9 10.4 10.1 7.3 5.4 3 19 

19.1 19.1 16.5 15.4 13.4 12.5 11.8 10.5 9.0 4 14 

17.8 17.8 1 7.1 11.9 7.9 7.0 6.4 4.3 4.5 3 19 

18.8 18.8 11.9 11.3 8.8 8.0 7.0 4.8 5.3 

17.8 17.8 17.7 15.0 7.5 6.5 4.0 3.8 4.8 3 15 

17.1 17.1 12.0 7.0 2.3 1.5 1.9 3.2 2.9 4 11 

15.8 15.8 10.8 6.0 2.8 1.3 1.0 1.4 2.1 

16.1 16.1 9.0 4.9 2.5 1.3 1.0 1.4 2.0 

19.4 19.4 19.4 10.5 4.5 5.0 2.0 3.2 2.1 3 17 
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第 3 - 1 表 航海別・魚種別・目合別魚体測定尾数

航海次数 1 次 航 海

調室期間 日付手口51 if 4月1 1日---5月4日

海洋観測点 2 1点

調?i傑業点 1 0点

漁具傾室長(円合)
Comm 
157ミリ 138ミリ 121ミリ 106ミリ 93ミリ 82ミリ 72ミリ 63ミリ 55ミリ 48ミリ 合計111-1l2 

延{史 11]1記数 1，284 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 1，554 

<< I 1 

神、 :/ ロ 1，548 2 4 10 13 18 2 1 1 1，599 

獲 て7 ス 4 11 27 79 48 10 187 

尾 ギン

数 ス ケ 2 2 

iEIh 言ロt1，559 2 4 10 17 29 29 80 48 11 1，789 

<< 1 1 

魚
1871 体 シ ロ 2 4 10 13 18 2 1 l 238 

浪IJ

定 て7 ス 8 4 11 27 79 48 10 187 

( 

回 ギン
、、J

尾 ス ケ 2 21 

数

合計 198 2 4 10 17 29 29 80 48 11 428 
一一一一
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;菊 3 -2表

航海次数 2 次 航 海

調査期間 H{{和52'rf5月7[]"-5月24日

海洋観測点 1 2点

調査操業点 1 2点

漁具種類(目合)
Comm 
157ミリ 138ミリ 121ミリ 106ミリ 93ミリ 82ミリ 72ミリ 63ミリ 55ミリ 48ミリ 合計

日1-112

延{史JjJ反数 2，4 8 6 :~ 3 33 :3:1 33 33 33 33 33 33 33 2，816 

戸、」‘ ーー

漁 Lノ ロ 3，832 4 14 65 46 15 3，976 

獲 マ ス 310 2 1 19 261 712 537 67 1，909 

尾 ギン

数 ス ケ 10 

合計 4，152 4 16 66 65 276 712 537 67 ら，895

<< 
魚

体 ン ロ 309 4 14 65 46 15 453 

損IJ

定 マ ス 142 2 l 19 261 469 419 67 1，380 

〆'、、

回 ギン
) 

尾 ス ケ 10 10 

数

合計 461 4 16 66 65 276 469 419 67 1，843 
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第 3 - 3 表

航海次数 3 (J{. 航 海

調査期間 昭和52年6月2日.....6月20日

海洋観測点 26点

調査操業点 1 3点

漁具種類(目合)
Comm 
157ミリ 138ミリ 121ミリ 106ミリ 93ミリ 82ミリ 72ミリ 63ミリ 55ミリ 48ミリ ぷロ斗 霊ロiト

1l1-112 

延使 Il]反数 3.042 39 39 39 39 39 39 39 39 39 39 3，4 3 2 

<< 一 8 8 

漁 1ノ ロ 3.4 2 2 6 38 53 44 6 3 3，572 

獲 マ ス 5，386 2 19 154 464 447 250 7 1 11 6，731 

尾 ギン

数 ス ケ 11 1 12 

合計 8.8 27 6 41 72 198 470 450 250 7 1 1 110，323 

べ 一 8 8 

魚
4901 体 Lノ ロ 340 6 38 53 44 6 3 

浪リ

111，5771 定 マ ス 336 2 19 154 430 411 216 7 1 

( 

回 ギン
、、J

尾 ス ケ 11 1 12 

数

合計 695 6 41 72 198 436 414 216 7 1 1 1 2，087 
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第 3 - 4 表

航海次数 4 次 航 海

調査期間 昭和52年6月23日---7月9日

海洋観測j点 1 1点

調査操業点 1 1点

漁具種類(目合)
Comm 
157ミリ 138ミリ 121ミリ 106ミリ 93ミリ 82ミリ 72ミリ 63ミリ 55ミリ 48ミリ iロ込 量ロ↓l 

111-112 

延使用反数 2，134 33 33 33 33 33 33 33 33 33 33 2，464 

ベニ 4 1 5 

漁 Lノ ロ 1，506 2 11 22 21 5 14 10 1 1，592 

獲 マス s6，644 2 30 192 549 458 499 136 5 3 4'38，522 

尾 ギン 642 3 9 19 7 1 3 5 2 691 

数 ス ケ 65 1 2 3 l 72 

合計 s8，861 8 52 236 578 464 513 149 11 6 4140，882 

ペニ 4 1 5 

魚

体 Lノ ロ 302 2 11 22 21 5 14 10 l 388 

測

定 可F ス 303 2 30 192 507 458 499 136 5 3 41 2，139 

〆-、
回 ギン 241 3 9 19 7 1 3 5 2 290 
、-'

尾 ス ケ 65 1 2 3 1 72 

数

合計 915 8 52 236 536 464 513 149 11 6 41 2，894 
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第 3 - 5 表

航海次数 5 次 航 海

調査期間 昭和52年7月13日"'-8月3日

海洋観測点 2 8点

調査操業点 1 5点

待、具種類(目合)
Comm 
157ミリ 138ミリ 121ミリ 106ミリ 93ミリ 82ミリ 72ミリ 63ミリ 55ミリ 48ミリ 合計日1-112

延{吏!il反数 3，246 45 45 45 45 45 45 45 45 45 45 3，696 

'" 一
835 4 9 14 3 11 9 4 5 l 895 

待、 シ ロ 1，924 6 2 1 36 22 10 5 4 1 11 2，030 

獲 で苫 ス 25，34 1 15 166 470 451 377 88 9 7 26幻 2

尾 ギン 408 3 9 7 4 2 4 4371 

数 ス ケ 72 1 2 75 

合計 88，587 14 55 225 499 474 395 96 14 9 1130，369 

'" 一
109 4 9 1 4 3 11 9 4 5 l 169 

魚

体 ユノ ロ 377 6 21 36 22 10 5 4 1 482 

測

定 マ ス 391 1 15 166 457 380 278 88 9 7 1 1，793 

，ー、

回 ギン 294 3 9 7 4 2 4 323 
、、J

尾 ス ケ 65 I 2 68 

数
J仁L3 霊a↓: 1，236 14 55 225 486 403 296 96 14 9 11 2，835 

-156-



2 .日本海マス漁場調査

I 調査目的

日本海で生育するマス類の資源動向を明らかにし，資源を有効に利用するための漁業管理並びに国

際的資源評価のための慕礎資料巻収集するとともに，当業船の指導にあたり本漁業経営の安定lと資する。

E 調査内容

1. 調査期間

2 調査場所

3 調査船

4 担当者

昭和51年3月 1日から昭和51年6月15日まで

北緯37明以北，北緯45割以南の日本海々域

誠験船東奥丸(134.4 7トン) 白井英和船長外 16名

調査部技師木村 大

11 11 十三邦昭

5. 調査項目 梅況調査

資源分布調査

魚体調査

皿調査の結果と今後の課題

l 海況調査

今年の海況は第 1図のように，大和堆西側で平年l乙比べ，表層で 1""'-20C， 5 0 m層で2""'-30C 

高く昇温が早かったものの，大和堆東側海域は，入道崎沖冷水が強勢で、対島暖流の北上を回み，100

C等温線の北上を遅らせた。

5月中旬以降表面水温は急速に昇湿し，6月上旬， 1 OOC以下の海域は北緯44割以北，及び

43'N線のわずかにしか見られないが， 50 m層では20C前後と低く，昇温は表層に限られ気象に

よって水温が激しく変化し海況は不安定であった。

試験操業及び30浬移動毎に， B. T.による垂直水温観測を延60回行ない(第1表)，当業船

への速報を行なった。

2. 資源分布調査

今年の漁況は，大手口堆から入道崎沖海域の昇温が遅れたことにより，長期閣，大和堆を中心とし

た南部海域に漁場が形成され，例年4月末から 5月にかけて好漁場が形成される青森県沖に厚群が

密集せず，集中的な操業が見られなかったが，大和堆西側海域では漁期当初から終漁期まで好漁が

続いていた。

今年は昨年と異なり躍層が浅所l乙形成されず，餌となるプランクトンが分散され，はえなわの餌

付きが良くなり同漁業では，豊漁年並の漁獲となったが，<スの体重増加が遅れたことなどにより，

流網漁業には不安定な漁況となった。

東奥丸による試験操業は5航海(延出漁日数は 51日)， 3 4回であった。(第2表) 使用し

た漁具数は延7ρ87反であるが，棒巻，破網したものを除いた有効反数は延6，930反である。マス

類漁獲尾数は，カラフトマス 4，474尾(0.65尾/反)，サクラマス 69尾(0.01尾/反)，オシ
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ョロコマ 564尾(0.08尾/反)，シロザケ l尾(0.01/反)，計5，10 8尾(0.74尾/反)であ

る。

操業別反当り漁獲尾数は第2図l乙示したとおりで，第 1次航海(3月24日'"2 6日)は青森県

沖で操業し，乙の時期としてはやや良い2.7尾/反の漁獲があった。第2次航海(4月9日---1 7日)

第3次航海(4月21日'"3 0日)は佐渡沖から青森県沖で調査を実施したが，前述したように好

漁は見られず， 0.1----0.7尾/反の漁獲であった。第4次航海(5月10日---27日)は 1道6県の

一斉調査を行なった後，例年好漁場が形成される奥尻島沖合，沿梅州沖で操業し，奥尻島沖で1.1 

尾/反，沿海州沖では 2.1尾/反の漁獲があった。第 5次航海(6月1日-14臼)は沿海州沖で試

験操業存実施したが.気象状態により水温の変化が激しく漁況が不安定で1.6 -0.1尾/反という

結果であった。

第4，5次航梅ではオショロコマの混獲が目立ち各々 111尾， 453尾，計 564尾で， 50年

( 3尾)の 150倍と多獲された。

3. 魚体調査

魚体測定は操業の都度，船上で実施した。月別平均値は右友のとおりで， 3月の尾叉長は40.1cm

と47， 50年よりも大要であるが，

4月(39.7 cm )， 5月(41.0cm)

では各年より小さく成長が思い。 6

月になり 43.0cmとやや伸ひたが， 成

長の:~い豊漁年 (48 ， 50 年)よ

りも小型で，近年最低の成長であっ

た。体重，生司朗泉重量でも|司じ傾向を

ぷしており， 3月では722広， 10.9

g. 4月693g，10.9g. 5月860

g， 15.6 g， 6月1，010 g • 1 9.6 g 

であった。

4 今後の課題

各国が 200t型経済水域を設定す

ると，日本海は中央で分割jされマス

漁業は大きな打撃を受ける。乙のた

め漁況予怨の精度を高め，また効率

の良い操業を行なうため，水温分布

状況，魚群移動調査を実施し，速報

を行なう必要がある。

日本の河川l乙遡上するサクラマス

の矯殖，生態調査も行なう必要があ

る。

尾叉長 (C11!) 

~立 4 7 4 8 

3 39.1 

4 44.2 42.1 

5 43.3 44.5 

6 45.4 

平均 43.2 43.9 

体重(g) 

ト¥さ 4 7 4 8 
3 791 

4 1，233 881 

5 1，111 1，1 0 4 

6 1，184 

平均 1，141 1，051 

雌の生殖腺重量(g ) 

庁¥ミ 4 7 4 8 
3 3.7 I 

4 16.6 11.0 

5 28.1 25.1 

6 36.9 

平均 15.4 24.5 
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4 9 50 5 1 

38.9 40.1 

40.3 39.7 

42.5 41.0 

46.1 43.0 

42.5 41.2 

4 9 5 0 5 1 

637 722 

764 693 

941 860 

1，4 0 0 1，010 

990 846 

4 9 50 5 1 

5.2 10.9 

10.1 10.9 

23.5 15.6 

42.6 31.2 

26.5 19.6 
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第 1 表 昭和 51 年日本海マス漁場観測結果 (B.T.) 

航海次数 1 2 

浪.IJ 点番号 1 2 1 2 3 

月 日 3.24 3.25 4.10 4.13 4.15 

N 400 56' 410 00' 390 00.5' 380 26' 390 18.5' 

位 琶ー

E 1390 34' 1390 34' 1380 13.0' 1370 01.3' 1380 40.5 

時 刻 17:40 17: 45 17:00 17:10 17 : 30 

天 候 c b b r c 

風向 ， 力 WNW.4 w・4 S.2 SE・3 WSW・2

波 浪 4 4 2 3 1 

つ ね り 4 4 2 2 2 

mb 
気 圧 1027 1034 1029 1015.5 1013.5 

気 温 1.9 uc 3.8 10.5 9.4 

水 色 4 4 

透 明 度
m 

8 10 9 9 

。 7.8 6.4 9.1 10.1 10.1 

所
1 0 8.2 6.6 8.7 9.7 8.8 

2 0 7.7 6.6 8.6 9.5 8.4 
定

3 0 7.6 6.5 8.6 9.2 8.3 

層 5 0 7.5 6.4 8.6 9.1 8.1 

水 7 5 6.8 6.4 8.5 8.9 7.7 

温
1 0 0 6.4 5.8 8.2 8.8 6.4 

150 4.9 4.8 7.2 8.6 3.6 
( 

2.7 。C 200 3.3 4.5 8.3 1.8 
、、J

2 7 0 1.2 1.5 1.3 2.8 0.9 
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航梅次数 3 

担11 }，I，¥添 Ef 4 1 2 3 4 

月 F:l 4.16 4.21 4.26 4.27 4.28 

N 400 26' 400 07.2' 400 50.5' 400 03' 40 1 1.0' 

{立 信:

E 1390 11.5' 1390 03' 1390 14.5' 1380 43.5' 139 10.5 

五IJ 17: 20 18:00 17:25 16: 55 17:15 

天 候 f C b c 

風向 ， 力 sw・2 N.2 SE・2 w・3 w・2

波 j良 2 1 l 4 3 

つ ね り 2 1 l 2 2 

気 圧
mb 

1012.5 1019.8 1013.5 1014.5 1019.0 

。C
気 温 8.5 13.5 8.0 12.5 

水 色 5 5 6 5 

透 明 度 8 
押1

12 7.5 12 

。 9.0 9.9 9.8 8.9 10.1 

所
1 0 8.8 9.5 9.3 8.9 10.0 

2 0 8.8 8.3 9.3 8.0 9.9 
定

3 0 8.8 8.3 9.2 7.5 9.3 

層 5 0 8.6 8.0 7.3 5.2 8.6 

水 7 5 7.6 7.2 7.0 3.1 8.0 

混
1 0 0 5.5 6.1 6.5 2.0 6.6 

150 3.5 3.1 3.6 1.3 3.7 
〆目、、

1.8 1.6 1.8 0.8 2.1 。C 200 
) 

270 1.0 1.0 1.0 0.8 1.1 
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航梅次数 3 4 

iWJ 以 添付 5 1 2 3 4 

j二j 11 4.29 5.10 5.11 5.11 5.12 

N 400 32.5' 400 17' 400 40' 4 10 0 l' 410 20' 

{，'L jl'，: 

E 1390 22' 1390 39.5' 1 :3 90 40' 1390 37.5' 1390 40' 

時 主IJ 17: 10 18: 20 02:15 18:05 02: 15 

天 (侯 bc c b 。 c 

風向 ， JJ w・3 SW・1 S.3 SSE・4 SW.3 

波 j良 3 1 2 2 

つ ね り 2 1 2 2 

mb 
気 圧 1015.5 1025.5 1024 1018.5 1016 

。C
うヌιえ札L 温 9.0 11.0 8.2 13.1 

水 色 6 5 

宵1

透 明 度 9 10 14 

。 9.9 12.3 12.0 12.1 11.7 

所
1 0 9.7 10.5 11.1 11.7 10.7 

2 0 9.7 10.4 10.8 10.1 10.7 
定

3 0 9.1 10.3 10.4 9.3 10.0 

層 5 0 8.7 10.1 9.0 8.7 8.9 

水 7 5 8.3 8.8 8.8 8.5 7.8 

温
1 0 0 8.0 8.6 8.5 8.3 6.7 

150 5.7 8.2 7.0 3.7 
( 

。C 200 3.3 6.1 4.9 1.9 
) 

2 7 0 1.1 1.8 1.6 1.2 
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航海次数 4 

告tlJ 点番号 5 6 7 8 9 

月 日 5.12 5.12 5.13 5.14 5.19 

N 410 20' 400 5g 400 39' 400 18.5' 390 4t 

位 置

E 1390 00' 1390 00' 1390 00' 1380 59' 1390 12.5' 

時 哀Ij 05:05 17: 45 03:00 18:25 13:00 

天 候 c r b b 

風向 ， 力 sw・4 sw・4 sw・4 sw・4 W.2 

波 t良 4 4 2 

つ ね り 3 3 3 

気 圧
mb 

1012.5 1007.5 1005.5 1018.5 1016.0 

FXコLー 温 11.0 
。C

9.5 12.0 14.5 

水 色 5 5 

m 
透 l現 度 11 12 12 

。 10.8 9.4 9.0 10.3 12.1 

所
1 0 10.2 9.2 8.7 9.6 10.5 

2 0 9.5 9.2 8.0 9.3 9.8 
定

3 0 8.5 8.1 6.6 7.2 9.5 

層 5 0 7.5 4.5 3.9 5.0 7.8 

7.1< 7 5 6.1 2.8 2.5 3.4 5.7 

温
1 0 0 4.9 2.0 1.7 2.3 4.0 

150 2.0 1.0 1.1 1.2 1.7 
( 

。C 200 1.1 0.6 0.6 0.9 
、.../

270 0.7 0.3 0.3 0.3 
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航海次数 4 

浪IJ 点添号 10 11 12 13 14 

月 日 5.19 5.20 5.20 5.21 5.21 

N 390 4 l' 400 0 l' 400 20' 400 40' 410 03.5 

位 置

E 1380 10.5' 1380 18' 1380 17.5' 1380 20' 1380 29' 

時 刻 18:30 04:10 17:45 04:20 17:20 

天 候 b b c c r 

風向 ， 力 NE・4 N.3 NE・2 E.2 sw・4

波 浪 3 3 1 2 3 

つ ね り 3 2 3 2 2 

mb 
気 圧 1019.0 1020 1019.0 1014.5 1008 

。C
』xf、 温 10.0 8.9 11.8 8.9 8.9 

7.1< 色 5 5 5 

押t

透 明 度 10 9 10 

。 12.4 11.9 9.6 8.9 8.3 

所
1 0 12.1 11.6 8.0 7.8 7.9 

2 0 11.6 11.7 7.5 6.4 7.4 
定

3 0 11.5 10.7 4.4 4.3 4.6 

層 50 10.0 8.8 1.8 1.9 1.7 

7.1< 7 5 8.3 8.2 1.1 1.2 1.3 

混
1 0 0 7.0 6.5 0.9 0.9 0.9 

150 3.5 2.9 0.6 0.6 0.7 
/町、

1.6 1.5 0.5 0.4 0.5 。C 200 
、../

270 0.6 0.6 0.2 0.2 0.2 
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航海次数 4 

出'1 }，'，( iJi: 1) 15 16 17 18 19 

JJ 11 5.22 5.23 5.2 3 5.23 5.24 

N 4 10 00' 4 10 30.8' 4 10 53' 420 04' 420 35' 

{ ¥'i. !~'l'I~ 

E 1380 06.5' 1370 58.5' 1:3 r 56' 1380 19.5' 1370 40' 

H、5 支Ij 17:20 06:00 08:00 17: 40 06:00 

k. 作長 b c C b 

!見 I，'，J ， J) ~~~-I S.2 S. 3 S.3 SW・1

J皮 iN 3 2 2 2 l 

つ オユ り 2 1 2 1 l 

'X¥ ft 1013.5 1014 1014 1013.5 1016 

。C
公L i1ni 12.8 9.4 12.0 13.8 7.5 

ノk 色

透 iザj 「支
η1 

10 

。 9.0 8.5 7.8 8.8 8.3 

!府
1 0 8.3 7.9 7.3 8.0 7.8 

:2 0 7.8 7.2 7.3 7.5 7.6 
正

3 0 4.6 6.8 6.4 7.2 7.3 

「同 5 0 2.4 2.3 3.0 4.5 5.6 

水 7 5 1.2 1.6 1.7 2.7 2.0 

1 () () 0.9 1.1 1.2 1.8 1.2 

1 5 () 0.6 1.0 
( 

0.3 0.6 。C 2 () () 
) 

2 7 () 0.2 0.3 
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航梅次数 4 

側}，I 日): 1f 20 21 22 23 24 

JJ 11 5.24 5.24 5.25 5.26 5.27 

N 400 57.5' 420 40.5' 420 57.5' 420 44' 420 13.5' 

[f"i 

E 1370 04' 1360 28' 1360 08' 1380 00' 1380 24.0' 

日!T 五IJ 09:00 17:30 17: 18 17:55 06:00 

k. {民 b b c 

風 IIIJ ， JJ S.1 S.2 SW・3 SW・2 SW・3

1皮 a:ミ 1 2 2 2 

つ オユ り 2 2 2 2 

mb 
~( IE 1016.5 1012.5 1006.0 1011 1012 

。C
X¥ tM 7.5 16.7 8.6 17.0 

水 色 6 5 

押t

透 l珂 度 11 9 12 

。 7.6 7.7 7.3 9.1 9.3 

rYr 
1 0 6.8 6.5 6.8 8.4 8.5 

2 0 6.5 5.7 5.7 7.9 7.8 
定

3 0 6.4 5.5 4.7 7.6 6.4 

!国 5 0 4.4 2.9 2.5 4.3 5.9 

1]< 7 5 1.9 1.1 1.0 2.1 2.1 

並立
100 1.2 0.9 0.8 1.1 1.1 

150 0.4 0.4 0.7 
〆由、

。C 200 0.2 0.1 0.4 
) 

2 7 0 0.1 0.0 0.2 
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航海次数 4 5 

浪IJ 点番号 25 26 27 1 2 

月 日 5.27 5.27 5.27 6.1 6.1 

N 410 49.0' 410 22.5' 410 01.0' 410 03' 410 24' 

位 置

E 1380 55' 1390 192' 1390 55.5' 1390 39' 1390 10' 

時 五IJ 09:00 11:50 15:00 20:00 23:00 

天 候 bc b b f 

風向 ， JJ SW・2 WSW.2 WSW・3 羽1WI・3 WNW・3

波 i良 2 2 

つ ね り 1 2 

mb 
会1 !モ 1012.5 1012.5 1011.5 1006.5 1007.0 

。C
x旨l ずL 温 16.4 15.0 

水 色

押I

透 l珂 f隻

。 11.0 13.5 14.0 15.3 14.2 

IYT 
1 0 9.9 10.4 12.7 13.3 13.4 

2 0 9.0 10.3 11.9 12.4 9.6 
定

3 0 8.1 9.4 11.0 12.0 9.0 

!国 5 0 5.5 8.7 10.9 10.2 6.6 

水 7 5 3.7 5.6 9.1 9.3 4.5 

温
1 0 0 2.0 4.1 8.6 8.3 2.9 

150 
r由、
。C 200 
) 

2 70 

一
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航海次数 5 

測点番号 3 4 5 6 7 

月 日 6.2 6.2 6.2 63 6.3 

N 410 44.5' 420 09.5' 420 09' 420 08' 420 12' 

位 置

E 1380 39' 1380 06.0' 1370 57.5' 1370 02' 1360 15.5' 

時 刻 02:00 05:00 17:20 05:55 09:00 

天 候 r c 。 。

風向 ， 力 NW・3 NW・1 W.1 SSW.2 SW・2

波 浪 1 2 2 

つ ね り 1 1 1 

気 圧
mb 

1008.0 1009.2 10 11.3 1014.7 1015.5 

気 温
。C

13.5 9.3 11.0 

7Jく 色 5 

m 
透 明 度 12 13 

。 11.8 1 1.3 1l.9 10.7 10.5 

所
1 0 10.2 9.6 10.5 9.4 8.2 

2 0 7.4 9.1 8.3 7.5 6.8 

定
3 0 4.4 8.6 7.5 5.7 5.0 

層 50 l.7 4.6 3.6 2.9 2.3 

7.1< 7 5 1.0 1.7 1.7 l.0 0.8 

温
1 0 0 0.7 1.1 1.1 0.8 0.7 

1 50 0.4 
，.-、

200 0.2 。C
、・J

0.1 2 70 
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向Il 河IJ 次数 5 

~lil rfi: zF， f 8 9 10 11 12 

)j I1 6.3 ~ 6.4 6.5 6.6 

トー 丁
N 420 19' 420 27.5' 420 ;35' 420 48.5' 420 27' 

it!' 

1350 35' 1 350 23.5' 1 350 18' 1350 12' 1350 59.5' 

lI!f を11 11:50 18:00 17:25 18: 15 17: 50 

人J 4長 C C b b 

'<1¥¥ I，"J ， } J SW・2 れTSW・2 SW.2 SW・1 SW・3

i&: IU 1 l 1 2 

つ ね h 1 l 1 3 

mb 

x¥ '1 10 16.0 1016 1017 1014.5 1010.2 

。C トー

べL i目i立} 10.5 21.5 11.6 14.2 

ノk 白 6 5 4 4 

押1

透 HJJ 1ft 11 15 17 18 

。 10.2 10.4 10.5 9.8 11.6 

!灯
1 0 8.3 8.9 8.8 8.4 9.0 

2 0 6.7 6.6 6.6 6.1 6.5 
:.i: 

3 0 5.5 4.8 5.5 5.5 5.1 

1M 5 0 3.0 1.5 2.2 2.3 2.0 

I}: 7 5 0.8 0.5 0.8 0.7 0.9 

iln¥ 
1 0 0 0.6 0.3 0.6 0.7 0.7 

150 0.3 0.3 0.6 0.4 
( 

。C 200 0.3 0.2 0.5 0.2 
) 

2 7 0 0.3 0.2 0.4 0.2 
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航ガij 次数 5 

i¥llJ /，'，¥ r1f If 13 14 15 16 17 

JJ I1 6.7 6.9 6.10 6.11 6.11 

N 420 13.5' 420 50' 420 59.5' 430 03.0' 420 55' 

ìド;t!J~

上: 1360 11.5' 1350 30' 1350 32' 1360 14.0' 1360 53' 

Il.'j 支IJ 18:25 19:25 17: 30 08:00 11 : 00 

メ乙 i~ bc bc C C C 

風 /IIJ ， }J w・3 wsw・4 NE・3 NE・3 NE・4

j皮 乱立 3 4 2 4 

つ オュ り 2 5 3 4 

mb 
'，(1 H: 1014.5 1001.0 1006.5 1011.5 1012 

。C
x¥ 話i 13.3 10.1 9.7 14.0 

ノk 色 4 5 5 

押1

透 時] l!t 14 17 14 18 

。 11.0 8.2 9.5 9.1 9B 

fifr 
1 0 10.2 7.5 8.2 8.4 9.0 

2 0 6.3 7.4 7.3 8.3 8.5 
定

3 0 4.5 5.0 3.8 7.3 7.2 

層 5 0 2.0 2.0 1.7 3.1 3.6 

水 7 5 0.8 0.8 1.0 0.7 1.8 

温
1 0 0 0.6 0.6 0.7 0.4 1.3 

150 0.3 0.3 0.3 
( 

0.1 0.1 0.1 。C 200 
) 

270 0.1 0.0 一0.1
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航海次数 5 

損IJ 点番号 18 19 20 21 22 

月 日 6.11 6.12 6.13 6.14 6.14 

N 42 35.5' 420 37' 420 14' 410 27.5' 410 07.5 

{立 置:

E 137 11' 1380 0 t 1380 15.5' 1390 11.5' 1390 40.0' 

時 五リ 17:55 17: 20 17:40 07:00 10:00 

天 {戻 c c c c bc 

風向 ， }J NE・3 NE・3 ENE・3 ENE・3 ENE・4

j皮 il~ 3 3 3 4 

つ ね り 2 2 2 3 

'x¥ 
mb 

1{ 1013 1017.0 1015.5 1013.1 1013.5 

トー

会t 温
。C

10.5 9.9 13.5 14.6 

1.1< 色 5 4 5 

?向

透 IJ]] !支 17 17 18 

。 9.7 10.2 10.9 15.3 1 5.2 

f苅
1 0 9.0 9.5 10.2 14.2 14.3 

2 0 8.4 9.5 9.9 13.2 13.6 
疋

3 0 7.8 8.7 9.3 10.8 12.3 

層 5 0 3.0 4.4 3.9 8.9 8.1 

水 7 5 2.1 2.7 1.7 6.4 6.8 

温
1 0 0 0.7 1.5 1.0 4.4 4.8 

150 0.2 0.7 0.8 
( 

。C 200 0.0 0.2 0.0 
) 

2 7 0 -0.2 。。 ー0.2
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第 2 表 昭和 61 年日本海マス漁場調査結果表

傑業次数 1め滴ー11':止業 1-2 2-1 2-2 2-3 

月 日 3月24日 3.25 4.10 4.13 4.15 

投網 時刻 16:52......17:30 17: 10......17 :35 16: 25......16: 55 16:35......17:05 16:58......17:22 

方向 1250 SE 600 3150 900 

月 日 3月25日 3.26 4.11 4.13......14 4.16 

揚網 時刻 02:55......04: 10 02:同......05:05 01:55......02:50 23: 35......00 : 40 07:40......09:00 

方向 320人 3400 SW 240人2700 SE......S 190人 2300

位置 北緯 400 56' 410 00' 390 00.5' 380 26' 390 18.5' 

(投網) 東経 1390 34' 1390 34' 1380 13.0' 1370 01.3' 1380 40.5' 

天 候 C b b r C 

風向，風力 WNW・4 W.4 S.2 SE.3 WSW・2

気 波浪，うねり 4.4 4.4 2.2 3.2 1・2

気 圧 1027 mb 1034 1029 1015.5 1013.5 

象 気 温 1.9 。C 3.8 10.5 9.4 

水 色 4 4 

透 明 度 8 押1 10 9 9 

Om 7.8 。C 6.4 9.1 10.1 10.1 

水 温 20 m 7.7 。C 6.6 8.6 9.5 8.4 

50m 7.5 。C 6.4 8.6 9.1 8.1 

100 m 6.4 。C 5B 8.2 8.8 6.4 

91111111 34反 (34ゆ 34 ( 9) 34( 34) 34( 34) 34( 34) 

94鵬 70反(701ズ) 70(45) 70( 70) 70( 70) 70( 67) 

投網反数 97層調 30反 (30ゆ 30(20) 30( 30) 30( 30) 30( 30) 

惰効反掛 1∞棚 反( IJD 

103111111 反( ぬ

計 134ぽ 134回 134(74) 134(134) 134(134) 134(131) 

カラフトマス 352 尾 19 48 72 66 

漁 サクラマス 3 Je， 3 3 

ネズミザメ 尾 1 

獲 アプラツノザメ 4 Jl?， 3 

ホ ":J ケ }丞

尾 スケソウダラ 見

F己

数 そ の 他 見

見
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傑業次数 2-4 3 - 1 3-2 3-3 3-4 

月 日 4.16 4.21 4.26 4.27 4.28 

投網 時刻 16:45........17: 15 17: 10........ 1 7: 32 16: 55 -17: 17 16:24........16:4816:42........17:07 

方向 900 1800 NW ESE NE 

月 日 4.17 4.21........22 4.27 4.28 4.29 

揚網 時刻 00: 45........01: 40 23:53........00:50 01 :3S---02:23 00:15ヘ.Ol:10 00: 15........01: 10 

方向 2309.....1900 109.....300 1 30虫、“1600 W/N SW 

位置 北緯 400 26' 400 07.2 400 50.5 400 03 400 11.0 

(投網) 東経 1390 11.5' 1390 03' 1390 14.5 1 380 43.5' 1390 10.5 

天 候 f C b C 

風向，風力 SW・2 N.2 SE.2 W.3 九w・2

気 波浪，うねり 2・2 1 • 1 1・1 4. 2 3・2

気 圧 1012.5 1019.2 1013.5 1014.5 1 0 1 9.0 

象 気 温 8.5 13.5 8.0 12.5 

水 色 5 ら 6 5 

透 明 度 8 12 7.5 12 

Om 9.0 9.9 9.8 8.9 10.1 

水 温 20 m 8.8 8.3 9.3 8.0 9.9 

50 m 8目6 8.0 7.3 5.2 8.6 

100 m 5.5 6.1 6.5 2.0 6.6 

91 mm 34( 34) 34( 34) 34( 34) 34( 34) 34( 34)1 

94 mm 67( 67) 67( 67) 67( 67) 67( 67) 67( 67) 

投網反数 97 mm 30( 30) 30( 30) 30( 30) 30( 30) 30( 30) 

情効反動 100 mm 

103 mm 

計 131(131) 131(131) 131(131) 131(131) 131(131) 

カラフトマス 51 88 38 6 5 

漁 サクラマス 9 8 7 1 

ネズミザメ

獲 アプラツノザメ 5 6 

ホ ツ ケ

尾 スケソウダラ 15 6 

マイワシ 6 マイワシ 65 マイワシ 22

数 そ の 他
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傑業次数 3-5 4 -1 4-2 4-3 4-4 

月 H 4.29 5.1 0 5.11 5.12 5.14 

投網 時刻 16: 43---17: 06 17:54---18: 16 17: 38---17: 59 17:15---17:40 17:38"-18:05 

万向 ESE 600 。。 E 600 

月 日 4.30 5.10---1 1 5.1 1---1 2 5.13 5.15 

揚網 時刻 00: 17---01:47 21: 20---00: 15 23: 32---00: 27 00 :05---01 :03 02:00へ.03:05

万向 2809.....2300 230に 2600 1809.....200。 2409.....2800 1809.....200。

位置 北緯 400 32.5' 400 17 4 10 0 l' 400 58' 400 18.5' 

(投網) 東経 1390 2 i 1390 39.5' 1390 37.5' 1390 00' 1380 59' 

天 候 bc C 。 r b 

風向，風力 w・3 SW・1 SSE・4 S札7・4 SW・4

気 波浪，うねり 3.2 1・1 2.2 4.3 4・3

気 圧 1015.5 1025.5 1018.5 1007.5 1018.5 

象 気 温 9.0 11.0 13.1 9.5 12.0 

水 色 6 5 5 5 

透 明 度 9 10 14 12 12 

Om 9.9 12.3 12.1 9.4 10.3 

水 温 20 m 9.7 10.4 10.1 9.2 9.3 

50 m 8.7 10.1 8.7 4.5 5.0 

100 m 8.0 8.6 8.3 2.0 2.3 

91111111 34( 34) 34( 31) 31( 31) 31( 31) 31( 31) 

94111111 67( 65) 65( 62) 62( 62) 62( 62) 62( 62) 

投網反数 97111111 30( 29) 29( 26) 26( 26) 26( 26) 26( 26) 

情効反動 100111111 

103111111 

言十 131(128) 128(119) 119(119) 119(119) 119(119) 

カラフトマス 68 2 2 175 

i魚 サクラマス 9 4 3 

ネズミザメ

獲 アブラツノザメ 約2，000 2 

ホ
"' 
ケ

尾 スケソウダラ 1 

マイワシ 53 マイワシ約300マイワシ約100 マイワシ 40

数 そ の 他 カイワ'1クシチ 1 ウマス‘ラハギ 1

マサパ 6 
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操業次数 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 

月 日 5.1 9 5.20 5.21 5.22 5.23 

投網 時刻 17 :29........18:23 16:35........17:35 16:23........17:13 16:25........17: 14 16:45........17 :33 

方向 2400 W E 850 E 

月 日 5.20 5.21 5.22 5.23 5.24 

揚網 時刻 00:40........03: 15 ω:40........02:25 00: 50........02 :35 00 : 30........02 : 27 ω:25........02: 15 

万向 409.....600 900 270人2400 270<J.__2000 2609.....2800 

位置 北緯 3 go 41' 400 20' 410 03.5' 410 00' 42"04' 

(投網) 東経 1380 10.5' 1380 17.5' 1380 29' 1;~ 80 06.5' 1 3 8" 19.5' 

天 候 b C r b b 

風向，風力 NE・4 NE・2 SW・4 5.4 S.3 

気 波浪，うねり 3・3 1・3 3.2 3.2 2. 1 

気 1玉 1019.0 1019.0 1008 1013.5 1013.5 

象 気 混 10.0 11.8 8.9 12.8 13.8 

水 色 5 5 5 5 

透 明 度 10 9 10 9 12 

Om 12.1 9.6 8.3 9.0 8.8 

ぞ1< 温 20 m 11.6 7.5 7.4 7.8 7.5 

50 m 10.0 1.8 1.7 2.4 4.5 

100 m 7.0 0.9 0.9 0.9 1.8 

91111111 31( 30) 30( 30) 30( 30) 30( 30) 30( 30) 

94111111 82( 77) 82( 82) 82( 82) 82( 82) 82( 82) 

投網反数 97111111 96( 51) 94( 94) 94( 94) 94( 94) 94( 94) 

C有効反主治 100111111 54( 44) 54( 54) 54( 54) 54 ( 54) 54( 54) 

103111111 20( 20) 20( 20) 20( 20) 20( 20) 20( 20) 

言十 283(222) 280(280) 280(280) 280(280) 280(280) 

カラフトマス 211 306 274 352 

件、 サクラマス 1 16 1 

ネズミザメ l 

獲 アブラツノザメ 1 1 2 

ホ 、y ケ 2 

尾 スケソウダラ 1 4 3 

マイワシ約300シロザヶ 1 スルメイカ 2 

数 そ の 他 マサパ 50 マイワシ 30 
/、タノ、タイ 2 
スJレメカ 1 
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操業次数 4 -10' 4-11 4 -1 2 5-1 5-2 

月 日 5.24 5.2 5 5.26 6. 2 6. 3 

投網 時刻 16:35-...17:23 16:23---17:13 16:57---17:46 16:25へ17:1017:10---17:58 

方向 80'0 90'0 90'0 E 55"'-70'0 

月 日 5.25 5.26 5.27 6. 3 6. 4 

揚網 時刻 0'0':30'---0'2:35 01:30'---0'3:25 0'0':25---0'2:却 0'0':30'---0'2:20' 0'1 :45.......0'3: 50' 

方向 270'に240'0 260''''-280'0 270'人280'0 260'0 26 o"に220'0 

位置 :lt 緯 420 40'.5 420 57.5 420 44' 420 0' 9' 420 27.5' 

(投網) 東経 1360 28 1360 0'8' 1380 0'0" 1370 57.5' 1350 23.5' 

天 候 b b C C 

風向，風力 S.2 SW・3 SW・2 W.1 WSW・2
気 波浪，うねり 2・2 2.2 2・2 1・1 1 • 1 

気 圧 10'12.5 10'0'6.0' 10'11 1 0' 11.3 10'16 

象 気 温 16.7 8.5 17.0' 13.5 10'.5 

水 色 6 5 5 6 

透 明 度 10' 9 12 12 11 

O'm 7.7 7.3 9.1 11.9 10'.4 

水 温 20' m 5.7 5.7 7.9 8.3 6.6 

50' m 2.9 2.5 4.3 3.6 1.5 

lOO'm 0'.9 0'.8 1.1 1.1 0'.3 

91111111 3O'( 30') 3O'( 30') 3O'( 30') 3O'( 30') 3O'( 29) 

94111111 82( 82) 82( 80') 8O'( 80') 8O'( 80') 8O'( 78) 

投網反数 97111111 94( 94) 94( 94) 94( 94) 94( 94) 94( 94) 

府効反動 10'0' 111111 54( 54) 54( 52) 52( 52) 52( 52) 52( 52 

103111111 2O'( 20') 2O'( 19) 19( 19) 19( 19) 19( 19) 

計 280'(280') 280'(275) 275(275) 275(275) 275(272 

カラフトマス 576 3 178 146 422 

苦号、 サクラマス 1 

ネズミザメ

獲 アブラツノザメ

ホ てツ ケ

尾 スケソウダラ 1 

オショロコ7-10 オショロコ768 オショロコ7 3 オショロコ793

数 そ の 他 スルメイカ 1 
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操業次数 5-3 5-4 5ーら 5-6 5-7 

月 日 6. 4 6. 5 6. 6 6. 7 6. 9 

投網 時刻 16: 25.......17: 18 17:21.......18:12 16:57.......17:46 17: 32.......18:22 18:23.......19:21 

万向 60。 450 600 70。 900 

月 日 6. 5 6. 6 6. 7 6. 8 6.10 

揚網 時刻 02:08.......04 :40 02 :∞.......04:00 01 :00.......03: 15 01:剖.......04:1801:53.......03:55 
万向 25011.，..2200 24011.，..2000 21011.，..2600 26011.，..2400 2700 

位 置 北緯 420 35 420 48.5 420 2γ 420 13.5 420 50' 

(投網) 東経 1350 18' 1350 12' 1350 59.5 1360 11.5 1350 30 

天 候 b b bc bc 

風雨1]，風力 sw・2 sw・1 SW・3 W.3 WSW・4

気 波浪，うねり 1・1 1・1 2・3 3・2 4・5
」

気 圧 1017 1014.5 1010.2 1014.5 1001.0 

象 気 温 21.5 11.6 14.2 13.3 10.1 

水 色 5 4 4 4 5 

透 明 度 15 17 18 14 17 

Om 10.5 9.8 11.6 1 1.0 8.2 

水 温 20 m 6.6 6.1 6.5 6.3 7.4 

50 m 2.2 2.3 2.0 2.0 2.0 

100 m 0.6 0.7 0.7 0.6 0.6 

911111/1 

941/1111 78( 76) 76( 76) 76( 76) 76( 73) 73( 73) 

投網反数 971111/1 95( 95) 95( 95) 95( 95) 95( 93) 93( 92) 

情効反動 100111111 87( 87) 87( 87) 87( 87) 87( 86) 86( 86) 

103111111 30( 28) 28( 28) 28( 28) 28( 28) 28( 28) 

計 290(286) 286(286) 286(286) 286(280) 280(279) 

カラフトマス 369 56 327 126 4 

神、 サクラマス

ネズミザメ

獲 アブラツノザメ 1 

ホ ツ ケ 2 

尾 スケソウダラ 1 

オショロコマ187オショロコマ 23 村ショロコマ 106片ショロコマ34オショロコマ 11 

数 そ の 他 マサパ 24 ?サパ 1p-ttノf 2pイワ鴻"1300

Iマサ:パ 6 
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保業次数 5 -8 5-9 5-10 5-11 

月 日 6.10 6.11 6.12 6.13 

投網 時刻l 16 :36---17 :26 17: 00---17:ω 16: 50---17: 17 17 :05---17 :35 

万向 3200 2300 2400 240。

月 日 6.11 6.12 6.13 6.13---14 

揚網 時刻 01 :40---04: 05 02:05---04:10 01 : 50---03: 10 22:50---01:35 

方向 140に 1000 40官、~1 00 6 0~8 00 5 0~800 

位置 北緯 420 59.5 42" 351子 420 3γ 420 14' 

(投網) 東経 1350 32 1370 11' 1380 0t 1380 15.5' 

天 候 C C C C 

風 I白J，風力 NE・3 NE・3 NE・3 ENE・3

気 波浪，うねり 2・3 3・2 3・2 3・2

~ 庄 1006.5 1013.0 1017.0 10155 

象 戸xゴu 温 9.7 10.5 9.9 13.5 

;J< 色 5 ら 4 5 

透 明 度 14 17 17 18 

Om 9.5 9.7 10.2 10.9 

水 温 20 m 7.3 8.4 9.5 9.9 

50 m 1.7 3.0 4.4 3.9 

100 m 0.7 0.7 1.5 1.0 

9111111r 

9411111r 73( 73) 73( 73) 

投網反数 9711111r 92( 90) 90( 90) 73( 73) 73( 73) 

情効反動 100111111 86 ( 86) 86( 86) 86( 86) 86( 86) 

103111111 28( 28) 28( 28) 28( 28) 28( 28) 

言十 279(277) 277(277) 187( 187) 187(187) 

カラフトマス 120 11 1 

1焦 サクラマス

ネズミザメ

獲 アブラツノザメ

ホ 士， ケ 2 

尾 スケソウダ、ラ 2 

オショロコマ 8 オショロコマ 1 マイワシ 1 マイワシ 12 

数 そ の 他 マイワシ 7 マサソ〈 2 

?サパ 2 
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1 .オームリ養殖試験

I 試験目的

本県における新しい冷水性淡水魚の定者をはかり内水面漁業振興の一助とするため当面，ふ化飼育

技術，仔稚魚の歩留り向上，育成(天然水域と池中における比較)等の諸試験を実廊し再生，;正の技術

開発をめざす。

E 試験内容

1. 調査期間

2 調査場所

3. 担当者

昭和51年4月"'-5 2年3月

(1) 相坂養魚場(十和田市相坂)

(2) 卜二潮落口の池(西津軽郡岩崎村)

(1) 淡水養殖部部長長峰良典 技師原口健二

技師山口伸二 非常勤嘱託ti 七戸点太郎

(2) 相坂養魚場場長二田 市 主研青山禎夫

主研佐藤直三 業務ti松田 毅

業務員松田銀二

4. 調査項目

(1) 相坂養魚場

①ふ化仔魚飼育試験，@育成試験，③餌料比較試験，④呼吸法調査 ⑤魚病調査，

(2) 十二湖落口の池

①環境調査，②オームリ生態調査

E 試験結果と今後の課題

1. 相坂養魚場

(1) ふ化仔魚飼育試験

昭和51 年の導入発眼卵100，000粒は3月 16日に到着しli'iちに青森式ふ化指(ベイス明ふ

化器を改良)f乙収容した。発眼卵は同時にふ化を開始し 14日間で完了した。ふ化率は 60.3%， 

ふ化期間の水温は11.5"'-12.0oCと変動は少なかった。ふ化仔;魚は46日目まで0.8トン水糟 1

個， 4 7"'-8 3日目まで同水槽2個さらに 84日目以降は 18rr[の飼育池に収存した。

餌料はふ化後4日目から市販鱒用配合餌料(クランブル)を粉砕して与え，成長l乙従って大粒

のクランブルへと移行した。

ふ化後の生残状況は図 11乙ぶすとおりふ化後1年の生残率は過去最良であった。乙の原閃とし

ては餌料l乙初めから配合餌料を用いた事，飼育密度の適正化を実施した事および魚病の発生が少

なかった事によるものと推察された。成育経過は図2"'-31乙示したとおり， 1年で体長7fJcm ， 

体重67g 1乙達した。成長は6ヶ月日までは昨年と変りなく 12ヶ月日では打干今年の万が劣っ

ていたがこれは飼育密度の相違によるものと考えられる。
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(2) 育成試験

過年度の導入魚を親魚lζ養成するため飼育を継続する一方，天然水域との比較をおζなう目的

で卜二湖への移殖放流を実施した(5 1年11月4日に50年産魚 500尾を放流)。年度末の

飼育尾数は 44"'48 年I~王魚ではいずれも 0 尾， 49年産33尾， 5 0年産311尾である。

(3) 餌料比較試験

耐病性の強化を主目的として餌料l乙ビタミン剤(アスコルビン酸)を添加した区と無添加区と

で比較をおこなった。ビタミン剤の添加量は4"'6%魚体重，試験日数 134日間，供試魚各々

300尾，収容水槽は0.8トン水槽であったが両区における成長状況，発死率等l乙は顕著な差異

は認められなかった。

(4) 呼吸量調査

オームリの呼吸量(単位時間，単位体重当りの酸素消費量U2mP/均/h)を流水式測定法に

よって求め，同時にニジマス，ヤマメとの比較をおこなった。その結果はオームリ 228.3----

263.6匂mP/均/h，ニジマス 205.2 ...... 2 0 7.1 OzmP/均/h，ヤマメ 209.3----21 0.3 

U2mP/均/hであり，ニツマス，ヤマメに比べ若干オームリの万が高い値を示した。なお供試

魚の大きさは体重でオームリ 29.9----40.8 g，ニジマス 155.8g ，ヤマメ 183.5gであり，測定

時の水温はいずれも 12.90Cであった。

(5) 魚病調査

オームリに最も多くみられる疾病は外部所見的には水生菌症(Saprolegnia sp.による)

と思われるもので病巣の拡大進行が早い例が多く，乙れはオームリの皮下脂肪層が未発達である

乙とに起因するものと考えられる。治療法として，マラカイトグリーン，メチレンブルーの薬溶や

抗生物質，サルファ剤，フラン剤の経口投与を試みた結果では，マラカイトグリーン 1----2ppm 

1時間薬浴と抗生物質(テラマイシン20g/BW・ton )とを併用した場合の効果が大きかった。

2. 十二期落口の池

(1) 環境調査

水温;自記水温計による周年の測定結果は第4図l乙示したとおり 4----1 0月には過年度に比べ

大旨低く推移し夏期としては47年度に次ぐ低温であった。溶存酸素;6回の調査結果は第 1表

のとおりで， 3月を除いてすべて無酸素層が存在した。この乙とから夏期における放流オームリ

の生息域は極く表層に限られているものと考えられる。硫化水素;9......1 2月の水深 16----20 

m層l乙検出され，特I乙18m層に高い値がみられた。最高値は 11月4日18m層の0.58ppm

であった。透明度;6回の測定では1.9----6.6mの範囲にあり夏期に高く冬期l乙低い例年とほ明司

じ傾向を示した。クロロフィル :3----4月と 11月----1 2月に多く， 8----9月には少なかったが

50年度の同時期と比較すると全般に増加傾向が認められる。

(2) オームリ生態調査

飼育魚の成長と生残 2年度始めには網生賓(4 8年産魚23尾)と展示水槽(4 8年度魚9尾，

50年産魚 149尾)とで飼育していたが網生賓飼育魚は 11月l乙落口の池に放流した。 乙の聞

の発死はなく 6ヶ月余りで体長6c711程成長した(放流時平均体長23C711 )。一万水槽飼育魚は

年度末l乙48年産魚3尾， 5 0年産魚80尾に減少した。艶死は主として栄養失調と運動不足に

よるストレスが原因と考えられた。成長を推定平均体重でみると 48年産魚は 17C711が25cml乙，
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5 0年産魚では7.5cmが 15cmとなり後者は相坂養魚場のものとほぼ同程度となっている。

放流オームリの確認と成熟状況;大旨4月から 10月までの各月には放流魚を確認しており，

その中には大別魚(BL40-45冊)と中型魚(BL 2 5 -30四)の2群が認められた。成熟につい

ては9月22日落口の池において 44年産と思われるオームリ 2尾を発見し調査したところ雌1尾は

成熟に達していた(BL36.5吹 BW92 0 g， GW2 1 3 g ，昔都沢 103=2 31.5 )。成熟そ上オ

ームリを採捕するため捕魚器 1台を本年も設置したと ζろ， 1 2月5日1尾がそ上した(BL37 

cm，推定体重7OOg O平は不明で放卵，放精は認められなかった)。又その後釣獲試験を実施し

たところ 1尾の盟主成熟魚を得たものの雄の成熟魚は得られなかった。

以上のことから，落口の池において盟主は充分成熟に達する乙とができ又容易に捕獲できること

が判明したが，今後は雄の成熟状態や48"'50年産放流魚の成長，成熟状況を究明する必要が

ある。

図 1 ふ化仔魚の生残尾数

x 10干尾 -

f戸
轟 i¥¥.担
3叶「了¥

¥、 24
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笠
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第 1 表 昭和 51 年度落口の池観測結果 観測場所落口の池最深地点(水深 20.8m)  

N 
51. 4. 19 

11:20~ 
51. 8. 18 

12: 0 O~ 
51. 9. 24 

11:00 ...... 
51. 11. 4 

15: 05 ...... 1 2 : 30 ...... 11:30 ...... 
12:00 12:30 11: 40 15: 35 

51. 1 2. 8 
13: 00 

52. 3. 9 
12: 00 

i 

晴 晴 主蚤 り ド日 雨 曇 り

1昆
1 0.70C 23.90C 17.60C 10.90C 

透
4.30C 

明
度 1.9m 3.8 m 5.6 m 6.6 m 4.1 m 2.5 m 

項目 水温 DO  DO  クロロフィ 水温 DO DO クロロフィ l.K l昆 DO DO クロロフィ 水温 DO  DO 知ぺ DO DO クロロフィ 水温 DO  DO 防ロロフィ
ノレーα

(OC ) 
yレーα Jレーα jレーα J[.，-α [.，-α 

層 (m) (OC ) (ppm) (%) (勾I/m') ( ppm) (%) (lll'd/m') (OC ) (ppm) (%) (lfl'J/m') (OC ) (ppm) (%) (1Il'J/m') I (OC ) (p pm) (%) (m'J/mn) (OC ) (ppm) (%) ( lfl'J/m') 

-1 10.2 12.85 118.2 2.28 16.1 11.57 121.3 1.66 14.1 10.85 109.1 1.53 10.7 10.05 93.5 2.4 0 6.9 10.20 86.5 4.27 i 5.3 12.81 104.3 9.14 

-2 10.0 12.81 117.3 3.65 15.6 11.43 118.6 2.79 14.0 11.11 111.3 2.61 10.6 10.12 94.0 2.70 6.6 10.21 85.9 4.34 5.2 12.95 105.2 8.68 

-4 9.2 13.04 11 7.1 3.60 15.3 11.7 9 121.6 3.10 13.9 10.93 109.3 3.71 10.1 9.88 90.6 3.65 i 6.6 10.20 85.9 3.35 5.0 13.07 105.7 8.76 

-6 6.5 15.87 133.2 5.54 15.1 11.63 119.4 3.28 13.8 10.86 108.4 4.85 10.1 9.67 88.7 6.4 10.15 85.0 4.7 13.13 105.3 

-8 5.8 13.4 9 111.3 1.90 12.3 8.03 77.5 10.72 13.7 10.65 106.1 6.4 2 10.0 9.31 85.3 6.4 9.76 81.7 4.98 4.5 12.99 103.6 8.39 

ト一一 トー

-10 5.3 11.89 96.8 2.38 8.1 1.97 17.2 5.22 10.2 8.39 77.2 9.04 10.0 9.75 89.3 3.15 6.3 9.63 80.5 4.96 4.5 13.13 104.7 10‘91 

-1 2 5.1 9.65 78.2 1.79 6.7 0.22 1.8 1.65 7.0 0.12 1.0 0.94 沙5 8.86 80.1 1.12 6.3 9.56 79.9 4.5 12.95 103.3 9.77 

-1 4 4.8 9.95 80.0 2.4 4 5.9 0.2 0 1.6 0.20 6.0 0.04 0.3 6.5 0.76 6.4 0.4 0 6.3 9.48 79.2 4.25 4.4 12.92 102.8 7.59 

-16 4.7 5.51 44.1 3.55 5.6 0.04 0.3 5.6 0.0 0.0 6.0 0.0 0.0 6.3 9.24 77.2 3.47 4.3 12.52 99.4 7.4 6 

トー ト一一

- 1 8 4.7 1.28 10.3 0.88 5噌5 0.0 。。 5.5 0.0 0.0 5.7 0.0 。。 5.9 5.85 48.4 3.46 4.3 12.66 100.5 8.73 

」一一一一 ト 一一一一一

-20 4.7 0.12 1.0 0.89 5.5 0.0 0.0 5.5 0.0 0.0 5.7 0.0 。。 4.75 5.7 0.0 0.0 4.3 9.12 72.4 3.54 

!ま 4.7 5.5 5.5 5.7 5.8 4.3 

1蕊 硫化水点検出 硫化水素検出 鋭化水素検出

ー16日1 0.201 p pm ー16m 0.23ppm -18m 0.005ppm 

考
-18m 0.426ppm -18m 0.58ppm -20m 0.48 ppm 

ー20m 0.38ppm 
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2 .アユ種苗確保試験

I 調査目的

不足しているアユ種苗確保の一環として人工ふ化飼育試験をおζない，本県における大量生産のた

めの基礎資料を得る。

E 試験内容

1. 調査期間 昭和51年9月'"5 2年6月

2. 調査場所 水試内

3. 担当者 淡水養殖部部長長峰良典

4. 調査項目

(1) 人工採卵ふ化試験

(2) ふ化稚仔魚飼育試験

(8) 異形魚調査

E 試験結果と今後の課題

1. 人工採卵ふ化

技師原口健二

1 0月9日と同 23日の2回で推定35，000粒を採卵し，推定21，500尾のふ化仔魚を得た。

2. ふ化稚仔魚飼育

(1) 飼育水と水温

第 1回目ふ化仔魚(A ) ，第2回目ふ化仔魚(B )とも淡水，漉過潟水， F主海水の11阪で飼育し，

Aはふ化後 160日目， Bは同 141日目で淡水馴致を完了した。水温は 150"， 160Cを予定して

いたがAは8.0'"1 9.50C， Bは8.7'" 1 9.4 oCと大きく変動した(第 1閃参照)。

(鉛生残状況(3月31日現在)

Aはふ化後160日目で生残数79尾(歩留り 5.3%)， B はふ化後 141 日目て~fWJ:'峨数

576尾(歩留り 2.9%)である。ふ化後3011以降では疾病等による大量発タEは認められなかっ

た(第2図)。

(8) 投与餌料

初期餌料にはA，Bともにシオミズツボワムシをうえ，その後マイワシスリ身，配合fiIl料およ

びタマミジンコを打千うえた。投与状況は第2閃のとおりである。

(4) 成長

A， Bをふ化後同n数でその成長を比べると飼育条件が幾分児っていたが，-'E期聞をii!1じてB

の力が良かった。また他県における平均的成長状況と比べても太足なく，ふ化後 70 I1 日にはシ

ラス明稚魚l乙，同 130日討にはほぼ鱗が出揃った。 3月31 fl:f見{t:Aは平均TL6.5 cm， j，iJ BL 

5.3 cm，同BW1.8g I乙， Bは推定平均TL5.8 cm，同BL4.9 cm，同BW1.2εl乙達した(;f，2同参

照)。
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3. 異形魚調査

ふ化後80'"'-100日目頃から外観的lζ極めて明瞭な異形魚が出現してきたので，その発生率，発

生郎1¥[等を謝任した。

(1) 天然アユと人工アユとの魚体比較

供i試A(l，は海I産経:アユ(fWi48.6月採捕)，湖庵稚アユ(昭48年6月小川原湖産と昭和52年6

月琵琶湖産)および人工生産アユである。これらの体長，体重関係は第3図のとおりで人工アユ

は天然アユに比べ若干体重が少なかった。又琵琶湖産アユと人工アユの胴長比(胴長X100) 
全長

を比べると人工アユの方が平均約3%短かかった。

(2) 外観上の異形

人工アユ 193尾について調査したと乙ろ約40%の個体に伺らかの異形が認められ，その内訳

は背曲り 40%，尾柄部と下顎骨の異形が各々 30%を占めていた。なお天然アユについては外観

上の異形が認められなかった。

(8) ソフテックスによる調査結果

人工生産アユ90尾と琵琶湖産アユ24尾および赤石川産親魚13尾をソフテックスフィル

ムにとり各個体の脊惟骨数，脊椎骨異形部位およびその症状等について調べた。その結果は第1

'"'-2表のとおりで，人工アユの異形は脊椎骨の前部と尾柄部に多くその症状等は椎骨 1'"'-1 0番

目(頭部から数えて)Iとみられる融合文は狭間隔と 59'"'-60番目の椎骨変形，嬢小が最も多か

った。一方天然アユでは若干の個体に椎骨のズレ等が認められただけであった。

以上のように実験室内で一応放流サイズまで飼育し得たが，今後は初期減粍と異形出現の原因究明

を主な課題とし，本県における種苗量産の為の基礎資料を得ていく必要がある。
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第 1 表 人工アユの脊椎骨調査結果

測定尾数 正常魚 2.2%( 2) 
脊惟骨数の分布 (%) 

5 9 6 0 6 1 6 2 6 3 
9 0尾 異常魚 97.8%( 88) 。 10.0 54.5 34.4 1.1 

部 位 異形の種類 尾 数 % 主 な 場 所

脊椎骨の 育椎融合又は狭間隔 5 8 7 O. 7 1"'101乙殆んどみられる

前部(1'"10) 椎骨変形又は媛小 2 3 2 8.0 1"'51乙多い

異形出現率 脱臼文はズレ 2 7 3 2.9 1 '" 5 Ic:.多い

93.2%(82/88) 曲 り 1 7 2 O. 7 9"'101乙多い

30番目が曲りの中心にな
脊椎骨の ゆるやかな曲り 38 86.4 

っているものが多い

中央部 (11"'54) 椎骨融合 6 1 3.6 

異形出現率

50.0%(44/田)
脱 臼 5 1 1. 4 

尾下骨変形 1 8 22.8 
尾柄部 (54........63) 

異形出現率
尾下骨軟条¢渡形又凶副曲

89.9%(79/路)
52 65.8 

椎骨の変形，媛小 6 5 82.3 59........6 Olc:.多い

60........ 6 1と
融 ~ 4 1 5 1. 9 

6 1........ 6 21c:.多い

曲 り
58"'59， 

18 22.8 
60........6 1に多い

脱 臼 2 2.5 5 8と601乙各l個

(注) 尾数は2つ以上の症状が重複しているものも含む。%は脊椎骨の前，中，尾柄部にみられた

異形尾数l乙対しての割合。
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第 2 表 天然アユの脊椎骨調査結果

IE 常魚、ミミ
脊 椎 骨 数 (%) 

測定尾数 67.5 % 59 6 0 6 1 6 2 63 

3 7尾 異常魚 琵琶湖
。 4.2 6 2. 5 33.3 。

32.5% 赤石川 。 。 3 8. 5 6 1. 5 。
採捕場所 見明の種類 尾 数 % 主 な 場 所

脊椎骨狭間隔 2 2 2. 2 1---10 

琵琶湖
0---1 

ス レ 6 6 6. 7 
2 4尾 9---13 

異形出現率 轡 曲
1 ---8， 5---9 

4 44.4 
15---35 

37.5% 

(9/24) 変形幾小 2 22.2 1 0， 4 5 

赤石川 狭間隔 1 33.3 1---6 

異形出現率
1---2 

2(33./1% 13) 
ス レ 2 66.7 4---5 

9---10 

※ 一部重復を含む
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3 .養殖技術経営指導

事業目的

淡水魚の養殖技術，経営，調理について指導し県内における淡水魚増養殖の振興を図る。

E 事業内容

1. 実施時期および場所

5 1年 8月23日 黒石市公民館

5 1年 10月29日 十和田市公民館

2. 担当者 本場 場長馬場勝彦

次長頼 茂

部長長峰良典

技師原口健二

黒石養魚場場長山口銭治

技師林 義孝

相坂養魚場場長三田 治

E 事業実施結果

1. コイを対象とした技術経営指導

(1) 実施期日および場所

5 1年8月23日 黒石市公民館

(2) 参加人員 1 7名

(3) 指導内容

A 淡水魚流通の現状

B 淡水魚の栄養価について

C コイ調理講習(弘前市菅省二氏)

活づくり，洗い，甘露煮，コイこく

2. ニジマスを対象とした技術経営指導

(1) 実施期日および場所

5 1年 10月29日 相坂養魚場および十和田市公民館

(2) 参加人員 4 0名

(3) 指導内容

A ニジマスの流通状況

B マス類の肉質について

C ニジマス調理講習(十和田市葛西明氏)

甘露煮，石狩鍋，洗い，刺身，立田揚，酢のもの

- 209-



W 今後の課題

淡水魚の消費広大を目ざして，今後も県内各地で開催する必要がある。また地域の希望等について

は水産業改良普及事務所とも連絡をとり効果的な方法を見出したい。
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4 .魚礁設置適正化試験

I調査目的

日本海大型魚礁既設地区(鯵ケ沢地区)I乙おける設置効果，利用度を調査し，将来における適正な

設置条件を機立する。

E 調査内容

1. 調査期間 昭和51年4月~昭和52年3月

2. 調査場所 赤石沖，鯵ケ沢神大型魚礁

3. 調査船 試験船瑞鴎丸 ( 40.8 1トン， D 120馬力)

傭船神揚丸 2.35トン， D 13馬力)

4. 担当者 技師 十三邦昭

11 木村 大

11 鈴木史紀

5. 調査項目

①環境調査

@ 水中テレビ試験および漁獲試験

@ 標本船調査並ぴに聞き取りによる漁獲状況および利用状況

@ 小型船の操業状況

皿調査結果

1. 環境調査

(1) 赤石沖

赤石沖大型魚礁は鯵ケ沢港赤灯台から磁針方位279.5度5.900m 水深60......63m底質細砂

で海底地形が平坦な場所に設置されており，その北側には枕船(水深50m ) ，沖側には砂グリ

(水深70m ) ，陸側にはネノグリ，中島グリ(水深25......40m)の根があり，魚礁は乙れら

の天然礁の丁度中聞に位置している。ブロックは719個設置されているが比較的まとまって設

置されており，魚探でみると山型に 1ケ所に積み重なり，魚礁の高さも約4.5m位あり， 3段位

に積み重なっているものと推測される。 3年経過した現在でも，ほとんど痩没していないものと

恩われる。

(2) 鯵ケ沢沖大型魚礁は鯵ケ沢港赤灯台から磁針方位357.5度8，000m，水深62m底質中粒砂

で海底地形が平坦な場所に設置されており，その陵側にはオドピラグリ，舞戸グリ(水深42...... 

4 5 m )の岩礁地帯がある。ブロックは747個設置されており，魚探でみると 4m位の高さが2

つ認められ，赤石沖魚礁と同様に3段位l乙積み重なり埋没していないと考えられる。

2. 水中テレピ試験および漁獲試験

1 0月19日と 11月10日試験船瑞鴎丸で赤石神大型魚礁設置個所における水中テレビ試験を

実施するため出港したが，魚礁付近には底建網が建込まれ，水中テレピによる観察ができなかった。
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また魚礁より 1，000m位はなれた南側の水深55m付近の砂場に 2回水中テレビをおろしたが，

2固とも魚の遊泳は全く認められなかった。なお，鯵ケ沢沖大型魚礁付近一帯でも底建網が建込ま

れ，水中テレビによる観察はできなかった。漁獲試験は赤石沖大型魚礁では 11月8日に魚礁上と

周辺の漁場の釣獲試験を実施したが魚礁上では50年に建込んだ底建制の残骸があって，それに漁

具が引っか』り，操業が思うように出来なかったことと時化などがあったことなどから魚礁上では

僅か30分より操業ができなかった。漁獲はキツネメバル(通称マゾイ)1尾だけであったが，魚

礁の真上にはキツネメバルの反応、もかなりみられた。また付近漁場の砂グリ漁場でも 30分操業し，

キツネメバル 1尾を漁獲した。魚体は赤石大型魚礁では全長 31.4cm体重575g ，砂グリ漁場では

全長25.9cm体重271gであった。一方，鯵ケ沢沖大型魚礁では2月5日l乙1時間釣獲試験を行っ

たが皆無であった。同魚礁はブロック投入直後だけに付着生物も根付魚の集魚もないと思われるが，

魚探にはマイワシらしい反応がみられた。

3. 標本船調査並びに聞き取り調査による漁獲状況および利用状況

鯵ケ沢沖大型魚礁はフロック投入直後(5 1年8月下旬)だけに本格的ご利用している船はまだ

1隻もない。赤石沖魚礁は鯵ケ沢の 1--2トン(1人乗り)の小型漁船 10隻が常時釣で利用して

いるが，最初に利用されたのは魚礁投入後6ヶ月経た 49年9月頃からで， 49年には9--1 2月

まで約60日， 5 0年には 3--9月まで60日， 5 1 年は 4~ 9月まで30日位である。漁獲される

魚種はキツネメバルが最も多く，次いでアイナメ，クロソイ，ウスメバルの順で、ある。通常，魚礁

での操業時間は 1--2時間でキツネメバル5--1 0尾，アイナメ 4--5尾，クロソイ，ウスメバル

はたまに 1--2尾程度である。キツネメバル，ウスメバルは日中は殆んど魚礁上で漁獲されるが，

クロソイ，アイナメは魚礁上と周辺域でも漁獲される。魚体は水深が浅いためか，ウスメバルは非

常に小型でキツネメバルも最大で l~程度で 2~程度の大型のものは漁獲されないようである。

漁協に水揚されない船もあり，水揚量ははっきりつかめないが， 4 9， 5 0年度は魚礁で3トン

200万円， 5 1年は1.5トン 150万円程度と推定される。

4. 小型船の操業状況

(1) 漁業種類と漁期

鯵ケ沢に所属する小型漁船の漁業種類は，底魚根付魚などを対象とする一本釣等 10種類ほど

あるが主に5トン未満船が従事し，魚礁に関連があると思われる漁業は，一本釣，事IJ嗣，底建網

などである。乙の中特に関連が深いのは一本釣で，その主体象とする魚種はメバル類，クロソイ，

アイナメ，ヒラメなどで漁期も 2--1 2月と長い。

(2) 一本釣操業隻数

鯵ケ沢ではイカ釣を除いたソイ，メバルなどの一本釣操業隻数は魚礁投入後の昭和49年より

急激に増加傾向を示し， 50年には 53隻の稼動がみられているが，反対に大戸瀬地区では年々

減少し， 48年l乙27隻の操業があったのが49年には 12隻， 50--5 1年には全くみられて

いない。

(3) 一本釣出漁日数

鯵ケ沢の一本釣出漁日数は， 4 8年には 158日であったが， 49年には 931日， 50年には

1513日， 5 1年は904日で釣による延出漁日数も操業隻数と路々同様の増減傾向を示してい

る。
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(4) 根付魚底魚一本釣漁獲量

鯵ケ沢の根付魚，底魚一本釣の年間の漁獲推移をみると魚礁が投入された 48年以前と以後で

はかなりの漁獲差があり，特に以後では急激に漁獲量が上昇しているが，その増加魚種をみると

ウスメバル，ヒラメが多い。しかし，ウスメバルは主に小泊~小島沖の水深 lOO---150m海主義

で操業され，また，ヒラメは出来島~十三沖水深 15---45m海域で、操業されているので魚礁設

置によってこれらの魚が増加したとは云え難い。一方，ソイ，アイナメも全体的にみると漁獲量

が増えているが，その中味をみると底建網の建込みによって増えてきているようで，釣などでは

むしろ減少しており，魚礁が直接漁獲増I乙結びついてはいないようである。

W 今後の課題

潜水調査による季節的な集魚種類の推移とその集魚の分布生態調査が必要である。
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5 .漁場環境保全調査

I調査目的

日本海沿岸域において，水質底質中に存在する重金属類を調査し，自然における存在量を知るとと

もに，漁場汚染防止対策の資料とする。

E 調査内容

1.調査時期 昭和51年7月22""2 3日および昭和52年3月31日

2. 調査点 第1図l乙示したとおり小泊，十三，鯵ケ沢，北金ケ沢，深浦の各漁港の灯台を基点

に所定の方向l乙船を走らせ，所定の水深のと乙ろを調査点とした。

3. 調査員 淡水養殖部長 長峰良典

技 師山口伸治

4. 調査項目 水質:鋸，鉄，鉛，亜鉛，マンガン，カドミウム，全水銀

底質:銅，鉛，亜鉛，マンガン，カドミウム，全水銀

5. 調査方法

(1) 採水:ポリバケツにより表面を採水した。

(2) 採泥:SK式採泥器によった。

(3) 試料の前処理

水質:試水1fをAPDC・クロロホルムによって2回抽出し，後硝重量で酸化して20mla定

容とした。

底質:乾燥試料20""309を硝酸で湿式灰化後猿過し， 50mfとした。

(4) 測定:日立208型原子吸光分光々度計を使用した。

E 調査結果と今後の課題

分析結果は，水質については第 1表に，底質については第2""3表に示した。

1. 水質について

2回の調査によって特に異常なところはなかった。量的に見て多かったのは鉄，亜鉛で何れも調

査毎の差は大きかった。乙のことが季節的変動と見るととが出来るかどうかは，更に調査を続けて

見ないとわからないが，今回測定した 7種の金属のうち鉄，鉛，亜鉛にその傾向が強く見られた。

すなわち次表に示したように鉄，鉛は3月に高かったが亜鉛は7月の方が高かった。
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~ 7月 3月

金属 最低 最高 平均 最低 最高 平均

鉄 0.018 0.103 0.045 0.037 0.593 0.252 

鉛 ND 0.005 0.033 0.045 0.040 

亜 鉛 0.068 0.086 0.080 0.008 0.125 0.025 

銅 0.001 0.004 0.001 0.005 

マンガン ND ND 0.003 

カドミウム ND 0.0005 ND 

全水銀 ND ND 

2. 底質について

調査水域の底質は，中際 1点，細際1点，粗砂3点，砂3点，細砂 10点でその他鯵ケ沢30m，

北金ケ沢 10mは岩で採泥出来なかった。外観的にはシルト・粘土分が全く含まれず，第2表t乙見

られるように，全硫化物， COD，強熱減量がともに少く，陸からの汚染を全く受けていない状態

であった。金属について見ると特に異常に蓄積しているとは考えられないが地域的な差が見られる

とともに時期的な変動を予想されるものがあった。

(1) 銅:北金ケ沢20m，30m， 40m， 50m，鯵ケ沢 10mが他の水域よりわずかに高かっ

Tこ。

(2) 鉛:北金ケ沢20m，40mが高かった。

(3) 亜鉛:深浦 10m，20mが特に低かったことと，北金ケ沢以北が全般に高い傾向を示した。

(4) マンガン:小泊 50m，深浦 10m，20m， 30m， 50mが高かった。

(5) カドミウム:深浦 10m，20m， 30m， 40mがわずかに高かった。

(6) 全水銀:本県の全水銀の存在量は0.03ppmが平均的な値であり， 3月がそれに相当するが，

7月は深浦20mを除きや h高い値を示した，別に汚染を考える程の量ではないが乙の原因につ

いては，調査が進むにしたがって明らかになるであろう。
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第 1図 調査点の位置
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第 1 表

日本海沿岸水質分析結果

採水 5 1年 7月22 ...... 2 3日

調査点 7jく 探 銅 鉄 鉛 亜 鉛 マンガン カドミウム 全水銀
ロ1 ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 

1白 1 0 0.003 0.083 ND  0.068 ND  ND  ND  

2 0 0.004 0.023 0.005 0.073 ND  ND  ND 

3 0 0.001 0.018 ND  0.075 ND  ND  ND 

4 0 0.002 0.030 ND 0.072 ND  ND ND 

5 0 0.002 0.023 ND  0.071 ND ND  ND  

十 一一 3 0 0.003 0.025 ND  0.086 ND  ND  ND 

鯵ケ沢 1 0 0.001 0.035 ND  0.076 ND  0.0005 ND  

2 0 0.002 0.0 1 8 ND  0.080 ND ND  ND 

4 0 0.002 0.030 ND  0.086 ND  ND ND 

50 0.002 0.0 1 8 ND  0.086 ND  ND  ND 

北金ケ、沢 2 0 0.002 0.068 ND  0.086 ND ND  ND  

3 0 0.001 0.015 ND  0.083 ND  ND  ND  

深 浦 1 0 0.002 0.088 0.005 0.085 ND  ND  ND 

20 0.003 0.1 0 3 ND  0.085 ND  ND  ND  

3 0 0.004 0.103 0.005 0.086 ND  0.0005 ND  

4 0 0.003 0.055 ND 0.085 ND  ND ND  

5 0 0.002 0.030 0.005 0.085 ND  0.0005 ND  

採水 5 2年 3月31日

調査点
7.1< 深 銅 鉄 鉛 亜 鉛 マンガン カドミウム 全水銀
ロ1 ppm ppm ppm ppm ppm ppm ppm 

1白 1 0 0.002 0.230 0.040 0.023 ND  ND  ND 

3 0 0.003 0.315 0.043 0.020 ND  ND ND  

十 1 0 0.003 0.345 0.045 0.020 0.003 ND  ND 

3 0 0.001 0.037 0.043 0.008 0.001 ND  ND  

5 0 0.005 0.593 0.045 0.125 0.001 ND  ND  

鯵ケ沢 1 0 0.002 0.141 0.043 0.013 0.00 1 ND  ND  

3 0 0.00 1 0.545 0.038 0.0 1 0 ND  ND  ND 

5 0 0.002 0.04 1 0.035 0.013 ND  ND  ND  

北金ケ沢 3 0 0.00 1 0.1 3 0 0.033 0.0 1 0 ND  ND  ND  

5 0 0.002 0.147 0.038 0.0 1 5 ND  ND ND  
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第 2 表

底質の性状

採泥 5 1年7月22"-23日

調査点 外 観 水 分
全硫化物 C 0 D 強熱減量

水 深 1m /タ m~ % m % 

1白 1 0 細砂、 26.3 0.001 0.8 2 2.96 

2 0 細妙、 24.4 。 0.44 2.62 

3 0 細砂、 2 5.1 。 0.69 2.95 

4 0 細砂、 26.9 。 0.39 3.37 

5 0 細傑 8.0 。 。 7.7 6 

十 3 0 細砂 2 5.8 。 0.2 7 2. 2 6 

鯵ケ沢 1 0 細砂、 26.9 0.001 1. 1 4 3.29 

2 0 中磯

4 0 細砂、 25.3 0.001 0.90 4. 1 5 

5 0 細砂、 23.4 。 0.37 2.3 1 

北金ケ沢 2 0 細砂 2 8.6 。 1. 1 6 4.37 

3 0 細砂、 2 7.4 。 1.50 3. 7 2 

4 0 細砂 27.9 。 1.26 4.36 

5 0 砂、 2 9.4 。 1. 4 5 4.95 

深 浦 1 0 組砂 3 1. 8 0.008 2.1 0 22.38 

2 0 粗砂 3 1. 8 。 2. 7 1 23.50 

3 0 砂 32.0 0.001 1.74 2 1. 1 8 

4 0 砂 2 8.4 。 O. 7 4 19.75 

5 0 粗砂 1 8. 1 。 0.32 4.78 
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第 3 表

日本海沿岸底質分析結果

採泥 5 1年 7月 22""23日

調査点
水 深 銅 鉛 亜鉛 マンカーン カドミウム 全水銀
m ppm ppm ppm ppm ppm ppm 

f白 1 0 3.01 5.5 1 47.55 253 o. 1 5 0.63 

20 3.45 8.29 56.38 30 0 o. 1 3 0.49 

3 0 3.23 8.29 45.82 356 0.22 0.55 

4 0 2.24 6.66 2 9.1 4 224 o. 1 0 0.44 

5 0 2. 1 4 5. 7 8 1 7.79 1.480 0.22 0.36 

十 一 3 0 2.80 6.36 45.35 214 o. 1 1 0.44 

鯵ケ沢 1 0 7. 7 1 1 5.5 5 62.33 346 0.28 0.51 

4 0 4.56 1 3. 1 2 57.9 1 390 0.25 0.6 1 

5 0 4.09 1 0.59 49.57 377 o. 1 0 o. 7 2 

北金ケ沢 2 0 7.99 24.08 53.80 406 0.26 0.66 

3 0 6.59 7.5 1 38.33 292 0.26 o. 7 9 

4 0 8.32 43.4 6 60.4 1 471 0.3 7 

5 0 8.98 16.2 1 60.52 426 0.36 

深 浦 1 0 4.21 10.09 2.88 1.576 o. 7 2 o. 7 3 

2 0 2. 1 7 6.69 6.69 941 0.84 0.0 1 

' 3 0 4.04 12.53 24.30 719 O. 7 6 0.43 

4 0 2.2 1 7.04 1 1. 8 6 277 O. 7 4 0.87 

5 0 5.38 7.90 24.0 1 1.472 0.22 0.29 

採泥 5 2年 3月 31日

調査点 水 深 調4 鉛 蛍 鉛 マンガン カドミウム 全水銀
m ppm ppm ppm ppm ppm ppm 

泊 1 0 3. 7 3 7.84 4 3.1 0 352 O. 1 2 0.02 

3 0 3.0 1 6.95 35.97 287 0.0 7 0.02 

十 一 1 0 3.2 1 5.03 3 5.95 239 0.06 。目o2 

3 0 2. 1 0 3.56 1 7.8 2 356 0.03 0.0 1 

5 0 1.73 4.49 1 5.93 391 0.04 0.0 1 

鯵ケ沢 1 0 6.25 7.1 7 4 6. 1 1 307 O. 1 1 0.03 

3 0 3. 3 7 8. 7 1 38.36 2 30 O. 1 5 0.0 3 

5 0 3. 1 5 7.58 33.96 287 0.08 0.0 1 

北金ケ沢 3 0 3.84 6.09 20.31 406 O. 1 2 0.02 

5 0 6.9 1 1 4.1 6 4 8.1 9 331 0.1 3 0.04 
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v .水産資源調査



水産資源調査

I 調査目的

イワシ類，アジ，サパ，スルメイカの資源動態を把握し，漁況予報の精度向上に資するとともに漁

業経営の安定に資する。

E 調査内容

1.調査期間 昭和51年4月~同年 12月

2. 調査場所 鯵ケ沢町，青森市後潟

3. 担当者 調査部技師 小田切譲一

部長 斉藤重男

4. 調査項目

(1) 漁況調査

イワシ類，アジ，サパ，スルメイカ

(2) 多項目調査

体長，体重，性別，生殖腺重量，肥満度，胃内容重量および種類

(3) パンチング調査

皿調査結果

1. 漁況調査 ( 5 1年 1月--1 0月，県統計)

(1)マイ ワ シ…… 17，660トンで昨年同期の 4.3倍

(2) ウルメイワシ…… 18トンで昨年同期の1.6倍

(3) カタクチイワシ……2，809トンで昨年同期の1.4倍

(4) マ ア ジ…… 11トンで昨年同期の42%

(5) スルメイカ…… 64，155トンで昨年同期の73%

(6) マ サ パ…… 76，968トンで昨年周期の44%

2. 魚体調査

(1)マイワシ (後潟)

A 体 長・…・・ 8.0 --2 3. 5 C1Itの範囲に分布し，モードは5，6月の 19.0 C1Itが最大で， 9月の

1 O. 5 C1Itが最小。

B 体 重…・・・ 10--165gの範囲に分布。

C 肥満度…..9.0--17.5の範囲に分布。

D 生殖腺・…・・ 7月以降は 19以下となり，最大卵径は0.81捌で6月26日に出現。

(2) カタクチイワシ (後潟)

A 体長…… 6.0 "-1 6. 5 C1Itの範囲に分布し，モードは5月の 15.0C1Itが最大で， 1 2月の

8.0 C1Itが最小。

B 体 重・…・・ 2--46gの範囲に分布。
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C 肥満度…… 7.0"-11.0の範囲に分布。

D 生殖腺…… 5月が最大で雌は 3.2"-4. 2 9 ，雄は1.7 "-4. 0 9。卵径も 5月が最大で，

O. 7 9 "-O. 8 9 mm。

(3) マアジ (後潟)

A 尾又長…… 5.5 "-1 3. 0 cmの範囲に分布。

B 体重…… 2"-229の範囲に分布。

C 肥満度…・.9.5 "-1 4. 5の範囲に分布。

D 生殖腺……幼魚のため生殖腺が認められず雌雄不明。

(4) スルメイカ (鯵ケ沢)

A 外套長…… 12"-31cmの範囲i乙分布し，モードは8月の24c視が最大で， 6月の 14 cmが

最小。

B 体重…… 20"-6209の範囲l乙分布。

C 生殖腺…・・.8月l乙成熟した個体が多く，交接率も高い(30% )。

D 胃内容……消化が進み種類の不明のものが多いが，判明したものでは魚(イワシ)，テミス

ト，コペポーダがある。

最大胃内容重量はイカを摂餌していたときの 159であるが，その他は 19以

下が主。

(5) スルメイカ (後潟)

A 外套長…… 5"-23c恨の範聞に分布。

B 体重…… 6"-2609の範囲に分布。

C 生殖腺…・未熟群が主で， 1 9以下の個体が多かった。

雄は 6月26日，雌は7月 15日に，それぞれ完熟個体が出現している。

D 胃内容…-一種類の判明したものではイワシ(カタクチ?)が多く，その他はイカ，テミスト

であった。

最大胃内容重量はイワシを摂餌していたときの 20.59である。

(6) マサパ (後潟)

A 尾又長 10"-28cmの範囲に分布し，モードは 9月の 24 cmが最大で， 1 0月の 16 cm 

が最小O

B 体重一… 22"-2609の範囲l乙分布。

C 肥満度一.•• 9. 0 "-1 4. 5の範聞に分布。

D 生殖線…・・若魚のため生殖腺が認められず峰雄不明。

※ 詳細については 151年度沿岸重要資源委託調査結米報令書Jを参!被ください。
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VI.漁況海況予報調査



漁況海況予報調査

I 調査目的

乙の事業は，沿岸沖合漁業に関する漁況海況の調査研究および資源研究の結果にもとづいて予報を

作成するとともに，漁、況海況情報を迅速に収集・処理することにより漁業資源の合利的利用と操業の

効率化を図り，漁業経営の安定に役立てることを目的とする。

E 調査内容

1. 調査期間 昭和51年4月 1日......52年3月31日

2. 調査場所 全県沿岸・沖合海域

3. 調査船 試験船幸洋丸・東奥丸・瑞鴎丸・育鵬丸

4. 担当者 主任研究員 赤羽光秋

主任研究員 沢田兼造

技 師 田村真通

技 師 高梨勝美

臨 時 松尾 広

5. 調査項目

(1) 太平洋沖合定線観測

(2) 日本海沿岸定線観測

(3) スルメイカ漁場一斉調査

(4) サンマ漁場一斉調査

(5) 沿岸・沖合漁況調査

(6) 漁海況情報事業に係る標本漁船調査

皿調査方法

(1) 太平洋沖合定線及び日本海沿岸定線観測

第 1図に示したとおり，日本海の 14定点太平洋の26定点において，各層測温・塩検，海気象

観測及び生物採集(魚卵・稚仔・プランクトン採集)を実施した。

各層の深度は， 0，10，20，30，50，75，100，150，200，300，400，500

m (日本海は400mまで)とした。

(2) スルメイカ漁場一斉調査

第2図に示した定点において，日本海(瑞鴎丸)5月 1回，太平洋(6月瑞鴎丸， 9月幸洋丸)

2回の計3回，漁場観測とスルメイカ及ぴ他のイカ類分布調査を実施した。

(3) サンマ漁場一斉調査

第 3図に示した海域において，東奥丸・幸洋丸の2隻により漁場観測と流し網2反使用によるサ

ンマ分布調査を実施した。乙の調査は同海域で実施したイカ類分布調査と同時に実施したものであ

る。
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(4) 漁況調査

県内主要9港より， 9魚種について毎月 1回入港船隻数・漁獲量・漁場位置・魚体の大きさ等を

調査し，毎月 1回発行する漁海況月報として漁況のとりまとめを行なった。

(5) 漁海況情報事業l乙係る標本漁船調査

日本海漁海況情報事業試験実施(社団法人漁業情報サービスセンタ一事業)I乙係る標本漁船調査

を5.......7月l乙45日間実施した。

日本海マス，スルメイカ当業船より 17隻を選定し，これらから鯵ケ沢漁業用海岸局を経由して水

温情報延491件を収集し，漁業情報サービスセンターに 17回テレックス送信した。
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第 3図サンマ漁場一斉調査航跡図
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N 調査結果
1. 海況の推移と特徴

(1) 日本海

1976年の対馬暖流水温は年聞を通じて低めに推移し，暖流水塊の厚さ及び流量計算値も平年

より小さく，対馬暖流勢力は弱かった。沖合冷水の接岸状態は， 3 --7月の期間ほぼ平年並だっ

たが， 8--10月は平年よりも強い接岸を示し， 1 1月には離岸傾向を示した。

(2) 太平洋

津軽暖流の水温は 7--9月の夏季に低めを示したほかはほぼ平年並に推移し，尻矢埼沖の東方

への張出しは3--6月平年よりもやや狭く， 7 --9月ほぼ平年並となり， 1 0月には平年よりも

やや広くなった。但し 8月の津軽暖流南下流量を計算で求めたところ，平年 (41--50年)を

かなり下回わっていた。

一方，青森県沖の親潮は全期聞を通じて近年では最も強勢に推移したが， 6月一時的に沖合へ

やや後退した直後の 7月には再び大規模に伸展して，乙の聞に生じた海況の急変は過去に類のな

い特異的現象として注目される。
。 。

また，近海(143~ --144~ E)を北上する黒潮分派は，北上位置が例年よりも 60浬ほど

南偏しており， 7月以降の乙の水域の北限は岩手県沖(4 0.20 N )で止まっていた。

2. 漁況の推移と特徴

(1) 日本海沿岸

日本海の海況が対馬暖流の弱勢で異常低温に近い状態Tごったことを反映して，夏季暖流の北上

と共に始まるスルメイカ・サパ・ブリ等の初漁が例年になく遅れた。

沿岸スルメイカ釣漁業は 10日ほど遅れて 5月21日から始まり，年間4，978トン漁獲され，

昨年及び過去5ヶ年平均値を上回った。漁場が例年よりも沖合に拡大し，出漁隻数が著しく多か

った等が特徴である。

大型定置網漁業では，マイワシ(1 5トン)及ぴマサパ(9 6トン)が近年の最高漁獲量を示

したほかは，ブリ・マアジが大不漁で，マダイも不漁であった。

(2) 津軽海峡沿岸

津軽海峡のスルメイカ釣漁業も例年より 10日ほど遅れて6月下旬から始まり，漁獲量は

2，781トンで過去5ヶ年平均(7，773トン)の僅か36%にとどまる大不漁であった。

(3) 太平洋沿岸

沿岸スルメイカは例年より 2旬ほど遅れて 7月上旬から水揚げされ，年間僅から28トンで5ヶ

年平均値(8，362トン)の約6%程度である。乙の海域主要資源であるスルメイカ冬生まれ系統

群が近年極端に低迷しているとは云え，漁況は空前の大凶漁であった。

一方，八戸近海旋網漁業ではマイワシが好漁で 10，576トン水揚げされ，反面サパが不漁で5

ヶ年平均の約半分(109，271トン)であった。

(4) 沖合

八戸港・大畑港に水揚げされたアカイカ漁獲量は34，484トンで， 4 9年(999トン)及び

5 0年(19，515トン)を大巾に超えて，当業船のアカイカl乙対する依存と生産意欲を端的に表

わすと同時に，太平洋スルメイカ資源低迷による様相の変化を物語っている。
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一方，日本海沖合水域からのスルメイカ漁獲量は，全県合わせて 47，572トンで，豊漁だった昨

年(58，537トン)を下回ったものの，過去5ヶ年平均(43，419トン)を若干上回わりやや好漁

であった。

太平洋サンマ棒受網漁業で漁獲され，八戸港l乙水揚げされたサンマの量は 1，189トンで，過去5

ヶ年平均(5，175トン)の約 20%どまりで， 4 7年及び49年並の低い水準だった。
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1 .相坂養魚場

A 在来マス類種苗生産

事業目的

県内における在来マス類の養殖及び河川放流等に要する種苗の生産をおこなう。

E 事業内容

1.期間 ヤマメ 51. 1 O. 1 4'" 5 2.3. 3 1 

(採卵~飼育) スギノコ 51. 1 O. 8 '" 5 2.3. 3 1 

イワナ 51. 1 1. 8 '" 5 2. 3. 3 1 

2 場 所 青水試相坂養魚場

3 担当者 養魚場長 一回 治

青山禎夫主任研究員

11 11 佐藤直三(主担)

業務員松田 毅

H 松田銀治

4. 調査項目 発眼率・ふ化率等

5. 調査方法

(1) 親魚

イ ヤマメ:奥入瀬川産サクラマスのF2

ロ スギノコ:大畑川産のF3"'4

ハイワナ:大畑川五戸IIIF2"'3 

(2) 採卵

ヤマメ，スギノコ切開法 イワナ搾出法

採卵後の卵は等調液で洗卵後受精

(3) 用水

注水量約 1e 1， eC 
(4) 消毒

水温 12. 4 '" 1 2. 8 oc湧水換水率7回イour 溶存酸素約7ppm 

水生菌の発生予防のため週2回マラカイトグリーンの 20"'30万倍 1時間薬浴受精直後及び

発眼後l乙IHN発生予防のためヨード剤 50PPMで 15分間薬浴。

皿事業結果

1. ヤマメ

延4回の採卵で♀ 67尾から 22.132粒を得1尾平均330粒であった。

発眼卵として 8.301粒を得，その発眼率は 37.5%であった。

今年度の親魚は去年成熟しなかったものを使用したのであるが，意外に♀が少なかったので，卵

数を確保するため不良卵と思われる親魚からも採卵したので，発眼率の低下をまねいたものである。
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ふ化尾数は 6，700尾でふ化率は80.1%であった。

2 スギノコ

延3回の採卵で♀ 18尾から 6，491粒を得 1尾平均361粒であった。

発阪卵として 1，709粒を得，その発眼率は 26.3%であったが，不良原因はヤマメと同様である。

ふ化尾数は1，2 30尾でふ化率は 72.0%であった。

3 イワナ

延2回の採卵で♀ 149尾から 153，730粒を得， 1尾平均 1，032粒であった。

発限卵として 105，500粒を得，発眼率は68.6%であった。

そのうちら万6干粒を分譲した。

W 事業の成果及び今後の課題

1. ヤマメの親魚が極端に少なく， 8，301粒の発限卵の健保l乙留まった。

全数親魚候補として残したが，安定的な種苗生産をするためにも，充分な親魚を確保しなければ

ならない。

2 スギノコもヤマメと同僚親魚不足から1，709粒の確保l乙留まった。

ヤマメと同様親魚の確保がいそがれる。

3. イワナについては例年同様ふ化~餌付の段階で歩留が落ちた。

歩留向上のため餌付技術の対策が必要で、ある。
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B 採卵直後の消毒時期について(ニジマス)

I 試験目的

IHN予防のため受精後の卵は現在吸水させてからヨード剤消毒を実施しているが，作業効率の面

から吸水前と吸水後のヨード剤消毒による発眼率への影響を比較した。

E試験内容
1. 試験期間

2. 試験場所

3. 担当者

4. 試験項目

5. 試験方法

5 1. 1 1. 2 4 (採卵)...... 5 1. 1 2. 1 2 (検卵)

青水試相坂養魚場

主任研究員 佐藤直三

発眼率

(1) 親魚:ニジマス4年魚200尾

ω 方法:採卵後等調液で洗卵し，乾導法で受精させ真水で洗卵後
イ 1 5...... 20分吸水させてからヨード剤50P PM 1 5分間消毒

ロ すぐにヨード剤50P PM 1 5分間消毒

(3) 用水

注水量約 1.e /sec 水温 12. 4 ...... 1 2. 8 ocの湧水
換水率7冗 our 溶存酸素約7PPM 

(4) 消毒

水生菌の発生予防のため週2回マラカイトグリーン20......30万倍1時間薬浴

皿試験結果及び今後の課題

、、、、----
吸水後消毒 吸水前消毒

採卵数 332，522粒 156，689粒

発眼卵数 289，200 131，600 

発眼率 87.0% 83.9% 

この試験の結果，発眼率の違いは無視できるものと思われるので，今後は吸水前の消毒をお乙なう

ことにより，作業効率が高められる。

-245-



C 中津川におけるワカサギ産卵調査

l 調査目的

姉沼に注ぐ中津川l乙産卵のため遡上するワカサギ卵の産卵床別付着状況を調査して人工産卵床造成

の基礎とする。

E 調査内容

1. 調査期間 5 2. 3. 2 ---5 2. 3. 3 1 

2. 調査場所 第 1図A点姉沼より 200m 

上流， B点姉沼より 300m 

上流の地点

3. 担当者 養魚場長 三田 治(主担)

業務員松田 毅

H 松田銀治

4 調査項目 産卵床別付着状況

(1) 人工藻(きんらん)1. 5 m市販されているものをJlIの流れに沿うようにしてA'B点に5本ず

つ，上端を杭で固定して水面より 30 c机下l乙設置

(2) シュロ皮 2mの藁縄に 20 c71!間隔にシュロ皮を下げたものをA'B点に5本ずつ，人工藻と

同じ方法で設置

(3) 砂利， 8 0 x 8 0 X 7.5 c71!の木枠の底に金網を張り，砂利を大中小に別けて枠に入れた物をA

• B点I乙3個ずつ設置 (第2図)

田調査の結果と今後の課題

昭和52年 3月上旬頃から産卵床を設混する予定であったが3月2日の水温は1.1:¥ oc ( 711寺40分)

で時期的l乙早いと思い， 3月中旬まで延ばす乙とにした。

3月 14日水温40C( 7時 40分) 3月 15日水温6.60C( 1 0時 30分)で未熟魚、が多いため

更に時期を延ばして3月25日(水温70C，1 0時30分)，こ産卵床を設置した。

3月 27日10時(水温6.80C) A点に於て少数のワカサギ卵の付着を縫認した。

3月28日11時(水温7.2T ) A点に於て多数の付着卵を見た。

人工藻は 1本平均約 13，000---1 5，000粒位，シュロ皮には約3，0 0 0 ---5， 0 00粒位と推定したが

B点では付着卵は見られなかった。

砂本[Jは， A， B点共l乙泥で埋没したために取揚げて， B点の人工藻とシュロ皮はA点に移して，再

度状況を見るととにした。

3月 31日10時，前日からの降雨のため中津川が増水し，全産卵床を流出したため内催認するこ

とができなかった。

今後人工産卵床を設置する場合，杭等は増水にも保てるよう強同なものにして， j砂利についても設
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置方法，設置場所等の再考を要する。

なお，との調査について小川原湖漁業協同組合職員姥名三千雄氏の協力を得た乙とを付記する。
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D イワナ (s.pluvinus)の導入について

試験目的

当場で飼育しているエゾイワナ (S.leucomaenis)と比較検討するため

E試験内容
1. 種卵の由来

イ)昭和48年 12月8日新潟県魚野川産の発眼卵を北海道水産学部七飯養魚実習場に運び飼育し

た親魚から採卵したもの。

ロ)採卵月日 昭和51年 11月9日

ハ)発眼健認 昭和51年 12月5日

ニ)用水温 10.6 -5. 5 oc 

ホ)親魚の被鱗体長 ♀21.0-27.5cm 

O 22.5 -2 9.5棚

2. 試験期間 5 1. 1 2. 1 9 -5 2. 3. 3 1 

(当場への導入月日-，年度末)

3. 試験場所 青水試相坂養魚場

4. 担当者 主任研究員 佐藤直一

5. 試験項目 ふ化率・ふ上率等

E 試験の結果と今後の課題

1. 導入発眼卵数 3，622粒

2. 平均卵重 6 9 mg 

3. 11 卵径 4.9沼麗

4. ふ化期間

5. ふ化尾数

5 1. 1 2. 2 8 -5 2. 1. 5 

3，597粒

6. ふ化率 99.3% 

7. 餌付開始 5 2.2.1 4 

8. ふ上尾数 2，471尾

9. ふ上率 68.2% 

10. 5 2.3.3 1現在 1，457尾

11.発眼卵からの歩留 4 O. 2 % 

日常の管理を多くし，また餌付餌料として生イトミミズを与えたためか，当場産のエゾイワナよ

り歩留で2倍近く良かった。

なお事業的に行なう場合のことを考えてみると生イトミミズにかわる初期餌料の改良がのぞまれ

る。
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E 種苗生産配付状況(5 1年度〉

ヨト~ ニジマス ヤ マ メ

(含早期卵) (含スギノコ)
イ ワ ナ カ ワ で苫 ス

使用親魚数尾 2，913 85 149 127 

採 卵 数 粒 5，992，348 28，623 153，730 101，243 

発眼卵数粒 4，828，100 10，010 105，500 45，000 

発眼卵配付数池 4，180，000 56，000 

0年魚配付数尾 221，000 

1年魚配付数 4，460 

いそ て苫 ゴイ イ ロ ゴイ

種卵配付数粒 10 0，000 270，000 

稚魚配付数尾 392，400 48，010 
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2 . 黒石養魚場

A アサギゴイとドイツゴイの成長比較試験

l 試験目的

各種食用ゴイの成長比較試験を行ない，より効率の良い養鰹に資する基礎資料を得るために行なっ

た。

E 試験内容

1. 試験期間 昭和51年7月19日"'-5 1年 10月25日

2. 試験場所 青森県水産試験場

黒石養魚場 3号 2 4号 2 5号養魚池

，3. 試験担当者 黒石養魚場長 山口銭治

技師林 義孝

4 供試魚

本場で6月に生産した毛仔でアサギゴイ及びドイツゴイの比較的魚体の揃っているもの各200

尾を供試魚とした。

アサギゴイ 平均全長 3.07c祝平均体重 0.38 9 

ドイツゴイ 平均全長 3. 10 c11t平均体重 0.50 9 

5. 調査方法

イ.混合飼育試験...・H ・..3号池(2 m X 9 m X O. 5 m )を使用し，アサギゴイ，ドイツゴイを各々

100尾入れて試験を行なった。

(2) 単独飼育試験……ー 24，2 5号池(1.7 m X 3.6 m X 0.3 m )を使用し，前半8月30日ま

ではアサギ、ゴイを 24号，ドイツゴイを 25号に入れ 8月 30日以降につ

いては，逆の池に入れて試験を行った。

給飼は栗原等による水温別魚体別給餌率表l乙従って，午前 10時，午後 10

時の2回給餌を行なった。

又，魚体il!IJ定は路々 2週毎i乙行なった。

6 水質調査

水温 棒状温度計

PH ガラス電極法

D.O ウインクラ一法

B.O.D 200C 5日間法

透毛見度 水道法l乙定める透視度計 (50cm)

皿試験結果

1 飼育経過

飼育経過表(第1表)のとおりである。
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(1) 単独飼育試験 9 8日間の飼育でアサギゴイは平均全長体長3.07cm平均体重0.489から

平均全長体長7.95cm平均体重8.189に成長した。ドイツゴイは平均全長体長3.10cm平均体

重0.609から平均全長体長9.28cm平均体重 12.599に成長した。又試験期間中の取揚毎の平

均死亡率はアサギコーィ1.43%，ドイツゴイ1.40 %であった。

(2)混合飼育試験 9 8日間の飼育でアサギゴイは平均全長体長3.07cm平均体重0.539から

平均全長体長 8.85cm平均体重9.369 I乙生長した。ドイツゴイは平均全長体長3.10cm平均体重

0.54 9から平均全長体長9.64cm平均体重 12.889 I乙生長した。又，試験期間中の取揚毎の平

均死亡率はアサギコ守イ1.30%，ドイツゴイ 0.81%であった。

2. 水質経過

(1)単独飼育池

①水温 最高値25.80C 最低値 10.80C 平均値 18.490Cであった。

② PH 侵高値9.6 最低値7.0であった。

③ D.O 最高値 195.0% 最低値59.7%であった。

④ B.O.D 最高値6.36ppm 最低値1.20ppmであった。

(2) 混合飼育池…… 3号池観測結果表のとおりであった。

①水温 最高値26.20C 最高値 10.50C 平均値 18.220Cであった。

② PH 最高値9.1 最低値7.2であった。

③ D.O 最高値 160.5% 最低値61.8%であった。

③ B.O.D 最高値9.31最低値0.91ppmであった。

W 考察

飼育経過図. (第1図)及び，水質経過図より単独飼育池と比較して混合飼育池の水質変化がおだ

やかであった。このため混合飼育の方に良い結果が得られている。

本試験で行なった生長段階の比較では，ドイツゴイの方がアサギコeイに比して優れているという試

験結果が得られた。

今後，さらに異った水質環境，又は飼育管理のもとで試験を行ない結果の確認が必要と恩われる。
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表過経育飼表第

飼 lj定日 7月 29臼 8月 2日 8月 16日

塑宜餌l建1式 0日 1 4日 2 8日

単 独 混養 3 号池 単 独 混養 3 Fロ王 単 独 混養 3 号

項目 魚種
アサギ ドイツ アサギ ドイツ アサギ ドイツ アサギ ドイツ アサギ ドイツ アサギ ドイツ

放養尾数 100 100 100 100 100 100 100 100 9 7 9 6 100 9 1 

重量 48 f} 60 53 f} 54 f} 48 60 53 54 201. 7 277.8 303.0 303.3 

N平均体重 0.48 0.60 0.53 0.54 0.48 0.6 0.53 0.54 2.08 2.88 3.03 3.36 

取揚尾数 97 100 100 100 9 4 9 4 9 8 9 1 

重量 201.7 288 303 336 384.4 489.7 474.3 606.0 

N平均体重 2.08 2.88 3.03 3.36 4.09 5.21 4.84 6.66 

死亡尾数 3 。 。 。 3 2 2 。
11 重量 2.2 f} 。 。 。 2.2 + 5.6 7. 1 。
給飼率 9.6"-'14.4% 9.6.....14.4 6.8 "-' 14.4 8.4% 8.4% 8.4% 

給飼量 80.5 99.4 157.5 236.6 325.7 712.8 

増重量 167.7 228.0 250 282 186.9 217.5 178.4 302.7 

飼料効率 208.3% 229.3% 337.7% 78.9 78.2 67.4% 

成長率A 22.8 27.1% 33.6% 52.2% 6.4% 5.4% 4.0 7.1 

成長倍率 4.2 4.8 5. 7 6.2 1.9 1.7 1.5 1.9 

死亡率 3% 0%  0%  0%  3%  2% 2% 0%  

l
M閉
印

l



飼育経過褒

i!l.IJ定日 8月 30日 9月 20日 1 0月 4日

調査前可、日方工Z量、P 4 2日 6 3日 7 7日

単 独 混養 3 号池 単 独 混 養 3 可 単 独 混 養
項 焦種
目 アサギ ドイツ アサギ ドイツ アサギ ドイツ アサギ ドイツ アサギ ドイツ アサギ ドイツ

放養尾数 94 94 94 90 70 78 86 83 68 77 85 81 

H 重量 384.4 489.7 454.9 599.4 446.7 635 565 737.8 613.3 764 664.7 812.4 

H平均体重 4.09 5.21 4.83 6.66 6.38 8.14 6.56 8.88 9.02 9.92 7.82 10.02 

取揚尾数 74 78 86 84 70 77 86 81 61 72 79 74 

H 重量 475 635 565 745 631.4 764.6 666.2 812.4 500 875 716 906 

H 平均体重 6.41 8.14 6.56 8.86 9.02 9.93 7.82 10.03 8.19 12.15 9.06 12.24 

死亡尾数 1 。 4 。 。 1 。 2 。 2 。 6 

H 重量 3.4 。 4.5 。 。 10.0 。 22.8 。 26.3 。 69.2 
給飼率 6.8 6.8 6.8 6.8 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 5.2 

給制量 365.4 464.8 432.6 578.2 554.4 745.5 1，53 O. 9 667.8 814.8 1，611. 9 

増重量 190.3 252.1 137.3 192.1 184.7 129.6 101.2 97.4 150.7 1 11. 6 173.9 

飼料効率% 52.0 54.2 32.5 33.3 17.3 18.5 17.7 

成長率パ 1.69% 2.11 1.72 1.73 1. 96 0.97 0.85 0.48 0.69 0.79 0.54 

成長倍率 1. 2 3 1. 29 1. 24 1.24 1. 4 1 1.20 1. 17 1. 10 1. 14 1. 0 7 1. 11 

死亡率% 1.0 。 4.2 。 。 1.2 。 2.4 。 2.5 。 1.2 

逃散尾数 19 見 16 4 6 。 。 。 。 7 3 6 1 

推定重量 99.7 106.8 22.7 46.5 。 。 。 。 39.79 50.6 11.1 

第 2嚢
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第 3 表 飼育経過褒

測定日 1 0月 2 5日
飼育日

調
i司数 9 8日
育方

査 式
単 養 混 養

項 魚

目
F重
ア サ ギ ド イ 、フ ア サ ギ ド イ 、フ

放養尾数 61 72 79 74 

11 重量9 500 875 716 906 

N 平均体重 8.19 12.15 9.06 12.24 

取揚尾数 58 66 75 71 

11 重量 475 831 702 915 

H 平均体重 8.18 12.59 9.36 12.88 

死亡尾数 l 4 。 l 

死亡重量 2.9 53.8 。 9.0 

給 飼 率% 4.8"-2. 4 4目8"-2.4 4.8 ~ 2.4 

給 飼 量 420 735 1，359.7 

増 重 量 -5.8 34.5 22.9 43.0 

飼料効率% -1. 3 4.6 4.8 

成長率 /d -0.23 -0.23 -0.09 0.04 

成長倍率 0.95 0.94 0.98 1. 00 

死 亡 率";ら 1.6 2. 7 。 1.3 

逃散尾数 2 2 4 2 

推定重量 16.3 24.7 36.9 25.0 

勾，RU 。，“



B 種苗生産，養殖指導状況

種苗生産配布実績

孟治主主 マ コ イ ドイツゴイ イ ロ ゴイ キ ンギョ

種卵生産数(粒) 3，200，000 100，000 1， 7 0 O. 000 547，.500 

種卵配布数 (粒) 1，230，000 。 935.000 540，000 

稚魚生産数 (尾) 534.750 30，000 78.000 7，500 

稚魚配布数 (尾) 533.570 29，900 78，000 7，500 

残 数(尾) 1，180 。 。 。

養殖指導件数

;ト〈
51年 52 

4月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 

コ イ
51牛 4 5 2 5 3 5 2 l 。。 1 
{牛

一 ジマ ス
6 5 4 3 3 9 2 4 11 8 5 8 

』園帽 一一
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四.漁業用海岸局



1 .八戸漁業用海岸局

I 事業目的
国並びに県等の試験船，取締船及び一般漁船との聞に漁業指導監督通信を行う乙とにより人命財産

の保全，航獅の安全，海難の防止，漁場の適正管理，操業秩序の維持による漁業生産の向上安定をは

カ〉る。

特にソ連等200カイリ海域内における指導通信を強化する。

E 事業内容

1. 実施期間 昭和51年 4月1日~昭和52年 3月31日

2. 担当職員 局長 佐々木光男

主任 尾崎義隆

主任 目時利悦

技師 日下部恒雄

3. 指導監督通信の種別

4. 遭難通信等航路保安通信

5. その他の通信

6. 交信対象海域

7. 通信方式

2 0極

7種

5種

世界全域

無線電信，無線電話，超短波電話による三重通信。

8. 使用周波数

無線電信 1 0波

無線電話 1 5波

超短波 5波

9 勤務形態

送信所，受信所(通信所)ともに周年無休で常時交替勤務。

盟事業結果

1.管内船舶同数 電信船 80局

電話船 485局

2. 管内船舶通信士選任状況

S 5 2.4.1現

電信級 105人

電話級 430人

特技甲 36人

特技レーダ- 32人
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3. 管内船舶通信士選解任証明状況

選任に関する証明

解任に関する証明

4 取扱通信実績

S 5 2.4.1 現

364件

334件

いく通数 (件) 時間 (分)
漁 送 信 10，823 

業 Fメ2ι• 信 137，533 

計 148，356 148，682 

気象通信 2，108 ら， 192

漁況放送 365 4，649 

指導通信 32，653 33，821 

事故通信 76 1，140 

言十 35，202 44，802 

一 日 平 均
通数 時間

備 考

29.7 

376.8 

406.45 407.35 

5.78 14.22 

1. 00 12.74 

89.46 92.66 

0.21 3.12 

96.45 122.75 

内 送 信 。 。 S51.11.30 

航 ~ ら 信 460 2，514 

公衆通信 9，484 1 7，210 

メu入 言十 193，502 2 13，208 

5. 講習，業務指導:会議の実績

(1) 違反通信防止指導会議1回 4 7名

(2) 非常無線通信訓練 3回 6日間

(3) 漁業別通信指導会議 9 0回約2，000名

(4) 広報発行 2回延 1，400部

(5) 施設見学

6. 文書取扱実績

収受

発送

3回延

1，722件

297件

W 事業の成果及び今後の課題
1. 事業の成果

70名

1.5 8.3 まで

25.98 47.15 

53 0.14 584.13 

(1) 諸無線通信を利用して漁業経営の安定合理化，生産向上並びに海難防止に寄与した。

また関係諸団体の指導強化と法違反の防止につとめた。

(2) 200カイリ内操業船の通信確保により事故の防止に努力した。

(3) 送信所，受信所相互間の通信回線を整備して通信停止等異常事態発生防止につとめた。
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2. 今後の課題

基本的には洋上における人命財貨の保全につとめると共に今日の水産業危機に対応し生産向上と

安定操業のため職員の増員，設備の整備，無線従事者の養成と指導，無線組合との業務提携をはか

る。
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2 .鯵ケ沢漁業用海岸局

l 事業目的

試験船，取締船F益並び、κに-一般沖

狩漁、場の適正管理及び梅難防l止上を凶り，併せて漁業経営の安定と福祉の向上に資する。

E 事業内容

1.実施期間 昭和51年4月~昭和 52年 3月

2. 交信海域 青森県沖合，日本海全域，北海道近海，南部千島，樺太西部，朝鮮東部，沿海州沿

岸，北部太平洋海域

3. 担当者 局長 長谷繁蔵

主任 竹森武

主任工藤 衛

技師大友 守

4 取扱通信種別

(1) 漁業指導監督通信

A 日本海さけ，ます漁場位置報告通信

B 試験船，取締船との指揮監督通信

C 調査協力船との魚、海況情報通信

D 開、海況収集速報通信

E 試験船との観i!J.IJ通信

F 北部太平洋さけ，ます指導監督通信

G 日韓共同規正水域位置報告通信

(2) 遭難，緊急，安全通信

(3) 保安，要急、通信

(4) 航路警報通信

(5) 漁業気象通信

(6) 漁業通信

5. 通信方式

(1) 無線電話(S S B )による送受信

(2) 気象，漁海況のファックス受信

(3) 遭難At2091KHZの専用受信 (無休)

(4) セルコール方式通信

6. 勤務形態

2 4時間連続宿日直勤務
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皿事業結果

1. 漁種，施設別隻数

S 5 2.3.3 1現花

沿 寸EfJJ電信電話 T5 話船 Z仁Lj 計 前年度計 前年度比併設船

日 船
隻 4 TJ玄ι 7 f〉玄<. 7 隻 1 0 0 

% 
3 

沖 Z口L 底 曳 1 1 1 1 1 1 100 

し、 か 専 業 5 0 5 0 4 0 125 

いか，ます，兼業 1 7 6 7 7 7 2 1 0 6.9 

主口込 4 141 145 130 1 1 1. 5 

2. 地域，トン数別隻数

S 5 2.3.3 1現花

コトござ 官庁 沢辺 深浦 鯵ケ沢 市1甫 ド前 小泊 三厩 青森 ハ、 F~ E山:il!肋目

隻 隻 隻 隻 隻 隻 隻 t〉主4二 隻 隻 隻
49隻 | 1 0 トン以下 2 7 1 7 1 9 3 1 

1 1 -2 0トン 1 4 9 15 5 3 ~H I 

2 1 -50トン 4 4 9 3 1 1 1 6 1 1 

5 1ー 100トン 1 1 4 1 8 

101トン以上 2 2 

ZEユ』 計 7 2 16 19 3 44 4 4 6 2 1 1 145 

前年度計 7 3 13 18 4 42 3 4 5 2 1 1 130 

前年度比
。yo 号包 % % % % % % % 。yo 号色 % 
100 66.6 123 105.5 75 104.7 129.4 120 100 100 100 111.5 
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3. 空中線電力別隻数

S 52.3.31現在

雇iii----之主 5 
w 
1 0 
w 

3 0 
w 5 0以上 w Al併設

官 庁 船 。隻 2 隻 。隻 3 隻 3 隻

民 間 船 l 8 1 1 5 3 1 

t口h 計 1 8 3 1 5 6 4 

前年度計 1 8 0 2 4 3 4 

前年度比 100 % 103.7 % 5 0 % 13 0.2 % 100% 

4.特殊陸備

辺トdR中短波 27M レータL ロフン オメガ「 気象 中短波 泡Jレコー)¥， 27M 方探 方探 FAX ブイ ブイ プイ

S 5 2.3.31 6 7隻 89隻 145隻 131隻 1隻 1隻 4 隻 6 隻 1隻

S 5 1. 3. 3 1 6 8 7 4 130 121 1 2 5 5 1 

前年度比 98.5% 120.2% 111.5 % 108.2% 100% 50% 80 % 120% 100% 

5. 船舶局従事者選任員数

正百官----J空格 電 信 級 電 話 級 特 技 甲 tE』Z 計

S 5 2.3.3 1 5 名 5 7 名 8 3 名 145 名

S 5 1. 3.3 1 4 4 5 8 1 1 30 

前年度比 125 % 126.6 % 102.4 % 111.5 % 

6. 船舶局従事者選任件数

;;;----之さ 電 話 級 特 技 甲 一一 級一
S 5 2. 3. 3 1 6 

名 6 名 1 
名

S 5 1. 3. 3 1 7 4 1 

前年度比 85.7 
% 150 % 1 00 % 
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7. 取扱通信実績

S 5 1. 3. 3 1 現在

子々:指導監督 気 象 穂、 業 事故 アラム 保安 相手局数 通信時間

件 時 件 件 {牛 件 局 時
4 986 22.35 733 。 1 13 627 453.00 

5 3，827 23.15 2，508 1 1 12 1，095 468.10 

6 3，886 22.30 2，402 2 。 3 1，725 453.00 

7 5，963 23.15 4，557 1 。 10 3，444 468.10 

8 5，417 23.15 4，359 1 1 10 3，340 468.10 

9 4，724 22.30 3，783 2 。 27 2，343 453.00 

1 0 2，667 23.15 1，868 。 1 20 1，463 468.10 

1 1 1，317 22.30 812 。 2 9 570 453.00 

1 2 1，368 23.15 1，005 1 。 8 675 468.10 

1 774 23.15 479 。 。 13 572 468.10 

2 489 21. 00 209 。 。 19 352 424.20 

3 1，625 23.15 499 。 。 13 707 47 0.10 

合計 33，043 273.50 23，214 8 6 157 16，913 5，515.30 

前年度計 42，597 272.45 32，040 1 9 5 220 24.614 5，532.30 

前年度比
o/c。 % % % % % % % 

77.57 10 0.38 72.45 42.10 120 71. 3 6 68.71 99.69 

8 業務，技術，講習指噂

(1) 業務指導 7回 350名

(2) 技術指導 70回

(3) 電話級養成講習会

期間 昭和52年 1月5日~昭和52年3月3日

会場 金木高等学校小泊分校

受講者 5 5名 受験者 52名

合格者 5 0名

(4) 無線電話甲養成講習会

期間 tJl:j和51年 10月20日~昭和 51年 10月29日

会場 深浦町生活改善センター

受講者 5 9名 受験者 59名

合格者 5 9名

(5) レーダー養成講習会

期間 昭和51年 10月30日~昭和51年 11月3日

会場 深浦町生活改善センター
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受講者 5 9名 受験者 59名

合格者 5 9名

(6) 広報の発行

規格 B 5版 4頁 1回 300部

N 事業の成果及び今後の課題

1 事業の成果

(1) 気象及び漁況の定時放送により，梅難を未然l乙防止し，漁業の生産性を高めた。

(2) 調査協力船との情報通信は日本海水産資源開発l乙大きく寄与した。

(3) 無線従事者養成講習の実施により，従事者の不足を解消し，無資格運用の防止が出来た。

(4) 通信反省、会及び適切な業務指導は，通信の運用能率を高め，電波違反の防止に成果があった。

2 今後の課題

(1) 指導局として定期的に管内を巡回し， 1 W海岸局の育成に当る必要ーがある。

(2) 無線工事者と会合を開らき，検査業務の阿仁に努めるべきである。

(3) 遭難通信設備周波数の改正による 2182KHZへの移行lこ伴い，自動受信機を新設して，遭難

救助態勢を万全にすべきである。
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立津軽暖流域に関する総合研究



「津軽暖流域総合」調査

1 調査目的

本調査は，三陸沿岸・沖合海域におけるサパ・スルメイカ・サンマ等重要魚種の漁場形成や，北海

道南部から三陸沿岸にかけての気象変動に大きな影響を及ぼしている津軽暖流について総合的に輝洋

の環境を把握し，耳東海況予報・気象予報・航路保安等の海洋開発各分野I乙共通して必要な基礎資料収

集を目的としている。但し，当場では漁海況予報との関係を重視し，沿岸重要魚種の漁場分布・移動

についての予測方法縫立のための基礎資料収集並びに付随した研究を目的とする。

E 調査内容と方法
1. 調査時期，海域，調査船名

第 1図及び第1表のとおり

※ 観測i深度は，日本海は 400m，太平洋500mとし，各観測屑の水温・塩分を把握した。

水温浪!J定には防圧(被圧も使用)転倒温度計を使用し，担分はナンゼン転倒採水器によって

採水した後，本場においてオートラブサリノメーターを使用して測定を行なった。

※ 観測層

0・10・20・30・50・75・100・150・200・300・400・500 計12層

(日本海は 11層)

2 調査(研究)項目

A 海況の短期変動 ~ 日本海， 6月
B 対馬暖流北t流量と津軽暖流南下流量との関係 ~ 日本海及び太平洋
C 海況と沿岸漁況との関係 ~ 日本海
3. 担当者

主任研究員 赤羽光秋

技 師団村真通

技 師高梨勝美
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篇 1表 5 1年度 観測実施概要

実施時期 海 域 観測点数 定線長 調査船名 備 考

6月 3 日
津軽樋峡西日

8点 6 5浬 瑞鴎丸松前弁天島西

6 ・2 6 7 0 短期変動調査

3 6 7 0 

艦作崎 沖 青鵬丸

7 2 1 0 

12 6 7 0 

津軽海峡東口
6・12"'-1 3 恵、 山 岬東 8 7 5 瑞鴎丸

10・16"'-17 11 8 7 5 幸洋丸

11・16"'-17 11 8 7 5 11 

52年
11 8 

3・6"'-7 7 5 11 

3・16 津軽海峡西口
8 6 5 東奥丸

松前弁天島西

回調査結果

1. 海況の短期変動

組作沖の短期変動を 0"'-200m平均水温の変化によって表わしたのが第2図である。

6月2白から 6月12日までの 10日聞に生じた昇温はST.3"'-5の海域で著しく，対馬暖流

が急増勢する乙の時期において，新しい対馬暖流水の流入が生じていることを物語るもので，その

範囲は， 4 0浬以上に達している。

また同時口00mを基準として求めた流量は， 6月2日の1.2 X '1' 0 6弘CM6月12日
の1.5 (同)まで 25%増加している。
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6 5 4 3 2 

• • • • • 

¥ 。
0.5-→ 。

6 5 4 3 2 

ST.NO. 

第 2閃艦作沖の観測値

2. 対馬暖流と津軽暖流の流量相関

櫨作崎沖における対馬暖流北仁流量(基準水深 300m )と尻矢崎沖における津軽暖流南下流量

(同 400m )との相聞について両者の時期をズラして検討した結栄を第 3凶に示した。

但しここにおける津軽暖流南下流量としては 1966---1976年の各年8月の値を扱かったもの

で，対馬暖流北上流量は同年間各年の 5---8月各月の値を使用したものである。

両者の相関は約1.5ヶ月スラした場合lこ最も高い関係を示しており，ここから 6月半ばの艦作崎

流量が8月初めの尻矢崎流量l乙影響することが想定される。
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第3図 鑑作埼沖流量と尻矢埼沖流量との変動間隔と相関係数との関係

3 日本海々況と沿岸漁況との関係

1965----1976年の3月及び5----9月における艦作崎沖対馬暖流断面積，北上流量，最高水温

値の平年偏差から各年対馬暖流勢力の強弱を検討した結果が第2表である。

第 2表 各年対島暖流勢力の強弱分類表

強勢年I1971，1973，1974 
中位年I1964，1965，1966，1967，1969，1972，1975 
弱勢年I1968， 1970， 1976 

青森県日本海沿岸定置網の主要魚種漁獲量変動を第2表と対比すると，マグロの豊漁年は強勢年

にのみ，不漁年は中位年にのみ出現し，ブリ，タイ，マサパは一見無関係を示している。

一方，スルメイカ釣漁業における沿岸の来遊レベルは，弱勢年i乙豊持、が見られ，強勢年I乙不丹号、が

現われる傾向のある乙とを示している。
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x.水産試験場費以外に
実施した調査研究



1 .沖合養殖基本施設開発試験

l 試験目的
気象，海象条件l乙対応して安全確実に蓄養殖が年聞を通じて営なまれ，遠隔操作により任意の水深

に施設を設定し得るような浮沈構造物を開発し，外海における養殖生産の向上を凶かり，漁業能営の

安定l乙資するものである。

E 試験内容

1. 試験期間 昭和51年 4月'"'-5 2年 3月

2. 試験海域 鯵ケ沢町沖合(日本出)

3. 試験船 瑞鴎丸 ( 4 O. 81トン)

4. 担当者 場長 馬場勝彦

技師 木村 大

11 十三邦昭

11 鈴木史紀

5. 試験項目

(1) 水圧式基本施設の作動

(2) 養殖施設を結合した場合における基本施設の性能

(3) 海中生物の付着状況

(4) 施設の耐波性

(5) ホタテ貝の生育と水温の関係

(6) 問題点及び今後の課題

皿試験結果

1. 水圧式基本施設の作動

5 1年 9月19日鯵ケ沢港灯台から 3430 30' 7仰に水深60rn底質砂泥 (50rn水温 19.80C

流向NE弘 N流速0.36ノット)の地点l乙シンカーを沈設し水中ウイ γチと船上の水圧ポンプを

水圧ケープ、ルで、接続し，水圧ポンプを回転したと乙ろ下表のとおりの成果を得た。

第 1衰 浮上沈下の時間

沈 下 浮 ーと

7.1< 深 所用時間 7.1< 深 所用時間

0'"'-10 m 5分 5 0秒 50'"'-40m 2分 1 5秒

1 0'"'-2 0 3 5 5 40'"'-30 2 1 5 

20'"'-30 3 3 5 30'"'-20 2 2 5 

3 0'"'-40 3 o 5 2 0 '"'-1 0 2 50 

40'"'-50 3 o 5 10'"'- 。 3 1 0 
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すなわち沈下l乙要した時聞は 19分30秒で1分間の沈下速度は2.7mであり，浮上に要した時

間は 12分55秒で1分間の浮上速度は4mで， 50年度試験結果と多少異なった結果が得られた

が，乙れは構造物の材質及び内容に改良が加えられた結果であろう。

今年度設置した施設は第2号試作品で，仕様は第2表のとおりである。

第 2表 第 2号施設の仕様

損 目 仕 様

J学 力 体

浮 力

材 質 発泡スチロール

比 重

耐 圧

外 形 寸 法 700鯛戸 X3，000醜

水中ウインチ

?学 沈 速 度 2. 7 ~ 4m/m ln 

定 格 荷 重 500 ~ 

巻 込 量 120 ロ1

重量(ワイヤ別) 900 ~ 

動 力 源 水 圧 モ タ

法
11bT/I. 珊 11bT/I. 

外 形 寸 860 X 940 X 1.160 
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第 1図 基本施設形状

3000111111 

1 水中ウインチ
__J一一一-ーーーー-J-

←-8叩ー→l

2. 養殖施設を結合した場合における基本施設の性能

5 1年 10月27日むつ湾内むつ漁業協同組合からホタテ稚貝(平均殻長6O. 1棚，平均殻高

59.2卿，平均殻市 16.2珊，平均体重25. 9 9 ) 4， 0 3 0枚を購入，鯵ケ沢港内に垂下， 1 1月

2 5日に 10段丸能24個に3，891枚を収容し，基本施設に連結して水深52ml乙枕設した。

このとき沈下に要した時間は 12分，浮上に要した時間は 15分で沈下速度は 1分聞に4.3m 

浮上速度は 1分聞に3.4mで養殖施設を連結しなかった場合と沈下浮上速度は逆傾向を示した。

第 3表 沈下・浮上速度の比舷

---------、 沈 下 浮 上

基 本 施 設 の み 2. 7九 4.0九
In In 

養殖施設を連結したとき 4.3 "~in 3.4 m~ 
In 
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3 海中生物の付着状況

5 2年 1月25日(養殖施設連結沈設後2ヶ月目)浮上させホタテ養殖鐙を船tJ乙引上げ，者自及

びホタテ貝を観察したが付着物はほとんど見られなかった。

又 52年3月 26日(沈設後4ヶ月目)浮上させ観察した結果では簡 1函ーに溺色藻が付着してい

たが，その層は薄く，鐙内のホタテ貝にも 1部付着が，みられたが，その量は少なく，小さなシウ

リ貝1ケの付着が見られた。

4 施設の耐波性

5 2年 1月及び3月の2回に及ぶ観察によっても基本施設及び養殖施設自体には伺等の物期的影

響もみられず，冬季語象に対しての耐波性は充分傍証されたが，ホタテ径を連結する部分のシャツ

クルが電蝕を起こしていた。

5. ホタテ員の生育と水温の関係

5 1年 10月28日むつ湾からホタテ惟貝を導入して以来の生育状況は第4表のとおりであるが，

港内に設置して置いた聞の成長は余りなかったものとみて差支えないので沈設後4ヶ月間の月平均

成長は殻長5.25馴，体重 10.689でむつ湾のそれと比べ殻長では勝り体重では劣っていたが，

お〉むね，むつj湾並の成長となっていた。

5 0 mll留の水温は 11月 16 'C， 1 2月 12 'c. 1月9'C. 3月8'C台で 11月から 1月までの

9'"'-1 6 'cでは月平均4.85 c悦， 1月から 3月までの 8'"'-9'C台では月平均 5.65 w1l成長しており，

50mという低水温層での成育に問題はなかった。

第 4表成育

観 察 日 多J1正民 長 殻 高 殻 巾 体 重

5 1. 1 O. 2 8 6 O. 1 
百聞
59.2 

w1l 1 6.2 
w1l 25.9 9 

5 2 1. 2 5 6 9.8 68.9 1 ~.9 3 8.1 

3.2 7 8 1. 1 78.3 2 1. 8 68.6 

1 1'"'-3月

月 平 均
5.25 4. 7 8 1.4 1 0.68 

3'"'-2月

むつ r毎月平均 4.1 6 1 1. 6 2 
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第 5表 日本海における時期別水温
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6 問題点及ぴ今後の課題

1. 海中Iこ沈設するケ ブルが捻れて折損する可能性が強いので，この解決策の確立。

2. シンカーと施設ワイヤー末端を連結する場合，ワイヤーの捻れによる切断又はシャツクルの電

蝕防止策の確立。

3 試験中潜水夫と船上担当者間と電話により連絡する必要があろう。

4. 実用化を間近に控え，経費の少ない養殖施設の実験も必安である。

5 無線リモー卜コントロ←ル可能な電動モ ターによる施設の開発が望ましい。
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2 . 沿岸水域調査
I調査目的

沿岸域におけるサケ・マス幼稚魚の生態について明らかにし，サケ・マス増殖管理体制の確立に資

する。

E 調査内容

1. 調査期間

2. 調査場所

3. 担当者

4 調査項目

自昭和51年4月1日

至昭和51年6月10日

西郡深浦町・岩崎村

次長頼 茂

技師小田切譲一

技師原口健一

1)魚体(成長・食性)

2)環境(水温・塩分)

3)日本海におけるサケ・マスについて

回調査の結果と今後の課題

1. サケ42尾，マス113尾の，稚魚について魚体調査を実抱した。(第1表)

2. 本年は最近になくマス稚魚が多く乗網し， 3月頃からみえ始めたが，乙れは最近各河川1Ir.ヤマメ

稚魚の放流による影響と思われる。逆にサケ稚魚の乗網は前年に比して薄かった。

3. 5月上旬に体長 15cm (体重297'前後)台のサケ稚魚がみられたが，これまでにはみられなか

ったことである。

一万マス稚魚は 12cm台(197' )のものから 23cm台 (2447')まで分布し、降海期の早遅に

よるものと思われる。(第2表，第1図)

4. 乙の時期の食性をみると表3のようにサケ稚魚は動物プランクトンを，マスのそれは魚類でそれ

もイカナコー単一である乙とは例年と差して変りない。

5. 本県日本海側におけるサケ稚魚の離岸時期は乙れまでの調査結果から水温 15"c前後を示す5月

下旬から6月上旬頃にあると恩われる。

6. 深浦地先におけるサケの間引率は年によって異なるが，日本海へ来詰存する全体量の4"'-10%に

相当する。

即ち本県日本海側で放流する稚魚割合は本州全体の0.3%に対して， 4年後の漁獲割合が1.7%と

約6倍に達しているととは，他県産のサケl乙大きく依存している乙とを示している。

7. 日本海側へのサケの回帰率は0.2.......0.7%で平均0.5%である。(最近 10ヶ年平均)

8 深浦地先で漁獲されるサケの年令は表4のとおりで，最近若年魚の回帰増大傾向にある。(参考

表5) 
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9. 河川iこそ上する稚魚の!j?o比の年変動と放流実績を対比してみると gの割合が大きい県(新潟県

・富山県)やco比が小さく交互に変動する県(青森県)は生産の伸びは望めず，不安定生産型を

示す。一万♀が多めか(山形県)，牢 8比が略々同一(秋旧県)のような場合は生産増l乙連がるか，

一応安定型を示している。

10. 最近深浦地先におけるマスの小明化現象は先取りの漁獲強度によるものと思われる。(第6表)

11. 北部日本海6県の試験船によるサクラマス採捕位置を5ヶ年に亘ってプロットしてみるとサクラ

12 

マスは，海岸線から又は島礁を苓点として 200km 範囲lこ多く分布するようである。

① 

@ 

③ 

日本海側のサケ・マスlζ関して今後の調査課題としてはド記の3点である。

日本海で越冬成長すると思われるサケの生態に関する究明。

サクラマスの沿岸域における行動生態。

北上するサケ稚魚、又は南下するサケ稚魚の回帰経路とその割合に関する調査。(津軽海峡と宗

合海峡への比)

(昭和 51年度沿岸水域調査報告書(1977・J)参照)

第 1表 サケイマス稚魚採集一覧表(尾〉
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第 2表 サケ，マス稚魚の体長範囲
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第 1図 マス稚魚の成長度(平均)
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第 3表 内容物の種類とその割合

魚 類 H 虫 動物フランクトン l 空 口 l 標本記数

L一一一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一一一一一一一 一

i竺 ιりー二吟 5竺LJ竺 -42尾
マス 87.8% 2% 一 10.2% 99尾

第 4表 年令組成(深浦町)

24:魚 叶~5.4魚%454fi5魚%川3判7% 6fi魚 71f魚

昭 45 6.4% 

4 6 。 ~2.5 I ~ 9.6 I 26.1 1.6 

4 7 。 2.7 

4 8 。 1.1 

4 9 。 ~5.0 I 45.0 I 15.0 2.0 。
50 。 54.2 42.5 3.~ 。 o 

5 1 乃8.0% ~O.O i ~ 0.0 2.0 。 o 
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第 5表 年令組成(日本海〉

2年魚 3年魚 4年魚 5年魚 調査対象河川

昭43 14.0% 23.7% 58.1% 4.2% 信濃川

44 12.7 59.1 17.8 10.5 11 月光JJ1 ，三面川

4 5 26.5 30.7 42.8 。 奈曽JJ1，月光川，三面川
4 6 15.5 53.5 29.5 1.9 最上川， 11 ， 11 ，信濃川

47 14.5 44.0 38.6 4.8 奈曽川， 11 ， 11 ， 11 

4 8 20.1 41.9 34.8 3.2 最上，奈曽，月光，ゴ面，信濃，庄川，神通川

4 9 19.9 332 45.6 1.3 奈曽，月光，三面，信濃，庄111，神通，黒部

50 10.0 45.3 43.0 1.7 
11 ‘ 11 ， 11 ， 11 ， 11 ， 11 ， 11 

平均 16.7 41.4 38.8 3.1 

第 6表 深浦地先における3月に漁獲されるサクラマスの銘柄別漁獲割合

よぞ(特大
大 中 小小

計ω 計ω
( 2.5k反i上) ( 1.5kg!:).上) ( 1. Okg!:J..l::. ) (0助事以上) ( 0.5旬以下)

昭48年 24.6% 60."1 

4 9 10.1 17.9 28.0 24.1 46.9 0.9 47.8 

50 3.7 11.9 15.6 23.6 56.7 4.1 60.8 

5 1 6.1 9.9 16.0 16.8 63.4 3.8 67.2 
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3 .河口通過稚魚観測事業

I調査目的

降海するサケ稚魚の消長と，その期間の河川環境を経年的lζ観測し，河川規模，放流量，地域環境

などに応じた人工ふ化稚魚の効果的放流方法を確立してサケ，マス漁業の安定的発展をはかる。

E 調査内容

1.調査期間:岡和52年2月.......3月

2. 調査場所:奥入瀬川

3. 調査担当者:相坂養魚場長三田 治

主任研究員青山禎夫(主担)

H 佐藤直一

業務員松田 毅

H 松田銀治

4. 調査項目:(1)河川環境調査

(2)サケ稚魚採捕調査

(3)採捕稚魚の魚体測定

園調査の結果と今後の課題

(1) 河川環境調査

サケ稚魚採捕調査地点および観測調査地点における河川環境は(2月9日.......3月30日)，水温

が1.6.......7.9 "c ，流水量は 12.9.......4 6.2ni/ s e c ，溶存酸素量は9.5.......14.1 ppm，ベントスの湿重

量 (25X25cmサーバーネット)は0.3.......0.4 ~であった。

また，奥入瀬川における雪どけによる増水は3月下旬にはじまり 4月中~下旬に最大となる。

沿岸の海水温が(旬別平均水温)，サケ稚魚の沖合移動水温といわれている 15"Cに達するのは

例年6月下旬頃となっている。

(2) サケ稚魚採捕調査

第 1表に示す人工ふ化稚魚の放流を受けて，河口までに設定した5調査点において曳網操業によ

って採捕試験を実施した。

第 1表 人工サケ稚魚放流状況(奥入瀬川鮭鱒増殖漁協〉

放 流
放流魚体

天候 気温 水温 放涜尾数 測定 F. L (cm) B.W(タ〉
年月日

(c) ぐの 局 尾数 平均 範囲 平均 範囲

52. 1. 10 bc -1β 2.7 1，284，700 10 4.1 
3.0 
0.6 ~0.3 1.0 ....... 4.11 

52. 3. 1 
L 一一一 」

6，2 23，30 0 
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曳網の規格は網目 10節，袖網の l片の長さ 4.6m ，高さ 1.1mで 1回の操業は網口幅1m，安

網距離 10視を基準としたので約10 nf内の採捕となるが， 1調査地点においては5回ずつf栄業し

内を採捕したことになる。Tこので 150nf 

サケ稚魚の乗網結J栄l土第2去に示すとおり 1調査地点につき 0---422尾の採捕となっており，

日時の経過とともに下流域への移重M頃向がうかがわれる。

奥入瀬川における人てふ化稚魚の河川放流通期について検討すると(何日から 26km上流のふ化

場から放流するとして)，べ0サケ稚魚の降海行動は初期においては海水を求めての生理的行動と

いうよりも，流れと摂餌活動による生態的行動と思われるので，放流地点が河rJから約26伽上流

にある乙とや河 111の雪どけによる増水期との関連を号慮し，さらに，~滞海惟魚が沿岸遊泳期を終

えて外洋へ移動するのが，青森県の太平洋側では海水温が 15 'cとなる 6月中~下旬とされている

ことなどを考えると，稚魚、の放流期は一応4月上~中旬頃までと思われる。

曳網乗純サケ稚魚尾数

." ....__________地
¥ fifI¥¥ J1 調査点① i調査点倒調査点⑥ l調査長ll調査対|合
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。
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第 2表

422 

86 

2 16---2 17 

2 23---2 24 

1回目

2 

:守

1 8 81 36 147 3 2 ---:~ 1 4 

171 

620 

548 

8 

9 

41 

39 

154 

371 

13 

56 

15 :~ 

145 

9---:~ 10 

3 16---:~ 17 

ヨ5 

6 

14 :H7 187 :~ 2:~ 7 

! 226 

採捕稚魚、の魚f糊定

採捕稚魚の大きさは第:~去にみられるとおり尾又長 3. :~ ---6. 0 cm ，体重O.3 ---2. 1 "1である。

摂餌状況を三区分(満，中，空腹)すると満腹状況の稚魚が多く， )IIj年までのトラソプ調査によ

るサンプルでは空腹状態の魚体が多かったのとは相異する。

今後の調査としては降海後の沿岸における生態，特Iこ減耗機構を把躍することによる効果的放流万

101 九:1 0 

(3) 

8 

法の確立が必要である。

(詳細は河口通過稚魚観i!l.iJ事業報告書参照)
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第 3表 採捕サケ稚魚の魚体測定

1¥ 測定 サケ稚魚の大きさ 摂餌状況

年月 日 尾数 F. L (cm) B.W(タ) 満腹中腹 空腹

回 局 平均 範囲 平均 範囲 信 儲 同

5 2 
1回目 2月9日.......2月10日 15 3.8 3.3---4.7 0.5 0.3へ'().9 6 4 5 

2 2 : 1 6.......2 : 1 7 11 4.2 3.5---5.1 0.8 0.4.......1.4 5 5 1 

3 2:23.......2:24 10 4.1 3.6.......5.0 0.7 0.4.......1.3 3 4 3 

4 3 2.......3 3 13 3.9 3.3.......6.0 0.6 0.4 ....... 2.1 4 5 4 

5 3 9....... 3 1 0 15 4.1 3.6.......5.2 0.7 0.4.......1.5 7 8 。
6 3:16.......3:17 15 3.8 3.5---4.6 0.5 0.3へ'().9 10 5 。
7 3 : 2 3 9 4.1 3.6---4.9 0.8 0.5 ....... 1.2 5 4 。
8 330  4 4.4 4.1.......4.8 0.9 0.8.......1.2 3 1 。
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4 .さく河魚類魚道調査

I 調査目的

さく河魚類資源の増大のために天然における拡大再生産を図ることは目下の急務である。乙のため

さく河魚類資源の天然における拡大再生産を妨げているダム，農業用頭首工等の河"'工作物l乙効果的

な魚道を設置するための基礎資料を得る。

H 調査内容

1. 調査期間 昭和51年9月---52年2月

2. 調査場所 岩木川

3. 担当者 次 長頼 茂

淡水養殖部長長峰良典

技

技

4. 調査項目

(1 )河川環境調査

(2) 生物学的調査

(3) 社会経済的調査

(4) 通路設置調査

師原口健二

師山口伸治

皿調査結果および今後の課題

1. 水質調査結果は第 1---3表のとおりで上流から下流l乙至るに従って， BOD値が高くなる傾向が

みられた。乙れは周辺都市排水の影響によるものと推定され，周辺市町村の下水処理場等の整備が

早急に望まれる。又河川浄化のため森林開発，土木工事等を計画的l乙実施することが望まれる。

2. 本河川に生息する魚種は 15科 32属 46種であるが，全般的l乙コイ，フナ，ニゴイ，ナマズ，

ドジョウ等が増加傾向にあり，アユ，サケ，マス等のさく河魚は著しい減少傾向にある。

3. 底生生物は中~下流において，特定の種目l乙限られていた。

4. 岩木川にそ上するサケは年間 500尾程度，サクラマスは数 10尾程度と推定されている。

5. 本河川における漁獲量はフナ，コイ，ウグイなどを中心l乙昭和50年lこは 60トン台で年々増加

の傾向にある。

6. 本河川には上流域にある日昼ダムを除いて， 6ケ所に工作物が存在しいずれも魚道を有している

ものの，魚類のそ上降下に支障をきたしている所もあった。(第 4---5表)
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第 1表 岩木川水質調査結果(1)

観測場所
観 担リ

天候 気温 水温 DO BOD SS 備考S.T 
時

pH DO 
日

N且 (c) (c) (ppm) ω ( ppm) (ppm) 

51 9. 22 
靖 19.2 16.1 7β 9.60 100.6 0.71 9.7 

9:30 
1 目屋ダム

51. 12. 22 
晴 0.8 0.8 6.9 13.26 95.7 1.4 2 

10: 05 

51. 9. 22 
晴 15.6 14.6 7.0 9.78 99.3 0.34 7.0 発電所下流

発電所
10: 00 

2 
51. 12. 22 

晴 1.3 1.2 6.6 14.18 103.5 10.8 
10: 30 

51. 9. 22 
曇

杭止頭
19.8 15.4 7.0 9.77 100.9 0.64 26.5 

首工下流
杭JI:頭首工

10: 30 
3 

51. 12. 22 
晴 1.5 2.2 6.8 14.09 105.7 7.4 

11 : 00 

51. 9. 22 
曇 17.8 1 7.0 7.0 9.75 104.1 0.58 35.3 

安東橋
12: 00 

4 
51. 12. 22 

晴 3.2 3.4 6.6 13.86 107.4 8.0 
12: 00 

51 9. 22 
曇

岩木川支流
21.8 16.2 7.0 8.90 93.5 1.69 22.6 

平11 : 30 '" 5 五所川原堰
51. 12. 22 

晴 2.8 1.5 6.7 13.69 100.7 0.51 19.4 
11 : 4 5 

51 9. 22 
曇

鶴田頭首
19.6 16.9 7.0 8.59 91.5 1.50 30.6 

鶴田頭首工
12: 30 工下流

6 
51. 12. 22 

若手 2.2 1.6 6.7 13.19 97.3 1.05 32.4 
12: 45 

51 9. 22 
~ヨ'3、z 18.4 18.1 7.0 8.38 91.4 0.85 42.3 

二好橋
13: 30 

7 
51. 12. 23 

耳=ゴヨ -0.3 1.8 6.6 12.96 96.1 0.64 35.4 
10: 30 

ト一一一一一

51. 9. 22 
雲E一寸

芦野頭首
18.2 17.4 7.0 8.67 93.2 1.13 23.0 

工下流
芦野頭首工

14: 00 
8 

51. 12. 23 
署~ -0.5 1.5 6.7 13.00 95.7 34.8 

10 : 50 
ト一一一一一一一一一 一

51 9. 22 十三湖への
f可 口 雲: 18.9 18.2 7.1 8.39 91.7 1.14 57.5 

流入口
9 

津軽大 51111:22.5 23 雪 -1.5 1.0 6.6 13.17 95.6 40.5 
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岩木川水質調査結果(2)

調査場所
観測

天候
気温 水温

pH 
DO DO  BOD SS 

備 考[
ST .No. 日時 (c) (c) (p戸1) 的 (ppm) μppm) 

2 発電所下
52. 2. 22 

雪 -u.2 0.2 14.24 101.1 1.38 25.5 
11 : 45 

3 杭Lf~頭首工
52. 2. 22 

昼 -3.3 0.3 14.17 100.9 0.80 19.9 
12: 30 

52. 2. 22 
卜一一一 「ー←一一一一ー一一一一寸

4 安東橋 与事 -3.0 2.2 16.50 123.8 2.16 15.4 
ト一一

14:50 
ト一一 トー一~

52. 2. 22 
5 五所川原堰 烏士民主 一3.8 0.3 14.00 99.7 2.82 39.2 

14 : 30 
卜一一一一 トー ←」

6 鶴 田
52. 2. 22 

司三ゴグ -5.8 0.3 7.2 13.74 97.9 3.01 39.0 
15:40 

第 2表

12. 22""'-'23 (第 1表参照)

l:hurl Z n (ppm) 1 Cu (円m) Mn (ppm) Cd (p pm) Hg (ppm) Pb (ppm) 
一←

1 日展ダム 0.129. 0.097 0.010 0.005 ND 0.011 0.006 : 0.005 ND ND 0.007 0.018 
ト一一一一一一一 一一一一一

2 発電所 0.148 0.025 0.0 1 9 : 0.0 0 4 ND 0.003 0.008 ND ND ND 0.0 0 7 • 0.0 0 7 
一一一一一

3 杭JL頭首工 0.1 29 : 0.064 0.010 0.003 ND 0.004 0.005 : 0.004 ND ND 0.006 0.232 
卜一一 一一一一トー 一一一一一一一一

4 安東橋 0.087 : 0.042 0.013 0.003 ND 0.002 0.005 ND ND ND 。目006 0.006 
一一一一一一一一 一一一一←「一一一一ト 一一一一一一一一一一一

5 五所川原堰 0.014 0.034 0.005 0.006 ND 0.002 ND ND ND ND 0.006 : 0θ19 
一一一一一

6 鶴間頭首工 1.13 0.035 0.161:0.005 ND 0.001 0.004 ND ND ND 0.0 1 0 : 0.0 06 
一一一一一

7 三女子橋 0.171 0.061 0.011 0.007 ND 0.004 ND 0.005 ND : ND 0.007 0.016 

0.0 1 6 : 0.0 2 8 0.002 0.0 1 0 : 0.0 12 I 8 芦野頭首工 0.005 白 0.005 ND ND ND ND : ND 
一一一一

9 河 口 0.648 : 0.042 0.015 0.012 ND 0.003 0.006 ND ND ND 0.007 0.275 

採水月日，左欄;51. 9. 22，岩欄， 51 岩木川重金属分析結果第 3表
-
N由
印
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第 4表 工作物概要

ぬ 堰堤名 占有・所有又は管理 堤 長 堤高
魚道の

備考(取水量) 種概面積
有無と位置

1 芦噸首主 団体(十三湖土地改良区) 108m 1$m 有(右差岸)
3.6"'-6.4 

2，411 ha 
ト>/sec

2 新堰寝堤 " (稲新 11 180m 4.0m 有(左岸) 3.7 11 1，157 

3 統合頭首工 11 (岩木川 " 108m 1.5m 有(左岸) 5........18 11 1l，163ha 
4 杭止 H 11 (杭止 11 80m 2.0m 有(中 1 ........ 3 11 781ha 

5 国吉堰堤 会社(吉井酒醸K.K) 102m 75m 有(右岸) 5.6 11 606K1l 

6 堰口 H 団体(ヰ野士党政良区) 165m 1.2m 有(右岸) 0.5........1 11 20ha 

7 目屋ダム 県(目屋ダム管理事務伊汗) 170m 6.3m 無 21 11 11，OO<l¥.W 

第 5表 魚道概要

Kl. 堰堤名 所在地 魚 道 の 規 模 完成年

1 芦野頭首工 北郡中里町芦野 長さ 20m 巾4m 段数 6 左右岸 昭 41 

2 新堰堰堤 ~t君鴨田町木筒 長さ 11.5m 巾2m 11 7 昭 32 

3 総合頭首工 中郡岩木町如来瀬 長さ 15.5m 巾3m 11 10 魚道2列 回 36 

4 杭止 H 11 11 杭止 長さ 20m 巾2m 11 10 11 昭 35 

5 国吉堰堤 弘前市国吉 長さ 20m 巾6m 11 13 大正13 

6 堰口 11 11 番館 長さ 5m 巾2m 11 3 昭 46 

〔禁漁区〕

1. 芦野頭首工 上流200m 下流500m

2. 新堰堰堤 11 50m 11 100m 

3. 統合頭首工 11 50揖 11 200m 

5. 国吉堰堤 庁 100祝 庁 200m
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5 .十和田湖資源対策調査

A 資源調査

I 調査目的

十和田湖ヒメマス資源の年変動要因を究明するためにヒメマスl乙関する生態及びそれを取巻く環境

状況について調査を行ないヒメマス資源の安定化と漁況予報の確立を図る。

E 調査内容
1.調査期間 自昭和51年4月 1日

至昭和52年3月31日

2. 調査場所 上北郡十和田湖町十和田湖

3. 担当者次 長頼茂

主任研究員 金沢玄室

4. 調査項目

1 ) 親魚群の年変動要因

2 ) 親魚の採捕時期と採卵期との関係

3 ) 生殖巣の成熟過程

4 ) 資源の評価

E調査の結果と今后の課題

1. 十和田湖産ヒメマス親魚の型が年変動するのは回帰親魚の年令組成割合の年によって変化する ζ

とによって生ずる可能性が強い。即ち高年令魚の占める割合の多寡によってその年の親魚の型の大

小が決まる。(第 1表)

2. 親魚の採捕は 9月中旬湖水温が 19'C前後になる頃から始まり， 1 1月上旬水温が 7'C前後にな

るまで続く。また，親魚の採捕が早自に始まっても採卵盛期は 12 'c前後の水温となる 10月下旬

l乙署々一定している。(第2表)

3. 卵巣重量は7月下旬から 8月にかけて急激に増大し，同時に卵径も大きくなる。親魚が大きい程

卵径は大きく，また卵数も多い。また親魚が大きい年のものは左右卵巣重量が喜々近似値を示すが，

逆の場合はその差が拡がる。(第1図)

4. 標識魚の再捕率は3.7%と最近高率を示してきている。乙のことは稚魚の生残率が高かったこと

を示すと同時に漁獲努力の増大による結果と思われる。このことから受精卵の平均ふ化率を 83.5

%にとれば，受精卵から 2"'3%の漁獲魚が期待できるととになる。

5. 1 9 7 1年に標識放流した 30，078尾が 19 7 3年から 19 7 6年にかけて 60尾が再捕され

た。これから年級別資源量を求めて合計すると 19 7 3年当初における湖内の，ヒメマス;総資源量は

約 139高尾と推定される。

6. 支勿湖万式(生産目標 1km'当り1.35トン)を十和田湖にあてはめると最大生産量は年間80 

卜ンという乙とになるが，現状の十和田湖における漁業形態では遊漁者も含めてもその生産量は，
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5 0トン前後がリミットと思惟される。

第 1表 各年 8月におりる甥魚年令組成

年令 昭和 4 9年 田和 5 0年 昭和 5 1年

牢 87.5% 25% 0%  
3年 66.6% 11.1% 0% 

8 12.5% 75% 0% 

♀ 0% 71.4% 66.6% 
4年 33.4% 77.8% 91.7% 

8 100% 28.6% 33.4% 

♀ 0% 
0% 

25% 33.3% 
5年 11.1% 8.3% 

8 。% 75% 66.7% 

♀ 0% 0% 0% 
6年 0% 0% 0% 

8 0% 。% 0% 

体長 g 2 4.0 ---2 5.6 cm . 2 3.4 ---2 6.5 cm I 2 8.8 ---3 6.0 cm 
範囲 8 2 5.0 ---2 9.6 22.0---27.0 29.8---38.0 

調査 ♀ 7 22 23 

尾数 8 5 14 13 

(昭和50. 5 1年度十和田湖資源対策事業調査報告書(1977・10)参照)
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第 2表 親魚採鋪期間と採卵期の関係

9月上 9月中 9月下 10月上 1 0月中 10月下 1 1月上 1 1月中 1 1月下

% % % % % % % 
但し地%曳網l乙 % 46 50.0 43.7 6.3 

採
47 40.4 4 6.8 8.3 4.5 一 よる採捕親魚

48 44.0 42.0 10.2 3.6 0.1 

49 6.8 69.7 22.1 1.4 

50 2.5 29.9 66.1 1.7 0.06 
捕
51 0.6 61.7 27.1 10.1 0.5 一

% % % % % % % % % 
46 5.6 28.3 P P P 

採
47 0.6 22.8 60.4 15.0 0.9 

48 4.4 8.9 P 

49 0.8 43.7 35.6 12.3 7.6 

50 4.2 62.8 25.1 7.3 0.5 
卵
51 32.3 46.9 15.9 3.8 1.2 

℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ 

平 46 19.0 1 8.0 1 7.0 15.6 14.4 12.4 10.7 8.8 7.2 

47 22.3 20.9 1 9.0 17.2 15.1 13.6 11.0 8.9 6.7 
均
48 20.3 1 9.4 18.9 17.1 1 5.9 14.1 12.0 9.0 5.8 

水 49 21.0 20.4 19.1 16.8 14.7 11.4 8.6 6.2 6.1 

50 2 5.2 21.3 1 9.9 18.6 16.1 1 4.3 12.5 10.5 8.7 
温
51 1 9.0 1 7.9 1 7.3 16.6 14.1 1 1.3 9.1 7.7 6.7 

100形

昭51年

亡コ右卵巣・・左。
←ー平均卵巣重量

昭51年

50 

5
H
中

6

月
中

8
月
上

7
月
中

8
月

7
月

6

月
四
月
中

叩
尽
上

9
月
下

8
月

下

9 

月

第 1図各月における左右卵巣重量比
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B 底質調査

I調査目的

49， 50年度の調査によって，底質の有機汚染が予想外に甚だしく，特に休屋・字樽部の前面水

域が目立った。今回は汚染水域の範囲を知るため乙の調査を行った。

E調査内容

1. 調査時期 5 1年8月5-6日

2. 調査点 第1図に示したように，休屋26点，宇樽部12点，子ノ口，青撫，鉛山，大川岱

各 1点

3. 調査員 淡水養殖部長 長峰良典

技 師原口健二

技 師山口伸治

4. 調査項目 水深・水分・全硫化物・ COD・強熱減量

D、強熱減量 700'C2時間加熱

皿調査結果と今後の課題

底質の分析結果は第 1 表に示した。乙の中からCOD，全硫化物について見ると次表のようにな

る。

C 0 D (lIIfJ/fJ乾泥〉 全硫化物 (lIIfJ/fJ乾泥〉

最高 覇正 平均 最高 最低 平均

字 樽 部 63.2 1 5.6 36.6 1.59 。0.6 3 
休 屋 56.8 1 6.8 3 6.8 1.15 。0.5 0 
青 撫 41.2 1.55 

水産環境基準 20 0.2 

乙の結果から字樽部，休屋，青撫とも，水産環境基ー準値を大巾に上廻っている。乙の原因として青

撫の場合は底質中に大量の落葉が混入し，それが宵敗して黒色禽泥となっているためで，恐らく冬の

季節風によって吹き寄せられるからであろう。宇樽部，休屋の場合は人口集中地帯でもあり，明らか

に下水による底質の汚染と見ることが出来る。

W考察

CODが207lltJ/乾泥F以上で更に全硫化物が0.2勾/乾泥F以上を汚染の基準とすると，その範

囲は次図のように斜線で示したと乙ろが該当する乙とになる。(第2-4図参照)
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鹿賀分析結果

観測地点 観測日時 7]< 深 制 水分含量伺 千~1ゐ評 (ゐラ1号観) 強熱減量~ 備 考

s t 4 55/>晶i:oo- 48.5 27.25 0.001 3.45 2.27 

5 " 57.3 39.25 0.002 6.42 2.48 

8 " 51.0 58.09 1.547 41.24 10.70 葉の混入

9 " 57.0 56.27 0.128 14.66 5.94 

12 " 39.5 71.01 0.028 29.31 8.62 

13 " 31.5 69.95 0.052 15.68 8.88 

14 " 20.8 67.18 1.587 43.28 9.42 

15 " 38.0 67.96 。 15.59 6.52 

16 " 27.5 67.21 0.004 32.20 8.30 

17 " 18.5 77.15 1.136 34.56 9.76 硫化臭

18 " 10.3 81.52 1.207 29.62 12.42 硫化臭

19 " 46.0 80.09 0.041 31.58 8.91 

20 " 29.0 77.75 0.121 32.83 8.41 黄土

21 " 19.5 79.61 0.817 63.21 10.58 水車

22 " 15.0 81.74 0.838 48.42 10.90 

23 " 12.5 82.02 1.141 59.46 12.63 

24 SA5M1.180.6 :0 0~ 48.0 66.04 0.187 41.99 11.97 

25 " 39.5 74.62 。 16.77 6.28 

26 " 30.0 74.09 0.009 20.29 7.44 

27 " 22.2 80.65 0.554 34.11 9.69 

28 " 15.9 82.36 0.603 36.38 8.57 水草

第 1褒
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観測地点 観測日時 水 深 "，) 水分含量紛
全硫化物 C o D 

強熱減量紛 備 考(71I'j/1持漉) (噸)z/19軽泥)

29 9.5 77.91 0.739 37.08 8.91 水車

30 47.8 79.61 0.221 28.52 7.58 

31 38.5 82.50 0.007 27.99 10.55 

32 29.5 85.05 1.038 43.76 9.28 

33 19.5 84.85 1.078 3 O. 23 8.17 

34 13.8 84.84 1.053 56.76 15.33 

35 10.5 81.82 0.773 43.92 10.59 水草

36 5.5 71.42 0.676 49.53 11.87 水草

37 48.3 81. 26 。 26.87 9.64 

38 39.8 82.76 。 28.98 7.97 

39 29.5 85.20 0.356 38.41 10.49 

40 20.2 8 O. 71 0.798 38.03 9.32 

41 13.7 84.77 1.030 46.73 8.98 硫化臭

42 9.6 8 0.01 1.149 45.65 11.25 勝塁又11ザ
43 4.2 58.57 0.176 26.07 5.56 

44 56.3 77.99 0.017 24.35 7.78 

45 42.3 79.48 。 26.24 8.61 

46 27.0 79.77 0.588 27.43 8.02 

47 17.7 81.44 0.673 44.86 11.89 

48 9.5 75.59 0.717 34.11 8.97 水草
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6 .サケ、マス増殖環境調査

I 調査目的

さけます資源増大のため，従来さげます増殖に利用されなかった河川の潜定的生産能力を計り，こ

れを開発利用することおよび河川環境変化の著しい河川を総合的に調査し，より一層の資源増大のた

めの万途を探ることを目的とする。

E 調査内容

l 調査期間 昭和 51年9月"-52年2月

2. 調査場所 (1)未利用河川 赤石川(青森県西津軽郡鯵ケ沢町)

(2)環境変化河川 馬淵J"(青森県三日郡三日町~八凶市)
3. 担当者次 長頼 茂

淡水養殖部長 長峰良典

技 自市 原口健二

技 師 山口伸治

4. 調査項目 (イ)物理化学環境

い) 天候 (b) 気温

(e) 流量 (f) 水温

(ロ)生物環境

(c) 透視度(濁度) (d) 流速

(g) 水質(BOD， PH， DOなど)

(a) 主な生息魚種

(b) さく河性 けますのそ上生態

(c) さく河性さげます稚魚降下期の生態

ω) 底生生物(流下昆虫)
付その他の環境

(a) 流践の概況

(b) 河川工作物について

(c) 河川の漁業実態についてなど

E 調査結果

〔日赤石川

1. 物理化学環境

水質調査結果は第 1"-2表に示したとおりで特lこ問題となる点はなかった。流水量は4.70"-

7.88トン/秒であった(調査点は略図参照)

2 生物環境

生息魚種はアユ，イワナ，ウグイなど 18種で差して多くはない(第 3表)，サケのそ上は9

月末..._1 2月仁旬にかけて年間約200..._300尾と推定されている。サクラマスについては 4"'_

6月頃 100..._200尾のそ上があるものと思われる。

ワt
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稚魚降下期の生態については不明の点が多い。底生生物では醇勝目，双麹白が主で，量的には

多くなかった。

3 その他の環境

赤石川本流には合計9ケ所の堰提が構築されており，乙れらによって湖河魚類のそ上が妨げら

れている。河川漁業で、はアユ漁がその中心となっている。

〔幻馬淵川

1. 物理化学環境

水質は第4---5表のとおりで重金属のPbが一地点で若干高い値が検出された他は特に異

常は認められなかった。

2. 生物環境

サケ・マスほか 16科31属38種の魚類が生息している。サケのそ上は 10月中旬---1月中

旬にかけて年間2，000尾程度である。サクラマスでは例年3---5月にそ上し年間200---300尾

程度と推定されている。サケ稚魚の放流は2---3月におこなわれているが，過去その殆んどが無

給餌放流であった (51年度は，給餌放流を実施した。)底生生吻では毛麹目，双麹目が多かった。

3. その他の環境

問川工作物は本流に2ケ所，支流に7ケ所ある。馬淵川は八戸市およびその周辺における上水

道及び工業用水源としてその需要は今後益々伸びるものと予慰される。河川の漁業としては春先

のウグイ漁，夏のアユ漁，秋のサケ漁がその主要なものである。
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第 1表 赤石川水質調査結果

S t， 
場所 日 時

天 気温 7]<温 PH DO DO BOD SS 備 考

No 候 ¥C) ¥C) ( ppm) 開 (p pm) (ppm) 

1 赤石川橋
51.9.2 霊 24.0 15.2 7.3 9.72 100.0 0.16 6.50 
14:45 

2 
51. 9. 2 ε13F ζ 23.0 16.0 7.1 9.77 102.2 0.69 0.65 
15:30 

3 大 然
51.9.2 q二EESFZ 20.8 
16.10 

16.3 7.3 9.77 102.8 0.15 0.78 

4 開源橋
51. 9.2 晴 23.3 20.2 7.4 9.16 104.0 0.62 
10:45 

5 基 橋
51. 9. 2 晴 25.4 19.1 7.4 10.01 111. 3 i 0.65 
9:20 

南金沢橋 15192|晴 24.1 19.4 7.8 10.83 121.1 赤石川支流
6 0.77 5.20 

1 1:45 

7 恩愛沢
51. 9. 2 E22F 弓 24.4 18.8 7.2 9.37 103.7 0.83 0.72 赤石川支流
13:30 

8 佐内沢
51.9.2 

号コ2三" 22.7 13.7 7.2 10.24 102.0 0.38 0.40 赤石川支流
1 4:00 

第 2表 赤石川重金属分析結果 52.9.2採水

S t 
No. 
場 所 Z n (ppm) Cu ( p州 Mn (ppm) WI (附l)ICd(p州 IPb(ppm)

1 赤石川橋 0.017 0.003 

2 0.0 (J 4 0.003 

3 大 宇λ 0.005 0.003 

4 開源橋 0.006 0.002 

5 基 橋 0.016 0.003 

6 南金沢橋 0.009 0.0 1 0 

7 思愛沢 0.0 1 5 0.005 

8 佐内沢 0.003 

※採7]<時のデータ は第 1表参照

ND  ND  ND  

ND  ND  ND  

ND  ND  ND  

ND  ND  ND  

ND  ND  ND  

ND  ND  ND  

ND  ND  ND  

ND  ND  ND  

ND: Mnは0.001ppm以下

H9は 0.0005ppm以下

0.004 

ND 

ND 

ND 

ND 

ND 

ND 

0.004 

Cd. Pb Iま0.003ppm以下をノIミす
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鋼電 3衰 i*石川におりる魚類相

科 名 属 名 平日 名 万 そ凸主子 備 考

ヤツメウナギ科 カワヤツメ属 カワヤツメ

" 11 スナヤツメ

サ ケ 科 サ ケ属 サ ケ

11 11 サクラマス(ヤマメ) 4 k~級( 300級)

11 11 ニジマス

11 イ ワ ナ属 アメマス(エゾイワナ) 白 腹 2 k~級

11 11 イ ワ ナ イモリイワナ 1 k~~及

ア ニ工 科 ア ユ属 ア 二工 30cm級

コ イ 科 ウ グイ 属 ウ ゲ イ ツブリジヤコ

11 11 て<' Jレ タ 1. 5 k~級

11 コ イ 属 コ イ

11 フ ナ属 ギン ブナ

ドジョウ科 シマドジョウ属 ド 1、J参 ヨ ウ

カ L、ノ守 カ 科 カ ジカ属 カ :; カ 15cm級輸防備え

11 11 カンキョウカジカ

ノ、 ゼ 科 ヨツノボリ属 ヨシノボリ

11 シロウオ属 1ノ ロ ウ オ

11 マハゼ属 マ ノ、 ゼ

1¥1-1市

f λモー馬淵JIi、，ー『、，-、一
(JT!.内)

(法師岡)

(福田〉

馬沸]川調査位置図
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第 4表 馬淵川重金属分析結果

S t 場 所
Zn Cu Mn H~ Cd Pb 

No. ( ppm) ( ppm) (ppm) ( ppm) (ppm) (ppm) 

1 0.001 0.003 ND  ND  ND  0.012 

2 態原川 0.014 0.003 ND  ND  ND  0.013 

3 0.025 0.003 ND  ND  ND  0.028 

4 剣 二Et3 0.007 0.001 ND  ND  ND  0.010 

5 福 国 0.01 2 0.002 ND  ND  ND  0.018 

6 法師岡 0.012 0.006 ND  ND  ND  0.021 

7 尻 内 0.034 0.006 ND  ND  ND  0.294 

8 J 11 口 0.027 0.008 ND  ND  ND  0.019 

第 5表 水質調査結果

S t 場所 日時 天 気温 水温 pH DO DO BOD SS 
備考

No. (戻 に) (c) (ppm) 怜 ( ppm) (ppm 

51.11.9 
空二Eヨ手ご 9.3 8.3 7.2 1 15:30 

12.30 108.1 0.82 1.75 
111幅
約58m

2 態原川 H.:bJ.9 .:.歪E三 7.9 8.1 7.1 11.94 104.4 0.83 2.73 馬!仲淵融川守支2流Om 

3 
51.11.9 三エ旨ズ 6.5 8.2 7.4 11.88 104.1 0.68 1.98 
16:00 

51.11.10 ヨ=き三 8.7 5.9 7.0 12.66 104.7 0.61 
111幅

4 実IJ 吉 1.80 約72m

5 福田
51.11.1 0 

号二Eヨ圭ミ 12.7 6.2 7.2 12.19 101.6 0.64 
111幅

1.26 約48m

51.11.1 0 ヨ百三 14.9 6.5 7.1 12.15 102.1 0.65 
111幅

6 法師岡 1.45 約48m
10: 40 

51.11.1 0 守τE又三 13.7 7.0 7.0 12.03 102.3 0.64 
111幅

7 尻内 1.83 約43m
11: 10 

8 川口
51.11.1 0 

三号工ZヨFξ 15.3 7.6 7.0 11.41 98.5 1.20 1.56 
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7 .河川保護水面調査

I 調査目的

保護水面管理事業lとともなうサクラマスの調査を実施し 人為的保護施策による資源の増強と適正

管理による効果的活用をはかつて，地元海面におけるマス漁業の持続的発展をはかる。

E 調査内容

1. 調査期間 沼和51年4月----52年3月

2. 調査場所 a 老部J11 (下北郡東通村)

b 吾妻J11 (西津軽郡深浦町)

3. 担当者 主任研究員 青山禎夫

技 日市 原口健二

技 自市 山口伸治

4. 調査項目

(1) 河川環境調査

(2) サクラマス棚上調査

(3) 産卵状況調査(老部川においては人工採卵を含U')

(4) ヤマメの生育調査

(5) ヤマメの性状調査

結) ヤマメの摂餌，消化調査(老部川のみ)

(7) サクラマスの再生産状況調査

結) ヤマメ食害魚の一部駆除について(老部川のみ)

(9) その他

E 調査結果

A 老部川

1. 河川環境調査

水質は良好でD08.43----14.15ppm， BODO.14----0.73 ppm， SSO.13----0.20 ppm と

水産環境水質基準を十分満足しているほか，重金属類についても問題なかった。流水量は平水時

で0.18----0.3 5押己/sec ，底生生物の現存量も過年度のそれと大差なかった。ただ夏期における

気温が著しく低温に経過したため，水温も例年よりも低めに推移したことが特徴であった。

2. サクラマス瀕上調査

今年の老部111へのサクラマス湖上は例年とほぼ同じ8月 2日に始まり， 8月下旬----9月上旬が

盛期でその総湖上尾数は282尾と保護水面設定以来最も多かった。

3 産卵状況調査

サクラマス産卵床の形成は 10月 1----1 0日に最も集中的lこなされ，本年の総産卵床数は保護

水面内 53床，老部川全川では 154床を確認した(第I表)。又これによる産着卵数も 45寓粒

弓，qa 



と推定され昭和38年以降最も多い年であった。なお，組合事業である人工採卵は 304，815粒

(使用雌親魚 105尾)であった。

4. ヤマメの生育調査

7月における 0才ヤマメの体長は5.9"-'9. 3cm，平均7.0cmで平年並の成長を示していた。

5. ヤマメの性状調査

ヤマメの性状は昭和38年以降大きな変化はみられず，ギンゲヤマメ(スモルト・降海塑)も

3"-'5月l乙出現しその85%以上が雌で2年魚以上の雌ヤマメ(パータイプ・河川担)は存在し

ない。

6. ヤマメの侵餌，消化調査

6時から 18時までの2時間毎におけるヤマメの摂餌量調査によると 7月 16日には 16時1[，

9月19日は 14時にそれぞれ最大の摂餌がみられた。消化速度については測定時の水温l乙大き

く左右されるが，絶食後8時間で胃内容物は半減乃至殆んど消化される乙とが判明した。

7. サクラマスの再生産状況調査

沿岸におけるサクラマスの漁獲量は 39.02トンでほぼ隔年の増減品るものの安定げこ頃向を

示している。(第 1図)。又昭和 44，45，46年の再生産率は 306，258，178と算出

された。

8 ヤマメ食害魚の一部駆除、について

ヤマメ生息域の拡大のため，ヤマメ，イワナ両生息域における大明イワナ合計 126尾を駆除

した(保護水面内のみ)。

9. その他

深浦町吾妻'"( 4 7年保護水面指定)には資源強化の為， 48年以降ヤマメを移殖している(

本年は 20，000尾)

老部川には治山ダム(本流2，保護水面 1)が情築されているが，数年で魚類の棚上降下が阻害

されてくる可能性がある。

B 吾妻川

1. 河川の環境

水質はD08.59"-'11.91 ppm， BODO.50"-'1.17 ppm， pH7.0"-'7.9と問題はなかった

が， SS1L1"-'2回高い値がみられた。流水量は平水時で0.10"-'1.37 ton/sec ，底生生物の

現存量は前年度と大差なかった。(水質第2表，底生生物第3表)。

2. サクラマスのそ上産卵状況

吾妻J111乙おけるサクラマスのそ上は5"-'6月と言われているが，そ上親魚を確認するまでには

至らず，保護水面内の産卵床も 6床を確認するにとどまった。

3. ヤマメの生育性状調査

0才ヤマメの生長は7月に平均体長7.7cmと荷干老部川のものより良好であった。又各種形態

調査でも特異な点は認められなかった。

4. 地先海面におけるサクラマス漁獲量

深浦におけるサクラマスは主として釣と定置網によって漁獲されその盛漁期は毎年 1"-'5月で

本年の総漁獲量は62.219切であった。
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5. その他

吾妻川は過去不幸にも災害復旧工事等で保護水面としての効果がf克われていないが今後はより

一層の保護施策を実施していくととが望まれる。
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第 1表

(分布区分図)

IV区

年別サクラマス産卵床分布状況

太

I区

平

洋

0保護水面 ll，凪 W区 (47年から)
皿区 (46年まで)
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吾妻川水質調査結果

場 気温 水温 DO DO BOD ss 
年月 日 時五IJ 天候 pH 併白 幸三

i灯 t二) 。二) ( ppm) ω ( ppm) (ppm) 
「 一一一

51 6. 15 13:40 16.1 72 10.08 105.7 1.12 31 

JII 
51 7. 28 15:30 [:jj 22.9 23.8 7.6 8.1 0 97.9 0.86 3.20 

51. 9. 30 15:20 くもり 18.2 15.4 7.9 10.1 6 105目。 0.53 0.28 
11 
51. 11. 8 10 : 05 くもり 15.1 8.5 7.0 11.91 105.1 0.92 1.94 

51. 6. 15 12 : 55 くもり 18.5 14.8 7.2 9.94 101.3 1.06 16.8 

51. 7. 28 11 ::~ 0 くもり 26.4 23.5 7.8 8.59 103.3 0.50 1.51 

51. 9. 30 11:50 くもり 21.9 14.8 7.9 10.4 5 106.5 1.0 1 0.05 

又

L~竺: 3~L~_~ _2_ 51. 11. 8 15.3 8.5 7.0 1 1.13 98.2 0.94 40.9 
ト一一一

51. 6. 15 11: 30 くもり 18.9 13.8 7.2 9.83 98.1 1.18 12.3 

大
51. 7. 28 10:55 くもり 23.9 18.4 7.8 9.20 100.9 0.89 0.72 

林
51. 9. 30 1 1 : 2 5 くもり 21.5 14.4 7.7 9.91 100.2 0.70 0.09 

年
51. 11 8 1 1 : 10 くもり 15.2 9.1 7.4 10.89 97.6 0.64 214 

51. 6. 15 10 : 5 5 くもり 16.8 12.8 7.2 9.71 94.8 1.17 1.43 

k 
51 7. 28 10:20 同 21.6 15.8 7.4 8.99 93.7 1.25 0.52 

慶
51 9. 30 10 :40 晴 13.9 13.0 7.8 9.77 95.8 1.44 0.03 

平
51. 11. 8 11 :40 くもり 13.4 8.3 7.4 10.93 96.0 0.68 0.03 

回E・E・-・・回 L一一一一

第 2表

ー

ω
N
N
1



吾妻川底生生物調査結果

場所 年月日 水位j温 鮮勝目 毛麹目 積麹目 双趨目 端脚目 その他 湿重量 備 考

個 個 個 個 個 個 菅

51. 6. 15 16.1 26 3 1 30 。 4 0.11 @ 

'" 7. 28 23.8 1 。 。 11 。 25 0.01 @ 

9. 30 15.4 2 4 1 15 。 31 0.02 @ 
口

11. 8 8.5 2 2 3 18 。 71 0.03 @ 

51. 6. 15 14.8 30 4 1 19 。 6 0.14 @ 
一一

7. 28 23.5 5 1 1 22 。 3 0.02 @ 

9. 30 14.8 8 2 1 9 。 10 0.01 @ 
又

11. 8 8.5 18 17 7 6 。 136 0.08 @ 
51. 6. 15 13.8 106 22 8 8 。 5 1.47 @ 

大
7. 28 18.4 56 19 5 4 。 5 0.19 @ 

林
9. 30 14.4 90 33 6 7 。 1 0.46 @ 

寺
11. 8 9.1 58 49 10 2 。 2 0.28 ① 

51. 6. 15 12.8 71 11 7 4 。 3 0.30 @ 
長

7. 28 15.8 94 24 8 12 。 5 0.27 @ 
慶

9. 30 13.0 85 12 19 7 。 7 0.34 @ 
平

11. 8 8.3 73 9 17 3 。 2 0.30 @ 

第3表

ー

ω
忠

l

備考欄O印中の数字は25X25cmサーバーネットによる採集回数で出現個体数はすべて， 1回当りの数

である。

注)



8 .漁業公害調査指導事業

I調査目的

漁場環境の監視及ぴ漁業公害に関する情報収集並ぴに防除措置に関する指導を行なう乙とにより内

水面漁場の保全を図りもって漁業経営の安定に資する乙とを目的とする。

E 調査内容

(1)調査期間 昭和51年4月 1 日から

昭和52年3月31日まで

(2) 観測場所

ω相坂川 十和田市御幸橋

制小川原湖 上北町上北町桟橋

付岩木川水系

i 浅瀬石川 旧舎館村朝日橋

ii 平 111 弘前市平川橋

藤崎町藤崎橋

111 岩木川 藤崎町安東橋

弘前市新鳴瀬橋

(3) 担当者

ω相坂川 小川原湖

相坂養魚場 主任研究員 佐藤直三

制岩木川水系

黒石養魚場 技 日市 林 義孝

(4) 調査項目及び分析方法

a .気 温 棒状温度計

b .水温 Electric Instrmnent Model 15A 

c .溶存酸素 向上

d.PH 相坂川，小111原湖については指示薬比色法，岩木川水系についてはガ、ラス電極法

(目立M-7E)

e .透視度 透視度計(水道法5Ocm ) 

f .生物化学的駿素要求量 CB.O.D)

20oc.5日間法

田調査結果

a .水混

イ) 相坂川，小川原湖

経年変化は第3.4図のとおりであった。最高水温は相坂11123.80c 小川原湖 33.20C.最低水
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温は相坂1113.9"C小川原湖は結氷のため測定不可能であった。

ロ) 岩木川水系

経年変化は第 5，6図であった。最高水温は 28.7"C，最低水温0.1"cであった。冬期間，とく

に豪雪期には岩木川を雪拾場に利用するため，水温l乙大きな影響を与えると思われる。

b • pH 

イ) 相坂川， 6.8から 7.2であった。

小川原湖， 6.8から 8.4であった。

ロ) 岩木川水系， 6.7から8.1であった。観測値の出現頻度分布図は第7図で，観測点毎に特徴

ある分布を示している。適正PHfl直は水産環境水値基準によると河川|湖沼では 6.7""'-"7.5 ，環

境基準によると 6.7""'-"8.5と示されている。いずれにせよ，小川原湖のPH値は限界値に近ず

いているものと考えられる。

c .溶存酸素

イ) 相桜川， 12 9.3~幼〉ら 79.4%であった。

小川原湖， 163.9.%から 79.9%であった。

ロ) 岩木川水系， 131.1%から 72.0%であった。特に問題となる観測値は出現しなかった。又，

頻度分布図は第8図のとおりであった。 PH頻度分布図同様観測地点毎l乙特徴のあるものとな

っている。

d .透視度

岩木川水系

経年変化は第 9，10図のとおりであった。透視度は略々安東橋>新鳴瀬>藤崎橋>平川橋>

朝日橋である。乙れは，昭和50年の浅瀬石川洪水による災害の復旧工事からの流出土砂の影響

であると考える。

e • B O. D 

岩木川水系

経年変化は第 11， 1 2図のとおりであった。観測値は6.46p pmから 0.22ppmであった。

B.O.D 透視度の散布図は第 13表のとおりで相関関係は認められなかった。全観測値の 80 

%以上が水産環境水質基準に云う自然繁循の条件 3ppm以下を満し， 97%が生育の条件 5ppm

以下を満していた。

内水面関係については，本年度も特別な漁業公害の発生がなかった。
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観測地点
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第 1表 -1 小川原湖上北町岸

DO IDO 目視観測j
観i!I.lJ月日 時 間 気 温 水 温 pH 

% ppm の結果

4/ 6 15:00 13.2 7B 7.2 119B 13.8 異常なし

15 14:30 18.2 13.4 7.4 138.5 14.0 11 

24 10:30 10.8 8.4 7.0 98.6 11.2 11 

5/ 6 15:00 14.2 11.2 7.0 116.8 12.4 11 

15 10:30 23.3 12.0 7.2 134.2 14.0 11 

25 10:40 18.6 12.2 7.0 13.0 11 

6/ 5 10:30 22.0 20.3 7.4 119.5 10.5 11 

14 15:10 18.0 19.0 7.2 91.0 8.2 11 

28 15:00 18.2 20.6 8.4 150.9 13.2 11 

7/ 6 14:50 24.2 25.6 8.4 140.5 11.3 11 

14 14: 40 18.5 20.7 7.4 139.7 12.2 11 

26 14: 5 0 31.0 33.2 8.0 163.9 11.8 11 

8/ 6 14:40 20.2 19.5 7.2 141.1 12.6 11 

16 15: 15 18.2 17.4 7.0 122.6 11.4 11 

25 15:00 22.2 21.0 8.2 163.6 14.2 11 

9/ 7 15: 10 26.4 23.6 8.0 159.0 13.2 11 

16 15:00 24.2 20.5 7.4 11 時化で積肥不可

27 15:05 18.8 19.7 7.9 130.5 11.6 11 

10/ 5 14:50 16.5 15.0 7.2 109.6 10.7 11 

18 15:00 21.7 16.7 7.4 112.4 10.6 11 

25 14:50 10.0 10.8 7.2 11 時化で顎陀不可

11/ 一 欠測

15 15: 00 3.5 4.8 6.8 102.1 12.7 異常なし

25 14:50 8.3 6.3 7.0 89.4 10.7 11 

12/ 6 15: 00 8.0 5.2 7.2 108.9 13.4 11 

16 14: 50 3.9 2.8 8.4 118.9 15.6 11 

24 15: 10 2.3 2.0 7.0 79.9 10.7 11 

1/ 11 欠測

14 15:00 -0.2 結氷 の こめ欠 担1 11 

27 15 : 0 0 2.3 11 11 11 11 11 

2/ 4 15:00 2.2 11 11 11 11 11 

15 14:30 1.3 11 11 11 11 11 

26 10:20 6.4 11 11 11 11 11 

3/ 11 欠測

15 15:30 8.5 2.9 7.4 15.7 11 

26 10: 10 83 1.8 7.2 81.6 i 11.0 11 
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第 2表 -1 昭和 61年度 椙坂川

DO DO 目視観測
観測月日 時 間 気 温 水 温 pH 

の結果% ppm 

4/ 6 14:00 16.8 10.5 7.0 101.9 11.0 異常なし

15 13:30 18.7 8.3 6.8 123.0 14.0 11 

24 9: 30 9.0 4.8 6.8 102.1 12.7 M 

5/ 6 13:40 13.6 9.0 6.8 112.6 12.6 11 

15 9:30 19.7 10.4 6.8 114.6 12.4 11 

25 9:20 19.4 11.0 7.0 118.1 12.6 11 

6/ 5 9:30 21.7 13.3 7.0 98.7 10.0 11 

14 13: 50 24.8 17.2 7.0 91.1 8.5 11 

28 13: 4 0 20.8 18.0 6.8 110.0 10.1 " 
7/ 6 16:30 20.5 18.0 6.8 114.4 10.5 11 

14 13 : 40 17.8 15.8 7.2 118.8 11.4 11 

26 13 : 40 31.6 23.8 72 120.9 10.0 11 

8/.6 13:50 18.6 16.0 7.0 109.8 10.5 " 
16 13: 50 18.2 14.9 6.8 122.7 12.0 11 

25 14: 00 22.8 15.6 6.8 103.7 10.0 1/ 

9/ 6 14:00 28.0 17.5 6.8 129.3 12.0 " 
16 13: 40 24.0 16.6 6.8 112.2 10.6 11 

27 13:40 21.6 13.8 6.8 99.8 10.0 11 

10/ 5 13: 50 1 7.0 11.8 7.0 100.2 10.5 11 

18 13:50 22.3 13.0 7.0 97.1 9.9 11 

25 13:40 8.4 8.6 7.0 96.5 10.9 11 

11/ 11 欠測

15 13 : 50 6.0 5.7 6.8 102.1 12.4 11 

25 13:40 9.6 6.0 6.8 92.9 11.2 11 

12/ 6 13 : 50 6.4 5.0 6.8 93.0 11.5 11 

16 13: 50 4.5 3.9 6.8 93.4 11.9 11 

24 14 : 00 3.0 4.6 6.8 91.1 11.4 11 

1/ 一 一 欠狽.iJ
14 14 : 00 -2.0 2.6 7.0 106.1 14.0 11 

27 14:00 2.3 3.8 72 110.4 14.1 11 

2/ 4 13:50 3.4 3.4 6.8 89.9 11.6 11 

15 13:30 1.6 6.3 72 79.4 9.5 11 

26 9:30 4.3 4.2 7.0 88.6 11.2 11 

3/ 一 欠狽.IJ

15 14: 30 9.8 6.9 6.8 992 11.7 11 

26 9:10 5.5 7.0 7.0 87.6 10.3 11 
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付表 観測結果表朝日橋

観測年月日 観測時間 天 候 風向力 気 温 水 温 l pH 

一一一一
76. 4/ 2 一

6 11 : 50 C E-1 15.1 6.6 7.3 

9 12: 0 0 C W-2 102 6.7 7.2 

13 12 : 4 0 F S-2 21.2 9.1 7.4 

16 12: 50 C S-3 22.1 8.1 72 

20 13 : 00 C SW-1 21.0 7.7 7.3 

23 13: 30 CR E-2 20.5 8.1 7.3 

27 13: 30 R 。 14.8 8.1 73 

5/ 4 13:00 C NE-1 17.4 8.8 7.2 

7 12 : 50 F W-2 11.9 8.5 7.1 

11 13 : 0 0 C W-2 25.4 13.0 6.9 

14 13:20 F W-3 20.9 13.2 7.1 

18 14:30 F S-3 22.8 15.9 7.2 

21 13:00 R W-1 18.1 11.8 7.2 

25 13:50 C SE-2 21.8 15.5 7.3 

28 16:50 F W-3 24.8 19.3 6.8 

6/ 1 14:40 CR S-l 21.0 18.1 6.7 

8 13: 20 R 。 20.0 18.5 6.8 

15 16:50 CR N-1 17.4 18.9 7.0 

18 13:30 C NN-2 25.5 22.8 7.1 

22 13: 00 R N-1 19.4 18.7 7.0 

29 13: 20 ' R 。 13.7 16.1 72 

7/ 6 14:00 F W-2 23.4 23.4 7.0 

9 14:20 FC NW-1 28.6 27.0 7.1 

13 13: 15 C E-2 25.2 23.8 7.1 

16 16: 00 F NW-2 23.7 24.2 7.1 

20 14:05 F NE-3 26.6 23.1 7.0 

23 13 : 40 F E-1 35.0 23.7 6.9 

27 13:50 F SW-3 31.2 26.0 6.8 

30 13:30 C 。 29.7 22.0 6.9 
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DO%  透視度 B 0 pD pm l ! t附首 考
C1TL 

ト

96.0 25.8 2.05 

98.0 19.6 1.89 

99.4 15.6 0.82 

101 8.0 1.29 

108 11.6 0.65 

105. 13.8 0.65 

113 16.8 0.51 

101 17.4 0.98 

98.0 13.0 1.20 

102 9.4 0.66 

103 9.4 0.55 

104 16.8 1.23 

100.0 15.4 1.09 

102 17.6 1.39 

110 26.4 3.37 

102 44.4 2.08 

107 35.4 1.84 

101 41.4 2.08 

105 43.4 5.36 

72.0 21.8 

110 13.6 2.15 

106 19.2 

111 50< 3.51 田光橋l乙観測位置を変更

93.2 4.4 3.13 " 護岸工事

98.0 14.6 3.54 上流で " 
102 16.0 3.18 " 
91.4 32.2 4.68 渇水

116 13.2 3.86 " 
99.2 50< 1.98 " 
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付表 1-1 観測結果表 朝日橘

観測年月日 観測時間 天 候 風向力 気 温 水 温 pH 

76. 8/ 3 13:50 CF E-l 27.2 24.2 6.9 

10 13:40 CR E-2 25.7 18.3 7.1 

17 13:30 CF SE-l 26.0 21.2 7.0 

24 14: 00 C 。 28.0 18.8 7.2 

27 16:30 F W-2 24.6 22.0 7.0 

31 14:00 R W-l 21.3 18.5 7.0 

9/ 3 14:30 F NE-3 27A 22.0 72 

10 13:40 R 。 23.2 18.8 7~'" 

14 13: 40 RC S-1 23.9 17.1 7.2 

17 13: 10 C 羽1'-1 20.8 17.3 7.3 

21 14 :00 F W-2 24.6 19.3 7~'" 

24 13:45 F 。 21.5 15.9 7.2 

28 14: 15 C 。 19.5 14.6 7.2 

10/ 1 13:30 C E-1 21.5 15.3 7A 

5 13:00 RC E-l 18.3 13.6 7.2 

8 14:10 F 。 22.4 15.5 7.3 

19 13:45 F W-2 21.6 12.5 7.4 

22 14:00 C N-2 15.6 12.2 7.2 

26 13: 45 C 羽ト4 12.4 10.3 7.3 

29 13:40 R 。 7.4 8.6 6.9 

11/ 2 13:40 C NEー1 13.7 7.8 6.9 

9 13:50 F W-2 9.6 8.6 6.9 

12 13: 00 ¥ S W-3 2.7 5.6 7.0 

16 C N-l 6.5 5.6 7.0 

19 13:45 C 。 9.8 6.8 6.9 
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DO% 透視 | 備 考

ト

86.4 

97.0 1.8 

105 33.0 4.92 

93.0 4.5 1.31 雨がつづいている

99.6 6.3 1.08 

89.2 6.6 1.00 

98.4 5.2 1.46 

98.0 4.4 0.98 田光橋

96.6 1.6 1.42 朝日橋l乙変更，前夜より雨

98.8 10.4 0.89 

101 5.6 0.55 

104 4.2 1.22 

99.4 16.8 0.53 

97.0 11.8 1.56 

99.0 8.6 1.16 

97.0 10.2 1.64 

9.8 0.94 センサー断線

※ 
101.5 10.0 2.90 

※ 
7.2 2.2 7 黒石で前夜初雪100.3 

※ 95.5 2.8 3.01 前夜より風雨強し

※104.4 9.6 2.01 

* 102.6 6.0 2.66 

※102.8 7B 2.73 

※ 101.8 5.0 2.63 

※ 106.3 7.8 2.91 

qo 
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付表 1-2 観測結果表 朝日橋

観測年月日|観測時間!天 候|風向力
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DO% 
1D 1p 4Op9zn|l | 透視庄

BOD 備 考
ppm 

99.0 11.0 1.40 

101.0 12.91 12.4 3.12 ウインクラー

100.9 12.20 9.6 3.36 11 

100.8 12.44 7.4 2.60 11 

99.4 12.80 5.6 3.58 11 

99.6 12.73 5.4 2.22 11 

97.6 13.4 4 3.4 1.76 11 

13.6 1.99 11 

100.0 13.70 6.0 2.00 

102.8 13.71 92 2.68 

98.8 13.88 9.8 0.74 前夜来大雪

99.1 13.96 1.6 1.15 雪捨て

99.4 13.78 4.6 1.02 

101.2 13.80 14.8 1.08 

101.0 13.4 7 7.4 1.48 

98.9 13.93 6.0 1.17 最も寒い日

99.2 13.74 8.0 0.50 

101.0 14.08 16.0 1.74 

101.1 13.56 16.6 2.28 

83.3 10.82 21.0 一
100.9 14.17 11.0 0.78 

108.2 12.92 9.4 2.16 

104.0 13.36 9.4 2.10 

109.7 12.94 13.6 0.78 

105.0 13.71 9.6 1.93 

100.9 11.87 8.4 1.26 

104.1 12.28 9.6 1.28 

106.1 12.06 17.6 0.99 

104.5 12.20 9.2 3.12 

phd 
Fhu 
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付表 2-1 観測結果表 平川橋

観測年月日 観測時間 天 候 |三十温ipH 
76. 4/ 2 14:50 晴 7.0 

6 13:50 C NE-3 14.8! 6.8 7.3 

9 13:20 C W-2 12.4 6.6 72 

13 14:20 F SW-1 22.6 10.1 7.3 

16 14 :30 C S-4 19.1 9.7 7.1 

20 14:30 C S-2 21.2 8.3 7lJ 

23 13:50 CR E-3 20.6 8.5 7.2 

27 13:45 R 。 15.1 8.7 72 

5/ 4 13:15 C NE-2 16.3 8.7 7.1 

7 13: 10 F 明ト2 14.2 9.9 7.0 

11 13:25 C W-3 22.4 12.4 6.9 

14 13:40 F SW-3 21.2 13.2 7.0 

18 15: 00 F S-3 23.8 165 7.1 

21 13: 20 R W-1 18.9 11.8 7.0 

25 14: 10 C SEー2 21.8 15.5 7.0 

28 16:30 F SW-3 25.6 20.9 6.8 

6/ 1 15:00 CR 。 20.9 18.3 6.8 

8 13:40 R 。 20.5 17.9 6.7 

15 15:50 CR N-2 20.0 18.3 7.1 

18 13:50 C W-1 24.7 21.0 7.0 

22 13: 30 R 。 21.7 18.7 7.0 

29 13: 4 5 R 。 13.9 16.1 7.1 

7/ 6 14: 20 ! F W-3 23.2 23.4 7.0 

9 14: 40 FC NN-2 29.6 24.6 7.2 

13 13:50 C N-1 26.2 23.1 7.0 

16 15: 40 I F fW{-3 24.0 23.9 7.1 

20 I 14: 30 F N-3 26.4 22.5 6.9 

23 14: 10 F SE-1 36.4 25.8 7.1 

27 14:20 F SW-3 36.0 28.0 7.0 

30 14: 30 C E-1 29.5 23.1 6.9 
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DO% 透視度 備 考
cm pprn 

一一一一一-一一一-

98.0 10.6 5.40 

101 16.0 2.85 

100 13.6 1.95 

110 18.0 1.39 

104 6.4 1.82 

98.4 15.4 0.82 

103 15.0 0.78 

104 21.2 0.53 

96.4 17.8 0.23 

105 11.6 1.68 

99.2 15.6 0.95 

105 13.0 1.00 

103 13.4 1.34 

95.2 21.4 1.58 

104 26.8 2.38 

102 23.2 

90.5 31.6 5.85 

92.0 24.8 3.47 

93.8 22.0 3.19 1 4日岩木山麓降署被害

97.2 44.2 3.05 

82.2 36.6 2.89 

109 26.4 1.50 27日岩木山麓l乙降署被害降雨つづく

106 33.4 3.75 

106 50< 4.03 

94.8 50< 2.02 

90.2 27.8 2.64 

92.8 32.6 2.66 

93.0 44.1 2.66 渇水

88.4 30.8 3.34 11 

78.2 44.4 3.82 11 
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付表 2-2 観測結果表 平川橋

候 風向力 l 気

29.1温水 22.8温
76. 8/ 3 I 14: 2 0 CF N-2 7.0 

10 I 14:10 CR E-2 25.5 18.9 6.9 

17 I 13:50 CF E-2 26.0 21.1 7.0 

14:30 C 。 26.0 19.3 6.9 

27 15 : 15 F W-3 27.0 19.9 6.9 

31 14 :20 R N-2 21.9 19.0 6.9 

9/ 3 15: 00 F NE-3 25.5 20.7 7.3 

10 14: 10 R N-2 23.0 19.0 7.1 

14 14: 00 R 5-1 23.6 18.6 7.0 

17 13: 2 0 C 。 20.9 17.5 7.1 

14 : 20 F W-1 23.8 19.1 7.2 

24 14: 10 F W-2 19.9 16.1 7.2 

28 I 14:45 C W-2 19.9 14.7 7.2 

10/ 1 13:50 C E-1 22.0 15.1 7.2 

5 13: 15 RC N-2 17.0 14.5 7.1 

14: 30 F 。 23.2 14.4 7.2 

14:10 F W-2 21.1 14.0 7.3 

22 I 14:25 C N-2 17.5 12.2 7.2 

26 I 14: 10 C W-4 12.5 10.2 7.4 

29 13:50 R N-2 6.5 9.0 7.0 

11/ 2 14:00 C NE-1 13.9 8.3 7.2 

9 14 : 1 0 F W-2 8.6 8.4 6.9 

12 I 13: 40 S NW-3 4.7 5.8 7.3 

16 13:45 C N-2 6.0 5.9 7.0 

19 14:00 C 。 9.5 7β 7.0 
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DO% 透視度 BOD 備 考
cm ppm 

十

88.2 18.3 2.02 8/1， 21乙降雨あり

98.6 1.5 2.52 

104 50< 1.44 

97.0 7.6 1.65 

97.0 41.0 0.89 

88.6 31.8 1.12 

102 5.2 1.54 

93.8 6.6 1.55 

89.8 1.4 1.79 

98.2 108 0.99 

98.4 11.6 0.84 

98.6 4.6 1.15 

99.6 13.0 1.04 

98.6 12.2 2.06 

101 8.2 1.27 

96.0 9.0 2.38 

11.0 1.61 

100.1 12.6 2.60 

101.2 6.6 2.47 |黒石で前夜初雪

90.7 3.0 4.10 !前夜より風雨強し

102.4 14.6 3.05 

101.2 8.4 2.23 

100.7 6.4 3.02 

101.2 10.6 1.45 

104.5 9.0 2.4 6 
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付表 2-3 観測結果表 平川橋

観浪l陣月日 観測時間|天 候 風向力 気 温 水 温 pH 

76.11/26 14:10 R 羽ト2 11.1 7.6 7.1 

30 13:50 S N-2 32 3.9 7.0 

12/ 3 14: 00 F S-1 13.4 5.6 7.1 

7 14:05 C E-1 5.8 5.1 7.0 

10 14:15 SC W-1 2.2 3.4 7.0 

17 14: 15 S W-3 2.6 3.4 7.1 

21 13:50 S NV'Iん2 0.7 1.9 71) 

24 14: 10 F 。 1.2 2.2 7.1 

77. 1/ 7 14: 10 F E-1 52 1.1 7.2 

11 13:40 F 。 1.5 2.2 7.3 

14 14: 05 F W-2 0.4 0.2 7.1 

18 14:20 F W-2 0.6 0.3 7.0 

21 13:30 F W-2 0.1 1.2 7.1 

25 13:40 S S-1 0.2 1.9 7.1 

28 13:30 F 。 6.8 2.4 72 

2/ 1 12:10 S W-3 -4.9 0.2 7.2 

4 13: 50 F W-2 1.3 1.5 7.3 

8 14:00 C W-2 2.6 1.6 75 

15 14: 00 C 明ト1 3.3 2.2 7.5 

18 14: 10 F W-2 2.8 2.8 7~1 

22 S 。 -0.6 0.8 7~1 

25 13: 50 : F W-1 13.5 5.1 7.4 

3/4 14: 00 ! F 。 4.0 2.7 7.1 

8 14:30 F S-2 12.4 6.3 72 

12 11:50 F W-2 9.6 3.0 7.1 

15 14:10 I C W-3 7.5 6.2 7.1 

18 13:50 F N-2 13.0 7.2 7.1 

14: 10 F E-2 11.0 7.7 7.1 

29 14:40 F W-3 11.2 7.1 7.2 
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l2i透DO% 視度 BOD 備 考
cm ppm 

ト一一一 一一一十一

100.2 I 11.60 14.0 1.92 

98.5 I 1 2.5 5 12.2 i 3.0 2 

99.5 12.13 10.2 2.91 

98.3 12.13 7.4 3.30 

95.5 12.34 12.4 3.87 

89.3 11.53 3.0 6.39 

96.3 12.95 10.6 2.78 

100.3 13.37 11.2 1.72 

96.6 13.28 10.0 2.35 

99.4 13.26 8.6 3.12 

96.3 13.57 8.6 2.12 |前夜大雪

97.4 13.68 3.0 1.34 

98.1 13.4 5 6.0 1.39 

102.6 13.80 9.0 1.26 

100.2 13.29 9.2 1.54 

96.0 13.52 10.6 1.79 

98.7 13.42 9.4 0.86 

103.7 14.06 17.8 1.88 

100.9 13.27 26.0 3.24 

85.5 11.23 20.6 

99.4 13.77 15.4 1.42 

99.5 12.29 8.2 6.46 

93.2 12.26 23.4 4.65 

100.4 11.99 15.6 424 

100.7 13.15 26.4 2.96 

98.2 11.79 9.4 1.16 

104.7 12.26 18.2 1.91 

103.7 11.98 19.4 1.25 

103.6 12.16 9.6 2.71 
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付表3-1 観測結果表 藤崎橋

観測j年月日 観測時間 天候 風向力 気温 pH 

ト一一一一一一 一

76. 4/ 2 14:30 晴 S-1 7.3 6.0 7.0 

6 13:20 C NE-2 15.0 6.0 7.2 

9 13:00 C W-2 9.9 5.2 6.9 

13 13:50 F SW-1 20.4 9.1 7.?' 

16 l4: 20 C S-4 212 10.1 7.1 

20 14: 15 C S-2 22.6 8.3 7.0 

23 l4: 50 CR E-3 19.1 8.9 7.2 

27 14: 4 0 R 。 15.9 10.3 7.1 

5/4 14:10 C E-2 15.4 9.5 7.1 

7 14: 10 F SW-2 13.5 10.3 7.1 

11 14:20 C W-1 24.1 132 7.0 

14 14:40 F W-3 20.2 13.9 7.1 

18 15:50 F S-3 22.1 16.5 6.9 

21 14: 10 R W-1 17.8 12.4 7.1 

25 15:30 C SE-1 19.4 15.3 7.1 

28 16: 15 F W-3 25.8 19.5 6.9 

6/ 1 15:40 CR SE-1 21.2 17.7 6.7 

8 14:40 R 。 19.3 18.1 6.9 

15 16: 30 CR N-1 18.9 17.9 7.1 

18 l4: 30 C N-2 20.9 20.0 7.0 

22 14:30 R N-1 19.9 19.0 7.1 

29 14:401 R 。 14.2 16.3 7.1 

7/ 6 14:351 F W-2 23.7 22.0 7.1 

9 FC W-1 28.6 25.2 7.7 

13 l4: 20 : C N-1 24.8 23.2 7.2 

16 15: 20 ! F NWー2 26.4 21.8 72 

20 15:00 F N-2 25.4 25.0 7.1 

23 14:40 F SE-1 34.6 26.8 7.1 

27 14:40 F S-3 32.0 27.6 7.2 

30 14:50 C E-1 29.8 22.7 6.9 
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DO% 透視度

lY 
備 考

cm 
ト一一一一一一 一一 . 
106 22.8 

106 30.5 

102 31.4 3.07 

105 17.8 1.33 

99.4 3.2 1.02 

103 15.8 0.95 

98.0 16.0 1.04 

96.8 18.8 0.64 

95.0 19.4 0.62 

102 12.6 2.31 

106 19.2 1.37 

102 10.0 1.61 

104 9.8 2.12 

102 20.8 1.83 

103 29.6 1.64 

101 31.4 4.44 

98.2 42.6 3.49 

98.2 28.4 3.48 

103 27.8 2.62 1 4日平川，岩木川水系降電被害

105 47.2 2.76 

95.6 41.4 4.91 

112 23.8 1.56 27日岩木山麓に降害被害降雨つづく

105 47.2 5.75 

132 50< 5~H 

106 47.5 3.42 

99.4 38.4 3.2 7 

107 46.0 3.13 

142 50< 2.32 渇水

155 50< 2.56 1/ 

118 50< 2.53 1/ 

- 363ー



pH 

一ヮ“
一
q
L

-
n
4
 

水
i
l
i
-
-
;
}
!
4
1
 

温

↑
一

2弓'つ臼

付表3-2

観測年月日

76. 8/ 3 

6.9 19.3 24.7 E-3 CR 14:30 10 

7.0 20.3 25.5 E-3 CF 14: 10 17 

7.0 19.0 27.0 NE-1 C 15: 00 24 

7.1 19.0 24.5 W-1 F 15:30 27 

7.1 19.5 22.1 。R 14: 30 31 

7.3 19.9 24.8 NE-3 F 15:10 9/ 3 

7.0 19.0 22.7 。R 14:25 10 

7.0 18.0 26.1 。RC 14:30 14 

7.0 17.5 21.0 。C 13:45 17 

7.2 18.7 21.4 W-2 F 14: 35 21 

7.2 16.5 21.3 W-1 F 14:30 24 

7.2 14.4 18.2 。C 15:00 28 

7.2 15.0 22.6 E-2 C 14:05 

72 14.3 18.0 E-1 RC 13:35 

7.2 13.4 22.2 。F 14:45 

7.3 13.3 22.2 W-2 F 14:30 

7.2 12.0 17.5 N-2 C 14:40 

10/ 1 

5 

8 

19 

22 

7.4 9.8 11.4 W-4 C 14:25 26 

7.1 92 7.2 。R 14: 10 

7.2 8.1 13.1 NE-1 C 14: 15 

7.1 8.3 7.8 W-2 F 14:30 

7.2 5.7 4.6 NW-3 S 14: 00 

7.1 

7.0 
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5.8 

7.0 

6.4 

10.6 

N-1 

。
C 

C 

14: 10 

14: 10 

29 

11/ 2 • 

9 

12 

16 ! 

19 



考備

8/1， 21乙降雨

h
u
p
 

O
1
 

3
十

i

l

2.54 

2.87 1.4 

1.76 46.4 

1.42 5.6 98.4 

1.23 50< 102 

1.37 39.6 95.6 

1.26 35.8 99.6 

2.24 7.5 98.4 

前日より雨1.72 1.4 93.8 

1.19 14.0 102 

0.76 18.4 102 

前夜雨1.56 4.6 100.0 

1.16 15.4 102 

1.95 18.0 99.8 

1.74 12.4 102 

1.97 28.0 98.8 

1.81 18.2 

3.25 14.8 ※102.1 

前日初雪2.71 17.2 ※101.5 

嗣安より風雨強し5.64 3.4 90.3 
※ 

2.4 6 16.8 ※104.6 

3.76 11.0 * 1 04.3 
2.98 6.4 ※100.9 

2.61 
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2.81 

9.8 

8.4 

※102.8 

※101.3 



付表3-3 観測結果表 藤崎橋

観測年月日 観測l時間 天 候 風向力 1 気 温|水 温| pH 

76.11/26 14: 3 0 R W-l 11.5 7.4 7.2 

30 14 : 10 S N-2 1.5 3.8 7.1 

12/ 3 14: 15 F S-1 10.8 5.4 7.1 

7 14: 30 C E-l 6.1 4.8 7.1 

10 14:30 SC W-l 2.0 3.3 7.1 

17 14:30 S W-3 1.8 3.4 7.2 

21 14 : 10 S NW-2 1.0 1.4 7.1 

24 14: 30 F NE-l 0.6 1.8 7.2 

77. 1/ 7 14: 20 F 。 3.2 0.4 73 

11 14: 00 F 。 -0.4 1.4 7.3 

14 14: 2 5 F 羽ん2 0.7 0.2 7.3 

18 14: 40 F W-2 -1.5 0.1 7.0 

21 13:50 F 。 0.4 1.1 7.1 

25 14:00 S S-1 0.0 2.0 7.2 

28 13:50 F 。 1.4 1.7 7.3 

2/ 1 12: 40 S 。 -3.2 0.1 7.2 

4 14: 10 F W-2 0.0 1.2 7.1 

8 C W-2 0.0 0.8 7.4 

15 14: 20 C W-l 5.1 1.8 7.4 

18 14:30 F W-2 1.9 2.4 7.2 

22 14:20 S W-3 -0.7 0.4 72 

25 14:00 F W-l 10.9 4β 7.5 

3/ 4 14:20 I F 。 4.5 2.4 7.2 

8 14: 40 ! F S-2 12.7 5.2 7.2 

12 12: 0 0 F W-2 9.8 2.9 7.1 

15 14: 2 0 C 。 7.8 6.3 7.1 

18 14: 00 F N-2 13.0 6.8 7.1 

22 14: 20 F E-2 10.4 6.9 7.3 

29[ 14:50 F 明ん-3 9.7 6.6 7.1 

-366ー



00%十|五DO汁m I透視度| BOD|  備 考
cm i P pm 

「ト一 一--.ー ー・
100.7 11.73 11.2 1.67 

97.8 I 12.48 11.8 3.11 

98.8 12.11 12.8 3.66 ウインクラー

98.8 12.30 8.2 2.61 11 

96.8 12.53 9.8 4.76 11 

91.3 11.79 2.8 11 

97.5 13.30 21.4 2.4 6 

99.1 13.37 14.8 1.60 

95.1 13.32 13.4 3.84 6日から大雪，雪捨て多し

99.7 13.59 14.8 3目61

96.3 13.56 6.4 2.41 前夜大雪

97.1 13.72 3.0 1.49 

98.9 13.59 3.4 2.47 

98.8 13.24 12.2 2.19 

96.3 13.02 24.8 2.07 

94.8 13.39 26.6 2.37 

94.0 12.89 9.4 2.21 

95.9 13.29 13.4 4.85 

95.1 12.83 26.6 3.09 

78.7 10.4 4 24.4 

94.2 13.19 11.0 2.84 

100.9 12.56 10.4 4.12 

100.1 13.28 21.4 3.49 

104.6 12.8 8 20.4 1.81 

104.2 13.64 33.6 2.72 

99.8 11.95 9.8 1.68 

104.0 12.30 18.4 2.04 

104.8 12.36 13.0 1.26 

104.5 12.42 16.4 2.32 
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付表4-1 観測結果表 安東橋

観測年月日
観醐時間i天 候|風向千 温!十温| pH 

76. 4/ 2 7.1 

6 13: 20 雲 Nー2 15.4 6.2 7.4 

9 1 2 : 5 0 I C W-2 11.0 6.6 7.2 

13 13:30 F SW-1 17.6 8.9 7."， 

16 13:50 C SE-3 21.4 8.3 72 

20 14:00 C S-2 21.4 8.1 7.0 

23 14:30 CR E-3 19.8 8.3 7.3 

27 14: 25 R 。 16.2 8.9 7.2 

5/ 4 13:55 C E-2 16.4 9.3 72 

7 14: 00 F W-3 12.8 10.8 7.1 

11 C 。 25.1 13.0 72 

14 14:30 F W-3 20.6 14.7 7.0 

18 15:40 F S~ 21.1 17.9 7.0 

21 14:00 R 。 17.7 12.0 7.1 

25 14:50 C SW-1 21.2 15.3 7.0 

28 16:00 F W-2 26.6 21.3 7.3 

6/ 1 15:30 R 。 21.5 16.1 6.9 

8 14: 30 R 。 19.8 16.5 6.8 

15 16: 20 CR N-1 18.4 16.3 7.2 

18 14:20 C NW-1 22.7 19.9 7.1 

22 14:20 R N-1 19.0 17.0 7.0 

29 14:30 R 。 14.0 15.5 72 

7/ 6 14:50 F W-2 25.7 24.3 7.1 

9 15:20 FC 。 28.6 25.1 7.2 

13 14: 30 C NEー1 25.5 23.4 7.1 

16 15: 15 F NW-3 26.1 24.4 7.1 

20 15:30 F N-2 24.2 24.4 6.9 

23 i 14:50 F SE-1 34.7 28.7 7.2 

27 I 15:00 F S-3 32.4 27D 7.2 

30 I 15: 05 C SE-1 29.2 21.0 7.1 
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トDO%」透視ま| BOD 備 考
ppm 

110 47.2 2.73 

111 41.2 1.30 

106 47.0 1.06 

108 22.8 0.64 

100.0 3.8 0.55 

99.6 8.4 0.57 

97.8 4.4 0.39 

97.8 9.8 1.13 

97.2 15.6 0.22 

104 8.8 1.05 

107 24.8 0.60 

111 20.0 0.45 

108 28.4 0.60 

110 47.8 0.61 

121 50< 0.98 

145 47.5 1.72 

129 50< 1.19 

114 50< 1.05 

109 10.6 1.12 1 4日平川，岩木川水系降署被害

122 50< 0.72 

116 50< 0.86 

115 3.6 0.77 |27閉山麓開害附似

113 50< 0.51 

106 50< 1.51 

109 50< 0.95 

113 50< 0.88 

108 50< 0.86 

112 17.4 1.39 !前夜岩木川上流で降雨あり

112 50< 0.79 

114 50< 1.03 
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付表4-2 観測結果表 安東橋

観測年月日 観測時間 天 候 風向力 気 温 水 温 pH 

トー

76. 8/ 3 14: 50 CF mト2 27.4 24.0 7.3 

10 14:40 CR E-3 25.4 19.7 7.2 

17 14:20 CF E-3 25.5 23.7 7.1 

24 15:00 C 。 24.5 19.1 7.2 

27 15:40 F W-3 22.5 20.1 7.2 

31 14:50 R 。 21.6 18.0 7.1 

9/ 3 15:20 F NE-3 23.4 22.1 7.4 

10 14:35 R 。 22.1 18.7 7.3 

14 14:50 R S-l 24.8 16.7 7~1 

17 13:55 C 。 20.0 16.9 72 

21 14: 4 5 F SW-3 22.0 18.8 7.1 

24 14:40 F W-1 19.8 18.0 7.3 

28 15:10 C 。 17.6 15.1 7.2 

10/ 1 14: 10 C E-1 22.6 16.7 7.2 

5 13:45 RC 。 18.6 15.5 7.2 

8 14:50 F 。 21.1 16.3 7~1 

19 14:35 F W-2 21.5 16.1 7~1 

22 14:50 C N-2 16.0 10.8 73 

26 14:35 C W-4 11.5 10.7 7.4 

29 14: 30 R 。 7.5 9.2 72 

11/ 2 14 :25 C NE-1 14.5 8.5 7~1 

9 14: 40 i F w-ー2 7.8 8.4 7.1 

12 14:05 S NW-2 4.0 7.4 7d1 

16 14: 20 C N-1 6.2 6.8 7.2 

19 14:20 C 。 10.8 6.9 7.1 
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DO% 備 考透視度
αR 

7 

BOD I 
ppm! 

-一一一斗一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
0.57 121 

102 

112 

101 

106 

106 

118 

99.2 

101 

103 

104 

110 

106 

109 

112 

117 

※ 103.7 

※ 106.0 

※ 96.3 

※ 103.4 

※104.4 

※105.3 

※104.8 

※107.1 

50< 

4.6 

50< 

7.。
8.2 

50< 

50< 

3.8 

3.8 

9.0 

19.8 

19.6 

14.4 

39.8 

32.0 

33.0 

23.6 

24.4 

23.8 

2.8 

12.4 

17.6 

18.4 

13.6 

9.0 

1.27 

0.4 7 

0.36 土曜日より雨がつづく

0.4 5 

0.57 

0.66 

0.75 

0.61 

0.32 

0.44 

0.79 

0.84 

1.09 

1.09 

1.23 
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し
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付表4-3 観測結果表 安東橋

pH 観測年月日|観測時間|天 候|風向

7 6.11/2 6 1 1 4 : 40 

30 I 14:20 

12/ 3 1 14: 25 

7 I 14: 40 

10 1 14:35 

17114:40 

211 14:20 

24 I 14:35 

77.1/71 14:40 

11 I 14 : 15 

14 I 14:35 

181 14:45 
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15 
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25 14:10 

3/ 4! 14: 30 

8 i 14 : 50 

12 12:10 

15 I 14:30 
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DO% DO 透視度 BOD 備 考
pprn cm pprn 

100.9 11.87 5.0 1.18 

102 12.99 20.0 2.14 

102.6 12.50 4.4 2.85 

102.4 12.82 14.6 2.37 

99.0 13.10 17.4 3.32 

98.0 12.69 5.4 1.85 

100.5 13.62 39.0 2.90 

103.3 13.5 6 50< 2.02 

102.5 13.85 50< 2.88 

103.3 13.77 34.8 2.92 

102.3 14.18 41.0 1.50 前夜大雪

102.5 14.25 24.2 1.23 

112.3 14.90 30.8 0.74 

113.1 14.92 22.6 1.57 

116.5 15.29 17.4 1.53 

111.7 15.74 25.2 1.73 

11 7.5 15.64 24.4 2.01 

122.6 16.35 30.6 2.58 

125A 16.23 38.6 3.23 

105.4 13.19 45.6 

119.6 16.13 36.2 1.87 

131.1 15.4 2 28.4 1.93 

108.5 14.17 22.4 3.25 

119~~ 13.86 50< 2.13 

105.6 13.60 22.2 2.18 

101.3 12.45 8.8 1.00 

102.1 12.29 11.4 1.80 

106.0 12.54 17.2 0.44 

105.4 12.62 8.0 一
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付表 6-1 観測結果表 新鳴瀬橋

観測年月日 観測時間 天 候 風向力 気 温 7./< 温 pH 

76. 4/ 2 13:50 晴 S-2 6.7 5.4 7.1 

6 12:50 C N-2 12.8 5.6 7.3 

9 12:30 C N¥¥ん2 10.6 5.0 6.9 

13 13: 1 0 F W-3 18.6 8.5 7.3 

16 13:30 C S-2 21.2 8.5 72 

20 13:40 C S-l 22.5 7.7 7.1 

23 14: 10 CR E-3 19.8 8.7 7.2 

27 14:05 R 。 17.5 10.1 7.1 

5/ 4 13:40 C E-1 16.2 9.1 7.1 

7 13:40 F W-3 12.8 10.5 7.0 

11 13:50 C E-1 23.0 12.8 7.1 

14 14: 10 F SW-3 19.9 13.6 6.9 

18 15: 3 0 F S-3 22.0 16.1 6.7 

21 13:45 R N-1 19.1 12.0 7.1 

25 14:30 C SWー2 21.4 16.0 7.0 

28 15:40 F W-2 27.0 21.5 7.2 

6/ 1 13: 15 R 。 20.2 17.5 6.8 

8 14:10 R 。 19.5 18.5 6.8 

15 16: 10 CR 。 21.1 17.'1 7.2 

18 14: 10 C 。 23.1 20.5 7.1 

22 14: 00 R NEー1 19.0 17.9 7β 

29 14: 20 R 。 142 15.9 7.1 

7/ 6 15:10 F W-3 24.2 24.6 7.2 

9 15: 4 0 FC N羽1'-1 30.0 25.9 7.6 

13 14:50 C NE-1 272 24.9 7.3 

16 15 :00 F N羽ι-3 25.7 23.6 7.2 

20 15:30 F NE-2 26.2 25.9 7.2 

23 15: 10 F S-l 35.5 28.2 7.3 

27 15: 15 F W-3 30.8 28.2 7.3 

30 
」 15:25上 C 。 29.6 22.1 7.2 
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DO% 透視度 BOD 備 考
cm ppm 

96.0 29.4 3.32 

106 25.2 3.78 

99D 29.8 2.09 

104 13.6 3.02 

101 4.8 1.31 

103 15.0 1.13 

101 8.4 1.24 

98.0 14.4 1.16 

97.8 19.0 0.80 

103 8.8 2.31 

105 22.4 1.05 

111 14.6 1.18 

108 8.6 2.00 

102 26.8 1.76 

103 26.2 1.84 

137 33.4 3.79 

108 27.4 4.26 

101 31.0 3.28 

107 22.4 1.99 1 4日平川，岩木川水系降竃

114 50< 2.01 

102 48.2 2.18 

111 22.2 1.62 27日岩木山麓降電被害降雨つづく

122 50< 1.91 

123 50く 2.80 

110 50<く 2.37 

109 34.8 2.60 

114 50< 1.76 

113 50< 1.55 渇水

117 50< 1.42 

110 50< 1.37 
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付表6-2 観測結果表 新鳴瀬橋

観測年月日 観測時間 天 候 嵐向力 気 温 水 温 pH 

76. 8/ 3 15: 0 5 CF N-2 28.6 22.7 7.2 

10 15:00 CR E-3 26.3 19.9 7.0 

17 14:40 CF E-3 27.0 22.0 72 

24 15:20 C 。 24.0 19.0 7.0 

27 15:40 F W-3 24.0 19.5 72 

31 15: 00 R 。 19.5 19.3 7.0 

9/ 3 15: 50 F NE-3 23.7 20.0 7.2 

10 14:50 R N-1 22.1 19.1 7.1 

14 15:00 RC S羽ト2 25~1 17.1 7.1 

17 14:10 C 。 20.1 17.3 7.1 

21 15:00 F w←・3 20.3 18.5 7.2 

24 14:50 F W-1 21.1 16.8 7.2 

28 15:20 C w←-2 17.8 14.1 7.4 

10/ 1 14:30 C 。 20.9 15.1 72 

5 13: 55 RC 。 18.4 14.3 7.2 

8 15.: 00 F 。 20.6 13.2 7.2 

19 14: 50 F W-2 21.8 13.3 7.2 

22 15: 05 C N-2 15.0 11.8 7.2 

26 14:45 C W-4 11.0 9.8 7.4 

14:50 R 。 6.8 9.2 7.1 

14:40 C NE-1 13.2 8.4 7.2 

14:55 F W-3 8.0 8.4 7.0 

12 14: 15 S NW-3 2.4 5.9 7.3 

16 14:40 C N-1 5.5 6.0 7.1 

19 14: 40 C SW-2 8.3 7.0 7.0 

」
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透視要|DO% BOD 備 考
ppm: 

一一一一一一一一一一

94.8 13.9 2.32 8/1， 2降雨あり

97.8 1.8 2.43 前夜より雨

107 42.6 1.50 

98.8 6.6 1.25 

102 23.6 0.89 

93.4 34.4 1.24 

99.0 39.8 1.54 i後長根川ものすごく濁っている。写真あり

98.0 7.8 2.23 

96.0 1.4 1.32 前日より雨

101 15.6 1.15 

101 16.8 0.84 

100.0 4.4 1.72 

102 15.8 1.31 

99.4 19.6 3.81 

102 13.5 1.74 

98.6 26.0 2.92 

19.4 1.80 

※101.0 17.4 3.13 

※ 100.6 21.0 2.73 前夜黒石で初雪

※ 91.0 2.6 4.17 前夜より風雨強し

※101.6 15.2 2.55 

※ 103.5 12.0 3.46 

※100.5 12.2 3.69 

※ 103.3 10.4 3.10 

※ 106.6 8.4 3.18 
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付表6-3 観測結果表 新鳴瀬橋

観測年月日
トー観測時間-L|天 候 風向力 気 温 水 温 pH 

76.11/26 15: 00 ! R W-2 8.0 72 7.1 

30 14:30 i S N-2 0.4 3.8 72 

12/ 3 14:35 F 。 9.8 5.4 7.0 

7 14:50 C E-l 4.9 4.8 7.2 

10 15:00 SC W-l 1.2 2.9 7.1 

17 15:00 S W-3 1.8 3.2 7.2 

21 14:30 S ~2 0.1 1.2 7.1 

24 14:50 F NE-l 0.4 1.7 7.1 

77. 1/ 7 15:00 F 。 0.8 0.4 7.3 

11 14:35 F S-l -1.4 1.8 72 

14 14:50 F W-2 -1.4 0.2 7.4 

18 15:10 F W-2 -1.9 0.4 72 

21 14: 30 F W-3 -3.0 1.4 7.4 

25 14: 30 S S-l 0.1 1.3 7.4 

28 14:20 F 。 2.8 2.0 7.3 

2/ 1 13:10 S W-2 -3.9 0.1 7.3 

4 14:40 F W-2 -0.2 1.1 7.3 

8 15:00 C W-2 0.8 0.6 7~1 

15 15:00 C 羽r--l 4.9 2.2 75 

18 15:00 F W-2 -0.1 2.2 75 

22 14:50 S W-3 0.2 0.4 7~1 

25 14: 30 F 明ト1 9.9 4.8 7.4 

3/ 4 14: 50 F 。 2.4 2.4 7.1 

8 15: 10 F 。 15.0 5.4 72 

12 12:20 F W-2 9.8 3.1 7.1 

15 14:40 C W-3 7.6 6.1 7.0 

18 14:20 F N-2 11.3 6.5 72 

22 14:40 F E-2 8.6 6.7 7.0 

29 15:10 F W-3 9.2 6.5 7.1 
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DO%1D1p  O7p7m |1  l透 1視2.4度i
考

ppm 

1 0 0.5 11. 7 7 12.4 2.74 I ') -1 /7 '7-

2.89 11 

1 00.9 1 2.3 7 1 3.0 3.29 ウインクラー改良法

97.4 12.12 9.4 2.74 11 

93.2 12.19 18.8 4.29 11 

90.8 11.79 3.0 6.46 

97B 13.4 0 23.4 2.94 

98.0 13.25 17B 2.23 

95.0 13.30 14.2 3.71 

98.0 13.22 18.6 4.92 |天気の良い日が続く

95.5 13.4 5 9.4 3.82 |前夜大雪

97.7 13.69 6.0 2.24 

100.1 13.65 4.0 2.38 

97.2 13.29 18.6 2.28 

98.1 13.15 23.8 1.84 

93.8 13.25 21.6 3.61 

97.7 13.43 25.6 1.54 

98.9 13.78 11.4 4.73 

97B 13.04 30.4 3.26 

82目6 11.02 26.6 

96.0 13.44 13.4 

100.0 12.44 12.4 2.09 

100.1 13.28 22.4 4.12 

103.4 12.67 27.0 0.06 

105.6 13.74 28.8 3.30 

99.4 11.96 9B 1.36 

105.2 12.53 17.6 2.16 

105.8 12.54 13.4 1.20 

104.1 12.40 13.2 2.46 
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9 0 青函トンネル工事排水漁業影響調査

I 調査目的

青函トンネル建設工事に伴う工事排水並びに搬出土砂の海域流入による沿岸部の汚濁の現況を把握

する。

E 調査内容

1 調査期間 第 1回 5 1年 7 月 20'"'-2 1日

第2囲 51年 12月3日

2 調査海域 第1図l乙示したように，黒崎川，増JlI，算用師川，折戸111，髪内川の地先海面およ

び川口の河川水。

3. 調査担当 淡水養殖部長 長峰良典

技 師原口健一

技 師山口伸治

4. 調査項目 水温，水深，透明度，塩分，溶存酸素， COD，SS，燐酸態燐，全燐，亜硝酸態

窒素， TOC。

血調査の結果と今後の課題

1. 調査結果

水質分析値については第 1表l乙示した。また水域毎の特徴は次のとおりであった。

A.海域

(1) S S…… 0.02'"'-0.96 ppmの範囲でd!iJ定値が得られ過去の調査と同様清浄な状態であった。

(2) COD.…ー0.18'"'-1.9 5 PP mの範囲で測定値が得られ7月が全般的に高く，水産環境基準値

1 ppmをオーバーしている地点が見うけられた。昨年の同時期と比較すると，高

い値の地点が増加しており，河川lからの影響によるものと考えられる。 12月は，

低く平常な状態であった。

(3) 燐酸態燐… ..0.00'"'-2.75仰・αt・p/lの範囲で測定値が得られ， COD同様， 7月が全般的

l乙高く，水産環境基準値(0.4 8μp・atop/l)をオーバーしている地点が見うけら

れる。河川|からの影響によるものと考えられる。 12月は低く平常な状態であっ

た。

(4) TOC… ..0.71'"'-12.15町・c/ιの範囲で測定値が得られ，平均値1.73mg・c/lであった。

CODとの聞に明瞭な関係は見いだせなかった。

(5) 亜硝酸態窒素・…..0.02'"'-0.2 3μp・at.N./e.の範囲で測定値が得られ，平均値0.05μP・at'Wl

で，全般的に少ないようである。
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B.河川

(1) S S…・・…1.07'"'-7 7 ppmの範囲で測定値が得られ，水産環境基値25ppmをオーパーし

ているのは， 4河川で 12月に高い傾向が認められた。

(2) COD……0.08'"'-4.86 ppmの範囲で測定値が得られた。全般的に高く，平均値1.39ppm 

で， 1 2月には，湾内側が高い傾向を示した。

(3) 燐酸態燐…・・0.30'"'-6.17均 oatop/tの範囲で測定値が得られた。 12月が全般的に高く，

水産環境基準値を全河川がオーバーしている。特l乙折戸川の 6.17μf10ato P'αは，
非常に高い。

2. 今後の課題

(1)今別町~小泊村地先の沿岸水域(沖出し 500m )は，水産環境基準値と比較してみて，清浄

な海域と言える。但し，夏の昇温期には，河111の影響によるものと推定される有機物 (CODと

して)，無機燐の値の上昇が見られた。

(2) 河川の調査結果では，折戸川の無機燐の値が 12月に異常に高かった。(第2図参照)

(3) (2)と関連して，人口増加による生活排水の汚染が進行していると考えられる。地先海面は，停

滞域でないため，それほど影響がないと思われるが，折戸川，袋内川の河床に「みづわた」が発

生しているのは，排水が富栄養のためであって，きれいな海を守るためには更に高度の排水処理

が望まれる。現在の排水処理は，濁度だけを対象にしたが，今後の目標としては，下水の終末処

理場的な方式を折込んで，富栄養化を防止するような方向に持って行く必要がある。
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第1表水質分析結果

調査点採水層 観測 日時 天候
気温 水深 透明度 水温

c't; ) (m) ( m) ('t;) 

黒 崎 111 S 51.7.2016 : 50 19.6 

黒崎 1 -1 S 51.7.21 18.7 3.5 底 16.7 9: 15 

-3.5 16.6 

2 -1 5.0 底 16.7 

-5 16.5 

3 -1 底 16.7 

-4.5 165 

4 -1 10.0 17.7 

-9.5 163 

-10.5 163 

増 111 111 
S51.7.20 20.0 16:55 

滑川 1 -1 
S51.7.21 18.3 4.5 底 16.8 8:50 

-4.5 16.6 

2 -1 5.0 底 16.8 

-5 16.5 

3 -1 2.5 底 172 

-2.5 16.7 

4 -1 8.0 底 17.7 

-6 16.4 

-8 163 

算用師川
S 51.7.21 16.6 17: 10 

算用師 1 -1 S 51.7.21 17.7 5.0 底 17.6 8:20 

-5 16.6 

2 -1 4.5 底 17.7 

-4.5 17.6 

3 -1 6.0 底 17.9 
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塩分量 DO DO飽和度 COD 55 Total-P PO.-p N02・N TOC 

(%) (ppm) (%) (ppm) (ppm) (l-'t-at/1.) (μ9・aι/主)(p.g.-aぱ} (mρ) 

8.82 98.99 0.92 3.22 0.39 0.16 1.69 

33.595 8.31 101.78 1.08 0.86 1.11 0.48 0.06 1.20 

33.690 824 101.02 1.18 0.70 0.46 0.06 1.22 

33.657 8.45 103.55 1.25 0.73 1.40 0.23 1.12 

33.595 8.08 100.78 1.01 0.5 3 0.85 0.5 6 0.03 1.3 4 

33.727 8.55 104.12 1.00 0.57 2.75 0.06 1.22 

8.93 102.88 0.50 1.07 0.35 0.11 0.15 0.71 

33.354 825 101.09 1.41 0.79 0.52 0.06 1.95 

33:354 8.30 101.70 0.83 0.87 0.8 7 0.61 0.06 1.04 I 

33.622 7.58 93.75 1.25 0.96 1.44 1.29 0.07 1.42 

33.566 7.89 98.40 0.72 0.70 0.98 0.5 6 0.05 1.28 

33.710 7.91 96.46 1.89 0.51 0.46 0.02 1.00 

9.10 96.30 1.20 1.67 0.48 0.07 1.50 

33.501 7.93 98.68 0.38 0.51 1.97 0.69 0.05 1.67 

33.569 7.91 98.66 1.95 0.64 1.11 0.46 0.05 1.34 

7.76 022 0.43 0.68 0.50 0.03 1.03 
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調査点採水層 観測
気温 水深 透明度 水混

日時 天候
('t ) ('t ) (m) (m) 

-6 17.4 

4 -1 底 17.9 

-8.5 17.0 

-10.5 16.5 

元字鉄川 S51.720 18.4 17:25 

字鉄 1 -1 S51.7.21 5.0 底 18.0 7:45 

-5 17.8 

2 -1 6.0 底 18.0 

-6 18.0 

3 -1 9.0 底 18.1 

9 18.1 

4 -1 19.5 18.1 

-1 0 16.6 

-17.5 14.8 

-19.5 14.7 

折 円

'" 
S51.7.20 21.7 18:00 

折戸 1 -1 S51.7.21 17.7 11.0 8.0 19.4 6:45 

9 193 

-1 1 192 

2 -1 底 19.4 

-8 19.4 

3 -1 17.0 底 19.4 

-1 5 193 

-1 7 183 

4 -1 24.0 20.0 19.5 

一10 19~ 

-2 2 17.2 

-2 4 172 
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塩分量 DO DO飽和度 COD s s Total-P P04 -P N02・N TOC 

(%) (ppm) (%) (pprn ) (pprn ) (μ:g-at/金)(μrraf/主)(メtg-at/免) (mρ) 

33.540 7.75 97.14 1.08 0.47 0.85 037 0.02 0.98 

33.560 7.83 96.43 ! 1.91 0.58 0.94 0.60 0.05 0.74 

8.86 97.15 0.83 6.05 0.57 048 0.27 1.49 

33.521 8.07 96.56 0.73 0.52 1.07 0.78 0.04 1.13 

33.510 7.76 97.26 0.90 0.58 0.94 0.4 3 0.04 1.02 

33.507 7.92 99.4 4 0.55 0.39 0.58 0δ7 0.04 12.15 

33.519 7.80 97.88 0.75 0.41 1.01 0.61 0.04 1.13 

33.692 8.00 97.90 0.23 0.6 8 0.72 0.48 0.06 0.94 

33.632 8.12 96.18 0.50 0.52 0.96 0.56 0.04 0.98 

8.00 92.17 0.08 2.60 2.01 0.95 0.67 1.26 

32.919 7.58 96.79 1.08 0.91 0.73 0.06 1.29 

33.324 7.44 95.16 1.33 0.95 0.67 0.03 2.30 

33.231 7.48 95.76 1.33 0.90 037 0.04 1.28 

33.298 7.50 95.81 0.78 0.44 2.02 0.04 1.11 

33.319 7.4 2 94.88 0.47 061 0.68 0.50 0.07 0.87 

33.296 7.61 97.65 1.08 0.47 0.79 0.41 0.04 1.49 

33.308 7.4 9 95.94 0.4 5 0.37 1.14 0.5 4 0.03 0.97 

33.4 0 1 7.70 95.06 0.4 8 0.84 0.97 0.04 1.33 
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調査点採水層 観測 日時 天候
気温 水深 透明度 水温

('t ) (m) (m) ('t) 

裳 内 111 S51.7.20 17:55 17.3 

袋内 1 1 S 51.7.21 6: 10 17.5 底 19.4 

8 19.4 

1 0 19.2 

2 1 底 19.4 

1 1 19.4 

1 3 19.0 

3 1 底 19.4 

13 19.4 

1 5 19.0 

4 1 18.0 19.4 

1 0 193 
寸

2 2 illI 
2 4 19.2 
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塩分量 00 DO飽和度 COD ss Total-P P04・p N02・N TOC 
(%) (ppm) (%) (ppm) (ppm) (μ:rrat/I) (μ9・aル合)(p.rr叫，，1) (mρ) 

8.99 96.56 0.55 6.00 0.50 0.3 0 1.47 1.10 

33.058 7.58 96.91 1.43 0.56 1.05 0.61 0.03 1.47 

33.322 7.39 94.66 0.67 0.53 2.02 0.04 1.11 

33.319 7.41 94.91 1.08 0.8 7 0.92 0.37 0.04 1.51 

33.322 7.58 97.09 1.05 0.52 0.92 0.50 0.04 1.33 

33.285 7.50 96.03 1.25 0.40 一 0.03 1.12 

33.327 7.35 94.11 0.75 0.80 1.42 0.05 1.30 

33.319 7.48 95.81 0.75 0.72 0.83 0.76 0.05 1.30 

33.320 7.44 95.30 0.92 0.4 3 1.22 0.50 0.06 1.09 

33.320 7.52 96.06 1.03 0.57 1.12 0.05 11.87 

- 391-



調査点採7J<層
気温 水深 透明度 水温 l

観測 日時 天候
(t) (OC) (m) (m) 

黒 崎 JII S 51.12.3 6.0 

黒崎 1 -1 S 51.12.3 管三E雪Eξ 4.6 底 12.9 16: 00 

底 13.0 

2 -1 S51.12.3 呈耳' 4.6 4.30 底 13.1 16: 05 

底 13.1 

3 -1 S 51.12.3 長三官五C 5.2 6.50 底 12.8 16: 10 

底 13.1 

4 -1 S 51.12.3 守=三て? 5.0 9.10 I 9.0 12.7 16 : 15 

一7 13.3 

底 13.3 

増 JlI JII S 51.12.3 7.2 

矯川 1 -1 S51.12.3 弓二=三手 6.2 5.00 底 13.4 15:35 

底 13.4 

2 -1 S 51.12.3 ξ~ミ: 6.4 2.50 底 13.1 15:40 

底 13.2 

3 -1 S 51.12.3 tτzp ヨミ 6.6 5.50 ! 底 13.5 15:45 

底 13.4 

4 -1 S51.12.3 d三ヨiζ予 6.3 8.50 底 13.3 15:50 

底 13.3 

算用師川 S51.12.3 7.4 

算用師 1 -1 S51.12.3 晴 7.5 6.20 底 12.6 15 : 10 

底 12.2 

2 -1 S 51.12.3 晴 7.8 6.50 底 13.0 15:15 

底 13.0 

3 -1 S 51.1 2.3 晴 6目9 5.10 底 13.0 15:20 

底 13.0 

4 -1 S51.12目3 司二E主子主 6.4 10.50 10.0 13.5 15:25 

-8 13.4 
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塩分量 00 DO飽和度 COD s s Total-P P04 -P NOz -N TOC 
( 0/00) (ppm) (%) (ppm) Cppm) (!tc:;-at/主)(μ:rat，/l) 0t:rαt/R.) (mg/x) 

12.22 0.66 62.0 0.72 

33.435 8.85 0.32 011 0.25 0.24 

33.498 8.60 0.3 0 0.12 0.40 0.33 

33.386 8.35 "40 0.08 0.67 0.20 

33.476 8.21 0.3 5 010 0.80 0.19 

33.442 8.4 2 0.27 0.08 0.78 0.19 

12.08 103.24 4.8 6 1.35 1.18 0.58 

33.4 02 8.22 0.4 0 0.14 0.82 0.27 

33.4 3 3 8.30 0.40 0.06 0.50 0.31 

33.4 74 8.37 0.40 0.09 0.75 0.20 

33.508 8.15 0.3 5 0.09 0.4 9 0.38 

11.88 102.06 3.25 36.0 0.78 0.60 

32.4 6 4 8.3 0 0.8 0 0.63 0.69 0.04 

33.539 8.5 3 0.5 1 0.09 0.59 0.14 

33.621 8.41 0.53 0.08 0.71 0.00 

33.724 824 0.43 0.02 0.82 0.10 

33.732 8.10 0.4 3 0.11 0.73 0.23 

η
3
 

0
3
 

qδ 



気温 水深 透明度 水温|
調査点採水層 観測l日時 天候 (~) I ('t ) (m) (m) 

底 13.4 

字鉄 1 -1 S51.12.3 晴 8.6 8.60 底 13.4 14:35 

底 13.5 

2 -1 S51.12.3 晴 8.2 11.60 11.0 13.4 14:40 

ー9 13.4 

底 13.4 

. 3 -1 S51.12.3 晴 6.9 9.50 底 13.3 14:45 

-8 13.4 

底 13.4 

4 -1 S51.12.3 晴 6.8 13.4 14:55 

-1 0 13.4 

底 13.4 

折 戸 JII S51.12.3 晴 19.8 

折戸 1 -1 S51.12.3 晴 9.3 10.00 底 13.2 13: 30 

-8 13.3 

底 13.2 

2 -1 S51.12.3 晴 9.3 19.00 9.0 13.2 13:40 

-1 0 13.2 

-1 7 13.3 

底 13.4 

3 -1 S51.12.3 晴 9.8 15.00 10.0 13.3 13:50 

-8 13.2 

-1 3 13.3 

底 13.6 

4 -1 S51.12.3 晴 9.5 25.50 9.0 13.3 14:00 

-1 2 13.5 

-23 13.7 

底 13.7 
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趨分量 日〉 DO飽和度 COD 55 Total-P PO.-p N02・N TOC 

(%) (ppm) (%) (ppm) (ppm) (均-at，a)(μ:raψ-1.) (μ，g.-aレ伯 {mrJI色)

33.706 827 0.33 0.05 0.84 0.09 

33.696 8.14 0.36 0.04 0.71 0.11 

33.732 8.30 0.33 0.11 0.74 0.35 

33.645 8.27 0.40 0.07 0.63 0.00 

33.731 8.38 0.51 0.09 0.78 0.04 

33.719 8.24 0.3 8 0.11 0.73 0.10 

33.740 8.27 0.43 050 0.6 8 0.00 

8.23 92.68 1.79 11.0 6.17 

33.289 8.32 0.38 0.18 0.82 0.3 4 

33.312 8.58 0.3 8 0.16 0.71 0.20 

33.245 8.47 0.41 026 0.68 0.11 

33.325 8.48 0.27 0.32 0.8 6 

33.347 8.13 0.18 0.14 0.71 023 

33.310 8.28 0.40 0.13 0.21 0.04 

33.325 8.25 0.51 0.16 0.74 0.07 

33.514 8.21 0.3 2 0.11 0.62 0.19 

33.272 8.23 0.40 0.28 0.5 2 0.3 3 

33.337 8.3 8 0.43 0.15 0.68 0.13 

3 3~599 8.19 0.30 0.11 0.50 0.03 
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H 時|犬候|寸)水深 透明度 *1温
調査点採水層 観測

Ct) (m) (m) 

要 内 111 S 51.1 2.3 晴 12.4 

袋内 1 -1 S 51.1 2.3 晴 9.7 1030 i 8.5 13.2 13:00 

8 13.2 

底
よ

13.4 

2 -1 S 51.1 2.3 晴 9.7 i 11.80 9.0 13.2 13:10 

9 13.2 

底 13.3 

3 -1 S 51.12.3 晴 9.7 18.00 10.0 13.1 13:15 

一10 13.2 

-1 6 13.2 

底 13.2 

4 -1 S 51.12.3 靖 9.4 24.00 10.0 13.1 13: 25 

-1 1 13.2 

-2 2 13.4 

底 13.4 

中間ズリ山 S 51.12.3 晴 9.6 
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塩分量 DO DO飽和度 COD s s Total-P P04 -P NOz -N TOC 

(%心 (ppm) (%) (ppm) (ppm) (μ，g-at/生)(μ9・α0)(p.rαι/i) (mρ) 

10.15 98.16 0.63 31.0 1.05 0.94 

33.270 8.32 0.93 0.18 0.67 0.11 

33.319 8.65 0.43 0.09 0.25 0.13 

33.208 8.36 051 0.11 0.8 2 0.03 

33.315 8.4 8 0.61 0.14 0.63 0.01 

33.284 8.34 0.4 5 011 0.17 0.06 

33.312 8.3 6 0.41 0.13 0.21 0.17 

33.336 8.4 7 0.38 0.07 0.69 0.00 

33.177 8.39 0.40 0.11 0.52 0.03 

33.397 8.54 0.41 0.09 0.87 

33.525 8.32 0.43 0.10 0.58 0.30 

11.20 101.54 2.49 77.0 1.38 0.76 

勾

4
n
u
d
 
qa 



10 .陸奥湾海域開発調査

I 調査目的

乙の調査は，陸奥湾l乙関する沿岸漁場整備のあり万，自然環境の維持保全等調和のとれた開発をめ

ざして，青森県水産増殖センター，県穂、政課と共同で'r'jなったー漣の調査のうち海域実態調査の一部と

して実施した水質，底質調査結果の慨要である。

調査海域は横浜地先および蓬田後潟地先の 2ケ所を選定したが，前者については幼稚魚・底生々物

との関連を，また後者についてはホタテガイ垂下養殖によって，底質がどのような影響を受けるかに

重点を置いて調査を進めた。

E 調査内容

1.調査期間 績浜地先 5 2年 1月29日， 3月16日

蓬間後潟地先 5 2年2月 9 日----1 0日

2 調査点

A.横浜を中心i乙南北 1OKm，沖合 1OKmの水域内l乙水質9点，底質35点を設定した。

B. 蓬田後潟地先は南北 1OKm，沖 4Kmの水域内I乙底質のみ 44点を設定した。

3. 担当者 淡水養殖部長 長峰良典

技 師原口健一

技 師山口伸治

4. 調査項目

A.水質:透明度，水温，塩分， DO， S S， COD，燐

B.底質:全硫化物， COD，強熱減量，粒度組成

凹調査の結果と今後の課題

A.水質調査

横浜地先の水温は 4.0----6. 3 ocで上層下層の水温差はほとんどなく，秋からの循環期が続いてお

り，冬期の成層はまだ出現していなかった。また調査水域の南西側l乙高温，高塩分の水塊があって，

西湾との水の交流をうかがわせるものがあった。 DOは一部の底層l乙飽和度91.5%とわずかに低

いところが見られたが，大部分は飽和かそれに近い状態であった。 CODはO.2 9 ----O. 7 4 PIXTI 

で従来の測定値と大差はなく，有機物流入による汚染が全くない乙とを示していた。透明度は 10.6

____ 15 mで沖合程高い傾向を示していた。このように水質は極めて清浄な状態を保っていた。

B.底質調査

(1)横浜地先

底質の外観は泥または砂泥で，粗砂または礁のところはなかった。全硫化物は乾泥 19当り

0.0 1 ----0.6 m<jで0.3巧前後が多かった。 CODは乾泥19当り 3----40mlfで沖合程高い傾向を

示し，汚染泥(全硫化物0.2m<j以上， COD 30 旬以上)と見られるのが4点程あった。乙の水

域で特l乙目立った乙とは全硫化物の分布が青森湾，大湊湾i乙次いで高い値巻示した乙とである。
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(2) 蓬田後潟地先

全硫化物は後潟前面I乙乾泥 1g当り O.2m，!を越すところがわづかに見られ，最高は 0.33 mgで

あったがその他は低い値であった。 CODも全般的に低く，有機汚染の徴候は現われていなかっ

Tこ。

両水域を比較すると，同じ水深では横浜の万が全硫化物， COD，強熱減量ともに高く出る傾

向が見られた。また中央粒径値では横浜は細粒砂，蓬田後潟は中粒砂が主体で，泥含有率は同じ

水深では横浜の方が多い。乙のことから両水域の海水の動きには明らかに相違があり，横浜の万

が海水の流れが穏かであるといえる。

蓬田後潟地先は養殖施設が一面l乙入っているにもかかわらず，泥の堆積，全硫化物の増加，

CODの増加等底質悪化の傾向は見られなかった。

なおこの調査の詳細については昭和52年3月発行，陸奥湾海域開発調査報告書を参照してい

ただきたい。
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11.むつ小川原開発関連海域温排水等影響調査

A 生物調査

I 調査目的

むつ小川原開発計画により大力発電所の設置に先立ち六ケ所村前面海域における魚類の分布団遊な

どを調査し，排水による影響調査の資料を得る。

E 調査内容

1. 調査期間……阻和 51年7月， 10月

2. 調査海域…...六ケ所村前面海域(第1図)

3. 調査船…・・試験船青鵬丸(19.94トン， 170馬力)

払寝中川武光外4名

4 担当者・…・・調査部長斉藤重男

船長中川武光

5. 調査項目…・・・(1) 海洋観測

(2) 底棲生物分布状況

(3) 発育段階別分布状況

(4) 生態調査

国調査の結果と今後の課題

1. 調査結果

(1)水温… 7月の表，底層水温は 15.2 ---1 8.5 oC， 1 3.1 ---1 3.5 oC， 1 0月は 17.0 ---1 7.6 oC ， 

17.2 ---17.5 oCで7月の表面は 3.30Cの差が認められたが，底j曽は0.4oC， 10月は，表面，底

層ともに大差はなかった。

(2) 塩分… 7月の表，底層では， 33.245 ---3 3.9 3 5 o/oo， 34.008 ---34.0740/仰で，底層は

高かん水である。

(3) 水深… 36-70IDであった。

(4) 底質…すべて砂であった。

(5) 透明度…7月は 6___7m，10月は 9---11mである。

2. 底棲生物分布状況

(1)漁獲魚種(第1表)…7月はホシザメ外 24種， 10月はホシザメ外 13種でカレイ科が多い。

(2) 魚種別漁獲量… 7月は 10.4トンで，アブラツノザメ， 1 0月は2トンで，ネズミコチが多く，

他はみるべきものはなかった。

(3) 月別，海区別，魚種別，漁獲量(第 2図)

1海区…7月はチダイ外 11種 (48KV)でカレイ類， 1 0月はホシザメ外8種(7. 3 K~ )で，

カレイ類が主体をなしていたが，資源は薄かった。
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2海区… 7月はホシザメ外 12種(3 9.3 K~ )でカレイ類が主体， 1 0月はマトウダイ外4種

( 4. 7 K~ )で資源の分布はみるべきものはなかった。

3海区… 7月はホシザメ外 11種(29.3 K" )でカレイ類が主体， 1 0月はネズミコチ外6種

( 1 5.3 K" )で，カレイ類が主体であるが資源は薄い。

4海区… 7月はカガ{ダイ外 13種類(5 2.5 K" )でカレイ類， 1 0月はイシナギ外9種(

16.9 K~ )で，マコガレイが主体であるが，資源は薄い。

5海区… 7月はホシザメ外 12種(74.2 K" )でカレイ類の漁獲が若干みられた。 10月はホ

シザメ外8種( 23.5K~) で，ネズミコチ主体である。

6海区… 7月は乙れまでの海区と異なり大量のアブラツノザメ(7.5トン)外6種， 1 0月は

カナガシラ外7種(62.3 K" )であったが，アブラツノザメの漁獲はみられなかった。

7海区… 7月は 6海区同様大量のアブラツノザメ(2.6トン)外 6種で， 1 0月はホシザメ外

1 2種(3 0.5 K" )でカナガシラ主体，アブラツノザメの漁獲はみられなかった。

以上を総合して魚種別，月日11， 1曳網当り漁獲量，並びに月別，海区局11，漁獲順位をみるとつぎ

のとおりである。

7月…アブラツノザメ，ソウハチ，ムシガレイ，パパガレイ，マコガレイ，アンコウ，ホシザメ，

アイナメ，カナガシラ。

10月…ネズミコチ，カナガシラ，ヤリイカ，マコガレイ，ムシガレイ，ホシザメ，ヒラメ，メイタ

ガレイ，アイナメ，マトウダイ。

7月…6. 7 ， 5 ， 4 ， 1 ， 2 ， 3各海区

10月一6， 7 ， 5 ， 4 ， 3 ， 1 ， 2各海区

3. 発育段階別分布状況

(1 ) ソウハチ… 1'"'-7海区に分布し，全長は 7'"'-25仰，モード 10'"'-20cmで最大の個体は 4，

5， 6海区l乙出現し，海区差がみられる。

(2) ミギカ。レイ・・ 1，3， 4海区lζ分布し，全長は 12'"'-2Scm，モード 16cmで，海区差はみら

れなかった。

(3) ムシガ、レイ…全海区に分布し，全長は 10'"'-32cmで，海区差がみられ，最大の個体は4海区，

1海区i乙出現している。

(4) マコガレイ…全海区に分布し，全長は 20'"'-36cm，モードは29，30C閣で魚体差はない。

最大の個体はし 2海区に出現している。

(5) マガレイ… 2'"'-4，6'"'-7海尻に分布し，全長は 14'"'-25棚，モード 19，23cmで魚体lζ

大きな差はない。

(6) パパカ。レイ… 1'"'-5海区に分布し，全長は 11'"'-30cm，モードは 19'"'-22cmで，最大の個

体は5海区にみられた。

(7) ヒラメ・ー2，4'"'-7海区比分布し，標本は僅か9尾で詳細は不明であるが，全長は28'"'-4 3cm 

で海区差がみられる。

4. 生態調査

( 1) 全長と体重

A.ソウハチ…全長は 15.5'"'-26目.ocmで，平均では盟主(23.7cm) ，雄(22.2棚)で体重ともに
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雌が大きい。

B. ミギガレイ…全長は 13.8......20.7COlで，平均では雌 (1 7 CIIt ) ，雄(1 5 c盟)で体重ともに

雌が大きい。

c.パパカeレイ…全ι長は 18.0"""27.1C11lで，平均では雌 (22.1冊)で体重ともに雌が大きい。

D. ムシガレイ…全長は 12.2 ...... 33.0COlで，平均では雌 (23.5c楓 ) ，雄(21.4COl)で，体重とも

に雌が大きい。

E. マコガレイ…全長は21.4...... 36.0COlで，平均では峰 (28.5COl)で，体重ともに雌が大きい。

(2) 食性

A.ソウハチ…甲殻類を多く補食している。

B.パパガレイ…多毛類ついで甲殻類を補食。

c.ムシガレイ…甲殻類を多く補食している。
D. ミギガレイ…多毛類を多く補食している。

E.マコガレイ…コ'カイを多く補食している。

F. ヒ ラ メ…魚類のみを補食している。

(3) 成熟度

A. ソウハチ…7月(5海区)で半熟個体が多い。

B. ~ギガレイ… 7 月( 3， 4， 5海区)で半，成，完熟個体がみられた。(夏~秋，産卵)

2. 今後の課題

(1)魚族の分布団遊，生態は季節により異なると思われるので、周年調査の必要がある。

(2) 底ぴき網調査不可能な月は，定置網，刺網，地曳網等の調査を実施すべきと恩われる。

-402-



第 1表出現魚種

ホシザメ科Oホシザメ I Mustelus manzo 

ツノザメ科アブラツノザメ ISqualus acanthias 

アカエイ科アカエイ I Dasyatis akajei 

イワシ科マイワシ I Sardinops melanostecta 

スズキ存わイシナギ I Stereolepis ischinagi 

タ イ 科Oチダイ I Evynn i s japon ica 

マトウダイ科Oマトウダイ I Zeus japonicus 

カガミダイ属 I Zenops i s 

ホウボウ科Oカナガシラ I Lepidotrigle microptera 

アイナメ恥アイナメ I Hexagrammos otahleit 

ネズッポ雇むネズミコチ I Callionymus lunatus 

ニシキギンポ科 Pho 1 i s 

ヒ フ メ 科Oヒラメ Paral icht Iys 01 ivaceus 

BLEEKER 

TANAKA 

MULLER et HENLE 

TE.I¥仏lINCKet SCHLEGEL 

HILGENOORF 

TANAKA 

CUVIER et VALENCIENNE 

GILL 

GUNTHER 

J ORDAN et S TARKS 

TE1ゐHNCKet SCELEGEL 

TEMMINCKet SCHLEGEL 

カ レイ 科ソウハチ Cleisthencs pinetorumhcrensteini SCf品lICT

11 0ムシガレイ

11 Oメイタガレイ

11 ミギ、ガレイ

11 Oマガ、レイ

11 Oマコガレイ

11 パパガレイ

Eopseita grigoriewi 

Pleuronichus cowtus 

Dexistes rikuzenius 

Limanda herzensteini 

Limada yokohamae 

Mi cros tomus achne 

カワハギド10ウマズラハギINavodon modestus 

マフグ科マフグ I Sphaeroides porph¥巧rrsus

アンコウ科アンコウ I Lophiomus Setigerus 

ジンドウイカ科Oヤリイカ

コウイカ科コウイカ

その他ウニO

Lol igo bleekeri Keferstein 

Sepia esculenta 

注.0印は 10月出現魚種(7月出現魚種を含む)
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第 1表守調査結集要望

[:J 

月 表戸 1~;-1 1 5.3 I 15.9 I 1 7:0---I--i-~.0 I 1 8.0 I 18.5 アイナメ1.1I 0.5 I 1.7 I I 2.3 
十水 | 一「一一一一一~-~--f ー 一司
七 混中戸 1 3.9 I 13.7 I 13.6 13.9 1 3.8 1 L1.3 I 14.1 マゴ 1.0 I I 0.5 I 0.1 

日海 底 FI 1 3.2 I 13.5 I 13.1 I 1 3.1 I 1 3.2 I 13.3 I 1 3.5 ニシキ品件。科 2.7 I 0.6 I I 1.2 

塩
中戸 963 I 962 I 985 I 970 I 981 I 962 I 958 ソウハチ 0.8 I 6.3 I 3.7 I 3.7 I 24.3 I 21.3 I 10.0 I 70.1 I 10心

透明度(湖 7 16  7 16  16  6 18  メイタガレイ 0.2 I I I I I 02 I 0.03 
ー 一一一 一一て卜一一一←一一 一一一←一一一一一一

況水 色 2 I 2.5 3.5 3.5 4 I 4 3 ミギガレイ 2 5.0 I 3.0 I 5 5 I I I 3 3.5 I 4.8 

潮流向 S S SSE I SE I SE I E I NE  マガレイ 1.1 I I 0.5 I 2.5 I I I 4.1 I 0.6 I 
潮流速 マコガレイ 2.7 I 4.7 I 0.9 I 0.9 I 7.2 I 2.8 I 1.5 I 20.7 I 3.0 

担ー 曳網長 1，000 1.000 1，000 1，000 1.000 1，000 1，000 パパガレイ 5.3 1.8 2.5 16.5 9.3 0.3 35.7 5.1 0.3 

当

者
投網開始時 05.20 06.50 08.20 09.4 8 11.25 12.50 16.44 ウマズラハギ 0.1 0.1 0.2 0.03 

トー

漁、 投網終了時 05.30 07.00 08.30 09.58 11.34 13.00 16.5 4 フ ゲ 0.2 0.2 0.03 

4 斉
網待時間 2 10 10 5 10 17 2 アンコウ 4.5 9.5 4.7 2.6 21.3 3.0 

藤
曳網万向 SE S SSE SSE SE E E k の 他

ト一一一一一

法 曳網時間 10 15 10 12 11 10 12 コウイカ 0.5 0.7 1.0 1.5 3.7 0.5 
ト一一一 一一一一ト一一一

部 揚網開始時 05.4 2 07.25 08.50 10.15 11.55 13.27 17.08 ウ 一 0.5 0.2 0.4 1.1 0.2 
ト

揚網終了時 06.15 07.55 09.15 10.43 12.24 13.59 17.33 計 47.7 39.3 29.3 52.45 74.2 7，529.8 2，613.3 10，386.05 

長
備

考
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第1表 2 調査結果表

h竺±ご 種
1魚、 獲 主主主呈主 ( [(~) 

漁獲2!1 2 3 4 5 6 7 色 全漁獲量 平均漁獲量
1 2 3 4 ら 6 7 

緯度 ホシザメ 2.5 3.0 4.0 9司5 1.4 5.9 
漁

経度 イシナギ 0.4 04 0.8 0.1 0.5 

水深川 58 ~ 70 63~ 60 43~ 5 0 43~45 46 ~4 2 38 _.，__ 35 37~ 43 チ ダ イ 03 0.2 05 1.0 0.1 0.6 
場
底質 b S S S S S S マトウダイ 0.1 1.0 1.3 2.4 0.3 1.5 

日目
天候 b b b b b b カナガシフ 0.2 6.0 2.8 4.0 5.8 18.8 2.7 11.7 C 

F日
;五 気 風向 羽7 NもV れ7 NW  NW  NW  W アイナメ 0.2 04 1.4 1.0 0.4 3.4 0.5 2.1 

十 風力 2 2 l 2 2 4 4 ネズミコチ 1.0 1.5 3.0 8.0 45.0 6.2 64.7 9.2 40.4 

象 左~l皿日 19.8 17.0 16.5 17.0 17.5 16.0 17.3 ヒ フ メ 1.0 0.3 2.4 3.7 0.5 2.3 
年

十 気圧 1，020 1，020 1，019 1，019 1，020 1，020 1，020 ムシカーレイ 1.5 1.4 1.2 0.6 3.0 6.4 0.8 13.9 2.0 8.7 

月 表ド 17.6 17.6 17.4 17.6 17.0 17.2 17.2 マガレイ 0.4 0.1 0.1 0.1 0.6 1.3 0.2 08 

十 水
中 F' マコカ、、レイ 1.2 1.5 5.4 4.0 3.0 1.5 0.6 17.2 2.5 10.8 

ノ¥ 温

海 底戸 17.5 17.4 17.4 17.4 17.2 17.3 17.3 メイタガレイ 0.3 0.1 01 0.2 2.9 3.6 0.5 2.2 

十 表ド 33.729 33.613 33.433 33.487 33.504 33.4 3 1 33.4 64 ウマズラハギ 0.3 0.1 0.4 0.1 0.2 

七 塩
中戸 ヤリイカ 7.0 3町。 7.4 17.4 2.5 10.9 

日 分

底 t' 33.751 33.725 33.710 33.706 33.595 33.631 33.631 

透明度(m) 9 9 7 11 10 9 9 ウ 1.0 1.4 2.4 0.3 1.5 

況 7}< 色 3 4 4 4 4 4.5 4.5 

一一一一一一一一 一
潮流向 NE N SE SE NW  W SE 

潮流速

曳網長 1司000 1，000 1，000 1，000 1，000 1，000 1，000 

1ft 卜一一一一一 ヤ一一一 一一一←一一一トー一一

当 投網開始時 10.20 11.37 12.55 14.17 08.05 9.27 10.32 
一一一一一

者
漁、 投網終了時 10.30 11.4 7 13.05 14.27 08.15 9.3 7 10‘42 

ト 一一一ーート一一←一一

斉 網待時間 5 5 5 5 5 5 5 

曳綱方向 E NE S S N NE SE 

勝
i't. 曳網時間 10 13 15 11 17 10 13 7.3 4.7 15.3 16.9 23.5 62.3 30.5 160.5 

揚網開始時 10.45 12.05 13.25 14.4 3 08.37 09.52 11.00 
重

揚網終了時 11.12 12.33 13.50 15.10 09.05 10.12 11.30 

男
備

考
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B 底質調査

I 調査目的

火力発電にかhわる温排水，港湾建設の際の濁水等が拡散すると予想される水域の事前の状況を把

握する。

E 調査内容

1. 調査期間 昭和 51年 10月16"'18日

2 調査海域および調査点

第 1図l乙示したように，予想排水I--lを中心に南北各3Km，沖出し 2KmIL 5 1の調査点、を設定した。

3. 担当者 淡水養殖部長 長峰良典

技 師原口健二

技 師山口伸二

4. 調査項目 水深，全硫化物，水分， COD，強熱減量，有機物，粒度組成

E 調査の結果と今後の課題

測定値は第 1"'5表に示した。

(1) 全硫化物

5 1調査点のうち 36点が不検出であった。検出された 15点の中でも最高は0.009111'1/乾泥9

で極めて低い値であった。

(2) COD 

0.0 3 '" 2.9 2111'1/fif!E， g ，平均0.92叫乾泥9で極めて低い値であった。

(3) 有機物，強熱減量

有機物は 0.16'"0.64 %，平均0.41%，強熱減量は 0.15 '" 2.84 % ，平均1.76%で何れも低い

値であった。

(4) 粒度組成

乙の海域の底質は中央粒径値が0.14'"0.1 9開の細粒砂で，全般を見ても径2..以上の礁は見当

らなかった。淘汰系数は1.3"'1.4で良好であった。すなわちとの海域の水の流れがほぼ一定の速

度を保ち，粒子の揃った砂が堆積している乙とをあらわしている。

以上のようにとの海域の底質は極めて清浄で汚染の徴候は全く見られなかった。

COD，強熱減量，有機物の水平分布はそれぞれ同じような傾向を示し，沖側が高かった。(第

1"'3図)また全硫化物，泥含有率は第3"'4図l乙示したように浅い部分に高いと ζろが見られた。

乙れらの原因については今後調査を続けることによって明らかに出来るものと考えている。

-413ー



表

観測点 観測日時 外 観
水 深 水分含量 全硫化物 C 0 D 強熱減量 有機物

備考(m) (%) (11I?HS/ヲ乾泥)(11I?02/9乾泥) (%) (%) 

N3 0.5 S 51.10.16 砂 10.0 19.86 ND 0.96 1.12 0.35 

1.0 砂 20.0 23.59 ND 0.22 1.70 0.32 

1.5 砂 30.0 23.19 ND 0.58 1.73 0.34 

N2.5 0.5 砂 15.0 21.40 ND 0.4 3 1.10 0.31 

1.0 砂 20.0 21.36 ND 022 1.63 036 

1.5 砂 23.0 27.73 ND 1.24 2.34 0.41 

2.0 砂 27.0 32.26 ND 1.67 2.84 0.52 

N2.0 0.5 砂 10.0 23.4 5 ND 0.14 1.86 0.46 

1.0 砂 20.0 23.09 ND 0.31 1.71 0.3 0 

1.5 砂 27.0 25.92 ND 0.73 2.04 0.43 

2.0 砂 32.0 2923 ND 1.23 2.16 0.45 

N1.5 0.5 砂 10.0 23.28 0.0002 0.78 1.65 0.44 

1.0 砂 19.0 23.56 ND 0.21 1.72 0.29 

1.5 砂 24.0 23.18 ND 0.54 1.66 0.30 

2.0 砂 30.0 27.77 ND 0.93 1.99 0.35 

N1.0 0.5 砂 9.0 20.43 0.0002 0.10 1.55 0.22 

1.0 砂 15.0 21.69 ND 0.03 1.22 0.37 

1.5 砂 18.0 24.84 ND 0.81 1.89 0.36 

2.0 砂 30.0 28.3 2 ND 0.78 2.24 0.4 4 

NO.5 0.5 S 51.1 0.1 7 砂 10.0 22.19 ND 0.59 1.42 0.35 

1.0 砂 20.0 23.31 ND 0.33 1.76 0.3 5 

本斤分質底第 1表 -1
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表

観測点 観測日時 外 観
水 深 水分含量 全硫化物 C 0 D 強熱減量 有機物

備考
(m) (%) (11卵 8/9乾泥) (11UJ02/9乾泥) (%) (%) 

NO.5 1.5 S 51.10.17 砂 30.0 30.22 ND 1.81 2.62 0.46 

2.0 砂 35.0 24.30 ND 1.07 1.82 0.38 

NO 0.5 砂 11.0 22.21 0.0009 0.73 1.32 0.36 

1.0 砂 17.0 24.34 ND 0.89 1.77 0.60 

1.5 砂 26.0 30.78 ND 1.18 2.40 0.61 

2.0 砂 34.0 2924 ND 1.20 2.20 0.6 4 

SO.5 0.5 砂 10.0 23.74 0.0052 0.52 1.42 0.35 

1.0 砂 16.0 21.92 ND 0.46 1.54 0.38 

1.5 砂 25.0 2732 0.0005 1.41 235 0.46 

2.0 砂 30.0 27.81 ND 1.31 2.17 0.54 

S 1.0 0.5 砂 10.0 19.18 0.0008 0.74 1.23 0.33 

1.0 砂 17.0 21.13 ND 1.06 1.54 0.35 

1.5 砂 25.0 27.44 ND 1.47 2.36 0.58 

2.0 砂 30.0 23.27 ND 0.82 1.48 0.41 

S 1.5 0.5 砂 10.0 20.33 0.0004 0.98 1.09 0.30 

1.0 砂 18.0 24.14 ND 0.92 1.79 0.44 

1.5 砂 25.0 26.03 ND 2.00 2.02 0.53 

2.0 砂 30.0 22.55 ND 0.71 1.65 0.4 4 

S2.0 0.5 砂 10.0 18.91 0.0002 020 0.15 0.16 

1.0 砂 16.0 22.23 ND 0.5 5 1.75 0.4 5 

1.5 砂 24.0 30.4 2 ND 1.51 2.76 0.6 3 

析分質底第 t表-2

l
合
印

l



表

観測j点 観測日時 外 観
;J<. 深 水分含量 全硫化物 C 0 D 強熱減量 有機物

備考( m) (%) (時間/タ乾泥) (~02/l姥悶 (%) (%) 

S2 2.0 砂 30.0 22.45 ND 0.90 1.96 0.43 

S 2. 5 0.5 S 51.1 0.18 砂、 8.0 21.81 0.0004 1.24 1.29 0.3 7 

1.0 砂 10.0 21.1 7 0.0027 1.37 1.16 0.3 8 

1.5 砂 22.0 25.64 0.0002 2.92 2.00 0.59 

2.0 砂 30.0 23.26 ND 1.23 1.60 0.54 

S3 0.5 砂 6.0 21.51 0.0 004 0.3 3 1.16 0.3 8 

1.0 砂 10.0 25.8 0 0.0098 1.56 1.98 0.60 

1.5 砂 22.0 27.05 0.0001 1.33 1.93 0.44 

2.0 砂 28.0 24.33 0.0005 1.93 1.93 0.42 

ー

析分質底第 1表-3

ー
念
品

1



果

調査地点
極粗粒砂 粗粒砂 中粒砂 細粒砂 微粒砂 粗粒シルト 中粒シルト 中央粒径uil 備 2毛

2......1111111 1......0.5111111 0.5 -0.25棚 0.25日 0.125剛 0.125++0.063明 0.063-0.037111111 0.037 >棚 111111 (淘汰係数)

N3 -0.5 1.17 2.95 5.24 67.13 22.95 0.48 0.08 0.167 1.29 

N3 -1.0 005 0.31 3.37 84.23 11.67 03.0 0.07 0.172 1.22 

N3 -1.5 0.22 1.16 6.41 85.92 5.95 0.23 0.1 1 0.178 1.22 

N3 -2.0 (採泥不能)

N2 -0.5 1.02 4.59 18.18 64.04 10.88 1.21 0.08 0.189 1.30 

N2 -1.0 0.06 0.27 2.4 2 81.47 15.35 0.39 0.04 0.166 1.24 

N2 -1.5 0.23 0.76 4.25 86.1 1 8.27 0.27 0.11 0.176 1.22 

N2 -2.0 0.4 7 3.27 8.56 80.8 2 6.4 4 0.33 0.11 0.180 1.24 

N 1 -0.5 1.32 8.62 11.38 66.4 2 11.71 0.4 2 0.13 0.187 1.30 

N 1 -1.0 0.4 5 1.12 2.4 7 74.54 20.79 0.56 0.07 0163 1.27 

N 1 -1.5 0.1 5 0.62 2.67 80.52 15.4 3 0.4 8 0.13 0.1 67 1.24 

N1 -2.0 0.15 1.46 7.80 79.3 5 10.74 0.4 1 0.09 0.176 1.24 

N05-05 0.19 076 1.83 73.21 22.78 1.11 0.12 0.160 1.27 

NO.5 -1.0 0.14 0.52 3.60 85.1 2 10.04 0.45 0.1 3 0.174 1.23 

NO.5 -1.5 0.33 1.52 5.78 82.91 9.04 0.29 0.13 0.174 1.23 

NO.5 -2.0 1.00 2.95 5.91 84.8 0 4.96 030 0.08 0.180 1.22 

NO -0.5 0.16 0.85 2.10 66.94 28.17 1.67 0.1 1 0.154 1.37 

NO --1.0 0.0 7 0.3 5 1.82 80.4 3 16.51 0.70 0.12 0.167 1.23 

NO -1.5 0.77 4.33 12.11 7525 7.14 0.3 0 0.10 0.183 1.27 

NO -2.0 0.60 2.25 6.08 87.17 3.45 0.34 0.11 0.180 1.22 

S 0.5 -0.5 0.31 1.05 3.10 66.64 26.94 1.86 0.1 0 0.157 1.34 

結析分度粒第 2表-1 
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果

調査地点
概粗粒砂、 約1粒砂、 中粒砂 細粒砂 微粒砂 粗粒シル卜 粘 土 中央粒径1直

備 主主
2-111111t 1-0.5棚 0.5-0.25111111 0.25-0.125棚 0.125-0.063111111 0.063-0.037111111 0.037 >醜 111祝

SO.5-1.0 0.09 0.1 7 2.08 76.79 20.3 5 0.4 0 0.12 0.164 1.25 

S 0.5 -1.5 0.4 6 2.4 9 9.79 76.40 10.35 0.39 0.12 0.1 7 8 1.26 

SO.5-2.0 0.21 1.48 4.12 82.34 11.50 0.27 0.08 0.173 1.23 

Sl -05 0.66 1.3 4 5.78 70.31 20.75 1.04 0.12 0.165 1.28 

S 1 -1.0 0.1 2 0.21 1.35 73.80 23.8 7 0.53 0.12 0.1 62 1.26 

S 1 -1.5 0.74 2.59 5.83 76.04 14.2 3 0.4 7 010 0.173 1.26 

S 1 -2.0 ο60 0.86 7.12 75.75 15.07 0.48 0.12 0.1 72 1.26 

S 1.5 -0.5 0.42 0.8 8 2.89 72.34 22.29 1.15 0.03 0.162 1.30 

Sl.5-1.0 0.05 0.24 1.85 74.45 22.82 0.54 0.05 0.160 1.26 

S 1.5 -1.5 0.3 2 1.14 3.64 77.67 16.62 0.57 0.04 0168 1.24 

S 1. 5 -2.0 0.23 0.91 1.97 81.84 14.52 051 0.02 0.168 1.24 

S 2 -0.5 0.51 4.66 12.40 66.65 14.90 0.75 0.13 0.191 1.38 

S 2 -1.0 008 0.94 22.76 54.98 20.63 0.4 9 0.12 0.180 1.37 

S 2 -1.5 0.35 1.50 6.32 74.12 16.8 7 0.78 0.06 0170 1.23 

S 2 -2.0 0.1 8 0.70 1.87 83.89 12.69 0.57 0.10 0.1 7 1 1.23 

53 -05 0.00 0.44 2.69 70.12 26.1 2 0.58 0.05 0159 1.29 

S 3 -1.0 1.3 1 1.10 2.30 57.14 36.1 0 1.97 0.08 0.145 1.42 

S3 -1.5 0.22 0.89 4.23 75.54 18.4 1 0.63 0.08 0.165 1.26 

S 3 -2.0 0.17 0.50 1.96 80.43 16.25 0.60 0.09 0.167 1.25 

結キ斤分度粒第2表-2
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12.天皇海山沖漁場開発調査

I 調査目的

経済水域200海里設定が世界の大勢となった現在，乙れに対応するため経済水域外における新漁

場開発を促進し，底ぴき網漁業経営の安定に資する。

E 調査内容

1. 調査期間 間和51年8月7同--9月4日

2. 調査海域 中部太平洋における下記4点で固まれた海域

イ. 430 00' N 

ロ 430 0 0' N 

1 6 90 0 0' E 

1 7 20 0 0' E 

ノ、 300 0 0' N 1 7 20 0 0' E 

ー. 3 00 0 0' N 1 6 90 0 0' E 

3. 調査船 傭船第30八幡丸(八幡漁業側所属， 124トン， 660馬力)

4.担当者技師 団村真通

5. 調査項目

(1) 漁場環境(水深，海底地形，等)

(2) (海上気象天候，気圧，風向カ，等)

(3) 資源の状況(海域別，魚種別，分布状況，主要魚種の生態)

(4) 漁場価値(漁獲高，漁業経費，曳網可能，面積)

皿調査結果と今後の課題

昭和51年8月7日--9月4日， 3 20 --4 10 N 1 7 00 --1 7 20 E I乙点在する天皇海山群でオ

ッターロールによる漁場開発調査を実施した(調査日程第1表)。

1. 漁場環境

ニントク，ジングウ，キンメイ，ユウリャクの4海山について，魚探lとより水深と海底地形を調

査した。

各海山の最浅部は，ニントク海山 966m，ジングウ淘lJ初Om台，キンメイ海山 212m，ユウリ

ャク海山 380mで，ニントク，ジングウ海山では水深も深く，トロール可能な平坦な範囲は狭い

ようであるが，キンメイ，ユウリャク海山では水深300--400ml乙平垣な部分が認められ，特に

欽明海山北側では，水深 300--400ml乙トロール可能な平垣部が広く拡ろがっていた(第 1，2 

図)。

2. 海上気象

調査期間中の風向は，南西から南南西の風が卓越しており，風力は風力階級 0--5までの変化が

あり，概して調査期間前半に風が強い傾向があった。

気温は，ニントク海山では 17.C，キンメイ海山では 20--27.C，ユウリャク海山では 25--

30.Cで南程高い。
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3. 資源の状況

ニントク，キンメイ，ユウリャクの3海山で調査期間中65匝(うち有効回数60回)の操業を

行い約 70トン(1操業当 1079K，，)の漁獲を得た(第2表)。

海域別ではキンメイ海山での漁獲が最も多く，総漁獲量の82%を占め，次いでユウリャク海山

18%の順で，ニントク海山でも 1回の曳網を行ったが漁獲物は皆無であった。

漁獲物中 70%はキンメダイ，約 21%はクサカリツボダイで，キンメイ海山とユウリャク海山

の両魚種の組成比(キンダイ:クサカリツボダイ)はそれぞれ5: 1， 5: 3で，キンメイ海山に

おけるキンメダイ割合が高くなっている。

最優占種であったキンメダイの魚体の大きさはキンメイ海山では尾文長16......40cm，主モード

2 8 cm，副モード 22cmおよび 17 cmに見られ，また，ユウリャク海山では範囲 15......33cm，主

モード 17 cm，副モード 20......21cmにあり，キンメイ海山の万が魚体は大きかった。

4. 漁場価値

今回の調査から見る限り，漁場としては，水深300......400ml乙広く平坦部をもっキンメイ海山

北側が，曳網しやすく，また漁獲量も多く最も有望な漁場であった。

水揚はキンメダイを中心』乙 4465ケース，水揚金額は約 670万円(1 0 K"当単価 1023円)で，

今回の調査にかかった諸経費(燃料，人件費，船舶管理費等を含む)約1，700万円には遠く及ば

なかったことが問題として残った。

以上今回の調査は単年度それも 1ヶ月のみの調査であったので，漁場の持続性，各魚種の生態およ

び資源の状態を十分把握するには至らなかったので，今後時期をずらしてデータを集める必要があろ

つ。

(詳しくは 1976 :青森県水産試験場，昭和 51年度天皇海山域における漁場開発調査報告書

参照)
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第 1表 調査日程

月 日 事 項

8月 7 日 八戸港出港

8月 13 日 ニントク海山着，調査

8月 14 日 ヅングウ海山調査

8月 15 日 キンメイ海山調査

8月 16 日 ユウリャク海山着，調査

8月 18 日 ユウリャク海山発，キンメイ海山着，調査

8月 29 日 キンメイ海山調査終了，八戸港向け

9月 4 日 八戸港入港
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第 2表 天皇海山底びき網調査操業結果表

海区

番号
海山名 調査海区位置

操業
調査月日|

回数
水 深|

区分

1 Iニントク海山I41010'N17ぴ30'E I 8月13日
回 I I 漁獲量 K)I 
1 I 1，060-""'1，225m 

割合%

2 I~キンメイ州仰刊海削劇刊叫山UII|ド円3ぽ引グ引刊…1叩川O州N川 22' E 

工メパイ州刊一~海配劇イ十十μ山イ十十い|1卜J~5~卜ト?一1
4|キンメイ海山 13川町山

ユウリャク海山I32必 一日 N
5 I (西側海域)い710白川72000'E
トー一一一+一一一一ー一一 一 十

6 Iキンメイ海山 (34。白川710 お E

」一一→一一一一一一一一十

135021r-mN 
7 Iキンメイ海UIi 
¥ i 171020'-33'E 

I I I 350 23' -3内
I 8 Iキンメイ海山i
I I i 1710 13' 却 E
「一寸一一ー す

!ペキンメイ海山ト5U 15 Nl71u 11 E 

l 350 12'一15'N
10 !キンメイ海L11! 

!171016'-23'E 

8月15日 I 1 

8月15日 I 1 

8月15日 I 1 

8月1fr'.18日I16 

350-"'" 370m 

漁獲量 K)I 

割 合%

漁獲量 K)I 

535-..... 520m! 

|割合%

|漁糧均
7∞-..... 650m 

380-..... 727m 

割合%

漁獲量 K)I 

割 合%

8月20日

8月21.......26日

18月27....... 28日

リ
1

l
「
!
此
1
1

355-..... 380m 

330....... 400m 

9 328....... 390m 

漁獲量 KS' 

割合%

漁獲量 KS' 

割合%

漁獲量 K)I 

割 合%

2S的-..... 370m 

漁獲量 K)I 

割 合%

計

8月28"'-泊日 I5 ! 

65 : 

295-..... 375m 

漁獲量 K)I 

割 合%

漁獲量 K)I 

割 合%
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漁 獲 状 況

1 . _ ， ~= 1イトヒキ
カサコー科|メヌケ類|ダ ラ

計

1曳網当

漁獲量

K" 
ハゲヤセ|クサカリ

i キンメダイ|カガミダイ 1'，'/ '.~ 1 
ム ツ|ツボダイ

。 。

47 90 137 

137 

34.3 

L一一一一一
56 

65.7 1 100.0 

27 1201 203 

203 

卜十一
13.3 59.1 1 100ο 

3 151 20 

20 

10.0 15.0 75.01 100.0 

7，875 4，755 12，630 
789 

62.41一一一↓一一__L___3_7.6 100.0 

。 。

31，785 I 1，050 150 1 5，340 525 

2 15 

1，4 11 

77.7 2.6 0.4 13.0 1.3 

2，625 I 1，185 255 

ー

に

573 

23.1 4.8 

26 

7.7 
開門， .1 57.7 

6，675 135 600 i 11，040 
2，208 

1.2 5.4 I 100.0 

930 I 30 3，992 I 70，136 

1，079 

70.0 1.5 1.3 I (0.04) 5.7 I 100.0 
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第 1図 天皇海山海域における魚場開発調査海域図
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第 2図キンメイ海山概略図
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13.三沢沖人工礁漁場造成事業調査

I 調査目的

昭和 50年度にひき続き，既設魚礁の設置状況及び集魚効果の検討を行なうと共l乙，人工礁設置予

定海域における環境調査を実施し，事業の有効的権進を図り，漁業の経営安定l乙資する。

E 調査内容

1. 調査期間 昭和 51年7月~同年 10月

2. 調査海域 太平洋三沢沖沿岸(第1図)

3. 調査船 (傭船)栄丸 (八戸市鮫浦漁協所属)

第5藤丸 " 
4. 担当者 主任研究員 沢田兼造

技 師 高梨勝美

5. 調査項目

(1) ジャンボ礁設置状況

(2) 大型魚礁集集魚状況

(3) 環境調査(底質，海底地形，底状)

(4) アイナメ寵漁獲試験

回調査結果

1. ジャンボ礁設置状況調査

当ジャンボ礁(石川島播磨重工業株式会社製，第2図参照)は本県では始めて利用する乙とから，

事業が本格的l乙始まる 51年 11月l乙試験的に設置された。(設置場所:三'"目沖，水深 37....... 

38m第3図)調査は設置より約 10ヶ月後の8月5日K潜7.1<'乙よる調査を実施し，下記のととが

観察できた。

(1)設置状況(写真参照)

o 埋沈は全くみられない。

0 底質は貝穀(ホタテ貝)及び貝穀混じり細砂で，ブロック周辺には貝穀が集まる傾向がみら

れた。

0 ブロックの破損，又はひび割れはみられなかった。

0 ブロック設置のうち 2ブロック!土 2m位離れて配置されているが. 1つは確認出来ず多少離

れて投入されたようである。

(2) 婿集生物

。魚類についてはアイナメ(全長30cm程度)ソイ，ウマズラハギ‘が各々数尾みられた程度で
あり，まだ余り集魚してなし、。

0 その他水産動物としてヤドカリが集まっているのがみられたが，藻類等の付着生物はまだ少

なく，概してブロック周辺での生物相は貧弱であった。
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2 大型魚礁集;魚状況(8月5日調査)

昭和47年に設置された四'"目沖大塑魚礁(1. 5 m型立方形)の設置海域はかなり散らばって投

入されたようで，水深 35......40数m付近に魚探による反応がみられる。(第4図)今回潜水調査

した海域は水深40mで，ブロックの重なっている所はみられなかったが， 1 0数個のブロックが

1......2mの間隔で配置された海域である。

(1) 設置状況(写真参照)

0 埋沈は全くみられない。

0 ブロックの破損は 3......4個みられ，全損しているものも一部にみられた。

(2) 蝿集生物(写真参照)

0 魚類についてはイシナギ(全長50 cm前後)が数 10尾，ソイ，アイナメが各々 10数尾集

魚しており，群行動としてはイシナギがブロックの回わりをゆっくり遊泳するのが目立ち，ソ

イ，アイナメについては群行動はみられず各々バラバラに遊泳していた。また釣り漁具を使用

し漁獲試験を行なったと乙ろ， 40分間でイシナギ5尾，ソイ(全長30cm前後)3尾釣獲さ

れた。

0 ブロックに付着している水産生物はマボヤ，イソギンチャクで一面に成育している。

0 流れは南潮で0.1......O. 3ノット程度。

3. 環境調査

当事業は 51年度......54年度の4ヶ年にわたる継続事業であり， 5 1年度は第5図I乙示す4区画

について設置され， 1区画における魚礁の配置は 50年度の調査結果(1)により，魚種によりその鯛

集行動生態が異なることから，ある程度の高さと広がりをもたせることが有効であろうとの結論に

達し，ジャンボ礁と大型魚礁との組合せという形で投入された。当設置海域における底質は第 6図

にみられるように細砂又は貝殻で，水深は 42m-45mで海底地形は第 7図にみられるように平

担であるが，底状は潜水による観察では 10cm前後の高さの披状の起伏(リップルマーク)がみら

れ，その伏都にはホタテ員殻が集積される傾向がみられた。

4. アイナメ箆漁獲試験

50年度の調査結果よりアイナメの行動生態から，当魚種の漁獲には鑓漁具が有効と考えられ，

当漁具導入についての可能性を検討するために試験操業を行なった。漁具図及び漁具配置図を第8，

9図l乙，操業結果を第 1表に示したが，漁獲された魚種はハモ，エゾイソアイナメ，マゾイで目的

のアイナメは 1尾も漁獲されずに終り，良い成果は得られなかったが，比較的商品価値のあるハモ

は，第2表の魚体調査結果に示しであるように，300g......820gと型の良いのが漁獲された。今

回の調査は 2回のみの操業しか行なっていないので漁場選摂，漁具の検討，餌の比較試験等の問題

についての知見を得られない段階で終了したので，今後乙れらの問題を検討しながら継続調査する

必要・がある。

W 調査の結果と今後の課題

1. 調査の結果

(l) ジャンボ礁設置状況調査

0 魚礁設置海域におけるジャンボ礁は浬沈の恐れはない。
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。魚礁設置後約 1年間は余 1)ブロッ勺 lこは水産動植物の付表，生育は期待できないο
(2) 環境調査

o 設置海域の底買は細砂えは貝穀で，海底地形は平但であるが， 1 0 cm前後の高さの波状の起

伏の底状がみられた。

2. 今後の課題

(1) 大型魚礁設置状況調査

0 破損しているフロ y勺がみられ，またブロックの配置がパラパラに分散している場合が多い

等を考え合せると，投入方法についての検討が必要で、あろう。

(2) アイナメ箆漁獲試験

この漁獲試験でアイナメは 1尾も漁獲されず，今後検討を加え継続調査する必要がある。
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重量;21トン

容積;141. 2空m./ケ

第 2図 ジャンボ礁立体図
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第 3図 ジ ヤ ン ボ 礁 魚 探 記 録

- 443 - 444ー



;~伊吋ず叩吋咋申古伺町司}守甲一ザ可吋吋令吋吋で:ア一fマ骨守吋『竹一司吋ヤ?戸得吋す
戸引目可守明守可F世，~明卵司'苛可T帯初町守榊胃F軒押開何Fきe寸伊申デ一?一一岨由.でf玖，.苛~'I""""II"例門、勺:ア引惨{句 ' 

甲山
Vつ'""円台 一ー一一

4

，" f.~ 、:、a ・、・一

第4図四川目沖大型魚礁魚探記録

-445 - 446 



N 
Mag 

T 仁コ
4←一歩

仁コ 200 1∞ 

200 仁コ
200 E∞ 

仁コ仁コ

仁コ
仁コ仁コ

仁コω
-
U
H
口
調

1 

25屯()OO

亡コ

ト→
仁コ

仁コ

仁コ

仁コ

仁コ

..は昨度設置

、.. 仁コ
周・ ノ

一~1.080 m 

-大型魚礁

( 200ケ)

・ジャンボ礁

( 6ケ〉

・大型魚礁

( 200ケ〉
1 

4.000 

150 m __  -I トーー田ーー

ーーー~

魚礁設置予定配置図

-447ー

m 200 ト一一ーーー

第 5図



4 

N T co s. 

』ι
1，500 m 

民

。。。，
N

-Fs 

約 500m 

-Fs 

ぜ
① j 
Nu6 ①;:; 

-Fs . ーーーーーー，ー『ーーー-

Fs 

.Fs 

Nn4 

約 500m

• S h 
• Fs -

Fs Sh 

20，000 

① 標識設置場所及び水泳測定点

所

ο潜水一
場泥採

砂

殻

Fs…………細

Sh………一員

調査結果

-448ー

底状，底質，第 6図



-OS17 ~ 6vt 

三住:E 主翼cz:' .Cl F平事ヰ主晃冨主E望組w 困L箆

l'j 

H
引

ー
‘

h



925 
Sige: V10 

350 

275 叶 ④ 

網

。。凹

500 500 

700 

1，000 

①ポリエチレン網 44白砂令 10万

②鉄 棒:や 9%(ビニールテーフ。巻 j

③。 lI :rt611(市 11 11 J 

④塩ピ被覆線 :#8"

③ ~lllllllll川 11111111111 ~ ⑤ポリエチレンクロス:14 x 14 暗色

⑤ 

第 8図アイナメ篭漁具図

-451-452-



ノ、イクレロ フ。

、々 6%

1.5宵l

/ 

第 9図アイナメ篭漁獲試験(1放 7個，餌はサパ使用)

- 453 ~ 454 

ー--7ハイクレロープ
10九

，tF1OK9 
アンカー



第1表 アイナメ音量漁獲試験結果表

投 書E 場 所 1. 二川日沖大引魚礁付近 2 一川目沖天然礁付近

投青空月日時五Ij 511手10月6F1 1 1時00分 5 1年10月7f1 14時20分

揚龍月日時刻 10月7日 14時20分 1 0月9日 o9時15分

* 深
. 底 質 4 3 m， 貝穀混りの細砂 40m 際 ~ 粗砂

ト一一一一一一一

底 状 平 坦 やや平但

水 1昆 表層 18.50c 底層 18.40c 表層 1 7.3~ 底層 1 7.20c 

付 近 操 業 船 な し 1隻(一本釣)

寵 数 7 箆 7 青E

魚 探 反 応 凸〉 り な し

投 書E 万 向 N ~ S N ~ S 

漁 11. ノ¥ モ 3 尾 4 尾

獲 2.エゾイソアイナメ 1 3 

魚 3マ 、ノ イ 3 

ト一一

貝 4モスソガイ 1ケ

ト一一一

類

備

考
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第2表魚体調査結果表

投鐙場所 1. 二川白神大型魚礁付近 2. 一川目沖天然礁付近

投寵月日 1 0月6日 1 0月 7日

測定項目 全長(cm ) l 体重( g ) 全長(cm ) |体重( g ) 

1. ノ、 モ 85 820 62 600 

69 590 59 490 

57.5 430 53 300 

59 400 

2. エゾイソ 29.7 280 

アイナメ

31.0 280 

27.5 200 

31.5 380 

28.5 280 

30.0 270 

30.0 250 

25.5 160 

25.5 140 

27.5 190 

24.5 130 

27.5 190 

3. マゾイ 22.2 130 

19.0 100 

19.0 100 
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三沢沖昭和五十年度設置人口礁

Lジャンボ礁) 人工礁(ジャンポ礁)
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四川目沖大型魚礁 四川目沖大型魚礁
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14.大型魚礁設置適地調査
(鯵ケ沢，脇野沢，泊，八戸)

I 調査目的

魚礁を設置するにあたり，設置目的に合致した海域を選定し，生産効果ならびに経済効果の向上を

図る。

E 調査目的

1. 調査期間昭和51年4月~昭和52年3月

2. 調査場所 鯵ケ沢，脇野沢，八戸， [1白沖

3. 調査船鯵ケ沢沖 ( 19.94トン)

脇野沢沖，傭船英漁l丸(4.1トン)

八戸沖，試験船瑞鴎丸 (40.81トン)

泊沖 傭船漁徳丸(9.38トン)

4. 担当者技師十三邦昭

P 木村大

5. 調査項目

① 事前調査

②海上調査

③ 陸上調査

皿調査結果と今後の課題

1. 調査結果

ω事前調査
関係組合および漁業者から魚礁設置に関する要望を聴き取った。

イ.鯵ケ沢沖

釣漁業のソイ，アイナメ，ヒラメ，カレイ，ブリ類を対象とし，底建網などの網漁業が余り

行われないので天然、礁の関連をもっ，水深60m以上の位置を希望する。

ロ.脇野沢沖

釣漁業のソイ，アイナメを対象とし，天然礁および並型魚礁との関連をもっ場所でフェーリ

ーの航路のさまたげにならない場所を希望する。

ハ.八戸沖

大型船の航路のさまたげにならないで沈船との関連をもっ水深40......60ml乙設置を希望。

ニ.泊沖

ソイ，アイナメ，タラ，サクラマスを対象とし，既設魚礁(タイヤ礁)と天然礁に関連をも

っ場所で海底地形が平担な場所を希望。

@海上調査

事前調査結果をもとに水深底質図(当場作成)で検討し調査区践を定め，乙の区主義内を8方位

nv 
P
3
 

4
宅



または碁盤のマス目のように走航し，魚探により水深，海底地形，採泥器により底質を調べた。

イ鯵ケ沢沖

A 7]<深，底質・・・・第1図

B 利用漁港，天然礁の位置関係・・・・第2---3図

ロ.脇野沢沖

A 水深，底質・・・・第4---5図

B 利用漁港，天然礁の位置関係・・・・第6図

ぺ八戸沖

A 水深，底質 第7--8図

B 利用漁港，天然礁の位置関係・・・・第9図

ニ.泊沖

A 水深，底質・・・・第 10図

B 利用漁港，天然礁の位置関係・・・・第11図

@適地の判定

イ.鯵ケ沢沖

0場所，鯵ケ沢赤灯台Mg C 0 3 5 7.5' 8 0 0 0 m 

o水深 56m 

。底質，中粒砂

o適地判定の理由

A 共同漁業権外にある。

B 底曳網漁業禁止区域内にある。

C 底質は中粒砂で魚礁の埋没するおそれが少ない。

D 魚礁を利用する釣漁業および刺網，延縄漁業に支障をきたすほど早い潮流ではない。

E 付近に天然、礁があり，魚礁設置により漁場の拡大が図られ生産効果が期待できる。

F 三枚網の漁獲試験結果から同海域において釣，刺網，延縄など沿岸漁業の対象魚種として

重要なソイ，ヒラメ，アイナメ，カレイ類(マコガレイ，ムシガレイ〉を集魚させることが

可能である。

G 現在行われているヒラメ刺網及び底建網漁業に支障はない。

H 大戸瀬~鯵ケ沢の小型漁船が利用できる範囲内である。

ロ.脇野沢沖

o場所，牛の首からMgCo 262' 2900m 

o水深 55 m 

o底質，貝穀混りの細粒砂及び微粒砂

o適地判定の理由

A 共同漁業権外にある。

B 大型船舶の航路からはずれている。

C 現在行われている底建網漁業，刺網漁業，ホタテ貝漁業などに支障がない。

D 付近に既設並型魚礁及び天然礁があり，魚礁設置により漁場の拡大が図られ，生産効果が
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期待できる。

E 底曳網の漁獲試験結果などから.ヒラメ，マカ。レイ，マコカレイ，アイナメを集魚させる

ことが可能である。

F 脇野沢および川内の漁舟台が充分利用できる範囲内にある。

G 底質が貝穀混りの細粒砂及び徴粒砂で調査した中では泥の含有率が4%と最も少い。

ハ.八戸沖

o場所，鮫角灯台からMgCo560 43 OOm 

o水深 49 m 

。底質，貝穀混りの細粒砂

o適地判定の理由

A 共同漁業権外にある。

B 底曳網漁業禁止区域内にある。

C 大型船舶の航路からはずれている。

D 現在操業しているカレイ刺網，タコ箱などに支障がない。

E 底質が細粒砂で魚礁の埋没するおそれが少ない。

F 魚礁を利用する釣，延縄漁業及ぴ，来IJ網漁業l乙支障を来たすような速い潮流ではない。

G 付近には沈船4隻があり，魚礁設置により漁場の拡大が図られる。

H 調査海域内ではすでにカレイ，ヒラメを対象とした刺網，延縄などが行われ，付近の沈船

においてもソイ，アイナメなどを漁獲している乙とから，ソイ，アイナメ，ヒラメ，カレイ

類を対象として期待できる。

I 水深が浅い方より深い方がより大型魚が集魚できる。

ニ.泊沖

。場所，中山崎からMgC 0 16 f 320 Om 

o水深 55m 

。底質，貝穀混りの細粒砂，中粒砂

o適地判定の理由

A 大型船舶の航路からはずれている。

B 底ぴき網禁止区域内にある。

C 現在操業しているヒラメ刺網漁業などの網漁業に支障がない。

D 付近l乙タイヤ礁及び天然、礁があり，魚礁設置により漁場の拡大が図られる。

E 底質は貝穀混りの細粒砂および中粒砂が主体で徴粒砂および泥などの含有率は極めて少く

ブロックの埋没するおそれが少い。

F 海底地形も割合平担でブロックの倒壊などのおそれも少い。

G 漁場までは動力船で15分位で行け，無動力船で利用できる可能性もある。

2. 今後の課題

大型魚礁4ケ所の魚礁設置適地を選定し，同位置に3ケ所本年度設置が決まったが，これまでの

調査結果とブロックの投入位置をみてみると若干位置のズレが生じているので，乙れを正確にする

ためとまた投入後の利用の促進および，効果調査を円滑にするため標識を常設するととか必要である。
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15.中南部千島沖合イカ類漁場開発調査

I 調査目的

秋季における道東太平洋沖合海域に来遊するイカ類(スルメイカ，アカイカ，ツメイカ)の分布，

環境，生態等についての基礎資料を得ると共に，これらを究明し近年における太平洋スルメイカ資源

の悪化によって低迷しているイカ釣漁業の経営安定に資する。

H 調査内容

1.調査期間 昭和51年9月2日""1 0月2日

2. 調査海鼠 太平洋(4 00""  4 70N， 1 4 1に 1580E)

〔第1図，航跡図参照〕

3. 調査船

A 東奥丸(134.4 7トン，急速冷凍機及び自動イカ釣機 19台装備，高井払湿以下18名)

B 幸洋丸(12 1.22トン，自動イカ釣機9台装備，宮崎船長以下 17名乗船)

4. 担当者，漁業部長富永武治

技 師高梨勝美

5. 調査項目 漁獲試験，海洋観測，生物測定，標識放流，脱落率

回調査の結果と今後の課題

1. 操業結果〔第1表及ぴ付表参照〕

航跡図i乙示したとおり，東奥丸31点，幸洋丸25点，計56点における漁獲試験を実施し，東

奥丸18516尾 (13275kg).幸洋丸..1005尾 (294k9)を釣獲したが，その内訳はアカイカ

&5.6%.ツメイカ 14.0%，タコイカ 0.3%，スルメイカ 0.0%のn頃であり，従来太平洋海域で主

体を占めていたスルメイカの分布が全く稀薄であった。

第1表 漁獲試験結果表

船 名 東 奥 丸 幸 洋 丸

操 業 回 数 3 1回 2 5回

漁 ア カ イ カ 16，524尾 (12，537kg) 180尾( 56k g) 

獲 、ソ メ イ カ 1，986尾( 738kg) 745尾( 224kg) 
尾

数 タ コ イ カ 2尾 54尾( 14kg) 

，曲、 スルメイカ 4尾 26尾
kg 

計 18.516尾(13.27 5k g) 1.005尾( 294kg) 、-'

1回平均漁獲量 597尾( 428kg) 40尾( 12kg) 

平均操業時間 5.6時間 3. 3時間

平均釣機使用合数 14.6台 τ.3台
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2. 海況 〔第2.3図〕

水温，塩分の各等値線の走行はよく対応しており，北側の低温(表面80C，100m10Cくらい)

低かん水(表面 32.6偽， 100m 33.0払)はオホック海に起源を有する親潮で，南側の高温(表

層17"-190C， 100m 1 OOC)，高かん水(表層 33.3偽， 100 m 34.0協)は黒潮系水である。

そして親潮，黒潮両水系間lζ形成される潮境はやや大きな蛇行を示しており.ほぽ420N線を軸と

して潮境が形成されているが，沖合ほどその位置は北上する傾向がみられる。また黒潮分派水の北

への張出しがみられる海域は， 1 4 6' E， 1 4 9.5' E， 1 5 60 E位に分かれ，その北限は， 1460E及

び149.50Eではほぼ430N位， 1560Eを紬とする沖合の分派は440Nあたりにみとめられる。

3 イカ類の分布

(1 ) アカイカ 〔第4.5図参照〕

56操業点のうち， 3 2点で分布がみられるが， 15 40E付近を境として以西では高密度海域

は， 4 tN付近で南側l乙偏し， 15 40E以東では 44"-45と北寄りに偏よっており，海況の項

で述べた潮境形成位置の変化と対応している。水温値と分布密度との関係については，表面水温

が 11.80，，-19.6 ocにおいてアカイカの分布がみられたが，相対的l乙分布密度が高かった水温値は

1 50，，-1 90Cにあり，また 1550Eを境として沖合域では沿岸域lとくらべ， 2"-3 oc程度低くい
水帯l乙高分布域がみられた。次l乙50m水温とし分布の関係については，分布及ぴ高密度分布域

における水温値は幅広く，アカイカの分布と水温との関係は得ることができなかった。以上のこ

とを考え合せると，アカイカの漁場環境として水温をとらえる場合，当調査時期においては，7.l<

温値そのものよりは潮境或いは水系といったものが重要なように思われる。

(2) ツメイカ 〔第4.5図参照〕

ツメイカの出現海域はアカイカl乙比べ北寄り海域lζ限られ，ウルツプ島及びシンンル島沖合の

太平洋側で分布密度が高かった。水温との関係は表面水温7.2に 17.50C水帯lこ分布がみられ，

90C前後で分布密度が高く.アカイカよりも冷水性である。

4. 魚休及び成熟状態

(1 ) アカイカ 〔第 6.7図参照〕

アカイカの外套長組成は， 18"-43C11lにおよび，外套長モードは31 c祝もあり，この大きさ

の体重は約800庄で，他の釣獲されたイカ類l乙比べ外套長，体重ともはるかに大きい。海域別

l乙外套長組成を比較してみると，大きくわけで次の3海域l乙分類でき

A;沿岸寄り海域(41.5 oN線， 1450~1540E) 

B;沖合南寄り海域 (41.50"-430N，1550"-1580E) 

C;沖合北寄り海域(43.50"-4 50N， 1550"-1580E) 

A海域では26α1， B海域31 "-3 2 C11l， C海域33C11l1乙夫々モードがあり，沿岸より沖合側が

また南より北側が外套長が大きい傾向がみられる。次I(.ST毎にみてみると， Aでは23"-30C11l 

1乙モードがみられ. S T間での違いが大きく，主モードの他副モードがみられる場合が多いが.

B， Cではモードの違いは2"-3C11lと小さく，副モードはみられず，外套長が正規分布i乙近い組

成を示している。時雄別の体長組成の比較では土佐は雌l乙比べ3C11lt'E小さい。また成熟状況につい

ては雄は 16.2%の成熟個体がみられたが，一万雌についτは全く成熟個体がみられず，スルメイ

カ同僚アカイカも盟主イカよりも雄の万が早く成熟する傾向が認められる。
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(2) ツメイカ 〔第8図参照〕

外套長組成は 13----34問1の範囲にあり， 28GmfC.モードがみられるが，峰雄別でのモードは

雄は雌より 5----7CT1訴宝度小さい。また雌雄の出現率l乙差がみられ，雄イカは全個体の 13%と少

ない。成熟状況については雄のほとんどが成熟しているのに対し，一方盟主は全く成熟個体はみら

れなかった。

5 胃内容組成 〔第9図参照〕

(1) アカイカ 空胃の個体は 35%であるが摂餌率の高い11頂からあげると，魚類，イカ類，プラン

クトンとなっており，スルメイカに比べると遊泳能力のある高次の種類を餌としている割合が高

L、。
(2) ツメイカ，空胃率は37.9%で摂餌率の高い11買にあげると，魚類，プランクトン，イカ類となっ

ており，アカイカに比べプランクトンの摂餌率が高く，ツメイカはスルメイカとアカイカの中間

的食性を示すように思われる。

6. 標識放流結果 〔第 10図参照〕

アカイカ 998尾，ツメイカ 139尾の標識放流を実施したが，再捕されたイカはアカイカ 2尾の

みで， 9月中旬t乙放流したものが約 20日後に SE方向へ移動して再補された。

7. アカイカの脱落率

アカイカは魚体が大きく体重も重く，その割り腕足が切れやすいため，せっかく釣針にかかって

も，脱落する場合が多い。目視観察によって脱落の仕万を検討したと乙ろ，水中から釣針が引き揚

げられるときのショックで脱溶する場合と，水中からヲ|き揚げられ，前車にひっかかって脱浴する

2つの場合が目立った。本調査時に視察された脱落状況は， 175尾のうち 71尾(4 1 % )が脱

落し，そのうち水中脱落44尾 (57%)，前車脱落27尾(4 3 %)という結i裂が得られ，脱落

防!とが今後のアカイカ漁業における重要な課題の 1つであろう。

第 1[l:<] 東奥丸(左側)汝び幸作丸(右側)の凋iリ航跡・地点凶

大きL、黒丸t;tfII!獲試験と海洋観測実施d丸小さい

県丸il海洋観測支班点

P
円

υ
勺

4
A
守



第2図 Om(上駒と1∞m層C下勝における
水温水物布COc)

第3図 Om(上勝と100m層C下関における
塩分水斡怖 (0/00)

第4図 アカイカ(左)とツメイカ(右)の分布密度

c・p・u・E:釣機1台1時間当り平均漁獲尾数
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アカイカの雌雄別外套背長，第 7図
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r 
付表 中南部千島海域イカ類漁場調査 操業記録表(東奥jJ.)ぬ1

操 業 北 緯 東 経 風 向 71< 温 操 業 釣 機ST.NO 
月 日 N E 風 力 時 間

J..>. 
数
魚 種 漁獲尾数 漁獲箱数 CPUE  o m 50m 100m 口

1 9 3 410 30' 14l59.5 ' E .2 19.6 5.27 2.08 3.5 17台 ア カ イ カ 120尾
(9kg入)

2.0 7ケース
2 4 410 30' 1460 00' E 3 19.1 10.61 4.98 3.0 18 11 398 22 7.4 
3 4 41" 30' 1480 00' N'E 3 17.5 3.95 2.04 3.5 18 11 183 10 2.9 

、y メ イ カ 4 。 0.1 
4 5 410 30' 1480 59' ENE.3 17.2 3.53 2.49 3.0 18 ア カ イ カ 751 44 3.9 
5 5---- 6 4 { 34' 1490 54 ' NE.5 16.8 14.90 7.83 11.3 17 11 575 36 2.9 
6 6 410 30' 1500 59' NNE.4 15.6 16.58 6.54 3.3 19 11 95 5 1.5 
7 7 410 30' 1510 58' N 3 15.8 9.68 7.53 2.4 18 11 116 7 2.7 
8 7 410 30' 1540 00' NNE.2 17.1 10.06 8.28 3.0 18 11 56 2 1.0 
9 8 410 30' 1550 00' NE 2 16.3 12.34 10.00 2.8 18 11 1 。 0.0 
10 8---- 9 410 29' 1560 56' NE 1 16.7 9.14 6.82 10.7 17 11 972 69 5.3 
1 1 9 41024.5 ' 1580 05 ' NE  1 15.0 7.50 6.66 3.3 10 11 39 3 1.2 
1 2 10 4 t 15' 1580 00 ' S .3 15.4 12.5 7.0 2.5 17 11 107 9 2.5 
1 3 10----11 430 04' 1580 03' S .5 15.2 5.5 3.6 10.8 18 11 1，850 173 9.5 
1 4 11 430 02' 1570 02' SW  3 15.1 9.40 5.00 3.0 19 11 48 5 0.8 
1 5 12 430 00' 1560 00' SW  5 15.2 11.1 7.3 3.3 19 11 513 48 8.2 
1 6 12----13 430 02' 1550 03' W .5 16.1 11.29 8.54 10.9 12 11 751 71 5.7 
1 7 13 ----14 430 45' 1550 00' N .3 15.2 3.28 1.07 10.9 14 11 213 22 1.4 
1 8 14 ----15 440 04' 1550 55' S SE 3 15.5 7.89 6.18 11.6 19 11 3，605 354 16.4 
1 9 15 ----16 440 35' 1560 10 ' S 6 15.0 3.40 0.99 11.0 12 11 1，918 191 14.5 
2 0 16----17 440 26' 1560 58' NE  4 15.7 8.73 5.27 11.5 14 11 1，800 180 11.2 
2 1 19 ----2 0 450 15' 1520 1 1 ' WSW3 8.8 2.04 0.95 10.1 2 ツ メ イ カ 690 31 34.2 
2 2 20 460 31 ' 1530 00' W .3 8.8 2.54 0.94 4.3 14 11 624 24 10.4 
2 3 21 41 00' 1530 00 ' WSW.3 9.0 3.25 1.33 3.6 14 11 631 26 12.5 
2 4 22 430 46' 1490 59' N .5 11.8 3.83 0.92 3.0 15 ア カ イ カ 24 2 0.5 

、y メ イ カ 29 1 0.6 

タ コ イ カ 1 。 0.0 

ス lレメイカ 1 。 0.0 
25 23 430 36' 1480 58' N .5 11.9 2.30 1.17 3.1 10 アカ イ カ 9 。 0.3 

タ コ イ カ 1 。 0.0 
26 23 420 18' 1490 00' NE  .5 16.0 5.47 3.53 3.0 6 アカ イ カ 3 。 0.2 

、Y メ イ カ 8 。 0.5 
2 7 24 420 25' 1480 00 ' NE  .4 15.0 4.8 5.2 3.6 16 ア カ イ カ 116 9 2.0 
2 8 24 ----2 5 410 01' 1460 59' ENE.3 17.7 6.89 3.97 11.6 16 11 1.947 103 10.5 
29 25 410 07' 1450 28 I ESE.1 17.7 10.63 9.21 3.4 7 11 54 3 2.3 
3 .0 26 410 05' 1440 26' E .2 17.7 5.74 2.26 3.1 17 11 260 18 5.0 
3 1 26 41031.5 ' 141主主5J ESE 3 20.0 一 1.0 5 ス Jレメイカ 3 。 0.1 

ア カ イ カ 16，524 1，393 

小計
、y メ イ カ 1，986 82 

タ コ イ カ 2 。
ス Jレメイカ 4 。

計 18，516尾 ケース
1，4 75 
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ぞ 付表 中南部千島海域イカ類漁場調査操業記録表(幸洋丸)No.2

操 業 北 緯 東 経 風 向 水 混 操 業 釣 機
ST.NO 月 日 N E 風 力 時 間 4口3、 数

魚 種 漁獲尾数 漁獲箱数 CPUE  
Om  50m 100m 

1 9 7 430 00 I 145' 30 S ，2 16.2 7.40 3.0 5 0尾 (14kg入れ) 0.0 
2 8 430 02' 1460 30 I SE.3 17.1 4.39 1.63 3.0 9 ア カ イ カ 17 。 0.6 

3 8 430 01' 1480 03 I S 3 14.2 2.4 0 0.94 3.5 9 、y メ イ カ 64 2 2.0 

タ コ イ カ 41 1 1.3 

4 8....... 9 430 00 I 1480 46 I S 3 14.5 2.65 1.31 3.0 8 、y メ イ カ 39 1 1.6 

タ コ イ カ 1 。 0.0 
5 16 430 001 1500 14 I SW.1 14.9 1.59 0.64 4.5 8 、y メ イ カ 4 。 0.1 

ス Jレメイカ 4 。 0.1 
6 16.......17 430 00' 1510 00 I E .3 13.0 1.93 0.96 4.5 8 。 一 O. 

7 19 430 00 I 1520 30 I NW.6 12.6 2.90 1.22 3.0 5 。 O. 

8 19....... 2 0 430 00 I 1530 12 I NW.4 12.8 1.88 1.01 3.3 5 。 O. 

9 20 44" 30 I 152" 00 I W .3 12.0 3.69 1.27 3.0 7 ツ メ イ カ 34 1 1.3 

1 0 20....... 21 440 30 I 1510 15 I SW.3 11.4 3.28 1.29 3.5 8 /1 302 6 10.8 

1 1 21 440 32' 1490 43' E 2 8.2 2.55 1.04 4.0 7 /1 125 3 4.5 

タ コ イ カ 2 。 0.1 

1 2 21....... 2 2 440 30' 1490 00 I ENE 4 10.3 2.85 1.04 5.0 8 ツ メ イ カ 140 3 3.5 

ス Jレメイカ 9 。 0.2 

1 3 22 440 27' 141' 55' NE.2 8.0 2.81 1.81 4.5 8 、y メ イ カ 9 。 0.3 

1 4 25 440 52' 146"10' SW.4 15.4 12.66 4.36 3.0 8 ス Jレメイカ 10 。 0.4 

1 5 25 450 47 I 147ρ57' SW.3 10.8 3.60 2.18 3.0 8 。 。
1 6 26 460 08 I 1490 04 I SW  2 9.6 3.80 1.05 3.0 8 。 。
1 7 26 470 02 I 1510 16' SW.2 8.6 2.95 1.88 3.0 8 。 。
1 8 27 460 25' 1510 45' SW.1 7.2 3.1 7 1.97 3.0 8 ツ メ イ カ 13 。 0.5 

1 9 27 450 16' 1500 00 I SW  _ 3 9.1 4.81 1.34 3.0 8 /1 6 。 0.3 

20 28 440 56' 1490 02 SSW_ 1 7.8 2.76 1.79 3.0 5 11 2 。 0.1 

2 1 28 420 45 I 141' 04' ESE_ 5 15.2 3.0 2.0 3.0 8 ア カ イ カ 11 。 0.5 

2 2 30 420 00' 141' 00' E 3 12.5 7.2 3.3 3.5 8 11 5 。 0.2 
、y メ イ カ 7 。 0.3 

タ コ イ カ 10 。 0.4 

ス Jレメイカ 3 。 0.1 

2 3 10. 1 410 32 I 141'00' E _4 16.9 5.3 1.7 3.0 7 ア カ イ カ 69 2 3.3 

2 4 1 400 33' 1440 57' ESE_ 1 19.1 1 1.7 10.4 3.0 9 M 13 。 0.5 

2 5 1....... 2 400 37' 1440 05 I S E .1 16.9 4.6 1.9 2.0 8 11 65 2 4.1 

ア カ イ カ 180 4 

小計
ツ メ イ カ 745 6 

タ コ イ カ 54 1 

ス Jレメイカ 26 。
計 1，005尾 21箱
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I 調査目的

16.北西太平洋アカイカ漁場調査
(22広栄丸調査結果から)

新漁場企業化調査の一環として，北西太平洋海域におけるアカイカ資源の未利用漁場を開発し，水

産資源の有効利用を図るとともに，イカ釣漁業の健全な発展と水産物供給の安定に資する。

H 調査内容

1・ー調査期間 昭和51年6月22日~昭和52年 10月28日

2. 調査海域 北西太平洋海域(第1図)

3. 調査担当者 本多真寿(福島県水産試験場) 6月22日"-8月 19日

鈴木史紀(青森県水産試験場) 8月 22日......1 0月 25日

4 調査船

5. 調査項目

(1 ) 漁獲試験

(2) 漁場環境

(3) 生物測定

m調査結果

22広栄丸(344.67トン， 850PS.光力240KW

釣機数自動24台手動4台)

調査海域は調査当初の6月下旬から 7月中旬にかけては 1600"-1800Eで，調査期間中最も沖合の

'海域で，しかも 32'''-4 40Nの広い海域にわたっている。 7月下旬から 10月下旬までの期間は390 

...... 4 30N， 160'E以西の沿岸寄りに集中した。このうち7月上旬以前の場合を除くと全体を通じて調
。

査海域は南北l乙狭く.東西l乙広がっていることから調査海域を経度 5毎l乙区分して沿岸からA"""Hの

8海域にわけた。操業回数は6月下旬"-7月中旬にかけては.D......H梅域で45回， A"-C海域で2

回， 7月下旬以降はA......D海域で122回調査を実施した。

(1) 漁獲試験 (第2図)

自動イカ釣機を使用して，原則として 1海域につき終夜の漁獲試験を延169回実施したが，

月別漁獲量は6月3ケース. 7月2329ケース. 8月9546ケース. 9月4216ケース.10月

4921ケースで， 6月7日の漁況は不振であった。

またアカイカの分布密度 (CPUE)は全体としてほぼ1600Eを境としてそれより沖合では低く

以西の海域で高い傾向を示していた。 CPUEの変化を区別l乙見ると 6月下旬"""7月中旬まで同調

査した沖合海域では，全体l乙希薄で分布のみとめられない海域もあるが.H海践で中位の分布

( 5.1""" 1 0.0尾)がみられ，かなり沖合まで分布が広がっている。 7月下旬以降の調査は沿岸に

近い海域l乙移っているが，分布密度は急激に上昇して8月中・下旬のB海域では濃密な群を形成

している。 9月仁旬になると，乙の濃密な群は姿を消し， B'C'D伺れの海域も分布は希薄とな

った。その後群密度は再び上昇・して9月下旬及び 10月中旬には，やや濃密な群の出現があった

が， 1 0月中旬以降群密度は再び下降している。
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(2) 漁場環境

lイ) 0 m層水温 (第3図)

アカイカの分布密度の低い6月下旬---7月中旬の水温は 14.6 "C ---20.1 .Cの広い範囲にわた

っているが，乙れは，乙の時期の調査海減が南北l乙広がっているためである。次にアカイカ分

布密度の高い7月下旬---8月下旬に至る漁場水温は17.50___ 2 1.9 .Cとなり，乙のうち分布密度

がピークi乙達した8月下旬B海域の水温は 17.5"Cとなっている。 8月下旬---9月中旬までの

水温はそれほど大きな変化を示さず， 9月下旬に入ってから急激な下降が始まり， 1 0月下旬

の調査終了まで降温が続いている。

iロ) 100 mj<爵水温 (第4図)

アカイカ分布の希薄だった6月下旬---7月中旬の水温はやや高く (lo.l---l7.0.C ) .最高

1 7"C台を示している。その後水温は全体l乙下降しているが，アカイカ分布の濃い8月中旬，

下旬及び9月下旬， 1 0月上旬の水温は 3.40___7.2 .Cとなっていた。乙のほか8月上旬，中旬

の9.0に 11.9.C海域も分布の濃い海域に相当している。アカイカ分布密度の最大となった 8月

下旬におけるB海践の水温は 3.4.Cで最も低い方に属している。

(3) 群の性状 (第5図)

海域別平均体重(総漁撞量/総持漣尾数)の分布を特小型(169 g以下)， IJ哩日(l:lOtl---

399g ) ，中型 (400---699g)，大事 (700---999 g)，特大型(1，000g以上)の5段階κ

分けたが，体重の範囲は6月下旬の 134g (外套背長 14.5cm)から 10月中旬の 1，325g 

(3 5.8cm)にわたり 10倍の増加をみている。分布密度の低かった7月中旬以前の状態で 170"E

を境に沖合で魚体は小きかった。分布密度の増大する 7月下旬---8月下旬にかけてのイカは小型

・中型であった。 9月上旬から大型イカの出現があり，下旬以降において特大型イカが出現する

ようになった。

W 要約

5 1年6月---1 0月に海洋水産資源開発センターが実施した漁場開発調査のうち青森水試及び福島

水試から調査員が乗船した 22広栄丸の調査結果についての概要は次の様に要約される。

(1) 1800E以西の海域のアカイカ分布は7月下旬から分布が濃くなり， 1600E以西での海域で濃

くなる。

(2) 漁場水温は，盛夏季の東北海践に形成される前線帯に沿って密集すると想定される。

(3) 6月---1 0月の期間で 13 4 g ---1.3 2 5 gで約10倍の僧重がみられ，また体重変化に見られる

群の出現は海域によってかなり相違し，さらにまた同海域でも群の交代がみられる。

※ 詳細は海洋水産資源開発センタ一発行 r5 2年度北西太平洋アカイカ漁場企業化調査報告書」
参照。
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第1図第22広栄丸航海別航跡図
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北西太平洋アカイカ調査実施概要

6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 計

操業日数 6日 2 9日 2 7日 2 3日 1 7日 102日

操業回数 1 1回 6 0田 4 4回 3 2回 2 3回 1 70回

5尾ス ケーヌ 7ケ-;l ケース 120ケース 1，387 ケース 1，514 

10 11 276 1，310 3，124 2，826 7，536 

漁 15 11 187 2，853 169 591 3，800 

20 11 951 2，470 594 117 4.132 

獲 25 11 397 1，164 185 1，746 

30 11 30 683 24 737 

量35 11 27 402 429 

〆'‘、 40 11 4 451 455 

尾 45 11 3 213 213 429 

数 50 11 182 182 

'iJIJ 55 11 
) 

60 11 49 49 

65 11 

70 11 6 6 

75 11 

80 11 

計 3 2，329 9，546 4，216 4，921 21，015 

キケース生
均漁獲 0.3 38.8 217.0 131.8 214.0 123目6

総撤去量 28.5 kg 22，126k宮 90，687kg 40，0 52kg 46，750kg 199，643.5 

総F号、尾数 332尾 58，721尾 196，769尾 51，600尾 46，400尾 353，822 

海洋観測点 51点 174点 112点 77点 29点 443点

350 30 '-- 320∞ト 39
0 00 'N、410 00 'N---41030 'N---

主なる 3ア48'N 44。∞'N 440 00 'N 43 30 'N 43" 30 'N 

調査海域 1410 40 'E-- 1540∞ 'E--154
0 00 'E---145000'E:へ 153000包~

171C 20 'E 1却。OO'E 1550 00 'E 158
000 'E 1段目。OO'E
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北西太平洋アカイカ操業記録表

(昭和51年22広栄丸)

操業
北緯 東経 風向力

71<温 操業 釣機漁獲ケース数
CPUE モード年月日 o m 150m 1100m 時間 台数 (合計尾数)

N E ℃ じ ℃ ケス C押1
51. 6. 23 

35-55 141-46 
E 3119.2 14.tJ 13.0 0.30 2台 5尾)

5.0尾
18.6 

6.25 37-48 151-08 W 2116.9 14.0 11.5 2.15 22 
3 
2.7 19.4 ( 135) 

6. 27 37-38 159-48 ENE2 15.4 0.15 12 0.3 25.5 

6.28 37-25 160-29 E 11 17.8 164 14目5 0.50 24 
4) 
0.2 25.4 

11 36-41 162-56 E 1118.8 16，4 13，5 1.10 22 
0) 

11 36-36 163-56 E 1117.5 0.10 24 0) 

6.29 36-02 168-01 SW 2 19.2 17.8 17目。 1.30 22 
12) 

0.4 19.1 

11 36-05 168-38 W 1118.8 0.30 24 0) 

11 36-07 168-44 W 1 18.1 0.10 24 0) 

6.30 35-36 171-21 SE 1 18.9 13.9 13.1 1.30 24 
0) 

11 35-37 177-14 S 1 18.9 6.40 24 ( 175) 1.1 14.5 

7. 1 35-30 171-39 S 3 19.0 16，2 14.3 1.10 24 0) 

7. 2. 32-07 173-02 S 2 21.5 18.5 16，3 1.00 23 
4) 
0.2 

11 32-08 173-34 S 1 21.0 1.00 24 。)

7. 4 34-59 178-16 S 1 19.5 17.5 14.3 1.00 23 
0) 

7. 5 38-19 178-18 WNVV2 16.8 13.0 11.7 7.30 24 
45 
15.0 19.1 ( 700) 

7. 6 40-42 178-16 NNE1 13目6 12.0 9.9 1.00 24 0) 

11 41-09 178-16 N 1 113.6 0.30 24 0) 

11 41-18 178-10 N 1 113，5 1.00 24 0) 

7. 7 43-50 178-37 NNW1 11.8 10.5 9.6 1.30 24 
3) 0.1 

7， 8 40-35 178-56 SW 1 16.0 14.0 10.5 1.30 24 14) 
0.38 21.0 

11 40-34 178-56 SW1 16，1 1.15 24 3) 
23，5 0.5 

11 40-27 178-59 SSW1 16，0 1.30 24 
18) 

0.5 20.1 

7. 9 39-27 176-04 SW 3 15.9 13.0 11.7 8.00 24 
26 

5.4 20.6 ( 1，045) 

7.10 39-48 173-58 N 2 117，5 15.5 13，4 7.30 24 
9 
3.3 19，2 I ( 600) 

7.11 39-42 174-19 E 2 117.7 1.00 10 
10) 1.0 20.0 
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北西太平洋アカイカ操業記録表

(昭和51年22広栄丸)

操業
北緯

水温 操業 釣機 深穫ケース数
年月日 東経 風向力 o ml 50m 110仇n時間 台数 (合計電数)CPUE モード

51. 7. 11 N E c c c 
24'E 
2ケス cm. 

39-42 174-21 E 2 17.5 17.0 13.9 1.30 ( 84国 2.3尾 20.1 

" 39-42 174-23 ESE3 17.4 1.30 10 
1 
3.3 20.1 50) 

7.12 39-33 171-34 NE 2 17.6 1.00 20 0) 

" 39-23 171-36 NE 1 16.3 0.20 12 1) 0.25 

7.13 36-23 171-21 NE 1 19.0 12.8 11.5 1.30 20 3) 28.1 

" 36-00 171-21 NW 1 19.5 3.50 24 3) 0.03 13.0 

7.14 35-33 171-02 S 1 21.1 17.5 11.2 1.40 24 
4 
3.5 19.8 ( 138) 

" 35-35 170-59 S 1 21.4 1.40 24 
1 
0.6 27.1 18 ) 

" 35-35 171-00 S 1 21.6 4.50 22 
1 
0.2 27.0 18 ) 

7.15 35-29 170-56 S 1 21.4 17.0 14.8 1.10 22 8) 0.3 14.0 

" 35-33 170-57 S 1 21.5 7.05 20 
16 
2.3 26.7 ( 320) 

7.16 35-40 171-00 SW 2 21.7 16.0 13.0 0.45 20 0) 

" 35-40 171-00 SW 2 21.6 2.55 22 
6 
1.9 26.5 ( 120) 

7.17 37-14 167-15 SSW3 19.5 15.0 12.5 5.00 22 
18 
3.5 24.0 ( 380) 

7.18 37-48 164-12 SW 2 17.8 15.8 13.0 7.15 24 
55 
5.8 27.8 (1009) 

7.19 38-09 161-30 NNE2 17.2 12.5 8.7 0.50 20 0) 

" 38-06 161-35 N 1 18.4 14.0 9.2 1.40 0) 

" 38-06 161-45 E 2 18.6 1.40 0) 

7.20 38-06 161-20 E 3 19.0 0.30 20 
2 
3.0 27.7 30) 

" 38-14 158・34 E 3 19.5 17.5 14.2 2.30 20 
11 
3.5 26.9 ( 177) 

11 38-16 158・40 NE 3 19.0 4.10 20 
13 
2.5 27.0 ( 207) 

7.21 39-45 156-31 SE 1 17.7 9.5 6.6 1.00 20 50) 2.5 25.2 

" 39-42 156-22 S 1 18.4 5.15 20 
18 
3.4 26.0 ( 352) 

154-57 SW 3 18.7 13.3 113 8.30 24 
183 
26.5 22.6 7.22 40-31 (5425) 

SSW2 18.7 15.1 11.6 1.30 24 
13 
10.8 23.0 7. 23 40-49 154-53 ( 387) 

" SSW3 18.8 0.30 24 
3 
8.2 23.0 40-49 154-49 98) 
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北西太平洋アカイカ操業記録表

(昭和51年 22広栄丸)

操業 水温 操業 釣機 漁獲ケース数
年月日 北緯 東経 風向力 o m I 50m 1100m 時間 台数 (合計震数)CPUE モード

N E 
SW 3 

℃ ℃ ℃ 
5.00 24台

54ケース 尾 cm 51. 7. 23 40-44 154-53 18.8 (2347尾) 19.6 19.9 

7. 24 40-53 154 -58 SW 3 18.8 10.0 8.2 9.00 24 
360 4.8 23.1 ( 9680) 

7.25 40-56 154・58 w 2 18.4 11.7 8.5 1.30 24 16 
9.5 26.4 341) 

11 40-56 154-58 w 2 18.5 0.15 24 0) 

11 40-55 154-57 W 2 18.6 6.00 24 
44 7.7 26.4 ( 1109) 

7.26 41-00 155-29 SW 3 18.4 10.0 7.0 1.00 24 0) 

11 40・49 155-16 SW 3 18.3 11.5 8.2 1.00 12 0) 

11 40 -51 155-10 SW 3 18.3 1.30 24 15) 0.4 24.0 

7.27 41-19 154-31 SW 3 19.0 12.5 9.0 6.00 24 
68 
10.04 23.9 ( 1447) 

7.28 41・17 154 -36 SW 3 18.7 2.10 24 50 21.33 24.0 ( 1105) 

11 41-19 154 -30 SW 3 19.7 11.5 9.5 1.15 24 11 8.46 25.3 254) 

11 41町 20 154 -36 SW 2 19.5 12.3 9.8 7.00 24 
227 
25.93 25.5 ( 4357) 

7.29 41-18 154-47 S 2 19.2 11.8 9.2 1.00 24 3 24.5 28.5 96) 

11 41・16 154 -48 S 2 19.4 12.3 10.1 7.00 24 
365 
46.98 24.5 ( 7893) 

7. 30 41-16 154 -44 SW 2 19.7 12.5 10.4 8.00 24 465 57.86 25.1 (11111) 

7.31 41・13 154 -52 SW 2 20.4 13.4 10.6 1.00 24 
9 9.37 25.6 225) 

11 41-16 154-50 SW 3 20.0 14.2 11.1 1.00 24 
14 
12.91 25.6 310) 

11 41 -15 154-47 SW 3 20.0 13.5 9.2 2.00 24 
47 
26.66 25.5 ( 1280) 

11 41-17 154-48 SW 3 20.0 12.7 10.1 3.30 24 
170 
48.80 25.5 ( 4100) 

8. 1 41・18 154・48 WSW3 19.9 12.5 8.8 7.00 24 
312 
51.64 23.0 ( 8677) 

8. 2 41-19 154-50 SW 3 19.9 5 
4.16 23.0 200) 

11 40・39 151-58 WSW3 19.6 6.5 5.7 0.20 4 50) 37.87 

11 40・35 151-48 SW 3 20.2 8.7 6.7 0.35 12 4 
12.93 24.1 90 ) 

11 40-33 151-45 SW 3 20.2 7.5 5.5 0.10 12 5) 2.60 

11 40-26 151-45 SW 2 20.2 8.7 7.3 0.05 6 2) 4.16 

11 40-22 151-45 SW 2 20.5 7.7 5.0 0.10 5 3) 3.75 
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北西太平洋アカイカ操業記録表

(間和51年 22広栄丸)

操業
東経!風向力

水 温 操業 釣機 漁湾ケース数
年月日 北緯 o m I 50ml10Om 時間 台数 (合計尾数)CPUE モード

N EI ℃ ℃ 。C ケース51. 8. 2 
40-20 151-45 2 

20.5 7.6 5.2 0.35 5台 10培 3.44尾

8. 3 40-29 148-29 WS、iV2 22.5 16.5 12.2 0.40 5 62 ) 1878 25.2 

11 40・34 148 -31 WSW2 22.5 16.0 12.4 0.30 5 ! ( 5) 2.00 

8. 4 39-12 144-23 w 1 21.8 12.3 12.2 7.00 24 210 
24.52 25.2 ( 4120) 

8. 5 39・21 144-20 SE 1 22.5 12.2 12.0 9.15 24 
233 
( 5085) 22.95 24.6 

8. 6 39-16 144-13 ENE6 20.7 12.0 11.9 9.15 24 
747 
67.16 25.6 (14910 ) 

8. 7 39-16 144-13 NE 4 20.2 12.0 12.0 9.15 24 
280 
( 5620) 25.31 26.3 

8. 8 39-14 144 -06 SE 2 20.6 12.0 11.8 1.30 24 
15 
8.75 25.8 315) 

11 39-13 144 -11 NE 1 21.0 2.00 24 
13 
280) 5.83 25.0 

8. 9 39・01 144-17 SE 1 19.5 4.00 24 
64 

( 1402) 14.60 25.0 

11 39-46 144・25 SE 2 21.0 14.2 10.0 0.45 24 48) 2.66 267 

39・41 145-02 SE 2 21.6 14.3 11.3 5.20 24 
59 
8.97 26.0 11 

( 1147) 
5 

8. 10 39-16 144 -12 N 3 21.5 12.2 11.6 1.30 24 165) 4.58 24.8 

39 -26 144-16 NNE2 21.5 630 24 
70 
6.63 25.0 11 

( 1274) 

40 -04 144 -19 NW 2 20.2 12.2 9.0 3.10 24 
51 
19.94 23.9 8.11 

( 1515) 

11 40 -05 144-24 N 1 20.4 610 24 
101 
( 2685) 18.14 24.0 

8. 12 40 -16 146-00 S 1 20.6 4.8 1.9 9.40 24 
138 
16.45 24.5 ( 3817) 

8. 13 40-18 146-23 W 3 19.4 10.2 7.5 1.00 24 
6 
135) 5.62 24.8 

40田13 146-50 W 3 21.5 12.8 9.3 7.15 24 
259 
38.94 24.8 11 

( 6767) 

8.14 40 -15 146-49 N 3 21 4 11.1 8.7 10.0 24 
266 
30.43 25.0 ( 7304) 

40 -20 146・40 NE 3 20.6 9.6 6.2 3.00 24 
68 
23.91 23.5 8. 15 ( 1722) 

11 40 -18 146-42 NE 2 20.7 10.5 7.7 600 
53 

24 ( 1730) 12.01 23.5 

8. 16 40 -51 147-45 NE 2 20.0 4.0 1.3 10.0 24 
441 
(11938) 47.94 23.7 

148・00INE 2 20.3 11.0 8.0 9.50 
655 
63.72 25.0 8.17 41・23 24 (15049) 

8. 18 40-31 1145-06 S 2 20.3 6.5 1.5 0.20 2 4) 6.00 26.2 
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第2次航海 北西太平洋アカイカ操業記録表

(昭和51年 22広栄丸)

操業
北緯 東経 風向力

7l<温 操業 釣機j魚瞳ケース数
CPUE モード年月日 o m 150m 1100m 時間 台数(合計尾数)

51. 8. 23 N E NW 1 
℃ 。C 。C

10.35 24台
505ケース

28.8尾 29.5 41-41 147 -37 16.5 60 2.1 (7335尾)

8.24 41-35 147-56 ムフウ 3.0 1.5 2.00 12 
76 
44.4 30.5 17.0 ( 1065) 

11 41-39 148 -00 SW 1 16.8 4.8 1.5 7.50 20 
263 
23.5 30.5 ( 3670) 

8.25 41-58 148 -32 SE 1 17.5 2.5 3司O 2.25 24 0) 

11 41-47 148 -31 SE 1 17.1 5.5 3.5 8.25 24 
695 
64.4 29.5 (12980) 

8.26 41-40 148 -22 E 1 17.6 5.4 2.9 10.25 24 
1190 

863 28.5 (21535) 

8. 27 41-46 148-16 16.5 4.5 1.8 1.45 24 
。
0) 

11 41-39 148 -17 17.5 2.3 1.3 8.40 24 
303 
18.5 30.5 ( 4750) 

8. 28 42-13 149 -06 SSE2 18.8 9.3 6.1 10.30 24 
771 
67.4 21.5 (16980 ) 

8. 29 42-25 149-15 NNW2 18.1 7.7 6.0 10.50 24 
892 
68.3 265 (17715) 

8. 30 42-28 149 -19 18.6 2.8 6白O 10.30 24 
541 37.9 ?5.5 ( 9540) 

8.31 42-31 149-28 E 2 18.3 8.0 4目7 11.15 24 
255 
19.3 23.5 ( 4760) 

9. 2 41-00 152 -11 NNW4 18.9 9.8 6.8 11.00 24 
85 
5.6 22.5 ( 1470) 

9. 4 42 -23 149 -09 NE 2 18.0 4.0 1.0 2.20 24 
20 
5.9 24.5 325) 

11 42 -19 149-15 NE 2 18.2 5.7 2.3 8.30 24 
134 

5.9 29.5 ( 1980) 

9. 5 42-21 149 -04 E 3 17.6 12.2 4.2 12.()0 24 
60 
3.4 24.5 965) 

9. 6 41-44 149 -43 NE 1 16.5 11.3 7.7 0.45 24 0) 

11 41‘46 150-22 NE 2 16.6 10.8 7.8 0.30 12 0) 

11 41-47 150 -30 NE 2 17.3 11.9 6.5 0.20 18 
7 
5.8 32.5 84 ) 34.5 

9. 7 41-48 150 -38 NE 1 17.2 10.8 6.9 3.10 24 
41 
5.7 30.5 440) 

11 41-42 150 -34 N 1 17.5 10.4 7目7 10.40 24 
120 

60 30.0 ( 1520) 

9、 841・23 150 -41 17.5 13.1 8.7 2.35 24 
22 
4.6 33.5 285) 

9. 9 43-08 154 -56 SSE3 15.8 12.5 5.5 2.20 24 
D 
1.0 30.5 55) 

11 42-55 155 -04 ESE3 15.8 11.2 8.0 0.40 12 3 4.8 
30.5 

40) 33.5 

9.10 41-46 157 -08 SSW2 162 9.8 7.3 2.15 24 52) 0.9 

11 41-32 156-52 SSW2 168 9.0 7.0 6.35 24 
28 
2.1 330 ) 31.0 
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北西太平洋ア力イカ操業記録表

(昭和51年 22広栄丸)

操業
北緯 東経 風向力

水温 操業 釣機i鰭ケース数
CPUE モード年月日 o m 150m 1100m 時間 台数(合計尾主主)

51. 9.11 
N E 

SSW1 
℃ 。C ℃ 

11.20 24台
115ケース

6.0尾
cm 

41-00 158 -01 17.4 10.5 7.8 (1615尾) 22.5 

9. 13 41-45 151-21 NNE2 17.3 66 1.7 11.25 24 
194 
9.0 28.5 

( 2465) 

9. 15 42-29 147 -04 S 2 16.9 5.7 5.6 11. 40 24 
85 
3.1 34.5 

870) 

9. 16 42-37 147 -05 SE 1 17.1 5.8 5.7 12.00 24 
416 
15.6 30.5 

( 4490) 

9. 18 42-02 145 -29 N 2 18.3 9.0 7.8 12.20 22 
116 5.1 

23.5 
( 1370) 32.0 

9. 19 42 -40 147-05 WNW1 14.4 5.6 5.5 5.50 24 
{ 8712 旦i 5.8 30.5 

11 42 -29 147-15 S 1 13.6 6.3 64 4.55 24 
95 8.5 31.5 ( 1005) 

9.20 42 -25 147 -39 S 1 14.1 5.5 5.7 12.40 24 
407 
14.6 35.0 ( 4465) 

9. 21 42 -13 147-16 ENE1 15.1 5.7 5.8 5.40 24 
180 
13.99 31.5 ( 1900) 

11 42-10 147 -15 SW 1 16.0 5.8 6.0 5.00 24 0) 

9. 22 42 -25 147-31 W 1 14.5 5.9 6.0 12.40 24 
586 
23.1 32.5 ( 7035) 

9.23 42-07 147-37 NE 3 13.7 5.2 5.2 13.00 24 
194 
8.3 
22.5 

( 2585) 30.5 

9. 24 41-57 147-20 NE 2 14.5 2.0 3.0 0.50 24 0) 

11 42 -09 147 -48 NE 2 14.9 5.5 5.6 7.10 12 
39 
7.1 
25.5 

615) 32.5 

9.25 41-35 150 -05 E 2 17.1 9.0 4.8 11.00 24 
191 
11.6 265 ( 3055) 

9.26 41-57 152-35 E 2 15.9 9.8 7.6 11.10 24 
303 
17.2 25.5 (11840) 

9. 28 42-38 157-53 ESE2 14.0 10.2 5.2 12.10 24 
693 
21.6 36.5 ( 6345) 

9.30 43-28 156 -05 NW 4 13.6 11.5 1.8 9.25 12 
5 
0.4 31.5 45) 

10. 1 42-28 154 -58 E 2 14.1 13.2 7.6 12.20 24 
317 
9.3 32.5 ( 2745) 

10. 2 42 -06 154 -41 NE 2 14.5 9.2 65 12.15 24 
664 
22.4 32.5 I ( 6625) 

10. 3 42 -00 154-32 SSE2 15.0 13.8 6.9 1.30 24 29) 1.2 33.5 

41-58 154 -41 SSE2 15.5 15.3 7.7 10.05 24 
574 
27.1 33.0 11 ( 6575) 

10. 4 41-57 154-45 SE 3 15.6 14.8 7.1 8.20 24 
89 
6.3 26.5 ( 1260) 

10. 5 43 -25 156 -30 NW 2 13.8 13.5 8.5 11. 50 17 
422 
18.7 34.5 ( 3745) 

10. 6 43-35 156 -32 N 2 14.0 14.0 9.5. 12.15 24 
1000 32.8 35.5 ( 9675) 37.5 

10. 7 43-30 156 -40 WNW4 13.7 13.7 9.0 12.25 15 
172 7.7 35.5 ( 1435) 
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北西太平洋アカイカ操業記録表

(田和51年 22広栄丸)

操業
北緯 東経 風向力

水温 操業 釣機悌獲ケース数
CPUE モード年月日 o m 150m 1100m 時間 台数(合計尾数)

N E 
WNW3 

℃ 。C 。C
2.00 24台

ケース
尾51. 10.8 42-04 158-0(') 13.2 13.2 7.2 6国 cm. 

158-09 WNW2 14.1 14.1 8.2 2.15 24 
7 
1.3 
34.5 

11 41-56 70) 365 

11 42・03 158-20 WNW2 14.0 14.0 8.3 5.05 24 
12 

1.1 36.5 ( 140) 

10.9 43-04 157 -24 SW 1 13.2 13.2 7.8 4.00 24 
68 6目。 35.5 ( 580) 

11 43 -14 157-19 SW 1 13.5 13.5 8.0 7目00 24 
214 11.6 (2225) 

10( 10 43-29 157 -26 NE 1 13.7 13.7 8.0 8.30 24 1057 1 ( 94 4.6 34.5 

10. 14 42-54 156-20 NW 3 12.9 12.9 9.1 12.45 24 
123 2.9 36.5 ( 895) 

10. 16 42-45 153 -40 NW 3 15.0 14.9 9.7 6.45 24 (19109 ) 1.2 38.5 

10. 17 43-15 155 -54 S 2 12.3 12.3 9.8 13.00 24 
613 

16.7 37.5 (5225) 

10. 18 43・17 155-59 SSW2 12.6 12.6 10.5 13.15 24 
235 6.0 30.5 (1910) 

'10.19 42 -11 157 -11 12.5 12.5 8.2 8.10 24 
71 

5.9 38.5 ( 450) 

11 42-12 157-14 12.6 12.3 6.5 8.20 24 
162 

5.1 (1020) 

10.却 41-47 154-54 SE 2 14.3 14.3 8.2 1.50 24 9 1.9 35.5 82) 

11 41-44 154-37 SE 2 14.0 13.8 6.8 5.20 24 
43 2.5 36.5 ( 310) 

10. 23 40 -32 147-07 w 3 11.8 10.2 6.0 1.20 12 5) 
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年度職員配置

----------管理職 甑室〉長 場 長 局 長 主 任 主事 技師 妓能員 業務員 乗組員 師者輯主員 嘱託 合計

場 長 1 1 

次 長 1 1 

総 務 室| (1 ) 1 1 3 1 1 7 

待、 業 部 1 2 2 1 6 

3習 査 部 1 4 5 

淡水養殖部 1 2 1 4 

相坂養魚場 1 3 2 1 7 

黒石養魚場 1 1 2 

八戸漁業用海岸局 1 2 1 4 

鯵ケ沢漁業用海岸間 1 2 1 4 

東 奥 丸 (1 ) 1 7 7 

幸 1羊 丸 (1 ) 1 5 5 

瑞 区高 丸 1 0 1 () 

青 鵬 丸 5 5 

i口，_ 計 (2 5) 4 2 1 0 3 1 1 1 2 4 7 2 2 8 8 

昭和 6 1 表イサ

-E
品
由
∞

t
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昭和 5 1 年度予算執行状況

一一一一一一一一一一一一一一 事業数 事業費

1. 場 費

2 水産資源開発調査費

3. 資源環境基礎調査費

4. 水産資源調査費

5. 漁況海況予報調査費

6目試験船整備費

7. 海 費

費

岸

魚

局

場8 養

9. 津軽暖流域総合調査費

水産資験場費計

人事管理費

財産管理費

漁政総務費

水産業振興費

漁場整備開発事業費

漁場調整費

32 2，29 8，4 50円

5 1 8，3 5 6，6 6 8 

7 8 5 6，6 1 0 

1 645，000 

1 3，232，000 

3 80.804，393 

2 6，60 3，0 0 0 

2 8，0 28，000 

1 1，1 1 1，0 00 

2 2 44 1，935，12 1 

1 1 5，2 90 

1 1 4 4，0 00 

1 1 1，0 3 9，8 7 0 

6 9，906，796 

2 2，17 0.120 

2 1 4 6，530 

ぷ』
口 計 46 5，3 5 4727 3 5 
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